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論文要旨 

地域で生活する胃全摘体験者の経験の意味とプロセス  
伊藤 由里子  

 
 本研究は、胃がんという病気を生きぬいていくプロセスにおいて、地域で生活

する胃全摘体験者に何が起こっているのかを記述し、胃全摘体験者にとっての、

がんを生きぬくという経験とその意味、プロセスを明らかにし、看護援助の示唆

を得ることを目的とした質的記述研究である。  
 シンボリック相互作用理論を理論的基盤とし、半構成的面接法にてデータ収集

し、ストラウスとコービンが開発したグラウンデッド・セオリー法の継続比較法

を用いて分析を行った。研究協力者は、がんの根治術として胃全摘術を受け、手

術から約 1 年が経過し、研究参加への同意が得られた胃がん体験者 23 名であっ

た。倫理的配慮として、高知女子大学看護研究倫理審査委員会と協力施設の倫理

審査委員会の承認を得た。  
分析の結果、135 の概念、39 のサブカテゴリー、胃全摘体験者の経験の意味と

プロセスを説明しうる【健康や生活全体につながる胃の喪失】、【胃のない身体で

食べる鍛錬】、【養生で会得する経験知】、【養生を通して知る自分】、【胃を喪った

身体で生きる覚悟】、【受けとめと対処との連鎖】、【養生の経験を糧として開く自

分の道】の 7 つのカテゴリーが見出された。さらにカテゴリーの関係を分析した

結果、３つの局面が明らかになった。  
局面１『胃全摘体験者としての一人前になる』は、胃全摘者が【健康や生活全

体につながる胃の喪失】と術後の経験を意味づけ、【胃のない身体で食べる鍛錬】

を行い、【養生で会得する経験知】を身につけ、【養生を通して知る自分】に出会

い、【胃を喪った身体で生きる覚悟】をするプロセスであった。  
局面２『養生の経験を糧として開く自分の道』は、養生に耐えてきた胃全摘体

験者が、これからどう生きるか自分との対話を行い、人としてだめになりたくな

いという気持ちを認識し、養生の経験から生み出される力と、胃がんと胃全摘術

による傷つきと生きぬいてきたという誇りをもつ【養生の経験を糧として開く自

分の道】であり、自分の強みとして、これから先の自分と生活に目を向けるよう

になる変化を表すものであった。  
局面３『受けとめと対処との連鎖』は、胃全摘体験者が胃を喪った自分をどう

受けとめるかによって、がんという病気と胃全摘術、術後の養生に対する考え方

や態度、人づきあいが方向づけられ、連鎖していることを表し、【受けとめと対処

との連鎖】は、他の２つの局面に影響を及ぼしていた。  
『胃全摘体験者としての一人前になる』プロセスをたどった胃全摘体験者は、

『養生の経験を糧として開く自分の道』を歩むが、手術からの時間の経過によっ

て、胃全摘体験者に新たな問題が出現したり、問題の優先順位が変更したりする

と再び、『胃全摘体験者としての一人前になる』プロセスに逆戻りしていた。これ

らのプロセスは相互作用するとともに『受けとめと対処との連鎖』に規定されて

いた。  
本研究では、地域で生活する胃全摘体験者のがんを生きぬく経験とプロセスと

して、３つの局面を提示することができた。本結果は、地域で生活する多くの胃

全摘体験者に、胃全摘術後についての見通しを提供し、彼らが生活の場から求め

ている看護援助の発展に貢献できると考える。  



 
 

Abstract 
 

Processes and Meanings of Experiences among Survivors who Underwent Total 

Gastrectomy in Local Communities  

 

Yuriko Ito 

This study described the experiences and processes of meaning construction among 

community-dwelling individuals who had undergone total gastrectomy for gastric cancer. 

Based on the theory of symbolic interactionism, semi-structured interviews were 

conducted to collect data. Study participants included 23 patients who had undergone 

total gastrectomy as a radical treatment for gastric cancer approximately 1 year before 

these interviews and who provided their consent for participation. Data were analyzed 

using the constant comparative method of the grounded-theory approach, which was 

developed by Strauss and Corbin (2004). This study was approved by the ethical review 

board for nursing research at Kochi Women's University and the ethical review board of 

the participating facility. 

As a result, 135 concepts, 39 subcategories, and 7 categories were extracted. The 

following seven categories illustrated the implications of participants’ experiences and 

the processes of meaning construction: 1) change in health and overall lifestyle by the 

loss of the stomach, 2) the practice of new method of eating following gastrectomy, 3) 

empirical knowledge gained during recuperation, 4) achievement of self-awareness 

through recuperation, 5) preparation for one’s life without a stomach, 6) a cycle of 

acceptance and coping, and 7) discovery and development of one’s path from the 

experiences of recuperation. Further, the following three aspects were identified as a 

result of the analysis of the relationships among these categories. 

Aspect 1: Becoming independent as an individual after having undergone total 

gastrectomy was a process in which the individual constructed meanings from their 

postoperative experiences. This process included experiencing a change in one’s health 

and overall lifestyle due to the loss of the stomach, engaging in practicing a new method 

of eating after the gastrectomy, gaining empirical knowledge during recuperation, 

achieving self-awareness through recuperation, and engaging in the preparation for one’s 

life without a stomach. 

Aspect 2: Finding and developing one’s path from the experiences of recuperation 

indicated the change in perceptions of the individuals coping with illness and associated 

difficulties. This process included considering one’s own insight to determine the way of 

life after total gastrectomy, recognizing feelings of wanting to stay firm, gaining strength 

generated through the experiences during recuperation, being proud of oneself, 

overcoming hardships associated with cancer and gastrectomy, and focusing on one’s 

own future, including one’s lifestyle. 

Aspect 3: A cycle between acceptance and coping directed the changes in attitudes 

regarding cancer, total gastrectomy, and postoperative recuperation, in addition to 

interpersonal relationships. The process of acceptance and the changes in one’s attitude 

were linked to each other, and the processes involved in this phase had an impact on the 

other two phases.  

Although the participants followed the process of regaining their independence as an 



 
 

individual after having undergone total gastrectomy and finding and developing one’s 

path from the experiences of recuperation, the passage of time after the surgery led to the 

emergence of new problems or to changes in the priority of problems. In such cases, the 

participants once again returned to the meaning construction process of regaining one’s 

independence as an individual after having undergone total gastrectomy. These processes 

were interactive and included the cycle of acceptance and coping. 

The results of this study demonstrated three aspects of the personal experiences and 

processes involved in surviving cancer among patients who had undergone total 

gastrectomy. These results can provide a postoperative outlook for many community-

dwelling individuals who have previously undergone total gastrectomy and can contribute 

to the development of nursing support for such patients in their daily life. 
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第 １ 章  序 論  

 

Ⅰ ． 研 究 の 背 景  

2 0 世 紀 の が ん 医 療 は が ん の 治 癒 率 と 延 命 率 の 向 上 に 大 き な 成 果

を あ げ た（ 張 ，森 下 ，2 0 0 5）。国 立 が ん 研 究 セ ン タ ー の 報 告 で は（ 国

立 が ん 研 究 セ ン タ ー ， 2 0 1 4）、 全 が ん の 5 年 相 対 生 存 率 は 6 4 . 3％ と

高 ま っ て い る 。 し か し 、 そ の 一 方 、 が ん の 死 亡 数 と 罹 患 数 は 増 加 し

続 け て お り （ 国 立 が ん 研 究 セ ン タ ー ， 2 0 1 4）、 2 0 1 4 年 の 新 た に が ん

と 診 断 さ れ た 人 は 約 8 8 万 2 千 例 で あ り 、 2 0 1 0 年 と 比 較 す る と 約 7

万 7 千 例 増 加 し て い る （ 国 立 が ん 研 究 セ ン タ ー ， 2 0 1 3）。 こ の よ う

な 状 況 に よ っ て 、 男 性 、 女 性 と も に 、 お お よ そ 2 人 に 1 人 が 一 生 の

う ち に が ん と 診 断 さ れ る 時 代 と な っ て い る 。  

わ が 国 に お い て 罹 患 数 の 多 い 胃 が ん は 、 年 間 1 2 万 人 以 上 が 罹 患

し 、 5 万 人 近 く が 胃 が ん に よ り 死 亡 し て い る （ 国 立 が ん 研 究 セ ン タ

ー ，2 0 1 4）。胃 が ん に 関 す る 報 告 の 多 く は 、胃 が ん の 罹 患 率 が 高 く 、

医 療 水 準 の 高 い わ が 国 か ら な さ れ て い る が（ 中 田 ，矢 永 ，小 村 ほ か ，

2 0 1 2）、そ の ほ と ん ど が 医 師 の 研 究 で あ る（ Ya m a m o t o，R a s h i d，Wo n g，

2 0 1 5；河 内 ，矢 田 ，佐 藤 ，2 0 1 4；宮 永 ，海 崎 ，浅 海 ほ か ，2 0 1 2；H i g a s h i，

N a k a m u r a， S h i m a d a， e t  a l .， 2 0 1 3）。 わ が 国 で は （ 今 野 ， 若 林 ，

宇 田 川 ほ か ， 2 0 1 3）、 毎 年 約 6 万 人 近 く の 人 が 胃 切 除 術 を 受 け て い

る 。臨 床 病 期 Ⅰ 期 の 胃 が ん の 5 年 生 存 率 は 、 9 5％ を 超 え て い る （ 国

立 が ん 研 究 セ ン タ ー ，2 0 1 4）。長 期 生 存 が 得 ら れ る 胃 が ん 体 験 者 が 増

加 す る に つ れ 、 た だ 胃 が ん を 治 せ ば よ い の で は な く （ 中 田 ， 矢 永 ，

小 村 ほ か ，2 0 1 2）、い か に 後 遺 症 を 少 な く 治 す か 、胃 切 除 後 の 生 活 障

害 を 最 小 限 に 留 め る か に 医 師 の 関 心 は 移 っ て い る 。 近 年 の 胃 切 除 術

は 、腹 腔 鏡 下 手 術 が 増 加 す る と と も に 、Q O L を 考 慮 し た 再 建 法 の 工

夫 が な さ れ て い る が （ 田 中 ， 吉 田 ， 2 0 1 2； 山 口 ， 福 永 ， 比 嘉 ほ か ，

2 0 0 8）、胃 切 除 後 に は 胃 術 後 障 害 が 出 現 し（ 飯 野 ，綿 貫 ，小 山 ほ か ，

2 0 1 3； 小 坂 ， 2 0 1 2）、 胃 が ん 体 験 者 は 、 身 体 的 苦 痛 は 免 れ な い 状 態

で あ る 。 胃 術 後 障 害 は 、 多 彩 な 臨 床 像 を 呈 し 、 長 期 間 持 続 す る た め

精 神 的 ・ 社 会 的 状 態 に 影 響 を 及 ぼ す こ と （ 高 島 ， 村 田 ， 渡 邊 ほ か ，

2 0 1 2）、胃 切 除 体 験 者 の Q O L を 低 下 さ せ る こ と が 臨 床 上 の 問 題 で あ

る（ 中 田 ，矢 永 ，小 村 ほ か ，2 0 1 2）。胃 術 後 障 害 の 種 類 や 程 度 は（ 石

神 2 0 1 0）、 胃 の 切 除 部 位 と 範 囲 、 再 建 法 に 影 響 さ れ る 。 胃 を 全 摘 し

た 場 合 は 、逆 流 防 止 、貯 留 、消 化・吸 収 機 能 が 全 て 失 わ れ る た め（ 末

武 ，矢 吹 2 0 1 4）、胃 部 分 切 除 体 験 者 よ り 術 後 の 食 事 摂 取 量 が 少 な く 、

体 重 減 少 が 顕 著 で あ り 、 長 期 的 に 低 栄 養 状 態 に な り や す く （ 山 口 ，

瀬 下 ，三 宅 ほ か ，2 0 1 4）、食 事 満 足 度 が 低 く（ 青 山 ，奥 村 ，二 渡 ほ か ，

2 0 0 4； G a r l a n d， L o u n s b e r r y， P e l l e t i e r， e t  a l .， 2 0 11）、術 後 合 併

症 の 頻 度 が 高 い（ 高 島 ，村 田 ，渡 邊 ほ か ，2 0 1 2；Ty r v a i n e n， S a n d，
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S i n t o n e n， e t  a l .， 2 0 0 8） こ と が 報 告 さ れ て い る 。  

看 護 研 究 に お い て は 、 胃 切 除 体 験 者 は 、 退 院 後 の 生 活 に お い て 、

食 事 摂 取 量 の 変 化 、 体 重 の 変 化 、 何 ら か の 術 後 後 遺 症 を 経 験 し 、 家

庭 生 活 、 社 会 生 活 に 支 障 を き た し て い る 実 態 が 報 告 さ れ て い る

（ S a n d s u n d，A t t i s o n，D o y l e，e t  a l .，2 0 1 3；M i z u n o，A s a n o，S u m i，

e t  a l .， 2 0 11； 古 屋 ， 中 村 ， 2 0 1 3； 恩 地 ， 古 瀬 ， 2 0 0 8）。 し か し 、 術

後 に 起 こ っ た 変 化 を 、 が ん 体 験 者 が ど の よ う に 感 じ 、 受 け と め て い

る の か（ 岡 本 ，2 0 1 0）、が ん の 治 療 後 、が ん 体 験 者 が 、ど の よ う に 、

再 び 、 日 々 の 生 活 に も ど る の か に つ い て は 、 明 ら か に さ れ て い な い

（ H a u k e n  M， L a r s e n  T M， H o l s e n  I， e t  a l .， 2 0 1 3）。  

こ れ ま で は 、医 療 機 関 で 医 療 者 が 、治 療 と ケ ア を 提 供 で き た の は 、

主 と し て 急 性 期 と 延 長 期 、 終 末 期 に あ る 胃 が ん 体 験 者 で あ っ た 。 胃

が ん 体 験 者 と そ の 家 族 を 対 象 と し た 、 看 護 領 域 の Q O L 研 究 も （ 永

田 ，水 野 ，2 0 1 3；佐 藤 大 介 ，佐 藤 ，2 0 1 0；v a n  L a a r h o v e n，S c h i l d e r m a n，

B l e i j e n b e r g，e t  a l .（ 2 0 11）；S a r n a，C o o l e y，B r o w n，e t  a l .，2 0 1 0）、

こ の 時 期 に 着 目 し た も の が 多 い 。 こ の 時 期 の ケ ア が 重 要 で あ る こ と

は 言 う ま で も な い が 、 長 期 生 存 す る 胃 が ん 体 験 者 が 増 加 し て い る 現

在 、 延 長 期 か ら 長 期 安 定 期 へ 向 か う 人 々 が 、 地 域 の な か で 、 そ の 人

ら し く 生 活 す る こ と が で き る サ ポ ー ト の 重 要 度 が 増 し て い る と 言 え

よ う 。 し か し 、 わ が 国 の 現 状 は 、 他 国 か ら 、 長 期 生 存 が ん サ バ イ バ

ー に 焦 点 を 当 て た ケ ア プ ロ グ ラ ム が 開 発 さ れ て い な い（ 三 浦 ，田 中 ，

細 田 ，2 1 0 5）、と 指 摘 を 受 け て い る 。こ れ ら の こ と か ら 、地 域 で 生 活

す る 胃 全 摘 体 験 者 の 経 験 と そ の 意 味 、 プ ロ セ ス を 明 ら か に し 、 彼 ら

が 、 そ の 人 ら し く 生 き て い く こ と を 支 援 す る た め の 援 助 方 法 を 提 案

す る こ と は 、 重 要 で あ る と 考 え ら れ た 。  

そ こ で 、 本 研 究 は 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 は ど の よ う な 経

験 を し て い る の か 、 社 会 や 他 者 と ど の よ う に 関 わ り 、 自 分 の 経 験 を

意 味 づ け 、 生 活 上 の 悩 み に ど う 対 応 す る の か 、 ど の よ う な プ ロ セ ス

を 経 て 変 化 す る の か に つ い て 明 ら か に し た い と 考 え た 。  

 

 

Ⅱ ． 研 究 の 目 的  

本 研 究 は 、胃 が ん と い う 病 気 を 生 き 抜 い て い く プ ロ セ ス に お い て 、

地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 に 、 何 が 起 こ っ て い る の か を 記 述 す る

こ と を 目 指 し 、 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て の 、 が ん を 生 き 抜 く 経 験 と そ

の 意 味 、 プ ロ セ ス を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。  

 

 

Ⅲ ． 研 究 の 意 義  

 看 護 の 視 点 か ら 、胃 全 摘 体 験 者 の 経 験 と 経 験 に つ い て の 意 味 づ け 、
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プ ロ セ ス に 関 す る 研 究 は 、 国 内 外 に お い て と て も 少 な い （ 古 屋 ， 中

村 ， 2 0 1 3； I s h i h a r a， 1 9 9 9； 近 藤 ， 鈴 木 2 0 0 8）。 ま た 、 が ん 治 療 後

は 、 が ん 体 験 者 が 傷 つ き や す く 、 苦 悩 を 経 験 す る 段 階 で あ る と エ ビ

デ ン ス が 示 さ れ て い る が（ S e m p l e，D u n w o o d y，K e r n o h a n，e t  a l .，

2 0 0 8）、 こ の 段 階 に あ る が ん 体 験 者 の 経 験 を 理 解 す る た め の 経 験 的

デ ー タ は ま だ 少 な い 状 態 で あ る（ A l l e n，S a v a d a t t i，L e v y，2 0 0 9）。

本 研 究 で は 、 胃 全 摘 術 は 、 体 験 者 の 生 活 に ど の よ う な 影 響 を 及 ぼ す

の か に つ い て 明 ら か に で き る と 考 え る 。 ま た 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全

摘 体 験 者 が 、 退 院 後 の 生 活 で 、 社 会 や 他 者 と の 相 互 作 用 を 通 し 、 ど

の よ う な 経 験 を す る の か 、経 験 を ど の よ う に 意 味 づ け 対 応 す る の か 、

ど の よ う な プ ロ セ ス を た ど っ て 変 化 す る の か に つ い て 明 ら か に す る

こ と が で き る と 考 え る 。 こ れ ら に つ い て 明 ら か に す る こ と は 、 わ が

国 で 増 え 続 け て い る 胃 が ん 体 験 者 が 、 生 活 の 場 か ら 求 め る 看 護 を 検

討 す る こ と を 可 能 に し 、 が ん 看 護 学 研 究 の 新 た な 知 見 を 得 る こ と が

で き る と 考 え る 。  

が ん 看 護 の 実 践 に お い て は 、 本 研 究 は 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体

験 者 の 経 験 と 、 胃 が ん を 生 き 抜 く プ ロ セ ス を 提 示 で き る た め 、 地 域

で 生 活 す る 多 く の 胃 全 摘 体 験 者 に 、 胃 全 摘 術 が 及 ぼ す 、 生 活 の 変 化

に つ い て の 情 報 を 提 供 す る こ と に 貢 献 で き る と 考 え る 。 ま た 、 胃 全

摘 体 験 者 の ニ ー ズ を サ ポ ー ト す る た め の 看 護 介 入 を 考 え る 材 料 を 提

供 す る こ と が で き る と 考 え る 。  

 が ん 看 護 教 育 に お い て は 、本 研 究 で は 、健 康 回 復・維 持 の た め に 、

地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 が 自 ら 行 っ て い る こ と 、 人 や 環 境 と の

相 互 作 用 を 通 し て 創 り 出 し た 知 恵 、 身 に つ け た 力 に つ い て 明 ら か に

す る た め 、胃 が ん で 手 術 を 受 け た 体 験 者 を ど の よ う な 視 点 で と ら え 、

看 護 を 提 供 す る の か に 関 す る 知 識 体 系 に 、 貢 献 で き る と 考 え る 。  
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第 2 章  文 献 検 討  

 

文 献 検 索 は 、欧 米 の 文 献 に つ い て は 、「 g a s t r i c  c a n c e r」 「 s t o m a c h  

c a n c e r」 「 g a s t r e c t o m y」 「 t o t a l  g a s t r e c t o m y」 「 c a n c e r  s u r v i v o r s」  

「 c a n c e r  s u r v i v o r s h i p」 「 e x p e r i e n c e」 「 m e a n i n g」 「 p r o c e s s」  

「 n u r s i n g」 「 r e c o v e r y」 「 a d a p t a t i o n」 「 p o s t - t r e a t m e n t」 「 l i v i n g  

w i t h  c a n c e r」  「 l i v i n g  t h r o u g h  c a n c e r」  「 l i v i n g  b e y o n d  c a n c e r」

を キ ー ワ ー ド と し て 、 C I N A H L、 P u b M e d を 使 用 し て 、 2 0 0 4 年 か ら

2 0 1 5 年 1 月 ま で の 検 索 を 行 っ た 。国 内 の 文 献 に つ い て は 、「 胃 が ん 」  

「 胃 切 除 術 」 「 胃 全 摘 術 」 「 が ん サ バ イ バ ー 」 「 が ん 体 験 者 」 「 が

ん サ バ イ バ ー シ ッ プ 」  「 経 験 」  「 意 味 」  「 プ ロ セ ス 」  「 看 護 」  

「 回 復 」  「 適 応 」  「 治 療 後 」  「 が ん と と も に 」  「 が ん を 通 し て 」  

「 が ん を 超 え て 」 を キ ー ワ ー ド と し て 、 医 学 中 央 雑 誌 を 使 用 し て 、

過 去 1 0 年 間 の 検 索 を 行 っ た 。  

こ こ で は 、 地 域 で 生 活 す る が ん 体 験 者 の 経 験 の 意 味 と プ ロ セ ス に

つ い て 、 国 内 外 の 看 護 研 究 を 概 観 し 、 明 ら か に な っ た 動 向 と 課 題 に

つ い て 論 じ る 。  

 

Ⅰ ． 胃 が ん 体 験 者 に つ い て  

１ ． 胃 が ん に 関 す る 統 計  

わ が 国 に お い て 部 位 別 の 死 亡 数 は（ 国 立 が ん 研 究 セ ン タ ー ，2 0 1 4）、

男 性 で は 肺 が 最 も 多 く が ん 死 亡 全 体 の 2 5 %  を 占 め 、次 い で 胃（ 1 5 %）、

大 腸（ 1 2 %）、肝 臓（ 9 %）、膵 臓（ 7 %）の 順 と な っ て い る 。女 性 で は

大 腸 が 最 も 多 く（ 1 5 %）、次 い で 、肺（ 1 4 %）、胃（ 1 2％ ）、膵 臓（ 11 %）、

乳 房（ 9 %）の 順 と な っ て い る 。罹 患 数 が 多 い が ん は（ 国 立 が ん 研 究

セ ン タ ー 2 0 11 年 ）、 男 女 合 わ せ る と 、 胃 、 大 腸 、 肺 、 前 立 腺 、 乳 房

の 順 で あ る 。  

わ が 国 に お い て 胃 が ん は 、年 間 1 2 万 人 以 上 が 罹 患 し 、5 万 人 近 く

が 胃 が ん に よ り 死 亡 し て い る（ 国 立 が ん 研 究 セ ン タ ー ，2 0 1 4）。世 界

全 体 で は 、毎 年 、新 た に 胃 が ん と 診 断 さ れ る 人 は 約 9 3 万 人 、胃 が ん

で 死 亡 す る 人 は 約 7 0 万 人 と 報 告 さ れ て い る （ O h t a n i， Ta m a m o r i，

N o g u c h i， e t  a l .， 2 0 11）。 わ が 国 に お い て は 、 4 0 歳 代 後 半 か ら 増 加

し 始 め 、 男 女 比 で は 男 性 の ほ う が 女 性 よ り 高 い （ 国 立 が ん 研 究 セ ン

タ ー ， 2 0 1 4）。胃 が ん は（ Ya m a m o t o，R a s h i d，Wo n g， 2 0 1 5）、発 生

と 病 理 学 に お い て 、明 確 な 地 理 的 相 違 を も つ 唯 一 の 悪 性 疾 患 で あ る 。

日 本 国 内 で は（ 国 立 が ん 研 究 セ ン タ ー ，2 0 1 4）、東 北 地 方 の 日 本 海 側

で 罹 患 率 が 高 く 、 南 九 州 、 沖 縄 で 低 い 東 高 西 低 型 を 示 し て い る 。 罹

患 率 の 国 際 比 較 で は （ Ya m a m o t o， R a s h i d， Wo n g， 2 0 1 5）、 東 ア ジ

ア（ 中 国 、日 本 、韓 国 な ど ）や 南 米 で 高 く 、欧 米 な ど 白 人 で は 低 い 。  
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日 本 人 の 罹 患 数 が 多 い 胃 が ん （ g a s t r i c  c a n c e r  あ る い は s t o m a c h  

c a n c e r） を キ ー ワ ー ド に し た 研 究 は 約 4 6 , 8 0 0 件 （ P u b M e d  ： 2 0 0 4

か ら 2 0 1 5 年 9 月 ）で あ り 、こ の 中 で 看 護 研 究 は 、約 1 7 0 件（ P u b M e d  ：

2 0 0 4 か ら 2 0 1 5 年 9 月 ） で あ っ た 。 胃 が ん 体 験 者 （ g a s t r i c  c a n c e r  

s u r v i v o r s あ る い は s t o m a c h  c a n c e r  s u r v i v o r s） を キ ー ワ ー ド に し

た 研 究 は 約 2 6 0 件 （ P u b M e d  ： 2 0 0 4 か ら 2 0 1 5 年 9 月 ） で あ っ た 。

わ が 国 に お い て は 、 胃 が ん を キ ー ワ ー ド に し た 研 究 は 、 約 1 , 1 6 0 件

（ 医 学 中 央 雑 誌 ： 会 議 録 除 く ： 2 0 0 4 か ら 2 0 1 5 年 9 月 ）、 胃 が ん に

関 す る 看 護 研 究 は 約 5 0 件 （ 医 学 中 央 雑 誌 ： 会 議 録 除 く ： 2 0 0 4 か ら

2 0 1 5 年 9 月 ） で あ っ た 。  

胃 が ん 治 療 後 に 関 す る 報 告 の 多 く は 、 胃 が ん の 罹 患 率 が 高 く 、 医

療 水 準 の 高 い わ が 国 か ら な さ れ て い る（ 中 田 ，矢 永 ，小 村 ほ か ，2 0 1 2）。

し か し 、胃 が ん 術 後 の Q O L の 改 善 は 、こ れ か ら の 研 究 領 域 で あ り 、

更 な る エ ビ デ ン ス が わ が 国 の 臨 床 か ら 発 信 さ れ な け れ ば な ら な い と

指 摘 さ れ て い る 。  

 

２ ． 胃 切 除 を 受 け た 胃 が ん 体 験 者 に つ い て  

 胃 切 除 が が ん 体 験 者 に 及 ぼ す 影 響 は（ 中 田 ，矢 永 ，小 村 ほ か ，2 0 1 2；

田 中 ，吉 田 ， 2 0 1 2）、単 に 胃 に 留 ま ら ず 、食 道 、胆 嚢 、膵 臓 、小 腸 、

大 腸 な ど 、 ほ ぼ 消 化 器 全 般 に 及 ぶ こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。 胃 切

除 を 受 け た が ん 体 験 者 に つ い て は 、食 生 活 の 変 化（ 恩 地 ，古 瀬 ，2 0 0 8）、

術 後 合 併 症 と そ の 持 続 期 間（ M i z u n o，A s a n o，S u m i，e t  a l .，2 0 11；

今 村 ，川 上 ，坂 口 ほ か ， 2 0 1 2；森 嶋 ，近 藤 ，廣 瀬 ほ か ，2 0 1 0）、食 べ

る こ と の 体 験 （ G a r l a n d， L o u n s b e r r y， P e l l e t i e r， e t  a l .， 2 0 11）、

手 術 後 の 生 活 で 困 っ て い る 内 容 と 対 処 （ S t e i n ， S y r j a l a ，

A n d r y k o w s k i，2 0 0 8；中 村 ，城 戸 ，2 0 0 5，O l s s o n，B e r g b o m，B o s a e u s，

2 0 0 2）、食 事 指 導（ 小 笠 原 ，大 木 ，井 原 ，2 0 1 3）、小 冊 子 の 改 訂（ N i c k l i n，

2 0 0 9）、 Q O L（ S h a n  B， S h a n  L， M o r r i s， e t  a l .， 2 0 1 5； A b e r y，

H u g h e s， M c N a i r， e t  a l .， 2 0 1 0）、 心 理 状 態 （ 岡 本 ， 2 0 1 0； 塚 本 ，

松 本 ， 2 0 1 2； M a e d a  ， O n u o h a， M u n a k a t a， 2 0 0 6）、術 後 体 験 者 の

職 場 復 帰 に 伴 う ス ト レ ス や 症 状 の 変 化 と 食 行 動（ 岡 本 ，佐 藤 ，2 0 0 8；

山 脇 ，藤 田 ，2 0 0 6）、在 宅 移 行 期 に お け る ニ ー ズ（ 縄 ，嶋 澤 ，武 田 ほ

か ， 2 0 0 5）、適 応 の 状 態（ 高 橋 ，小 松 ， 1 9 9 8）、自 己 概 念（ 近 藤 ，鈴

木 ， 2 0 0 8）、家 族 の 体 験（ 小 林 ，宮 下 ， 2 0 0 9）、な ど に つ い て 明 ら か

に さ れ て い る 。 胃 術 後 障 害 の 種 類 や 程 度 は 、 胃 の 切 除 部 位 、 範 囲 や

再 建 法 に 影 響 さ れ る が（ 石 神 ，2 0 1 0）、同 一 の 術 式 が 行 わ れ た 場 合 も 、

出 現 す る 胃 術 後 障 害 の 種 類 や 程 度 に は 個 体 差 が み ら れ る （ 中 田 ， 矢

永 ，小 村 ほ か ，2 0 1 2）こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。こ の 研 究 結 果 は 、

胃 術 後 障 害 は 単 に 術 式 の 影 響 だ け で は な く 、 術 後 の 生 体 環 境 の 変 化

に 対 す る 胃 が ん 体 験 者 の 消 化 器 系 統 の 適 応 力 や 食 習 慣 、 心 理 社 会 的
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要 因 な ど に 影 響 を 受 け る こ と を 示 唆 し て い る 。  

 

１ ） 胃 切 除 が 胃 が ん 体 験 者 の 身 体 面 に 及 ぼ す 影 響  

不 安 な ど の 心 の 問 題 は 、が ん の 種 類 に 限 ら ず 共 通 な も の が 多 い が 、

治 療 後 の 症 状・副 作 用・後 遺 症・合 併 症 は（ 飯 野 ，綿 貫 ，小 山 ，2 0 1 3；

永 野 ，2 0 11；井 ノ 下 ，小 松 ，2 0 1 2）、が ん の 種 類 に よ っ て 特 徴 が 出 る

悩 み で あ る 。 胃 切 除 を 受 け た 胃 が ん 体 験 者 に 特 徴 的 な 悩 み は （ が ん

の 社 会 学 に 関 す る 合 同 研 究 班 ，2 0 0 4）、食 事 が 思 う よ う に 食 べ る こ と

が で き な い 、 体 重 減 少 ・ 体 重 が 増 え な い 、 体 力 低 下 、 下 痢 、 便 秘 、

ダ ン ピ ン グ 症 候 群 、 食 事 が つ ま る な ど 、 多 様 な 症 状 が 出 現 す る こ と

が 明 ら か に さ れ て い る 。 ま た 、 食 事 の 問 題 に よ っ て 体 重 が 術 前 の 値

に も ど ら ず（ 玉 井 ，永 井 ，真 田 ，2 0 1 2）、体 力 低 下 が 体 験 者 の 回 復 や

日 常 生 活 に 影 響 を 及 ぼ す こ と（ 中 村 ，城 戸 ，2 0 0 5）、一 つ 以 上 の 愁 訴

を も つ 人 が 多 い こ と（ 飯 野 ，綿 貫 ，小 山 ，2 0 1 3）、何 ら か の 後 遺 症 が

1 年 持 続 す る （ 恩 地 ， 古 瀬 ， 2 0 0 8） こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。  

 

胃 切 除 体 験 者 に と っ て 、 術 後 の 生 活 に お い て 最 も 辛 い こ と は （ 恩

地 ，古 瀬 ，2 0 0 8）、食 事 に 関 す る こ と と 、術 後 合 併 症 で あ り 、こ れ ら

に 対 す る 支 援 を 必 要 と し て い る こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。 術 後 3

か 月 か ら 3 年 ま で の 胃 切 除 体 験 者 と 食 道 切 除 体 験 者 は 、食 事 、排 泄 、

睡 眠 、 活 動 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン な ど 、 生 活 の 営 み 全 般 で 困 難 を 経

験 す る こ と （ 中 村 ， 城 戸 ， 2 0 0 5．） が 明 ら か に さ れ て い る 。  

具 体 的 に は 、 食 事 に 関 し て は 、 術 後 の 胃 が ん 体 験 者 は 、 必 然 的 に

食 生 活 を 変 え る こ と を 求 め ら れ 苦 労 す る こ と （ S h a n  B， S h a n  L  ，

M o r r i s， e t  a l .， 2 0 1 5； が ん の 社 会 学 に 関 す る 合 同 研 究 班 ， 2 0 0 4；

今 村 ，川 上 ，坂 口 ほ か ，； 2 0 1 2）、食 事 量 の 減 少 か ら く る 体 力 低 下 に

よ っ て（ 古 屋 ，中 村 ， 2 0 1 3；榎 本 ，三 枝 ，中 井 ほ か ， 2 0 0 7）、身 体 活

動 量 が 低 下 す る た め 、 家 庭 生 活 や 社 会 生 活 に 支 障 を き た し 、 そ の 結

果 、 Q O L が 低 下 す る（ S h a n  B， S h a n  L， M o r r i s， e t  a l .， 2 0 1 5； 高

島 ， 村 田 ， 2 0 1 3） こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。 ま た 、 胃 切 除 体 験 者

は 、[量 が 食 べ ら れ な い ]  [何 を ど の よ う に 食 べ れ ば よ い の か わ か ら な

い ]と い う 理 由 の た め （ 庄 司 ， 大 関 ， 和 田 ほ か ， 2 0 1 4）、 退 院 後 に 食

べ る こ と が で き な い と い う 経 験 を す る こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。

食 生 活 の 変 化 に つ い て は（ 森 嶋 ，近 藤 ，廣 瀬 ほ か ， 2 0 1 0）、退 院 後 2

週 間 は 入 院 中 と 同 じ よ う な 食 生 活 を 送 る こ と 、6～ 7 週 間 後 は 各 個 人

の 食 生 活 へ と 徐 々 に 変 化 す る こ と 、1 2 週 前 後 で は そ の 人 な り の 食 生

活 が 確 立 し 始 め る こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。 そ の 一 方 、 退 院 後 1

年 6 か 月 を 経 過 し て も な お 、新 し い 胃 の 感 覚 を つ か む こ と に 苦 悩 し

て い る （ 荻 ， 2 0 0 4） こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。  

胃 切 除 体 験 者 の 不 安 は（ 庄 司 ，大 関 ，和 田 ほ か ，2 0 1 4）、退 院 時 、
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退 院 後 2 か 月 と も に 、 [食 事 ・ 栄 養 ]に 関 す る こ と が 最 も 高 く 、 次 い

で [体 力 ・ 筋 力 の 低 下 ]に 関 す る こ と で あ る と 明 ら か に さ れ て い る 。  

退 院 後 の 胃 切 除 体 験 者 は 、 医 療 者 か ら 食 事 や 生 活 指 導 を 受 け る 機

会 を 持 て な い 状 況 に あ る が（ 縄 ，嶋 澤 ，武 田 ほ か ，2 0 0 5）、現 状 を 受

け 入 れ（ 森 嶋 ，近 藤 ，廣 瀬 ほ か ，2 0 1 0）、新 し い 生 活 に 適 応 す る た め

の 努 力 、 回 復 を 進 る た め の 努 力 を 行 っ て い る こ と が 明 ら か に さ れ て

い る 。 ま た 、 彼 ら は 、 食 事 量 や 食 事 内 容 を い つ ど の よ う に ス テ ッ プ

ア ッ プ さ せ る の か な ど 、 体 力 回 復 を は か る た め の 具 体 的 な 情 報 と 評

価 方 法 を 必 要 と し て い る （ 縄 ， 嶋 澤 ， 武 田 ほ か ， 2 0 0 5） こ と が 明 ら

か に さ れ て い る 。  

 

以 上 の 文 献 検 討 か ら 、 胃 切 除 を 受 け た 胃 が ん 体 験 者 は 、 様 々 な 消

化 器 症 状 や 体 重 減 少 、 体 力 低 下 な ど の 身 体 症 状 を 経 験 し 、 そ れ ら に

よ っ て 日 常 生 活 に 支 障 を き た し て い る こ と が わ か っ た 。 胃 切 除 術 を

受 け た 胃 が ん 体 験 者 に と っ て 、 術 後 の 生 活 で 一 番 つ ら い こ と は 、 食

事 に 関 す る 問 題 と 胃 術 後 障 害 、 術 後 後 遺 症 に 関 す る こ と で あ り 、 こ

れ は 、 治 療 後 何 年 も 持 続 す る 悩 み で あ る こ と が わ か っ た 。 体 験 者 と

そ の 家 族 は 、 つ ら い と 感 じ る 状 況 の な か で 、 試 行 錯 誤 を し て 、 食 事

の こ と や 胃 術 後 障 害 に 関 す る 問 題 に 対 し 、 努 力 し て い る こ と が わ か

っ た 。  

胃 切 除 体 験 者 が 、 日 々 の 生 活 の な か で 体 験 し て い る 困 難 に 対 す る

主 体 的 な 態 度 と 、 試 行 錯 誤 し な が ら 進 め る 回 復 の プ ロ セ ス を 促 す 看

護 援 助 に つ い て 検 討 し 、 実 践 に つ な げ る ま で に は 至 っ て い な い こ と

が わ か っ た 。 そ の 理 由 は 、 地 域 で 生 活 す る 胃 切 除 体 験 者 の 経 験 に つ

い て 、 そ の 実 態 を 看 護 の 視 点 で 十 分 に 捉 え ら れ て い な い こ と が 示 唆

さ れ た 。  

 

２ ） 胃 切 除 後 の 胃 が ん 体 験 者 の Q O L に つ い て  

 胃 が ん で 胃 切 除 を 受 け た 体 験 者 の Q O L に つ い て は 、 再 建 術 式 別

に 比 較 を 行 っ た 研 究（ 吉 村 ，白 田 ，前 田 ，2 0 0 7）、胃 切 除 体 験 者 の 身

体・精 神 症 状 の 程 度 と 家 族 の Q O L、不 安 と の 関 連（ 永 田 ，水 野 ，2 0 1 3）、

ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト と Q O L と の 関 連（ 小 林 ，宮 下 ， 2 0 0 9）、適 応

状 態 と 関 連 要 因 （ M i z u n o， A s a n o， S u m i， e t  a l .， 2 0 11）、 Q O L の

成 果 に つ い て の レ ビ ュ ー（ S h a n  B，S h a n  L，M o r r i s，e t  a l .，2 0 1 5）、

腹 腔 鏡 下 切 除 で の 短 期 的 お よ び 長 期 的 な ア ウ ト カ ム （ M o h r i ，

Ya s u d a，O h i，e t  a l .，2 0 1 5）、体 験 者 の 主 観 的 な Q O L（ M a l m s t r o m，

I v a r s s o n， J o a n s s o n， e t  a l .， 2 0 1 3）、回 復 と 胃 術 後 症 状 、不 確 か さ

と の 関 係 （ J e o n， C h o i， L e e， e t  a l .， 2 0 1 6）、 終 末 期 に あ る 胃 が ん

体 験 者 の Q O L に 影 響 を 及 ぼ す 因 子 な ど が 明 ら か に さ れ て い る 。  

具 体 的 に は 、胃 切 除 体 験 者 Q O L は 、6 5 歳 以 上 の 者 に 比 べ 6 5 歳 未
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満 の 者 が 、女 性 よ り 男 性 が 、無 職 者 よ り 有 職 者 の 方 が 高 い こ と（ S h a n  

B， S h a n  L， M o r r i s， e t  a l .， 2 0 1 5）、 術 後 1 か 月 ほ ど で 低 下 し 、 6

カ 月 後 が 最 低 値 に な り 、 2 年 で 手 術 前 の Q O L の レ ベ ル に 回 復 す る

（ A b e r y， H u g h e s， M c N a i r， e t  a l .， 2 0 1 0） こ と が 明 ら か に さ れ て

い る 。 ま た 、 生 存 が 延 長 期 に あ る 胃 切 除 体 験 者 は （ M a l m s t r o m ，

I v a r s s o n， J o a n s s o n， e t  a l .， 2 0 1 3）、回 復 の 時 期 は 苦 闘 の 経 験 で あ

っ た と 表 現 し た こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。胃 切 除 体 験 者 の Q O L を

向 上 さ せ る に は 、 家 族 、 医 師 、 看 護 師 か ら の 情 緒 的 、 情 報 的 サ ポ ー

ト が 必 要 で あ る こ と 、 こ れ ら の サ ポ ー ト は 、 特 に 精 神 ・ 心 理 状 態 の

Q O L に 強 く 影 響 を 及 ぼ す（ S h a n  B，S h a n  L，M o r r i s，e t  a l .，2 0 1 5）

こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。  

 

胃 切 除 後 の 胃 が ん 体 験 者 の Q O L に 関 す る 文 献 検 討 の 結 果 、 が ん

の 根 治 治 療 が 終 了 し 、 家 庭 や 地 域 で の 生 活 を 再 開 で き る こ と は 、 体

験 者 と 家 族 に と っ て 喜 ば し い 出 来 事 で あ る 反 面 、 自 分 で 健 康 管 理 を

行 う 困 難 、 家 庭 や 職 場 、 地 域 で の 役 割 な ど 、 社 会 的 責 任 を 再 開 す る

こ と に 関 す る 困 難 を 経 験 す る こ と が わ か っ た 。胃 切 除 体 験 者 の Q O L

は 、 長 期 に わ た る 胃 術 後 障 害 や そ の 他 の 身 体 的 症 状 に よ っ て 影 響 を

受 け る こ と が 明 ら か に さ れ て い る が 、 そ の こ と に つ い て の 長 期 的 な

実 態 の 把 握 は 十 分 で は な い こ と が わ か っ た 。 食 事 の 変 化 と 胃 術 後 障

害 、 体 重 減 少 に よ る 外 見 の 変 化 の 影 響 を 受 け て 、 誰 か に 自 分 を 見 ら

れ る と き ま り が 悪 い と 感 じ 、 外 出 を し た く な い 、 他 者 に 会 い た く な

い と い う 気 持 ち に な り 、 孤 立 し や す い 状 況 に な る こ と が わ か っ た 。

胃 切 除 体 験 者 に と っ て 、 生 活 の 質 は 、 症 状 の あ る 生 活 を 自 分 が コ ン

ト ロ ー ル で き る か ど う か に か か っ て い る （ M a l m s t r o m， I v a r s s o n，

J o a n s s o n，  e t  a l .， 2 0 1 3） こ と が わ か っ た 。  

胃 切 除 体 験 者 の Q O L に つ い て は 、 手 術 か ら の 時 間 の 経 過 ご と の

Q O L の 状 態 、 Q O L に 影 響 す る 因 子 に つ い て は 、 看 護 の 視 点 か ら 明

ら か に さ れ て い る 。し か し 、胃 切 除 体 験 者 の 主 観 的 な Q O L、術 後 の

自 分 を ど う 受 け と め て い る か 、 手 術 か ら の 時 間 の 経 過 に 伴 い 、 生 活

上 の 関 心 や 、 自 分 自 身 に つ い て の 認 知 が ど う 変 化 す る の か 、 変 化 に

つ い て ど う 感 じ て い る の か に つ い て は 、 ま だ 明 確 に な っ て い な い こ

と が わ か っ た 。  

  

３ ） 胃 切 除 後 の 身 体 的 苦 痛 が 精 神 的 側 面 に 及 ぼ す 影 響  

胃 切 除 体 験 者 は 、 退 院 後 長 期 に わ た っ て 食 事 の 問 題 と 術 後 後 遺 症

を 経 験 し て お り 、 そ れ ら の 身 体 的 苦 痛 が 、 精 神 的 ・ 社 会 的 状 態 に 影

響 を 及 ぼ し て い る （ 飯 野 ， 綿 貫 ， 小 山 ほ か ， 2 0 1 3） こ と が 明 ら か に

さ れ て い る 。  

具 体 的 に は 、 胃 が ん で 胃 切 除 を 受 け た （ 腹 腔 鏡 下 幽 門 側 胃 切 除 術
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9 名 、全 摘 術 4 名 ）体 験 者 は（ 高 島 ，村 田 ，渡 邊 ほ か ， 2 0 1 2）、退 院

時 、退 院 後 1 か 月 、 2 か 月 と 継 時 的 に 抑 う つ が 強 く な り 、 Q O L の 心

理 面 は 継 時 的 に 低 く な る こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。ま た 、 [転 移 ・

再 発 に 対 す る 不 安 ]  [食 事 に 対 す る 不 安 ・ 苦 痛 ]  [社 会 生 活 に 対 す る 不

安 ]な ど を 経 験 し て お り（ 蛭 子 ， 2 0 0 1）、こ の 心 理 状 態 に 、 [問 題 に 取

り 組 む ]  [気 持 ち を 変 え る ]な ど の 対 処 を 行 っ て い る こ と が 明 ら か に

さ れ て い る 。 最 近 に お い て は 、 胃 切 除 体 験 者 （ 1 2 2 名 ） の P o s t -

t r a u m a t i c  g r o w t h  （ P T G）と 、健 康 に 関 連 し た Q O L と の 関 係 性（ S i m，

L e e， K i m， e t  a l .， 2 0 1 5） が 明 ら か に さ れ て い る 。 こ の 研 究 対 象 者

の 約 半 分 は 普 通 レ ベ ル の P T G を 経 験 し て い た こ と 、 胃 切 除 体 験 者

の P T G に つ い て 、 [自 己 認 識 の 変 化 ]  [他 者 と の 関 係 性 ]  [新 し い 可 能

性 ]  [ス ピ リ チ ュ ア ル の 変 化 ]と い う 領 域 が 明 ら か に さ れ て い る 。  

わ が 国 の 胃 切 除 体 験 者 の 行 動 特 性 と し て （ M a e d a ， O n u o h a ，

M u n a k a t a， 2 0 0 6）、周 囲 に 評 価 さ れ る た め 自 己 抑 制 し 、自 分 の 感 情

に 気 づ き に く く 、 助 け を 求 め ず 、 一 人 で 我 慢 し て 頑 張 り や す い 傾 向

が あ る こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。 他 の 調 査 で も （ が ん の 社 会 学 に

関 す る 合 同 研 究 班 ，2 0 0 4）、が ん 体 験 者 は 悩 み を 医 療 者 に 相 談 す る と

い う よ り 、 自 ら 努 力 し 、 悩 み を 克 服 し よ う と し て い る 人 が 多 い こ と

が 明 ら か に さ れ て い る 。 ま た 、 抱 え て い る 悩 み を 和 ら げ る た め に 何

が 必 要 か の 問 い に 対 し 、 彼 ら は 、 [こ う い う こ と が 大 切 で あ る ]と 自

ら の 体 験 を 語 る こ と を 希 望 し て い る （ が ん の 社 会 学 に 関 す る 合 同 研

究 班 ， 2 0 0 4）こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。こ の こ と は 、が ん 体 験 者

は 、 生 活 を 通 し て 悩 み に 対 す る 方 法 を 見 出 し て い る こ と 、 そ れ を 次

の 世 代 に 伝 え た い と い う 意 思 を も っ て い る こ と を 示 唆 し て い る と 言

え よ う 。  

 

身 体 的 苦 痛 が 精 神 的 状 態 に 及 ぼ す 影 響 に 関 す る 文 献 検 討 の 結 果 、

胃 切 除 体 験 者 の 経 験 の 肯 定 的 な 面 と 否 定 的 な 面 の 両 方 が 明 ら か に な

っ て い る こ と が わ か っ た 。 わ が 国 の 胃 切 除 体 験 者 は 、 自 ら 悩 み を 克

服 し よ う と す る 人 が 多 い こ と 、 経 験 か ら 見 出 し た 悩 み の 解 決 に つ な

が る 方 法 を 、 次 の 世 代 に 伝 え た い 意 思 を も っ て い る こ と が 明 ら か に

さ れ て い る こ と が わ か っ た 。  

胃 切 除 体 験 者 が 、 胃 が ん と い う 病 気 と 胃 切 除 術 に つ い て ど う 受 け

と め て い る の か 、 胃 切 除 後 に 経 験 す る 精 神 的 苦 痛 や 、 生 活 上 の 悩 み

を ど う 受 け と め 、 ど の よ う な 努 力 で 克 服 し て い る の か に つ い て 、 看

護 の 視 点 で 実 態 が 明 ら か に さ れ て い な い こ と が わ か っ た 。  

 

４ ） 胃 切 除 後 が 自 己 概 念 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て  

が ん の 診 断 は 、 そ の 人 の 生 活 と ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー を 分 裂 さ せ る

経 験 で あ る （ M o r r i s， C a m p b e l l， D w y e r， e t  a l .， 2 0 11； M e l l o n，
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N o r t h o u s e，We i s s，2 0 0 6）こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。ま た 、が ん

体 験 者 に 、人 生 に お い て 自 分 に と っ て 大 切 な も の は 何 か を 思 考 さ せ 、

自 分 自 身 に つ い て 再 定 義 す る 機 会 と な る（ C h a m b e r s，B a a d e，M e n g，

e t  a l .， 2 0 1 2） こ と 、 人 と し て 成 長 す る 機 会 に な る こ と （ C l a r k e，

M c c o r r y， D e m p s t e r， 2 0 11） が 明 ら か に さ れ て い る 。  

胃 切 除 ・ 大 腸 切 除 ・ 肝 臓 切 除 ・ 膵 臓 切 除 体 験 者 の 自 己 効 力 感 に 関

す る 比 較 研 究 に お い て（ 柴 田 ，2 0 0 5）、胃 切 除 体 験 者 は 、手 術 前 は 2

番 目 に 高 得 点 を 示 し た が 、 退 院 時 は 唯 一 得 点 の 減 少 が 認 め ら れ た こ

と が 明 ら か に さ れ て い る 。 こ の 結 果 は 、 胃 切 除 体 験 者 は 、 術 後 に 食

事 が 食 べ ら れ な い 問 題 が 出 現 し 、 体 重 が 減 少 し 、 自 信 が 持 て な い ま

ま 退 院 を 迎 え て い る 状 況 が 反 映 さ れ た と 推 察 さ れ て い る 。  

 胃 切 除 体 験 者 の 回 復 に つ い て は 、 術 後 3 か 月 に あ る 体 験 者 は

（ O l s s o n，B e r g b o m，B o s a e u s，2 0 0 2）、身 体 的 症 状 の 減 少 を 回 復 の

サ イ ン と 認 識 し 、 [深 み に 落 ち る ]と こ ろ か ら 、他 者 と [経 験 を 共 有 す

る ]こ と に よ っ て  [再 び 元 気 と エ ネ ル ギ ー を と り 戻 し 自 分 自 身 を 見

い だ す ]こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。ま た 、胃 切 除 体 験 者 が 、自 分 の

病 気 に つ い て 受 け と め る プ ロ セ ス は（ 内 海 ，藤 野 ，2 0 11）、が ん 診 断

に よ り 限 定 さ れ た 生 に 直 面 し 、[偶 然 戻 っ た 生 に 気 づ く ]こ と を 経 て 、

と り 戻 せ た 生 を 生 き る と い う 変 化 で あ る こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。 

 

文 献 検 討 の 結 果 、 わ が 国 の 胃 切 除 体 験 者 の 自 己 概 念 に つ い て は 、

研 究 が 進 ん で い な い 領 域 で あ る こ と が わ か っ た 。  

胃 切 除 が も た ら す 身 体 的 苦 痛 が 、 体 験 者 自 身 と 生 活 の 在 り 様 や 、

生 活 の 仕 方 に 影 響 を 及 ぼ し 、 苦 悩 し て い る こ と が わ か っ た 。 苦 悩 の

な か で 、 体 験 者 は 、 胃 切 除 に よ っ て 変 化 し た 自 分 や 生 活 に 合 わ せ る

努 力 を し て 、 回 復 を 進 め る 行 動 を と っ て い る こ と が わ か っ た 。 胃 が

ん と い う 病 気 で 胃 を 切 除 す る と い う 経 験 、 必 然 的 に 食 生 活 を 変 え る

こ と を 求 め ら れ る 状 況 、 治 療 後 に 多 様 な 身 体 症 状 を 長 期 に わ た っ て

経 験 す る 状 況 に つ い て 、 胃 切 除 体 験 者 は ど の よ う に 受 け と め て い る

の か 、 そ の 状 況 に ど う 対 応 し て い る の か に つ い て 明 ら か に す る こ と

は 、 胃 切 除 体 験 者 の 自 己 概 念 に 関 す る 理 解 を 深 め る 情 報 が 得 ら れ る

と 考 え ら れ た 。  

 

５ ） 胃 が ん と 胃 切 除 が が ん 体 験 者 に 及 ぼ す 影 響 に 関 す る 文 献

検 討 の ま と め  

臨 床 病 期 Ⅰ 期 の 胃 が ん の 5 年 生 存 率 は 、 9 5％ を 超 え て い る（ 国 立

が ん 研 究 セ ン タ ー ，2 0 1 4）。早 期 で の 発 見 率 が 高 ま り 、ま た 医 療 技 術

や 補 助 療 法 等 の 進 歩 に よ り 、 長 期 生 存 が 得 ら れ る 胃 が ん 体 験 者 が 増

加 す る に つ れ 、胃 術 後 障 害 を 予 防 し 、Q O L を 低 下 さ せ な い 胃 切 除 術

式 の 工 夫 と 適 切 な 選 択 が 求 め ら れ る よ う に な っ て き た（ 中 田 ，矢 永 ，
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小 村 ほ か ，2 0 1 2）。つ ま り 、た だ 胃 が ん を 治 せ ば よ い の で は な く 、い

か に 後 遺 症 を 少 な く 治 す か 、 胃 切 除 後 の 生 活 障 害 を 最 小 限 に 留 め る

か に 関 心 が 移 っ て い る 。 こ の よ う な 状 況 の な か で 、 胃 切 除 と い う 治

療 が 、 胃 が ん 体 験 者 の 身 体 的 ・ 精 神 的 ・ 社 会 的 ・ ス ピ リ チ ュ ア ル な

側 面 に 、 ど の よ う な 影 響 を 及 ぼ す の か に 関 し て 、 研 究 が 行 わ れ 、 そ

の 影 響 の 範 囲 と 程 度 な ど に つ い て 明 ら か に さ れ て い る こ と が わ か っ

た 。 そ の ほ と ん ど が 医 師 の 研 究 で あ る こ と が わ か っ た 。  

ま た 、 現 代 医 療 は 、 入 院 期 間 の 短 縮 化 が 加 速 し 、 入 院 中 心 の 医 療

か ら 在 宅 医 療 へ と 移 行 し て い る た め 、 胃 切 除 後 の 胃 が ん 体 験 者 も 、

自 分 の 身 体 を マ ネ ジ メ ン ト す る 、 セ ル フ ケ ア を す る 力 を つ け て （ 榎

本 ，三 枝 ，中 井 ほ か ，2 0 0 7）、地 域 や 家 庭 で 生 活 を す る こ と が 重 要 に

な っ て い る こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。 消 化 器 系 病 棟 看 護 管 理 者 は

（ 高 島 ， 五 木 田 2 0 0 9）、 術 前 の 患 者 の 心 理 的 準 備 や 、 術 後 の セ ル フ

ケ ア 支 援 が 、 こ れ ま で 以 上 に 課 題 で あ る こ と 、 特 に 高 齢 者 支 援 の 困

難 さ を 認 識 し て い る こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。 し か し 、 外 来 看 護

師 は（ 高 島 ，村 田 ，渡 邊 ，2 0 1 0）、外 来 受 診 者 に 必 要 な 処 置 や 、術 前

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン な ど の 説 明 や 相 談 へ の 対 応 に 時 間 を と ら れ 、 セ

ル フ ケ ア 支 援 は ま だ で き て い な い と 評 価 し て い る 現 状 で あ る こ と が

わ か っ た 。  

わ が 国 の 胃 が ん で 胃 切 除 を 受 け た 体 験 者 の ニ ー ズ に 関 す る 看 護 研

究 は 、 極 め て 少 な い （ M i z u n o， A s a n o， S u m i， e t  a l .， 2 0 11） こ と

が 指 摘 さ れ て い る 。 胃 切 除 体 験 者 が 生 活 の 場 か ら 求 め て い る ニ ー ズ

を 明 ら か に す る に は 、 胃 切 除 が 体 験 者 の 生 活 に ど う 影 響 し て い る の

か に つ い て 、 看 護 の 視 点 で 明 ら か に す る こ と が 必 要 で あ ろ う 。 胃 切

除 体 験 者 が 生 活 で 経 験 す る こ と に つ い て の 実 態 が 明 ら か に さ れ て い

な い こ と に よ っ て 、体 験 者 と 家 族 の Q O L を 維 持 し 、改 善 す る た め の

看 護 援 助 や 、 胃 切 除 体 験 者 そ の 人 に 必 要 な セ ル フ ケ ア を 育 む た め の

看 護 援 助 を 考 え 、 実 践 に 結 び つ け 発 展 さ せ る こ と が で き な い 状 況 に

あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

 

３ ． 胃 全 摘 術 を 受 け た 胃 が ん 体 験 者 に つ い て  

１ ） 胃 全 摘 体 験 者 に 焦 点 を 当 て た 研 究 の 現 状  

2 年 間（ 2 0 11～ 2 0 1 2 年 ）に 、胃 部 分 切 除 術 が 約 7 万 3 千 件 、胃 全

摘 術 が 約 4 万 件 登 録 さ れ て い る こ と か ら（ 今 野 ，若 林 ，宇 田 川 ほ か ，

2 0 1 3）、 毎 年 約 2 万 件 の 胃 全 摘 術 が 行 わ れ て い る 。 胃 全 摘 術 （ t o t a l  

g a s t r e c t o m y） を キ ー ワ ー ド に 、 P u b M e d（ 2 0 0 4～ 2 0 1 5 年 ） で 検 索

す る と タ イ ト ル に t o t a l  g a s t r e c t o m y の キ ー ワ ー ド を 使 っ て い る 文

献 は 、約 5 3 0 件 で あ っ た 。胃 全 摘 術（ t o t a l  g a s t r e c t o m y）に 関 す る

看 護 研 究 は（ n u r s i n g）1 6 件 、タ イ ト ル に t o t a l  g a s t r e c t o m y の キ ー

ワ ー ド を 使 っ た 看 護 研 究 は 9 件 で あ っ た 。 わ が 国 に お い て は 、 胃 全
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摘 術 に 関 す る 研 究 は 約 4 4 0 件 （ 2 0 0 4～ 2 0 1 5 年 ） で あ り 、 こ の う ち

看 護 に 関 す る 文 献 は 1 9 件 、原 著 論 文 は 3 件 で あ っ た（ 近 藤 ，鈴 木 ，

2 0 0 8； 古 屋 ， 中 村 ， 2 0 1 3； I s h i h a r a， 1 9 9 9）。  

 

 胃 全 摘 体 験 者 を 対 象 と し た 研 究 の テ ー マ は 、 術 後 の 栄 養 状 態 （ 寺

嶋 ， 1 9 9 4； C o p l a n d， L i e d m a n， R o t h e n b e r g， e t  a l .， 2 0 0 7）、 Q O L

（ Ty r v a i n e n， S a n d， S i n t o n e n， e t  a l， 2 0 0 8）、 部 分 切 除 と 全 摘 術

と の 比 較 （ 術 後 状 態 、 ま た は Q O L）（ K a m i j i， Tr o n c o n， S u e n， e t  

a l .， 2 0 0 9； M u n e n e， F r a n c i s， G a r l a n d， e t  a l .， 2 0 1 2）、腹 腔 鏡 下

と 開 腹 と の 比 較 （ 胃 全 摘 術 後 の 再 発 ・ 生 存 状 況 、 ま た は 回 復 状 況 ）

（ L e e， N a m， Ry u， e t  a l .， 2 0 1 5  ； A b d i e v， K o d e r a， F u j i w a r a，

e t  a l .， 2 0 11）、 再 建 法 の 違 い が 生 活 に も た ら す 影 響 （ 山 口 ， 福 永 ，

比 嘉 ほ か ，2 0 0 8）、手 術 か ら の 時 間 の 経 過 が Q O L に 及 ぼ す 影 響（ L e e，

C h u n g，K w o n，e t  a l .，2 0 1 4）、体 重 減 少 の 意 味（ A b d i e v，K o d e r a，

F u j i w a r a，e t  a l .，2 0 11）、術 式 に よ る 術 後 の 栄 養 状 態 の 比 較（ 山 口 ，

瀬 下 ，三 宅 ほ か ，2 0 1 4）、時 間 の 経 過 に 伴 う 胃 全 摘 体 験 者 の 生 存 率・

生 存 年 数（ d a  C o s t a，C o l i m b r a，R i b e i r o， e t  a l .， 2 0 1 5）、な ど が 認

め ら れ た 。  

 

 こ れ ま で の 先 行 研 究 に よ っ て 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 胃 部 分 切 除 体 験

者 よ り 術 後 の 食 事 摂 取 量 が 少 な く 、 体 重 減 少 は 顕 著 で あ り 、 長 期 的

に 低 栄 養 状 態 に な り や す く 、加 齢 に 伴 う 筋 肉 量 減 少 の 進 行 が 速 い（ 山

口 ， 瀬 下 ， 三 宅 ほ か ， 2 0 1 4） こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。 手 術 に よ

っ て 、逆 流 防 止 、貯 留 、消 化・吸 収 機 能 が 全 て 失 わ れ る た め（ 末 武 ，

矢 吹 2 0 1 4）、 術 後 合 併 症 の 頻 度 が 高 く 、 多 様 な 胃 術 後 障 害 を 経 験 す

る と と も に 、食 べ る こ と 、栄 養 不 良 、体 重 減 少 に 悩 む（ Ty r v a i n e n，

S a n d，S i n t o n e n，e t  a l .，2 0 0 8）、こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。ま た 、

胃 が な く な っ た 身 体 で 、 ど の よ う に 食 べ れ ば い い の か 苦 悩 し て い る

（ G a r l a n d，L o u n s b e r r y，P e l l e t i e r，e t  a l .，2 0 11）こ と が 明 ら か に

さ れ て い る 。 食 事 の 際 に も の が つ か え る と い う 症 状 （ 佐 藤 ， 村 山 ，

鈴 木 ほ か ， 1 9 9 9 ） な ど で 、 食 事 を 食 べ る こ と が 困 難 と い う 問 題

（ G a r l a n d，L o u n s b e r r y，P e l l e t i e r， e t  a l .， 2 0 11）や 、長 期 に わ た

っ て 複 数 の 愁 訴 を も つ こ と か ら 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 胃 部 分 切 除 体 験

者 に 比 べ 回 復 は 遅 く 、身 体 的 回 復 に は 9～ 1 2 か 月 を 要 し 、そ の 後 に

心 理 的 回 復 過 程 を た ど る （ 青 山 ， 奥 村 ， 二 渡 ほ か ， 2 0 0 4） こ と が 明

ら か に さ れ て い る 。  

 近 年 、 胃 が ん に 対 す る 胃 全 摘 術 は 術 式 の 確 立 と 周 手 術 期 管 理 の 進

歩 に よ り 安 全 に 行 わ れ て い る が 、 術 後 に 消 化 管 ホ ル モ ン 分 泌 障 害 、

消 化 吸 収 障 害 に よ る 慢 性 の 栄 養 障 害 が 生 じ 、 生 活 の 質 の 低 下

（ Ty r v a i n e n，S a n d，S i n t o n e n，e t  a l .，2 0 0 8）を 経 験 し て い る こ と
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が 明 ら か に さ れ て い る 。 し た が っ て 、 術 後 の 栄 養 管 理 は 胃 全 摘 術 後

の 集 学 的 治 療 の 一 環 と し て 欠 く こ と の で き な い 要 素 で あ る と 考 え ら

れ て い る 。こ れ ま で の 研 究 に よ っ て 、術 後 3 年 半 か ら 8 年 が 経 過 し

た 胃 全 摘 験 者（ 寺 嶋 ， 1 9 9 4）は 、 消 耗 型 の 低 栄 養 状 態 で あ る こ と が

明 ら か に さ れ て い る 。 こ れ を 改 善 す る に は 術 後 早 期 か ら の 栄 養 管 理

が 必 要 で あ り 、 半 消 化 態 栄 養 剤 、 ビ タ ミ ン 剤 、 消 化 酵 素 剤 な ど の 補

助 的 投 与 と 、栄 養 士 に よ る 栄 養 指 導 を 長 期 間 に わ た っ て 行 う こ と が 、

Q O L の 維 持・向 上 を も た ら す こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。胃 切 除 術

に よ る 体 重 減 少 は 、 最 初 の 1 か 月 は 主 に 筋 肉 の 減 少 、 そ れ 以 降 は 脂

肪 の 減 少 を 主 と し た 体 重 減 少 で あ る こ と （ A b d i e v ， K o d e r a ，

F u j i w a r a， e t  a l .， 2 0 11）、 体 重 減 少 は 、 が ん 体 験 者 の Q O L に 直 結

す る 問 題 で あ る こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。  

 Q O L に つ い て は 、胃 全 摘 体 験 者 と 、胃 部 分 切 除 体 験 者 と の 間 に は

違 い が 認 め ら れ な い（ H j e r m s t a d，H o l l e n d e r，Wa r l o e，e t  a l .，2 0 0 6）

と い う 報 告 が あ る 一 方 、 胃 部 分 切 除 体 験 者 よ り 胃 全 摘 体 験 者 の 方 が

Q O L は 低 下 し て お り 、長 期 生 存 例 の 胃 全 摘 術 患 者 は 、術 後 1 年 後 よ

り 5 年 後 の 方 が 悪 化 し て い る（ 吉 村 ，前 田 ， 白 田 ， 2 0 0 5） と い う 報

告 も 認 め ら れ る 。最 近 の 系 統 的 な 文 献 レ ビ ュ ー で は（ S h a n  B，S h a n  

L， M o r r i s， e t  a l .， 2 0 1 5）、 胃 全 摘 術 後 の 健 康 に 関 連 し た Q O L は 、

術 後 1 か 月 で 低 下 し 、 1 年 後 に は 手 術 前 の レ ベ ル ま で 回 復 し た こ と

が 報 告 さ れ て い る 。 ま た 、 手 術 か ら 5 年 が 経 過 し た 胃 全 摘 体 験 者 と

5 年 以 上 が 経 過 し た 胃 全 摘 体 験 者 の Q O L（ L e e， C h u n g， K w o n， e t  

a l .，2 0 1 4）に つ い て 明 ら か に さ れ て い る 。胃 全 摘 術 か ら 5 年 が 経 過

し た 者 は 、 健 康 な 人 々 の Q O L と 比 較 す る と 、 役 割 機 能 、 社 会 的 機

能 、 嘔 気 嘔 吐 、 食 欲 不 振 、 経 済 的 困 難 、 逆 流 、 食 事 制 限 、 ボ デ ィ ・

イ メ ー ジ が 悪 化 し て お り 、 情 緒 的 機 能 、 認 知 機 能 が 高 か っ た こ と が

明 ら か に さ れ て い る 。 一 方 、 胃 全 摘 術 か ら 5 年 以 上 が 経 過 し た 者 の

Q O L は 、経 済 的 困 難 、逆 流 、食 事 制 限 が 悪 化 し て い た こ と が 明 ら か

に さ れ て い る 。  

 

胃 全 摘 体 験 者 に 焦 点 を 当 て て 行 わ れ た 先 行 研 究 を 検 討 し た 結 果 、

手 術 か ら 5 年 以 上 が 経 過 し て も 、胃 全 摘 体 験 者 は 、身 体 的 、精 神 的 、

社 会 的 問 題 を 抱 え て お り 、ケ ア が 必 要 な 状 態 で あ る こ と が わ か っ た 。

現 在 の と こ ろ 、 胃 全 摘 術 後 の 長 期 的 サ ポ ー ト の 方 法 や 、 栄 養 相 談 の

実 態 に つ い て 明 確 に な っ て い な い こ と が わ か っ た 。  

 

２ ） 胃 が ん の 胃 全 摘 体 験 者 に 関 す る 看 護 研 究 に つ い て         

 文 献 検 討 を 通 し て 、 胃 が ん で 胃 全 摘 術 を 体 験 し た 人 に 焦 点 を 当 て

た 看 護 研 究 は ま だ 少 な い こ と 、 先 行 研 究 で は 、 胃 全 摘 術 が 、 胃 が ん

体 験 者 に 与 え た 衝 撃 に つ い て 、 術 後 の A D L と Q O L に つ い て 、 術 後
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の 食 事 摂 取 量 と 身 体 状 態 に つ い て 、 自 己 概 念 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て

明 ら か に さ れ て い る こ と が わ か っ た 。  

 胃 全 摘 術 治 療 が 、 胃 が ん 体 験 者 に 与 え た 最 も 大 き な 衝 撃 は

（ G a r l a n d，L o u n s b e r r y，P e l l e t i e r， e t  a l .， 2 0 11）、 [食 べ る こ と に

つ い て の 再 学 習 ]と [身 体 的 変 化 に 適 応 す る ]こ と で あ っ た こ と が 明

ら か に さ れ て い る 。  

わ が 国 の 胃 全 摘 体 験 者 に つ い て は 、 手 術 か ら 2 年 以 上 が 経 過 し た

5 1 名 を 対 象 に 、質 問 紙 法 で A D L と Q O L に つ い て 検 討 さ れ（ I s h i h a r a，

1 9 9 9）、A D L に つ い て は 、 2 0 名 が 良 い 、 9 名 が 比 較 的 良 い 、 1 3 名 が

比 較 的 乏 し い 、 6 名 が 乏 し い 、 3 名 は 入 院 時 と 同 じ と 評 価 し た こ と

が 明 ら か に さ れ て い る 。 彼 ら の Q O L に つ い て は 、 2 0 名 が 良 い 、 1 7

名 が や や 乏 し い 、1 4 名 が 乏 し い と 評 価 し た こ と が 明 ら か に さ れ て い

る 。ま た 、胃 全 摘 体 験 者（ 術 後 2 年 ま で の 11 名 ）の 自 己 概 念 は 、身

体 的 ・ 精 神 的 ・ 対 人 関 係 的 ・ 社 会 的 ・ 実 存 的 自 己 概 念 の 5 つ の 側 面

か ら 成 り 立 っ て い る（ 近 藤 ，鈴 木 ， 2 0 0 8） こ と が 明 ら か に さ れ て い

る 。 彼 ら の 自 己 概 念 は 、 身 体 的 自 己 概 念 が 強 く 認 知 さ れ る と い う 特

徴 を 有 し 、 身 体 的 自 己 概 念 の ダ メ ー ジ が 、 自 己 概 念 全 体 に 影 響 を 及

ぼ し て い る こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。さ ら に 、胃 全 摘 体 験 者（ 5 名 ）

の 食 事 摂 取 量 と 身 体 状 態 が（ 古 屋 ，中 村 ，2 0 1 3）、胃 部 分 切 除 体 験 者

（ 6 名 ） と の 比 較 に よ っ て 明 ら か に さ れ て い る 。 両 群 と も に 1 日 食

事 摂 取 量 、 タ ン パ ク 質 と 脂 肪 の 摂 取 量 が 、 術 後 は 術 前 と 比 較 し て 低

下 し て い る こ と 、 胃 全 摘 体 験 者 の 健 康 回 復 に は 、 術 後 早 期 か ら タ ン

パ ク 質 、 脂 質 摂 取 量 を 増 加 さ せ る 必 要 が あ る こ と が 明 ら か に さ れ て

い る 。  

  

３ ） 胃 全 摘 体 験 者 に 関 す る 文 献 検 討 か ら の ま と め  

胃 が ん で 胃 全 摘 術 を 受 け た 体 験 者 に 関 す る 文 献 を 検 討 し た 結 果 、

先 行 研 究 の ほ と ん ど が 医 師 の 研 究 で あ る こ と 、 胃 全 摘 術 後 の 胃 術 後

障 害 の 状 態 、 Q O L、 術 後 の 栄 養 状 態 な ど 、 研 究 内 容 は 多 岐 に わ た っ

て い る こ と が わ か っ た 。 胃 全 摘 体 験 者 は 、 手 術 か ら 時 間 が 経 過 し て

も 、 複 数 の 愁 訴 を も ち 、 食 事 摂 取 量 の 減 少 に よ る 体 重 減 少 、 体 力 低

下 、 体 調 不 良 か ら 、 手 術 前 の 生 活 に も ど る こ と が で き な い 状 況 が あ

る （ 榎 本 ， 三 枝 ， 中 井 ほ か ， 2 0 0 7） こ と が 明 ら か に さ れ て い る が 、

退 院 後 の 生 活 上 の 経 験 、 生 活 状 況 に つ い て の 長 期 的 な 実 態 把 握 は 十

分 で は な い こ と 、 胃 全 摘 体 験 者 側 か ら 明 ら か に し た 研 究 は 少 な い

（ B r a n t，B e c k，D u d l e y， e t  a l .， 2 0 11）こ と が わ か っ た 。例 え ば 、

胃 全 摘 体 験 者 に と っ て 、 体 重 減 少 を 止 め る こ と 、 体 重 を 維 持 す る ・

増 や す こ と は 大 き な 関 心 事 で あ り （ が ん の 社 会 学 に 関 す る 合 同 研 究

班 ， 2 0 0 4  ； Tu u l a， J u h a n i， H a r r i， e t  a l .， 2 0 0 8）、 胃 術 後 障 害 や

体 重 を 管 理 で き な い 場 合 は 、 不 安 と 苦 悩 、 将 来 の 不 確 か さ を 経 験 す
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る（ S t a m a t a k i，B u r d e n，M o l a s s i o t i s，2 0 11）こ と が 明 ら か に さ れ

て い る 。 先 行 研 究 で は 、 術 式 に よ る 胃 術 後 障 害 と 体 重 減 少 の 発 生 率

や 程 度 に 焦 点 が 当 て ら れ て お り 、 長 期 に わ た っ て 続 く 胃 術 後 障 害 や

体 重 減 少 に つ い て 、 胃 全 摘 体 験 者 は ど う 受 け と め 、 ど う 対 応 し て い

る の か 、 そ れ ら が 体 験 者 の 心 理 面 や 社 会 面 に 、 ど の よ う な 影 響 を 及

ぼ し て い る の か に つ い て は ま だ 研 究 が 少 な い（ S t a m a t a k i，B u r d e n，

M o l a s s i o t i s， 2 0 11）こ と が わ か っ た 。ま た 、退 院 後 の 生 活 や 自 分 の

状 況 に つ い て 、 胃 全 摘 体 験 者 は ど う 捉 え 、 解 釈 し 、 ど の よ う な 努 力

を し て い る の か（ G a r l a n d，L o u n s b e r r y，P e l l e t i e r，e t  a l .，2 0 11）、

回 復 の プ ロ セ ス （ L e e， C h u n g， K w o n， e t  a l .， 2 0 1 4； Ty r v a i n e n，

S a n d， S i n t o n e n， e t  a l .， 2 0 0 8） に つ い て 明 ら か に し た 研 究 は 少 な

い こ と が わ か っ た 。

４ ． 胃 が  ん で 胃 切  除 を 受 け  た 体 験 者  に 関 す る  文 献 検 討  の ま と め

医 学 は 、 胃 が ん 治 療 後 に 関 す る 研 究 報 告 を 、 わ が 国 か ら 発 信 さ せ

て い る の に 対 し 、 看 護 研 究 は 立 ち 遅 れ て い る こ と が わ か っ た 。 現 在

の 医 療 は 、胃 が ん 治 療 後 の 生 活 障 害 を 最 小 限 に 留 め る こ と 、Q O L を

維 持・改 善 す る こ と に 関 心 が 移 っ て き て い る こ と か ら（ 中 田 ，矢 永 ，

小 村 ほ か ，2 0 1 2）、胃 が ん 体 験 者 の 胃 切 除 後 の 生 活 障 害 に つ い て 、看

護 の 視 点 か ら 実 態 を 把 握 す る こ と が 必 要 で あ る と 言 え よ う 。

文 献 検 討 を 通 し て 、 こ れ ま で の 研 究 に よ っ て 、 胃 が ん 術 後 に 出 現

す る 症 状 、 徴 候 の 種 類 は 多 様 で 、 個 別 性 が 高 く 、 持 続 期 間 は 長 く 、

身 体 的 な 症 状 は 、 胃 全 摘 体 験 者 の 心 理 社 会 面 に 影 響 を 及 ぼ す た め 、

Q O L に 影 響 を 及 ぼ し て い る 状 況 が 明 ら か に さ れ て い る（ 飯 野 ，綿 貫 ，

小 山 ほ か ， 2 0 1 3）こ と が わ か っ た 。胃 が ん で 胃 切 除 体 験 者 が 経 験 す

る 問 題 は 、 が ん 治 療 に 起 因 す る 機 能 障 害 や 後 遺 症 、 晩 期 障 害 な ど の

身 体 的 問 題 に 加 え 、 不 安 や う つ 状 態 、 対 人 関 係 や 就 労 な ど 心 理 社 会

的 問 題 を 含 み 、 多 岐 に わ た る 領 域 に 及 ぶ こ と が わ か っ た 。 こ の 問 題

に 看 護 が ア プ ロ ー チ す る に は 、 看 護 の 視 点 で 、 胃 切 除 体 験 者 が 置 か

れ て い る 状 況 、 い ま を 生 き 抜 く 経 験 と プ ロ セ ス を 理 解 し 、 ケ ア へ と

つ な げ る た め の 系 統 的 、 実 証 的 な デ ー タ を 豊 か に し て い く 必 要 が あ

る と 考 え た 。 そ の た め に は 、 ま ず 、 地 域 で 生 活 を す る 胃 が ん 体 験 者

の 経 験 と ニ ー ズ を 明 ら か に す る こ と が 必 要 で あ る と 考 え る 。 文 献 検

討 の 結 果 、 自 分 に 与 え ら れ た 状 況 の な か で 、 自 分 な り に 努 力 し て よ

り 良 く 生 き よ う と し て い る 胃 が ん で 胃 切 除 術 を 受 け た 人 々 の 姿 が 垣

間 見 ら れ る 。 彼 ら の 見 地 か ら 、 日 々 の 生 活 に お け る 経 験 、 回 復 の た

め に 行 っ て い る こ と 、 彼 ら の 継 時 的 な 変 化 に つ い て 、 丁 寧 に 記 述 す

る こ と に よ っ て 、 彼 ら が 経 験 し て い る こ と の 本 質 を 描 き 出 す こ と が

で き る と 考 え る 。 そ こ か ら 、 彼 ら が 、 地 域 や 家 庭 で 生 活 す る た め の
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力 を 身 に つ け て い く こ と を 援 助 す る 看 護 に つ な げ る こ と が 重 要 で あ

る と 考 え る 。

Ⅱ ． 研 究 の 枠 組 み の 検 討

１ ． 研 究 の 枠 組 み

 本 研 究 は 、 シ ン ボ リ ッ ク 相 互 作 用 論 の 考 え 方 を 、 研 究 の 枠 組 み と

す る 。

シ ン ボ リ ッ ク 相 互 作 用 論 は （ B l u m e r， 1 9 6 9）、 言 葉 を 中 心 と す る

シ ン ボ ル を 媒 介 と す る 社 会 的 相 互 作 用 に 焦 点 を 置 き 、 あ り の ま ま の

人 間 、 す な わ ち 日 常 生 活 に お け る 人 間 に と っ て の 事 象 の 意 味 、 解 釈

過 程 に 着 目 し 、 そ こ か ら 人 間 の 主 体 性 と 社 会 の 変 化 を 明 ら か に し よ

う と す る 立 場 に あ る（ H o l l o w a y，W h e e l e r，1 9 9 6）。シ ン ボ リ ッ ク 相

互 作 用 論 は 、 3 つ の 明 快 な 前 提 に 立 脚 し て い る （ B l u m e r， 1 9 6 9）。

そ れ は 、 第 一 に 、 人 間 は も の ご と が 自 分 に 対 し て も つ 意 味 に の っ と

っ て 、 そ の も の ご と に 対 し て 行 為 す る と い う こ と で あ る 。 第 二 に 、

も の ご と の 意 味 は 、 個 人 が そ の 仲 間 と 一 緒 に 参 加 す る 社 会 的 相 互 作

用 か ら 導 き 出 さ れ 、 発 生 す る と い う こ と で あ る 。 第 三 に 、 意 味 は 、

個 人 が 自 分 の 出 会 っ た も の ご と に 対 処 す る な か で 、 そ の 人 間 が 用 い

る 解 釈 の 過 程 に よ っ て 扱 わ れ た り 、 修 正 さ れ た り す る と い う こ と で

あ る 。

シ ン ボ リ ッ ク 相 互 作 用 論 の 3 つ の 前 提 を 、 本 研 究 に 当 て は め て 考

え る と 以 下 の よ う に 表 さ れ た 。 ① 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 は 、

日 々 の 生 活 を 通 し 、 胃 が ん と い う 病 気 と そ の 治 療 で あ る 胃 全 摘 術 の

影 響 を 経 験 す る 。 そ の 経 験 に よ っ て 意 味 が つ く ら れ 、 そ の 意 味 に の

っ と っ て 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 胃 が ん と 胃 全 摘 術 の 影 響 に 対 応 す る と

い っ た 行 為 を し て い る 。 ② 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て 、

も の ご と の 意 味 は 、 家 族 や 友 人 、 近 隣 の 人 々 、 他 の 胃 全 摘 体 験 者 、

医 療 者 と い っ た 人 、 自 然 、 物 理 的 環 境 と の 相 互 作 用 か ら 導 き だ さ れ

る 。 ま た 、 他 人 に 対 す る と 同 時 に 自 分 に 対 し て も 行 動 を 起 こ し 、 自

分 と 対 話 す る こ と に よ っ て 、意 味 が 導 き だ さ れ る 。 ③ 地 域 で 生 活 す

る 胃 全 摘 体 験 者 は 、 家 族 や 周 囲 の 人 々 と の 相 互 作 用 に よ っ て 経 験 を

意 味 づ け 、 そ れ に 基 づ い て 行 動 を 選 び 、 計 画 し 、 実 施 す る 。 ま た 、

こ の プ ロ セ ス の 中 で 、 自 分 の 行 動 の 傾 向 を 他 人 の そ れ に 合 わ せ 、 互

い の 行 為 を 考 慮 し 、 行 為 を 解 釈 し 、 自 分 自 身 の 行 動 を 確 立 す る 、 あ

る い は 変 化 さ せ て い く 。

２ ． 研 究 目 的

胃 が ん と い う 病 気 を 生 き 抜 い て い く プ ロ セ ス に お い て 、 地 域 で 生

活 す る 胃 全 摘 体 験 者 に 、 何 が 起 こ っ て い る の か を 記 述 す る こ と を 目

指 し 、 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て の 、 が ん を 生 き 抜 く 経 験 と そ の 意 味 、
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プ ロ セ ス を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。

３ ． 研 究 の 問 い

が ん の 根 治 術 で あ る 胃 全 摘 術 を 受 け て 退 院 し 、 地 域 で 生 活 を し て

い る 胃 全 摘 体 験 者 は 、 ど の よ う な 経 験 を し て い る の だ ろ う か 。 そ の

経 験 に 対 し 、 ど の よ う な 意 味 づ け を 行 い 、 ど の よ う に 対 応 し て い る

の だ ろ う か 。

１ ） 胃 全 摘 術 を 受 け て 退 院 を し た が ん 体 験 者 は 、 地 域 で 生 活 す

る な か で ど の よ う な 経 験 を し て い る の だ ろ う か 。

  ２ ）胃 全 摘 体 験 者 は 、社 会 や 他 者 と ど の よ う な や り と り を し て 、

自 分 の 経 験 を ど う 意 味 づ け 、 ど う い う 方 法 で 対 応 し て い る の

だ ろ う か 。

３ ） 胃 全 摘 体 験 者 は 、 ど の よ う な プ ロ セ ス を 経 て 、 変 わ っ て い

く の だ ろ う か 。

４ ． 用 語 の 定 義

１ ） 胃 全 摘 体 験 者 ： 胃 が ん の 診 断 を 受 け 、 が ん の 根 治 治 療 と し

て 胃 全 摘 術 を 受 け た 人 で あ る 。

２ ）が ん を 生 き 抜 く ( s u r v i v i n g )： が ん と い う 病 気 や 治 療 に 伴 う

危 険 、 困 難 な ど を 切 り 抜 け て 、 生 き の び て い く こ と で あ る 。

３ ） 意 味 ： 意 味 は 経 験 に よ っ て 、 ま た 、 社 会 的 相 互 作 用 の 過 程

に お い て つ く ら れ る も の で あ る 。 人 の 行 為 や 行 動 は 、 そ の 人

に と っ て の 意 味 に 基 づ い て 計 画 さ れ る 。 意 味 は 人 間 に よ っ て

解 釈 さ れ る も の で あ り 、 解 釈 の 過 程 で 操 作 さ れ 、 修 正 さ れ る

（ B l u m e r， 1 9 6 9）。  

４ ） 経 験 ： そ の 人 に 生 じ た 何 か で あ り 、 そ れ が 起 き た 時 に そ の

人 が 感 じ た こ と 、 あ る い は 出 来 事 や そ れ に 対 す る 行 為 に つ い

て の 評 価 で あ る（ Vi v a r， M c Q u e e n， 2 0 0 5）。ま た 、こ れ を 通

し て 身 に つ い た 知 識 と 技 術 で あ る 。

５ ）プ ロ セ ス：出 来 事 、状 況 、問 題 に 対 す る 反 応 と し て 生 じ る 、

行 為 ／ 相 互 行 為 ／ 感 情 の 流 れ で あ る 。 時 間 軸 を も っ た 概 念 で

あ り 、 が ん 診 断 を 受 け た 本 人 や 家 族 が 、 診 断 や 治 療 の 後 を 生

き て い く 手 段 を 意 味 す る （ C o r b i n， S t r a u s s， 2 0 11）。  
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第 3 章  研 究 方 法  

 

Ⅰ ． 研 究 デ ザ イ ン  

本 研 究 は 、 日 本 に お い て は ま だ 充 分 な 記 述 が な さ れ て い な い 、 地

域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 の が ん を 生 き 抜 く 経 験 と そ の 意 味 、 プ ロ

セ ス に つ い て 記 述 す る こ と を 目 的 と し て い る 。 胃 が ん と い う 病 気 を

生 き 抜 い て い く プ ロ セ ス に お い て 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 に

何 が 起 こ っ て い る の か に 対 す る 説 明 が 理 論 的 に 行 え る こ と を 目 指 す

た め 、 研 究 デ ザ イ ン は 質 的 記 述 的 研 究 と す る 。  

 

Ⅱ ． グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー 法 を 用 い る 意 義  

グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー 法 の 理 論 的 枠 組 み は 、 シ ン ボ リ ッ ク 相

互 作 用 論 の 洞 察 か ら 導 か れ て お り 、 人 間 の 行 動 を 探 求 す る 人 々 と 社

会 的 役 割 の 間 の 相 互 作 用 の プ ロ セ ス に 焦 点 を 当 て て い る（ H o l l o w a y， 

W h e e l e r，1 9 9 6）。シ ン ボ リ ッ ク 相 互 作 用 論 に お い て は 、人 間 は 、何

ら か の 状 況 に 直 面 し た と き 、 そ の 状 況 に 対 し 意 味 づ け を 行 い 、 こ れ

ま で 取 り 組 ん で き た 状 況 に つ い て 解 釈 を 行 う 存 在 で あ る と 捉 え る 。

人 間 は そ の よ う な 経 験 を 通 し て 、変 化 し 成 長 す る（ B l u m e r，1 9 6 9）。

そ の プ ロ セ ス は 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 が 、 胃 が ん と い う 病

気 と そ の 治 療 で あ る 胃 全 摘 術 に 関 す る 出 来 事 に 、 対 応 す る 状 況 に 適

応 で き る と 考 え る 。 つ ま り 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 は 、 が ん

と い う 病 気 と 治 療 に 関 す る 出 来 事 に 直 面 し た と き 、意 味 づ け を 行 い 、

出 来 事 に 対 処 す る な か で 、 そ の 人 の 解 釈 の 過 程 に よ っ て 、 自 分 の 行

動 を 考 え た り 創 り 出 し た り 、 修 正 し た り す る と 考 え ら れ る 。 ま た 、

周 囲 の 人 々 の 反 応 や 行 動 を 分 析 し 、 自 分 自 身 や 他 者 と の 関 わ り を 変

化 さ せ た り 、行 動 を 修 正 し た り す る と 考 え ら れ る 。以 上 の 理 由 か ら 、

本 研 究 の 方 法 と し て 、 グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー 法 を 選 択 す る 。  

グ ラ ウ ン デ ッ ド・セ オ リ ー 法 と は 、デ ー タ 分 析 か ら 概 念 を 生 成 し 、

そ れ ら が ど の よ う な 関 係 性 に な っ て い る か を 説 明 す る こ と に よ っ て 、

理 論 を 構 築 す る 方 法 論 で あ る 。 デ ー タ に 基 づ い て い る と い う 理 由 に

よ っ て（ H o l l o w a y，W h e e l e r，1 9 9 6）、深 い 洞 察 力 や 優 れ た 理 解 と 、

実 際 の 行 為 に 際 し て の 有 益 な ガ イ ド を 提 供 す る（ S t r a u s s，C o r b i n，

1 9 9 8 a）。グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー 法 の ゴ ー ル は 、デ ー タ か ら 、説

明 の た め の 枠 組 み を 構 築 し て い く 理 論 化 で あ る 。 理 論 化 と は

（ S t r a u s s， C o r b i n， 1 9 9 8 b）、 デ ー タ か ら 説 明 的 な 枠 組 み を 構 築 す

る 行 為 で あ り 、 関 係 を 表 す 言 明 に よ っ て 、 概 念 お よ び そ れ ら の 特 性

（ プ ロ パ テ ィ ） と 次 元 （ デ ィ メ ン シ ョ ン ） を 体 系 的 に 統 合 さ せ て い

く も の で あ る 。  

グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー 法 の も つ 「 当 事 者 か ら 見 た 経 験 の 理 論

化 」と い う 力 を 用 い て（ 山 本 ，萱 間 ，太 田 ほ か ，2 0 0 3）、が ん を 生 き
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抜 く 経 験 を 、 胃 全 摘 体 験 者 の プ ロ セ ス と し て 理 論 化 で き れ ば 、 胃 全

摘 体 験 者 の 生 活 の 質 を 高 め る た め の 看 護 実 践 を 導 く 知 識 を 構 築 す る

こ と が で き る と 考 え 、 こ の 方 法 論 を 選 択 し た 。

Ⅲ ． 研 究 対 象 者

 対 象 者 は 、 胃 が ん の 根 治 治 療 と し て 胃 全 摘 術 を 受 け た 人 で あ り 、

以 下 の 条 件 を 満 た す 人 と す る 。 対 象 者 数 は 、 理 論 的 飽 和 に 至 っ た ら

デ ー タ 収 集 ・ 分 析 を 終 了 と す る が 、 2 5～ 3 0 名 を 予 定 と す る 。  

1 )  病 名 が 伝 え ら れ 、 本 人 も 病 名 を 認 識 し て い る 2 0 歳 以 上 の 人 。 

2 )  再 発 ・ 転 移 を し て い な い 。  

3 )  主 た る 治 療 が 終 了 し て い る 。  

4 )  胃 全 摘 術 か ら 約 1 年 は 経 過 し て い る 。  

5 )  会 話 に 支 障 が な い 。  

6 )  研 究 に 関 す る 説 明 を 受 け 、研 究 へ の 参 加 に 同 意 が 得 ら れ て い る 。 

対 象 者 の 選 定 条 件 に 「 胃 全 摘 術 か ら 約 1 年 は 経 過 し て い る 」 を 含

め た 理 由 は 、胃 全 摘 体 験 者 の 身 体 の 回 復 は 9～ 1 2 ヶ 月 を 要 す る（ 青

山 ， 奥 村 ， 二 渡 ほ か ， 2 0 0 4） と 明 ら か に さ れ て い る た め 、 研 究 対 象

者 の 身 体 的 回 復 が 進 ん で か ら イ ン タ ビ ュ ー を 行 う こ と が 、 倫 理 的 配

慮 と し て 妥 当 と 考 え た 。

Ⅳ ． デ ー タ 収 集 方 法

１ ． 研 究 施 設 、 対 象 者 に 研 究 に 対 す る 協 力 を 得 る た め の 手 続 き

１ ） 施 設 に 対 す る 手 続 き

（ １ ） 看 護 部 長 へ の 依 頼

Ａ 県 Ｂ 地 方 の Ｃ 総 合 病 院 の 看 護 部 長 に 、 研 究 へ の 協 力 を 依 頼 し 、

研 究 者 が 研 究 目 的 で 施 設 内 に 入 り 、 本 研 究 を 実 施 す る こ と が 可 能 か

ど う か に つ い て 相 談 し た 。「 研 究 計 画 書 概 要 」（ 資 料 1）、「 研 究 協 力

へ の お 願 い （ 施 設 用 ）」（ 資 料 4） を 用 い て 、 口 頭 と 文 書 で 説 明 を 行

い 、 看 護 部 長 か ら 、 研 究 協 力 に 承 諾 を 得 る こ と が で き た 。

（ ２ ） 施 設 へ の 依 頼 、 手 続 き

① C 総 合 病 院 院 長 に 研 究 概 要 を 、文 書（「 研 究 計 画 書 概 要 」、「 研

究 協 力 へ の お 願 い (施 設 用 )」 お よ び 口 頭 で 説 明 を 行 い 、 研 究

へ の 協 力 を 依 頼 し 、 文 書 と 口 頭 で 承 諾 を 得 た 。

② C 総 合 病 院 の 研 究 倫 理 審 査 を 受 け 、 承 認 を 得 た 。

③ C 総 合 病 院 院 長 か ら 、研 究 対 象 者 に ア ク セ ス 可 能 な 診 療 部 門・

診 療 科 と 医 師 を 紹 介 し て も ら っ た 。 そ の 診 療 部 門 ・ 診 療 科 の

医 師 と 外 来 看 護 師 長 、 外 来 看 護 師 に 、 研 究 の 概 要 を 、 文 書 及

び 口 頭 で 説 明 を 行 い 、 研 究 へ の 協 力 を 依 頼 し た 。



- 20 - 

④ デ ー タ 収 集 時 の イ ン タ ビ ュ ー で 、対 象 者 に 心 身 の 負 担 が 生 じ

る 可 能 性 に つ い て 説 明 し 、そ の よ う な 状 況 が 起 こ っ た と き の

対 応 に 、 主 治 医 と 看 護 師 の 協 力 が 必 要 な 場 合 は 、 協 力 を 得 る

こ と が で き る よ う に 体 制 を 整 え た 。

⑤ 研 究 対 象 者 の 条 件 に 合 う 人 を 医 師 に 紹 介 し て も ら う 。そ の 際 、

医 師 に 予 め 、「 主 治 医 へ の お 願 い 」 (資 料 5 )に 基 づ き 、 文 書 と

口 頭 で 以 下 の 内 容 を 説 明 し 、 依 頼 し た 。

 条 件 に 合 う 研 究 対 象 者 を 研 究 者 に 紹 介 す る

 研 究 者 に 紹 介 し て も よ い か 否 か に つ い て

 研 究 対 象 者 の 意 思 を 確 認 し て も ら う

 研 究 へ の 協 力 が 、 研 究 対 象 者 に と っ て 強 制 と な ら な い よ

う に 、研 究 者 が 書 い た「 研 究 協 力 へ の お 願 い 」を 、医 師 か

ら 研 究 対 象 者 へ 読 み 上 げ て も ら い 、 研 究 対 象 者 の 意 思 を

確 認 し て も ら う

⑥ 研 究 者 が 会 う こ と が で き た 研 究 対 象 者 に 対 し 、 研 究 協 力 へ の

依 頼 を 文 書（「 研 究 協 力 へ の お 願 い（ 研 究 協 力 者 用 ）」（ 資 料 6）

と 口 頭 で 行 っ た 。

２ ． デ ー タ 収 集 方 法

 １ ） デ ー タ 収 集 期 間  

平 成 2 0 年 9 月 か ら 平 成 2 2 年 5 月 ま で で あ っ た 。

  ２ ） デ ー タ 収 集 施 設

A 県 B 地 方 C 総 合 病 院  外 来 診 療 部 門 の 二 つ の 診 療 科 で 実 施 し

た 。  

  ３ ） デ ー タ 収 集 方 法

研 究 者 が 作 成 し た 半 構 成 的 イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド （ 資 料 2） に 基 づ

き 、 イ ン タ ビ ュ ー 法 で デ ー タ を 収 集 し た 。

（ １ ） イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド 作 成

半 構 成 イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド は 、 グ ラ ウ ン デ ッ ト ・ セ オ リ ー 法 を 用

い た が ん 体 験 者 の 文 献 、 胃 が ん 体 験 者 の 経 験 と プ ロ セ ス 、 胃 が ん 体

験 者 の 術 後 の 経 験 、が ん 診 断 か ら 約 1 年 が 経 過 し た が ん 体 験 者 の 経

験 と 意 味 、 プ ロ セ ス に 関 す る 既 存 の 文 献 を 参 考 に 作 成 し た 。 イ ン タ

ビ ュ ー ガ イ ド の 内 容 は 、 デ ー タ の 分 析 結 果 に 基 づ き 、 次 の 研 究 対 象

者 へ の イ ン タ ビ ュ ー に 備 え 、 確 認 し た い 内 容 を 明 ら か に し 、 修 正 を

加 え た 。

（ ２ ） 対 象 者 へ の ア ク セ ス 、 お よ び 説 明 と 同 意

研 究 対 象 者 の 外 来 予 定 日 に 、 研 究 者 は 、 研 究 者 と し て 外 来 で 待 機
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し た 。 診 察 お よ び 検 査 後 、 主 治 医 か ら の 説 明 を 受 け て 、 研 究 者 に 会

っ て も よ い と 答 え た 研 究 対 象 者 を 、 主 治 医 か ら 紹 介 し て も ら い 、 研

究 に 関 す る 説 明 を 個 室 で 行 っ た 。 研 究 へ の 協 力 に 同 意 が 得 ら れ た 場

合 は 、 サ イ ン を い た だ い た 。 研 究 協 力 に 同 意 が 得 ら れ た 対 象 者 の 希

望 に 合 わ せ 、 イ ン タ ビ ュ ー の 場 所 と 日 時 を 決 定 し た 。

（ ３ ） イ ン タ ビ ュ ー の 実 際

イ ン タ ビ ュ ー は 、 研 究 者 の 職 場 の 個 室 、 ま た は 研 究 対 象 者 の 自 宅

で 行 っ た 。

研 究 対 象 者 は 、 胃 全 摘 体 験 者 の た め 、 イ ン タ ビ ュ ー 中 の 体 調 に 配

慮 し 、 観 察 を 行 い な が ら 実 施 し た 。 気 分 は 悪 く な い か 、 何 か い つ も

と 違 う 感 じ は な い か と 質 問 し 、 研 究 対 象 者 に 確 認 を 行 っ た 。

イ ン タ ビ ュ ー の 最 初 に 、 年 齢 、 職 業 、 家 族 構 成 、 が ん 診 断 と 手 術

の 年 月 日 を 教 え て い た だ い た 後 、「 退 院 し て か ら の 生 活 で 一 番 印 象 に

残 っ て い る こ と 、 あ る い は 、 今 日 、 一 番 話 を し た い と 思 っ て い ら し

た こ と は 何 で す か 。」 と い う 質 問 を し て 、 話 を 始 め て も ら っ た 。

対 象 者 の 同 意 を 得 て 、 イ ン タ ビ ュ ー 内 容 を 録 音 し 、 逐 記 録 を 作 成

し た 。 イ ン タ ビ ュ ー を 通 し て の 対 象 者 の 様 子 、 研 究 者 が 受 け た 印 象

な ど も 記 録 に 残 し た 。

Ⅴ ． 分 析 方 法

 イ ン タ ビ ュ ー デ ー タ か ら 、 逐 語 録 を 作 成 し 分 析 を 行 っ た 。 分 析 方

法 は 、C o r b i n と S t r a u s s が 開 発 し た グ ラ ウ ン デ ッ ド・セ オ リ ー 法 の

継 続 的 比 較 分 析 の 手 法 （ S t r a u s s， C o r b i n， 1 9 9 8 b） を 用 い た 。  

グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー 法 に お い て 、 分 析 は 、 デ ー タ に 意 味 を

与 え て い く 行 為 で あ る （ C o r b i n， S t r a u s s， 2 0 11 b）。 グ ラ ウ ン デ ッ

ド ・ セ オ リ ー 法 の 戦 略 に よ っ て 、 諸 概 念 を 発 展 さ せ 、 洗 練 さ せ 、 そ

れ ら の 相 互 関 係 を 特 定 化 す る 方 向 へ と 、 分 析 過 程 の 各 段 階 を 推 し 進

め て い く よ う に し た 。

実 際 の 分 析 方 法 と 過 程 を 以 下 に 示 す 。

１ ． オ ー プ ン コ ー ド 化

 １ ） 概 念 を 見 出 し 、 命 名 し 、 発 展 さ せ て い く た め の 分 析 を 行 う

逐 語 録 に 起 こ し た デ ー タ を 丹 念 に 読 み 、 デ ー タ の 中 に 、 指 示 語 や

接 続 詞 、 代 名 詞 が 出 て き た ら 、 そ れ ら 一 つ ひ と つ が 何 を 意 味 し て い

る の か を 確 認 し た 。 デ ー タ に 埋 め 込 ま れ て い る 思 考 、 ア イ デ ア 、 意

味 、 行 為 を 明 ら か に し て い く こ と を 念 頭 に 、 類 似 と 相 違 と い う 視 点

か ら デ ー タ の 比 較 を 行 っ た 。 対 象 者 が 何 を 体 験 し て い る の か を と ら

え 、 語 っ て い る こ と の 意 味 を つ か む よ う 努 力 し た 。



- 22 - 

  ２ ） デ ー タ の 切 片 化 を 行 い 、 コ ー ド 化 す る （ 概 念 を 書 く ）

デ ー タ を 一 行 ご と に 見 て 、 言 葉 の 一 つ ひ と つ に 対 し て コ ー ド 化 を

行 っ た 。 こ の 一 行 ご と の コ ー ド 化 を 通 し て 、 デ ー タ の 中 に 行 為 や 出

来 事 を 特 定 化 す る こ と を 試 み た 。

全 ケ ー ス 、 デ ー タ 全 文 に わ た っ て 、 コ ー ド 化 を 行 っ た 。 特 に 対 象

者 の 考 え や 行 動 を 表 す デ ー タ に 注 目 し た 。 最 初 は 、 ま と め る 方 向 性

が わ か ら な い た め 、 対 象 者 が 使 っ た 言 葉 を で き る だ け そ の ま ま 、 抽

象 度 も 様 々 に そ の ま ま 書 い た 。 こ の 分 析 か ら 、 特 性 や 次 元 を 抽 出 し

た 場 合 は 、 コ ー ド の 近 く に 書 き 記 し た 。

３ ） 分 析 の 戦 略

グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー 法 の 分 析 に 使 わ れ る 道 具 は 多 い が

（ C o r b i n， S t r a u s s， 2 0 11 c）、 研 究 者 は 特 に 、「 問 い を 発 す る 」 と 、

「 理 論 的 比 較 を 行 う 」 の 二 つ を 用 い た 。 デ ー タ に 向 け て 「 こ れ は 何

か 」  「 こ の 意 味 は 何 か 」  「 何 が 起 こ っ て い る の か 」 と い う よ う な

問 い を 発 し 、 理 論 的 比 較 に よ っ て 、 後 の デ ー タ 収 集 の た め の 手 が か

り を 得 る よ う に し た 。

４ ） カ テ ゴ リ ー 化 し 、 名 前 を つ け る

コ ー ド 名 を 見 な が ら 、 似 て い る 概 念 、 同 じ カ テ ゴ リ ー に 属 す る と

考 え ら れ る 概 念 を 、 グ ル ー プ に 分 類 し た 。

各 ケ ー ス に お い て 、 研 究 目 的 と 研 究 の 問 い を 自 分 の 中 で 問 い な が

ら 、 何 度 も 使 わ れ て い る 概 念 、 内 容 を 特 徴 的 に 表 し て い る 概 念 、 関

係 を 示 し て い る 概 念 に 注 目 し 、 重 み づ け を 行 っ た 。

似 て い る 概 念（ コ ー ド 名 ）を グ ル ー プ に 分 類 す る 方 法 は 、「 退 院 後

の 生 活 で の 出 来 事 は 何 か 」 「 自 分 の 状 況 や 出 来 事 を ど の よ う に 受 け

と め て い る か 」 「 胃 を 喪 っ た 後 の 体 験 を ど う 意 味 づ け し て い る だ ろ

う 」  「 何 に 対 し て 、ど の よ う な 行 動 を し て い る だ ろ う 」と い う よ う

な 問 い を 立 て 、 類 似 性 を 基 に グ ル ー プ を 作 っ た 。 そ し て 、 グ ル ー プ

の 特 徴 を 端 的 に 表 す 名 前 を つ け た 。 コ ー ド 名 が 適 切 で あ れ ば 、 対 象

者 の 言 葉 を 選 択 し 、こ こ で は 抽 象 度 を 上 げ 過 ぎ な い よ う に 配 慮 し た 。

概 念 の 分 類 を し た ら 、 本 当 に そ の グ ル ー プ で よ い の か を 確 認 し た 。

ま た 、 テ ゴ リ ー 名 の 適 切 性 に つ い て 、 そ の カ テ ゴ リ ー に 含 ま れ る 特

性 、 次 元 、 コ ー ド 名 、 デ ー タ と 照 ら し 合 わ せ て 確 認 し た 。

２ ． 軸 足 コ ー ド 化

軸 足 コ ー ド 化 は 、例 え ば 、「 退 院 時 の 季 節 」「 長 袖 の 衣 類 」「 と て も

助 か っ た 」と い う コ ー ド か ら 、「 長 袖 の 衣 類 」は「 退 院 時 の 季 節 」の

特 性 で あ り 、こ の 特 性 は 、「 と て も 助 か っ た 」と い う 次 元 と 結 び つ く

と い う よ う に 、 概 念 間 の 関 係 を 見 る こ と を 行 っ た 。 関 係 性 に 基 づ い
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て 、 一 つ の カ テ ゴ リ ー を 、 そ れ を 説 明 す る 複 数 の サ ブ カ テ ゴ リ ー に

よ っ て 、 と ら え る こ と を 試 み た 。

１ ） 概 念 を サ ブ カ テ ゴ リ ー に 分 類 す る

前 述 し た 様 に 、 各 ケ ー ス に お い て 、 何 度 も 使 わ れ て い る 概 念 や 内

容 を 特 徴 的 に 表 し て い る と 考 え る 概 念 に 注 目 し た 。 ま た 、 研 究 目 的

と 研 究 の 問 い を 自 分 の 中 で 問 い な が ら 、 関 係 が 深 い と 考 え ら れ る 概

念 に 重 み づ け を 行 っ た 。そ の 結 果 、各 ケ ー ス に お い て 、1 2～ 2 4 の 概

念 が 生 成 さ れ た 。

こ の 1 2～ 2 4 の 概 念 に つ い て 、 ま ず ケ ー ス ご と に 、 概 念 間 の 関 係

性 を 検 討 し た 。 各 ケ ー ス の 概 念 名 と 、 そ の 概 念 を つ く る コ ー ド 名 を

書 い た カ ー ド を 作 成 し た 。 そ の カ ー ド を 使 っ て 、 概 念 の グ ル ー プ を

つ く る こ と 、 概 念 間 の 関 係 性 を 探 る こ と 、 概 念 の グ ル ー プ の 適 切 性

の 検 討 を 行 っ た 。

  ２ ） 対 象 者 が 伝 え る 全 体 像 を と ら え る 試 み

オ ー プ ン コ ー ド 化 に よ っ て 得 ら れ た 概 念 全 体 を 見 て 、「 こ れ は 一 体

何 だ ろ う 」「 対 象 者 が 伝 え て い る こ と は 何 だ ろ う 」「 対 象 者 に 何 が 起

こ っ て ど う 反 応 し て い る だ ろ う 」「 対 応 し た 結 果 は 何 だ ろ う 」「 時 間

の 中 で ど の よ う に 変 化 し て い る だ ろ う 」 と い う 問 い を 行 っ た 。 概 念

同 士 を 矢 印 で つ な ぐ 、 時 間 の 流 れ に 沿 う と ど の よ う な 並 び に な る の

か 検 討 し た 。 全 体 像 を 図 に 描 き 、 概 念 同 士 の 関 係 を 探 っ た 。 全 体 像

を 描 い た 後 は 、 デ ー タ に も ど り 、 妥 当 性 を 検 討 し た 。

３ ） カ テ ゴ リ ー の 記 述

ケ ー ス ご と に 、 カ テ ゴ リ ー 関 連 図 と 、 パ ラ ダ イ ム 作 成 に よ っ て 引

き 出 さ れ た カ テ ゴ リ ー に つ い て 、 概 念 名 、 概 念 に つ い て の 定 義 、 各

カ テ ゴ リ ー に つ い て の ス ト ー リ ー を 記 述 し た 。 各 ケ ー ス 1 2～ 2 4 の

概 念 か ら 、 ケ ー ス ご と に 2～ 7 の カ テ ゴ リ ー が 生 成 さ れ た 。 カ テ ゴ

リ ー を 構 成 す る 概 念 を 用 い て 、 カ テ ゴ リ ー の 意 味 や 、 概 念 と サ ブ カ

テ ゴ リ ー が ど の よ う な 関 係 性 に あ る の か 説 明 す る ス ト ー リ ー を 記 述

し た 。

ケ ー ス ご と に 、 一 つ 一 つ の カ テ ゴ リ ー に つ い て 、 ス ト ー リ ー を 記

述 し た ら 、 デ ー タ と 照 ら し 合 わ せ 、 デ ー タ と か け 離 れ て い な い か 、

語 ら れ た 内 容 の 特 徴 、 研 究 者 が 印 象 に 残 っ た 内 容 、 気 に な っ た 内 容

が 落 ち て い な い か に つ い て 確 認 し た 。

４ ） 前 の ケ ー ス と 同 じ カ テ ゴ リ ー を 統 合 す る

各 ケ ー ス に お い て 、 オ ー プ ン コ ー ド 化 、 軸 足 コ ー ド 化 を 行 い 、 パ

ラ ダ イ ム 、 カ テ ゴ リ ー 関 連 図 を 作 成 し た 。 前 の ケ ー ス と 類 似 す る カ
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テ ゴ リ ー が 現 れ た 場 合 は 、 パ ラ ダ イ ム に 沿 っ て 、 両 方 の ケ ー ス の カ

テ ゴ リ ー 、 カ テ ゴ リ ー 関 連 図 、 特 性 、 次 元 を 参 照 し な が ら 検 討 し 、

統 合 を 行 っ た 。

３ ． 選 択 コ ー ド 化

選 択 コ ー ド 化 は 、 諸 カ テ ゴ リ ー を 統 合 し 、 精 錬 す る プ ロ セ ス で あ

り 、 研 究 者 と デ ー タ の 間 で 行 わ れ る 相 互 作 用 で あ る （ S t r a u s s ，

C o r b i n， 1 9 9 8 c）。 実 際 に 行 っ た プ ロ セ ス を 以 下 に 述 べ る 。  

１ ） カ テ ゴ リ ー の 生 成

各 ケ ー ス の 分 析 か ら 引 き 出 さ れ た 概 念 は 、1 2～ 2 4 で あ り 、全 ケ ー

ス の 概 念 を 統 合 す る と 、1 3 5 の 概 念 と な っ た 。1 3 5 の 概 念 に つ い て 、

概 念 と 概 念 と の 比 較 、 デ ー タ と 概 念 と の 比 較 を 行 っ た 。 そ し て 、 類

似 性 を 基 に 、 概 念 の グ ル ー プ を つ く り 、 サ ブ カ テ ゴ リ ー と し て 名 前

を つ け た 。 そ の 結 果 、 3 9 の サ ブ カ テ ゴ リ ー が 生 成 さ れ た 。  

次 に 、 パ ラ ダ イ ム 、 カ テ ゴ リ ー 関 連 図 、 特 性 、 次 元 を 参 照 し な が

ら 検 討 し 、 サ ブ カ テ ゴ リ ー か ら カ テ ゴ リ ー を 生 成 し た 。 本 研 究 の 目

的 に 照 ら し 合 わ せ 、 対 象 者 は 、 生 活 の 中 で ど の よ う な 経 験 を し て い

る だ ろ う 、 他 者 と ど の よ う な や り と り を し て い る だ ろ う 、 自 分 の 経

験 を ど う 意 味 づ け 、 ど う い う 方 法 で 対 応 し て い る だ ろ う 、 ど う い う

プ ロ セ ス を 経 て 胃 全 摘 体 験 者 は 変 わ っ て い た だ ろ う 、 と 問 い な が ら

カ テ ゴ リ ー に つ い て 検 討 し た 。そ の 結 果 、3 9 の サ ブ カ テ ゴ リ ー か ら

7 つ の カ テ ゴ リ ー が 生 成 さ れ た 。  

２ ） 局 面 の 生 成  

こ れ ま で の デ ー タ 分 析 を 収 束 さ せ 、 ま と ま り と し て 結 果 を 提 示 す

る た め 、7 つ の カ テ ゴ リ ー 間 の 関 係 性 に つ い て 検 討 し た 。「 対 象 者 が

取 り 組 ん で い る 主 た る 課 題 や 問 題 は 何 か 」（ C o r b i n，S t r a u s s，2 0 11 d）、

「 イ ン タ ビ ュ ー や 分 析 を 通 し て 研 究 者 が と ら え て い る も の は 何 か 」

と 問 い な が ら 検 討 し た 。 地 域 で 生 活 を す る 胃 全 摘 体 験 者 の 経 験 と プ

ロ セ ス に つ い て の 、 7 つ の カ テ ゴ リ ー の 関 係 を 記 述 し た 。 こ こ で 見

出 し た 7 つ の カ テ ゴ リ ー の 関 係 性 が 、デ ー タ と か け 離 れ て い な い か 、

対 象 者 の 関 心 や 訴 え て い る 内 容 を 反 映 し て い る か に つ い て 確 認 し た 。 

こ の 分 析 を 通 し て 、 7 つ の カ テ ゴ リ ー か ら 3 つ の 局 面 が 見 出 さ れ

た 。

４ ． プ ロ セ ス に 関 す る 分 析

プ ロ セ ス は（ S t r a u s s，C o r b i n，1 9 9 8 d）、個 人 、組 織 、集 団 が 、自

分 が 置 か れ て い る 状 況 へ 応 答 す る 能 力 、 あ る い は そ の 状 況 を 形 づ く

る 能 力 を 示 す も の で あ る 。 分 析 に プ ロ セ ス を 含 め る こ と は 、 理 論 構
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築 を 目 的 と し て い る グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー ・ 法 に は 不 可 欠 の 要

素 で あ る 。 デ ー タ に 関 し て 、「 行 為 ・ 相 互 行 為 が 対 応 し て い る 問 題 、

課 題 、出 来 事 は 何 か 」、研 究 対 象 者 は「 ど の よ う な 形 態 を と っ て 対 応

し て い る の か 」、「 行 為 ／ 相 互 行 為 は な ぜ 、 ど の よ う に 変 化 し て い る

の か 」、「 時 間 の 流 れ と と も に 、 行 為 ／ 相 互 行 為 の 形 態 、 流 れ 、 継 続

性 、 リ ズ ム は ど う な る か 」、「 行 為 ／ 相 互 行 為 の 帰 結 は 、 ど の よ う に

次 に 続 く 行 為 ／ 相 互 行 為 へ と 働 き か け る の か 」（ S t r a u s s， C o r b i n，

1 9 9 8 d） と い う 問 い を 発 し な が ら 分 析 を 行 っ た 。  

術 後 の 生 活 に 立 ち は だ か る 問 題 に 、 対 象 者 が 対 処 し よ う と 試 み た

内 容 と 方 法 、 目 標 と す る 状 態 に 到 達 す る た め の 手 段 に 焦 点 を 当 て て

分 析 を 行 っ た 。

５ ． 理 論 的 サ ン プ リ ン グ  

研 究 者 は 、 3 ケ ー ス 目 ま で は 、 デ ー タ 収 集 と ケ ー ス ご と の 分 析 を

交 互 に 行 う こ と が で き た が 、 そ れ 以 降 は 、 デ ー タ 収 集 に 対 し 、 分 析

が 遅 れ る 状 況 が 生 じ た 。 行 っ た デ ー タ 収 集 の 中 か ら 、 出 来 事 を 比 較

し て い る の で あ れ ば 、理 論 的 サ ン プ リ ン グ を 行 っ て い る こ と に な る 、

自 分 が 適 す る こ と が で き る と こ ろ か ら 、 で き る 限 り の も の を 作 り 上

げ る べ き （ S t r a u s s， C o r b i n， 1 9 9 8  e； C o r b i n， S t r a u s s， 2 0 11 e）

と の 意 見 を 支 え に 、 デ ー タ 収 集 の 中 か ら 、 出 来 事 を 比 較 す る こ と を

行 っ た 。 分 析 の 過 程 で 、 何 か 新 し い 概 念 に 出 会 っ た と き や 、 対 象 者

が 自 分 に と っ て 印 象 に 残 る と 挙 げ て い る 出 来 事 、 重 要 で あ っ た と 評

価 し て い る 出 来 事 に 出 会 っ た と き は 、 そ こ で 立 ち 止 ま り 、 他 の ケ ー

ス の デ ー タ と 比 較 す る こ と を 心 が け た 。

６ ． 分 析 結 果 の 妥 当 性 を 高 め る た め の 努 力

研 究 結 果 の 妥 当 性 を 高 め る た め の 6 つ の 戦 略（ C o r b i n，S t r a u s s，

2 0 11 f）を 意 識 し て 行 っ た 。概 念 や 関 係 性 の 解 釈 に つ い て 、デ ー タ に

も ど っ て 確 認 を 行 っ た 。 選 択 的 コ ー ド 化 で は 、 抽 象 度 の 上 が っ た 言

葉 が 、 生 の デ ー タ に 適 合 す る も の か に つ い て 検 討 す る こ と 、 デ ー タ

の 中 に 顕 著 に み ら れ る 概 念 が 、 抜 け て い な い か を 確 認 し た 。 カ テ ゴ

リ ー 関 連 図 を 描 く と き に 、 今 あ る カ テ ゴ リ ー で は 描 き き れ な い 、 説

明 が で き な い と い う 体 験 を 繰 り 返 し 、 何 度 も 分 析 を や り 直 す 体 験 を

し た 。 そ の よ う な 試 行 錯 誤 の プ ロ セ ス を 経 て 、 こ れ で よ い と 思 え る

概 念 、 浮 か び 上 が っ た 概 念 と そ の 関 係 を 理 論 の 構 成 部 分 と し た 。

イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド の 内 容 、 分 析 結 果 を 、 が ん 看 護 学 の 専 門 家 に

見 て も ら い 、 意 味 が と れ る か に つ い て 確 認 を 行 い 、 コ ー デ ィ ン グ の

信 頼 性 、 妥 当 性 を 高 め る 努 力 を 行 っ た 。
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Ⅵ ． 倫 理 的 配 慮

１ ． 対 象 者 へ の 倫 理 的 配 慮 と そ の 方 法

対 象 者 が 研 究 参 加 を 断 り に く い 立 場 に 置 か れ て い る こ と を 認 識 し 、

研 究 の 全 プ ロ セ ス を 通 し て 権 利 が 擁 護 さ れ る よ う に 、 対 象 者 の 意 思

を そ の 都 度 確 認 し た 。

１ ） 研 究 対 象 者 に ア ク セ ス す る 方 法  

研 究 対 象 者 は 、 選 定 条 件 を 満 た す 胃 全 摘 体 験 者 を 主 治 医 か ら 紹 介

し て も ら う 。 医 師 － 患 者 関 係 に お い て は 力 関 係 が 生 じ や す い 。 そ れ

ゆ え 、 主 治 医 に は 、 研 究 対 象 者 に 対 し 、 研 究 者 に 紹 介 を し て も よ い

か 否 か の 意 思 の み を 確 認 し て も ら う こ と と し た 。主 治 医 に 、「 主 治 医

へ の お 願 い 」（ 資 料 5）を 研 究 対 象 者 に 読 み 上 げ て も ら い 、意 思 を 確

認 し て も ら っ た 。 そ し て 、 研 究 者 に 会 い 、 研 究 に 関 す る 説 明 を 聞 い

て も よ い と 答 え た 人 に だ け 、研 究 者 は 会 う こ と が で き る よ う に し た 。

お 会 い で き た 方 に 、 研 究 に 関 す る 説 明 を 行 い 、 研 究 へ の 参 加 を 依 頼

し た 。

２ ） 研 究 に つ い て 、 対 象 者 に 分 か り や す く 説 明 を 行 う

説 明 す る 内 容 は 、 研 究 に 関 す る 説 明 （ 研 究 目 的 ・ 方 法 、 研 究 参 加

の 方 法 、研 究 参 加 に 伴 う 利 益・不 利 益 ）、人 権 擁 護 に 対 す る 配 慮 の 説

明 （ 危 険 か ら 自 由 で あ る 権 利 、 プ ラ イ バ シ ー と 尊 厳 の 権 利 、 匿 名 の

権 利 ）、自 由 な 意 思 決 定 に よ る 研 究 参 加 に 関 す る 説 明（ 研 究 参 加 が 本

人 の 自 由 意 思 で あ る 、 参 加 を 拒 否 す る 権 利 、 途 中 辞 退 す る 権 利 ） で

あ っ た 。 こ れ ら の 説 明 は 、 口 頭 と 文 書 （ 資 料 7） を も っ て 行 っ た 。  

３ ） 対 象 者 の 研 究 参 加 へ の 同 意 を 確 認 す る

研 究 へ の 参 加 に 同 意 す る か 否 か は 、 対 象 者 の 自 由 意 思 に よ っ て 決

定 で き る こ と 、 研 究 へ 参 加 し な い 場 合 も 、 今 受 け て い る 医 療 や ケ ア

に 一 切 影 響 は 出 な い こ と 、 不 利 益 を 被 ら な い こ と 、 医 師 が 研 究 参 加

の 同 意 の 有 無 を 知 る こ と は な い こ と に つ い て 、口 頭 と 文 書（ 資 料 7）

で 説 明 し た 。 ま た 、 第 三 者 と 相 談 し た う え で 決 め て よ い こ と を 説 明

し 、 必 要 な 場 合 は 、 意 思 決 定 す る の に 時 間 的 余 裕 を も つ こ と が で き

る よ う に し た 。 対 象 者 か ら 研 究 へ の 参 加 に 承 諾 が 得 ら れ た 場 合 は 、

文 書 （ 資 料 8） に よ り 同 意 を 得 た 。 研 究 参 加 に 同 意 し て く れ た 対 象

者 に は 、 同 意 書 を 準 備 し 、 同 意 し た こ と を 紙 面 で 確 認 し た 。 研 究 者

も 紙 面 に 署 名 し 、 対 象 者 の 権 利 を 擁 護 す る こ と を 約 束 し た 。

対 象 者 が 質 問 で き る 機 会 を つ く り 、 質 問 に は そ の 都 度 答 え 、 対 象

者 が 理 解 で き た か ど う か を 確 認 し た 。 ま た 、 質 問 等 が あ る 場 合 は 、

い つ で も 研 究 者 と 連 絡 と れ る よ う 、 連 絡 先 を 文 書 で 伝 え た 。

イ ン タ ビ ュ ー の 場 所 や 日 時 に つ い て は 、 対 象 者 の 希 望 に 添 っ て 決
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め た 。 イ ン タ ビ ュ ー 開 始 前 に 、 対 象 者 の 研 究 参 加 の 意 思 を 再 度 確 認

し た 。 イ ン タ ビ ュ ー 終 了 後 、 研 究 参 加 を 止 め た い と き は 、 い つ で も

研 究 者 に 申 し 出 る こ と が で き る （ 同 意 取 り 消 し 書 を 研 究 者 に 郵 送 し

て も ら う ） こ と を 説 明 し 、 同 意 取 り 消 し 書 （ 資 料 9） を 手 渡 し た 。  

４ ） デ ー タ 収 集 の プ ロ セ ス に お い て 、 常 に 対 象 者 の 安 全 ・ 安

楽 に 配 慮 す る

研 究 参 加 に 同 意 が 得 ら れ て い る 場 合 で も 、 対 象 者 の 抵 抗 感 や 拒 否

感 に 敏 感 に 対 応 す る こ と を 心 が け た 。イ ン タ ビ ュ ー を 開 始 す る 前 に 、

イ ン タ ビ ュ ー 内 容 の I C レ コ ー ダ ー へ の 録 音 に つ い て 、 再 度 、 対 象

者 に 意 思 を 確 認 し 、 承 諾 を 得 て か ら 行 っ た 。 ま た 、 話 を し た く な い

こ と に つ い て は 話 を し な く て よ い こ と 、 イ ン タ ビ ュ ー に よ っ て 、 対

象 者 は 病 気 に 関 す る 様 々 な 感 情 を 経 験 す る こ と が 考 え ら れ る こ と を 、

前 も っ て 説 明 し た 。 会 話 中 に 気 分 や 体 調 が 悪 く な っ た 場 合 は 、 遠 慮

せ ず 、 す ぐ に 申 し 出 て ほ し い こ と を 説 明 し た 。 対 象 者 の 身 体 や 気 分

に 疲 れ が 見 ら れ た と き は 、 直 ち に 研 究 者 か ら イ ン タ ビ ュ ー を 中 止 す

る こ と と し た 。 対 象 者 の 心 身 に 対 応 す べ き 問 題 が 起 こ っ た 場 合 に 備

え 、 主 治 医 や 外 来 看 護 師 の 診 察 や ケ ア が 受 け ら れ る 体 制 を 整 え 、 デ

ー タ 収 集 を 始 め た 。

５ ） 対 象 者 の プ ラ イ バ シ ー を 保 護 す る

研 究 期 間 中 に 得 た デ ー タ は 、本 研 究 以 外 の 目 的 で 使 用 し な い こ と 、

イ ン タ ビ ュ ー 内 容 を 見 る の は 、 研 究 者 と 指 導 教 員 だ け で あ る こ と を

説 明 し 、 対 象 者 か ら 同 意 を 得 た 。 イ ン タ ビ ュ ー デ ー タ は 、 個 人 が 特

定 で き な い よ う に 個 人 名 と 施 設 名 を 記 号 に 置 き 換 え た 。 対 象 者 リ ス

ト と 逐 語 録 、 I C レ コ ー ダ ー は 別 々 に カ ギ 付 き ロ ッ カ ー に 保 管 し た 。 

個 人 の 特 定 に つ な が る 情 報 の 記 載 は 避 け 、 最 低 限 必 要 な 情 報 の み

を 記 載 し た 。 デ ー タ 類 は 、 研 究 が 終 わ っ た ら 速 や か に 消 去 、 破 棄 す

る 。 研 究 概 要 の 説 明 と 同 意 を 得 る と き に 、 研 究 結 果 の 公 表 方 法 に つ

い て も 対 象 者 に 説 明 を 行 っ た 。 研 究 結 果 が 知 り た い 場 合 は 、 研 究 者

に 連 絡 し て ほ し い こ と を 伝 え 、 理 解 を 得 た 。

２ ． デ ー タ 収 集 を 行 う 施 設 と の 手 続 き

研 究 目 的 を 達 成 す る た め の 研 究 対 象 者 に ア ク セ ス で き る 施 設 を 選

び 、 研 究 に つ い て の 説 明 を 行 い 、 理 解 を 求 め 、 同 意 を 得 る 手 続 き を

行 っ た 。 研 究 施 設 の 倫 理 審 査 を 受 け 、 倫 理 委 員 会 か ら 承 認 を 得 た 。

ま た 、 看 護 部 長 、 病 院 長 、 デ ー タ 収 集 を 行 う 部 門 ・ 診 療 科 の 医 師 と

看 護 師 に 研 究 目 的 と 概 要 に つ い て 、口 頭 と 文 書（ 資 料 1、 4）で 説 明

を 行 い 、 研 究 協 力 へ の 承 諾 を 得 た 。

研 究 者 が 医 療 現 場 に い る こ と が 、 医 療 現 場 の 人 々 に ど の よ う な 影
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響 を 及 ぼ す の か を 考 え 、感 じ な が ら 、積 極 的 に ス タ ッ フ に 声 を か け 、

自 分 が 居 る 場 所 を 確 保 す る と と も に 、 研 究 に 関 す る 意 見 を 得 る よ う

努 力 し た 。 ま た 、 研 究 対 象 者 や 家 族 か ら 、 研 究 や 研 究 者 に つ い て 意

見 や 苦 情 は 届 い て い な い か 、 定 期 的 に 医 師 、 看 護 師 、 外 来 受 付 事 務

員 に 確 認 し た 。
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第 4 章  結 果  

 

Ⅰ ． 対 象 者 の 概 要  

本 研 究 の 対 象 者 は 、 胃 が ん で 胃 全 摘 術 を 受 け 、 手 術 か ら 1 年 以 上

が 経 過 し て お り 、 面 接 の 時 点 で は 、 再 発 ・ 転 移 が 認 め ら れ て い な い

2 3 名 で あ っ た 。性 別 は 、男 性 1 6 名 、女 性 7 名 で 、年 齢 は 、 3 0 歳 代

か ら 8 0 歳 代 で 、 手 術 か ら 面 接 ま で の 経 過 時 間 は 、 1 年 5 か 月 か ら

1 7 年 で あ っ た （ 表 1 参 照 ）。  

 

表 １ .対 象 者 の 概 要   

対 象 者  性 別 年 齢  職 業  同 居 者  
手 術 か ら 面 接

ま で の 期 間  

A  男 性 6 0 歳 代  無 職  妻  3 年  

B  女 性 5 0 歳 代  無 職  夫  1 5 年  

C  男 性 7 0 歳 代  自 営  妻 ,息 子 夫 婦 ,孫  1 0 年 11 か 月  

D  男 性 6 0 歳 代  会 社 員  妻  1 7 年  

E  男 性 6 0 歳 代  自 営  妻  2 年 1 0 か 月  

F  女 性 5 0 歳 代  無 職  夫 ,  義 母 ,  娘  3 年  

G  男 性 7 0 歳 代  無 職  妻 ,  娘  5 年 2 か 月  

H  男 性 7 0 歳 代  農 業  妻 ,  娘 夫 婦  2 年 7 か 月  

I  男 性 7 0 歳 代  無 職  妻  1 7 年  

J  女 性 7 0 歳 代  無 職  な し  2 年 4 か 月  

K  男 性 6 0 歳 代  無 職  妻  4 年 6 か 月  

L  男 性 7 0 歳 代  無 職  妻  2 年  

M  男 性 6 0 歳 代  自 営  妻 ,息 子 夫 婦 ,孫  3 年 4 か 月  

N  男 性 6 0 歳 代  無 職  妻 ,  娘  3 年 4 か 月  

O  男 性 5 0 歳 代  地 方 公 務 員 妻  3 年 1 0 か 月  

P  男 性 6 0 歳 代  農 業  妻 ,  娘  3 年 7 か 月  

Q  女 性 7 0 歳 代  無 職  夫 ,  息 子 夫 婦  3 年 6 か 月  

R  男 性 8 0 歳 代  無 職  妻  3 年 1 か 月  

S  男 性 4 0 歳 代  地 方 公 務 員 妻 ,義 母 ,息 子 ,娘  7 年 1 か 月  

T  女 性 6 0 歳 代  パ ー ト 勤 務 夫 ,  息 子  1 年 5 か 月  

U  男 性 6 0 歳 代  会 社 員  息 子 夫 婦 ,  孫  1 年 6 か 月  

V  女 性 4 0 歳 代  会 社 員  息 子  1 年 5 か 月  

W  女 性 3 0 歳 代  会 社 員  夫 ,  娘  2 年 5 か 月  
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Ⅱ ． 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 の 経 験 の 意 味 と プ ロ セ ス の

カ テ ゴ リ ー

分 析 の 結 果 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 の 経 験 の 意 味 と プ ロ セ

ス に つ い て 、1 3 5 の 概 念 が 生 成 さ れ た 。1 3 5 の 概 念 か ら 3 9 の サ ブ カ

テ ゴ リ ー が 生 成 さ れ 、 そ こ か ら 、 7 つ の カ テ ゴ リ ー が 見 出 さ れ た 。

そ の 7 つ の カ テ ゴ リ ー は 、【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】、

【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】、【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】、【 養 生 を

通 し て 知 る 自 分 】、【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】、【 養 生 の 経 験 を

糧 と し て 開 く 自 分 の 道 】、【 受 け と め と 対 応 と の 連 鎖 】 で あ っ た 。

さ ら に 、カ テ ゴ リ ー 間 の 関 係 を 検 討 し た と こ ろ 、『 胃 全 摘 体 験 者 と

し て の 一 人 前 に な る 』、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』、『 受

け と め と 対 処 と の 連 鎖 』 の 3 つ の 局 面 が 明 ら か に な っ た 。  

本 文 中 の【 】は カ テ ゴ リ ー 、『 』は 7 つ の カ テ ゴ リ ー の 関 係 性 か ら

見 出 し た 局 面 、 ＜ ＞ は サ ブ カ テ ゴ リ ー 、“ ” は 概 念 、「 」 は 対 象 者 の

言 葉 、（ ） は 対 象 者 を 示 す 。

こ こ で は 、【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】、【 胃 の な い 身 体

で 食 べ る 鍛 錬 】、【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】、【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】、

【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】、【 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分

の 道 】、【 受 け と め と 対 応 と の 連 鎖 】 の 7 つ の カ テ ゴ リ ー に つ い て 、

そ れ ぞ れ 説 明 す る 。

１ ．【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】

【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】 は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 生 活

を 通 し て 、 胃 を 喪 う と は ど う い う こ と な の か に つ い て 見 出 し た 意 味

を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 を 喪 う と い う こ と は 、 ＜ 何 と い っ て も 食

事 の こ と ＞ で あ る が 、 ＜ 自 分 の 食 べ 方 を 社 会 で 貫 く 困 難 ＞ 、 ＜ レ ッ

テ ル を は る 世 間 ＞ 、 ＜ 巻 き 込 ま れ る 家 族 ＞ 、 ＜ 生 活 で 経 験 す る 時 間

＞ な ど 、＜ 健 康 や 生 活 全 体 に 影 響 す る（ 胃 の 喪 失 ）＞ も の で あ っ た 。

ま た 、 ＜ 胃 を 喪 う 意 味 を 知 ら な か っ た 痛 み に 耐 え 始 め る 養 生 ＞ を し

て 、 ＜ 胃 全 摘 体 験 者 と し て 挑 戦 す る プ ロ セ ス ＞ で あ っ た 。  

【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】 は 、 ＜ 何 と い っ て も 食 事

の こ と ＞ 、 ＜ 自 分 の 食 べ 方 を 社 会 で 貫 く 困 難 ＞ 、 ＜ レ ッ テ ル を は る

世 間 ＞ 、 ＜ 巻 き 込 ま れ る 家 族 ＞ 、 ＜ 胃 を 喪 う 意 味 を 知 ら な か っ た 痛

み に 耐 え 始 め る 養 生 ＞ 、＜ 胃 全 摘 体 験 者 と し て 挑 戦 す る プ ロ セ ス ＞ 、

＜ 生 活 で 経 験 す る 時 間 ＞ 、 ＜ 健 康 や 生 活 全 体 に 影 響 す る 胃 の 喪 失 ＞

の 8 つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー を 含 ん だ 。 以 下 に 、 8 つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー

に つ い て 、 順 に 説 明 す る （ 表 2 参 照 ）。  
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表 2．【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】

＜サブカテゴリー＞ “概念” 　　　　　　　　　　　「ケース」

食事が上手くいかないことのつらさ  全対象者

回復しない体重  A D G J K L M N O Q T U

最大の関心事となった食事・食べること  全対象者

人生途中からの食習慣の変更  全対象者

胃全摘体験者にとって食べることの意味   A E F I J N O Q S U V W

体重減少のメリット　　　　　　　　　　　　　　　　　　 A C G J N O Q

食事に関する健康な人とのずれ   A B E F I J  K L  O S U

胃全摘体験者の行動をおさえる健康な人々  B C D E M N W

健康な人と食事することの抵抗感  F K L M T U

人づきあいと体調を守ることの兼ね合い  B D E O U V

職場で捕食をとる努力  A D O P S T U W

外見の変化  A B D F G J K O P Q S T V W

大病をして死にはぐれた人というレッテル  B H M Q

人前に出る自信の喪失  E F G J K L N O P S T U V W

救いとなった人々の反応  A C D E G H K L M Q U

胃全摘術が家族に及ぼす影響  B C E F G H K L M N O P Q S T V

家族の悩み  E G H K L M N O P

胃全摘体験者とともに悩む家族  B E I M U

影響し合う胃全摘体験者と家族の回復　　　  F G H Q T

覚悟した胃の喪失と現実とのギャップ  A B D E F J T U V

胃を喪う意味を知らなかったと認める痛み  A C D E F H I J K M N O P

胃の喪失に伴う身体と生活の変化  全対象者

わからないという苦悩  A B C D E I J K L M N O P Q S T U V W

外見からは伝わらない胃全摘体験者の経験  A D E F G H K O T U V

自分の姿を映す鏡となる周囲の反応  B F G J K M O P T U W

胃全摘術後の変化の特徴  A B C D E F J L M O S U W

身体と生活の変化への挑戦  A D E F G J M O P Q U

何といっても食事のこと

胃を喪う意味を知らなかった痛みに
耐え始める養生

胃全摘体験者として挑戦するプロセス　　

自分の食べ方を社会で貫く困難

巻き込まれる家族

レッテルをはる世間
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１ ） ＜ 何 と い っ て も 食 事 の こ と ＞  

＜ 何 と い っ て も 食 事 の こ と ＞ は 、 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て 食 事 は 、

日 々 の 生 活 の な か で 必 ず 話 題 に な る 関 心 事 で あ り 、 胃 全 摘 術 後 と い

え ば 食 事 の こ と 、 食 べ る こ と で あ る と 認 識 し て い た こ と を 表 し た 。

具 体 的 に は 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 生 活 の な か で “ 食 事 が 上 手 く い か な

い こ と の つ ら さ ”と 、“ 回 復 し な い 体 重 ”に 苦 悩 し 、“（ 最 大 の 関 心 事

と な っ た ） 食 事 ・ 食 べ る こ と ” が 最 大 の 関 心 事 と な っ た 。 そ し て 、

術 後 の 変 化 に 沿 っ て 生 活 で き る よ う“ 人 生 途 中 か ら の 食 習 慣 の 変 更 ”

に 取 り 組 み 、 こ れ を 通 し て “ 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て 食 べ る こ と の 意

味 ” と 、“ 体 重 減 少 の メ リ ッ ト ” を 見 出 し た 。

＜ 何 と い っ て も 食 事 の こ と ＞ は 、“ 食 事 が 上 手 く い か な い こ と の つ

ら さ ”、“ 回 復 し な い 体 重 ”、“ 最 大 の 関 心 事 と な っ た 食 事 ・ 食 べ る こ

と ”、“ 人 生 途 中 か ら の 食 習 慣 の 変 更 ”、“ 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て の 食

べ る こ と の 意 味 ”、“ 体 重 減 少 の メ リ ッ ト ” の 6 つ の 概 念 を 含 ん だ 。 

“ 食 事 が 上 手 く い か な い こ と の つ ら さ ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 生 活

を 通 し て 経 験 し 認 め た 、胃 全 摘 術 後 の つ ら さ を 表 し た 。具 体 的 に は 、

胃 全 摘 体 験 者 が 食 生 活 に 悩 む こ と に つ い て 、世 間 の 人 は 、「 胃 を と っ

た の だ か ら 仕 方 が な い （ B ,  D ,  E ,  J ,  O ,  P,  U）」 と 受 け と め る が 、 体

験 者 に と っ て は 、「 日 常 に お い て 食 べ る こ と が 上 手 く い か な い こ と は

本 当 に つ ら い （ A ,  D ,  E ,  G ,  J ,  L ,  N ,  O ,  P,  T,  U ,  V）」 こ と な の だ と

い う 、食 事 の 経 験 に つ い て の 胃 全 摘 体 験 者 の 受 け と め を 表 し た 。“ 食

事 が 上 手 く い か な い こ と の つ ら さ は ”、「 食 事 に つ き ま と う 身 体 の つ

ら さ（ 全 対 象 者 ）」だ け で な く 、「 体 力 が 低 下 し 日 常 に 支 障 が 出 る（ A ,  

C ,  E ,  F,  H ,  O ,  T,  U ,  V）」 と い う 状 況 を 起 こ し た 。 ま た 、「 こ ん な に

食 べ る こ と が で き な い の な ら 死 ん で し ま う（ A ,  B）」と い う「 死 の 不

胃全摘体験者として経験する時間  B C D E J O U

医療者の言葉が自分に届くまでの時間  B E F L O W

時間の経験から認めた胃全摘術の特徴  A B D E J K L M O Q U W

時間がつくる節目  A B D E F G I J K L M O U

時間の力  A B D E F G I J O P Q R S T U V

パワーの低下  F J U

胃の喪失に伴う様々な感情  A B F I K S T V W

胃のことに止まらない胃の喪失  A B D F J K M O S T V

胃全摘体験者が希求する医療  E F G J R T Ｗ

生活で経験する時間

健康や生活全体に影響する胃の喪失
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安（ F,  V,  W）」や 、「 私 は こ の 先 ど う な る の だ ろ う と い う 不 安（ B ,  G）」

を 導 い た 。そ の 一 方 、「 食 事 が 食 べ ら れ る と 自 分 は 大 丈 夫 だ と 思 え る

（ C ,  J ,  N ,  S） よ う に な り 、「 体 重 減 少 が 止 ま る （ H ,  L ,  T,  U）」、「 身

体 が し っ か り す る（ V,  W）」、「 元 気 に な っ て き た（ A ,  F,  N ,  T）」と い

う 感 覚 は 、「 回 復 を 示 す サ イ ン （ L ,  M ,  P,  U）」 で あ っ た 。  

“ 回 復 し な い 体 重 ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 ＜ 何 と い っ て も 食 事 の

こ と ＞ が 問 題 で あ る と 受 け と め る 理 由 の 一 つ で あ り 、 食 事 が 上 手 く

い か な い こ と に よ っ て 胃 全 摘 体 験 者 に 導 か れ る 苦 悩 を 表 し た 。 具 体

的 に は 、食 べ る こ と が 上 手 く い か な い 状 態 は 、「 体 重 減 少（ 全 対 象 者 ）」

を 導 き 、減 少 し た 体 重 は「 な か な か 増 え な い（ A ,  D ,  H ,  K ,  L ,  M ,  N）」

た め 、 胃 全 摘 体 験 者 は 苦 悩 し た 。 体 重 が 「 な か な か 増 え な い 」 状 況

は 、回 復 に 向 か っ て い な い 証 拠（ G ,  K ,  L）」と 受 け と め ら れ 、「 体 重

計 に 乗 る こ と が 恐 ろ し い と 感 じ た（ る ）（ J ,  Q ,  T,  U）」な ど 、心 理 面

に も 影 響 を 及 ぼ す も の で あ っ た 。 ま た 、「 体 重 減 少 」 は 、「 見 た 目 の

変 化 （ J ,  S ,  T,  V,  W）」 を 導 き 、 こ れ は 周 囲 の 人 々 に 、「 そ の 人 は 何

か 病 気 を し た（ J ,  O ,  P,  Q）」こ と を 知 ら せ る し る し と 受 け と め ら れ 、

「 外 出 し た く な い （ L ,  V,  W）」 と い う 気 持 ち を 引 き 起 こ し 、 人 づ き

あ い に も 影 響 を 及 ぼ し た 。

“ 最 大 の 関 心 事 と な っ た 食 事 ・ 食 べ る こ と ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 に

と っ て 食 事 は 、 日 々 の 生 活 の な か で 必 ず 話 題 に な り 、 常 に 意 識 化 さ

せ ら れ る 関 心 事 で あ る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、胃 全 摘 体 験 者 は 、

「 胃 全 摘 術 と い え ば 食 事 の こ と（ 全 対 象 者 ）」と 受 け と め て い た 。生

活 の 楽 し み で あ っ た 食 事 が 、 術 後 の 生 活 で は 「 悩 み の 種 （ A ,  B ,  C ,  

E ,  G ,  I）」 と な り 、「 体 験 者 同 士 で 必 ず 話 題 に な る 関 心 事 （ E ,  M ,  O ,  

U）」と な り 、生 活 の な か で「 多 く の 時 間 と エ ネ ル ギ ー を 費 や す（ A ,  

D ,  E ,  G ,  J ,  L ,  N ,  O ,  P,  T,  U ,  V,  W）」 対 象 と な っ た 。  

“ 人 生 途 中 か ら の 食 習 慣 の 変 更 ” は 、 術 後 の 生 活 に お い て 、 必 然

的 に 食 習 慣 の 変 更 を 求 め ら れ る こ と 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 自 分 の 変 化

に 合 わ せ て 食 習 慣 を 修 正 し 、 そ れ を 身 に つ け る 努 力 を 行 う こ と を 表

し た 。具 体 的 に は 、術 後 の 生 活 に お い て 、「 食 事 回 数 や 内 容 の 変 更（ 全

対 象 者 ）」、「 食 べ 方 の 変 更（ 全 対 象 者 ）」、食 べ る た め の「 身 体 の サ イ

ン （ L ,  M ,  K ,  P,  U  ）」 を 覚 え る こ と が 求 め ら れ る こ と で あ っ た 。 胃

全 摘 体 験 者 に と っ て 、食 習 慣 の 変 更 は 、「 口 や 舌 が 飲 み 込 む タ イ ミ ン

グ を 覚 え て し ま っ て い る（ E）」た め 、ゆ っ く り よ く 噛 ん で 食 べ る 必

要 性 を「 頭 で は 了 解 す る が 行 動 が で き な い（ C ,  G ,  M ,  P,  Q ,  T,  V）」、

「 術 後 の 変 化 に 合 わ せ て 行 動 を 変 え る こ と が 難 し い（ A ,  E）」と い う

経 験 で あ っ た 。「 人 生 途 中 か ら の 食 習 慣 の 変 更（ 全 対 象 者 ）」は 、「 術

後 の 最 も 困 難 な 仕 事 （ A ,  D ,  E ,  G ,  J ,  L ,  N ,  O ,  P,  T,  U ,  V,  W）」 で あ

っ た 。

“ 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て 食 べ る こ と の 意 味 ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 に
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と っ て 食 べ る と い う こ と は ど う い う こ と な の か に つ い て 、 生 活 を 通

し て 見 出 し た 意 味 を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て 食

べ る と い う こ と は 、「 口 か ら 食 事 を 摂 る（ A ,  F,  V,  W）」こ と に 加 え 、

食 事 の 「 段 取 り （ J ,  O）」 を し て 、「 口 か ら 入 っ た 栄 養 が ス ム ー ズ に

道 筋 を 通 過 し 、身 体 に 留 ま り 、消 化 さ れ る ま で が 含 ま れ る（ E ,  I ,  N ,  

Q ,  S ,  U ,  W）」 一 連 で あ っ た 。  

“ 体 重 減 少 の メ リ ッ ト ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 生 活 を 通 し て 見 出 し

た 、体 重 減 少 に つ い て の 肯 定 的 な 側 面 を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 心 臓

に か か る 負 担 が 軽 減 し た（ A ,  N）」、「 生 活 習 慣 病 の リ ス ク の 低 下（ C ,  

G ,  O）」、「 手 術 前 と は 趣 が 異 な る お し ゃ れ を 楽 し ん で い る （ J ,  Q）」

な ど で あ っ た 。

２ ） ＜ 自 分 の 食 べ 方 を 社 会 で 貫 く 困 難 ＞   

＜ 自 分 の 食 べ 方 を 社 会 で 貫 く 困 難 ＞ は 、 生 活 の な か で 、 胃 全 摘 体

験 者 が 自 分 の 食 べ 方 を 貫 く の に 困 難 な 状 況 を 経 験 す る こ と で あ り 、

そ の 困 難 に 対 処 し な け れ ば な ら な い こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 生

活 を 通 し て 、“ 食 事 に 関 す る 健 康 な 人 と の ず れ ” が あ る こ と を 認 め 、

“ 胃 全 摘 体 験 者 の 行 動 を お さ え る 健 康 な 人 々 ” の 反 応 を 経 験 し た 胃

全 摘 体 験 者 は 、“ 健 康 な 人 と 食 事 す る こ と に （ の ） 抵 抗 感 ” を 抱 き 、

“ 人 づ き あ い と 体 調 を 守 る こ と の 兼 ね 合 い ” が 難 し い と 感 じ た 。 そ

の よ う な 状 況 の な か で 、“ 職 場 で 捕 食 を と る 努 力 ”を 行 い 、体 力 の 回

復 と 維 持 を 努 力 し て い た 。

＜ 自 分 の 食 べ 方 を 社 会 で 貫 く 困 難 ＞ は 、“ 食 事 に 関 す る 健 康 な 人 と

の ず れ ”、“ 胃 全 摘 体 験 者 の 行 動 を お さ え る 健 康 な 人 々 ”、“ 健 康 な 人

と 食 事 す る こ と の 抵 抗 感 ”、“ 人 づ き あ い と 体 調 を 守 る こ と の 兼 ね 合

い ”、“ 職 場 で 捕 食 を と る 努 力 ” の 5 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

“ 食 事 に 関 す る 健 康 な 人 と の ず れ ” は 、 生 活 を 通 し て 胃 全 摘 体 験

者 が 認 め た 、 健 康 な 人 と 自 分 の 食 事 の ず れ を 表 し た 。 具 体 的 に は 、

日 々 の 生 活 を 通 し て 胃 全 摘 体 験 者 は 、「 健 康 な 人 と ず れ る 食 事 時 間

（ F,  J ,  O）」、「 胃 が あ る 人 と は 違 う 食 事 量 、食 事 内 容 、食 べ る ペ ー ス

（ F,  K ,  O ,  S）」に つ い て 認 識 し た 。そ し て 、体 験 者 は 、「 自 宅 で は 、

空 腹 の と き に し っ か り 食 べ る（ B）」、「 外 食 や 他 の 人 と 一 緒 に 食 べ る

と き は 、 量 よ り 会 話 を 楽 し む （ F）」 と い う よ う に 、 食 事 の 場 や 状 況

に 応 じ て 食 べ 方 を 別 け て い た 。「 自 分 の 1 回 量 よ り 多 い 分 は 、家 族 や

友 人 に 食 べ て も ら う （ F,  J）」 こ と を し て 、 食 事 で 「 苦 し く な る の を

予 防 す る （ A ,  B ,  E ,  F,  I ,  L ,  U）」、「 食 べ 終 え る 時 間 を 胃 の あ る 人 に

合 わ せ る（ O）」こ と を 行 い 、食 事 に 関 す る 健 康 な 人 と の ず れ に 対 応

し た 。

“ 胃 全 摘 体 験 者 の 行 動 を お さ え る 健 康 な 人 々 ” は 、 生 活 を 通 し て
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経 験 し た 、胃 全 摘 体 験 者 に 対 す る 周 囲 の 健 康 な 人 々 の 反 応 を 表 し た 。

具 体 的 に は 、退 院 後 の 生 活 上 の「 悩 み の 種（ A ,  B ,  C ,  E ,  G ,  I）」に つ

い て 相 談 す る と 、「 悪 い と こ ろ（ が ん ）は と っ た か ら 心 配 な い と 、医

師 の 判 断 や 価 値 で お さ え つ け ら れ る（ D ,  E ,  W）」経 験 を し た 。ま た 、

「 そ れ は 消 化 が 悪 い の で 食 べ な い 方 が 良 い（ B ,  C ,  M ,  N）」、「 病 気 な

の だ か ら そ の よ う な 事 は し な い 方 が よ い（ B）」と 、家 族 や 友 人 、 周

囲 の 人 々 の 判 断 で「 健 康 な 人 々 は 行 動 を お さ え つ け る（ B）」経 験 を

し た 。

“ 健 康 な 人 と 食 事 す る こ と の 抵 抗 感 ” は 、 食 事 時 間 や 内 容 、 ペ ー

ス が 異 な る 健 康 な 人 と 一 緒 に 食 事 を す る こ と に つ い て 、 胃 全 摘 体 験

者 は 抵 抗 感 を も っ て い る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 健 康 な 人 と 飲

食 す る と 、 食 べ る 量 が 多 く な っ た り 、 食 事 の ペ ー ス が 速 く な っ た り

す る（ K ,  M ,  U）」の で 苦 し く な り や す い こ と 、「 胃 が な く な っ た 人 の

身 体 の 反 応 （ 全 対 象 者 ）」 が 、「 人 前 で 症 状 が 出 現 し た ら ど う し よ う

と 考 え 、 怖 さ を 感 じ る （ K ,  L）」 こ と が 、「 人 前 で 胃 の な い 身 体 に 対

応 す る 自 信 の な さ（ F,  L ,  T）」が 、健 康 な 人 と 食 事 す る 、あ る い は 外

食 を す る こ と の 抵 抗 感 と な っ て い た 。

“ 人 づ き あ い と 体 調 を 守 る こ と の 兼 ね 合 い ” は 、 社 会 人 と し て 人

づ き あ い は 大 事 で あ る と 考 え る 一 方 、 胃 が な い 自 分 の 身 体 を 守 る こ

と も 大 事 と 考 え て い る こ と か ら 、 そ の バ ラ ン ス を と る 難 し さ を 感 じ

て い る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 胃 の あ る 人 か ら 、一 緒 に 食 べ よ

う 飲 も う と 誘 わ れ る こ と は 、 あ り が た い と 思 う 一 方 で し ん ど い （ E ,  

O ,  V）」 と い う 本 音 を 認 め 、「 会 社 や 地 域 で の つ き 合 い と 、 自 分 の 体

調 を 維 持 す る 兼 ね 合 い （ B ,  D）」 を と る 努 力 を 行 っ て い た 。「 誘 い を

2 回 断 っ た ら 、 次 は 行 く よ う に し た （ O）」、「 U さ ん を 誘 う の は 遠 慮

し た 方 が い い よ ね と 同 僚 が 言 っ た の で 、 対 応 が わ か る よ う に な っ た

か ら 、 こ れ か ら は 誘 っ て と 宣 言 し た （ U）」、 な ど の 行 動 を と っ て い

た 。

“ 職 場 で 捕 食 を と る 努 力 ” は 、 職 種 や 職 場 環 境 、 同 僚 の 理 解 に 合

わ せ 、捕 食 を と る 努 力 を し て い る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 職 場

で 捕 食 を と る 困 難 （ A ,  D ,  U ,  W）」 と し て 、「 場 所 が な い （ A ,  O）」、

「 時 間 を 確 保 で き な い（ S ,  W）」、「 必 要 性 を 職 場 や 同 僚 に 理 解 し て も

ら う こ と の 困 難 （ D ,  P,  U）」 が 含 ま れ た 。 体 験 者 は 、 捕 食 の こ と で

「 同 僚 か ら 反 感 を か わ な い よ う に 配 慮 す る（ T,  W）」、「 職 場 に お 茶 を

飲 む 習 慣 を つ く る （ W）」、「 失 敬 し て 自 分 の 車 の な か で 食 べ る （ P）」

な ど の 対 応 を 行 っ て い た 。

３ ） ＜ レ ッ テ ル を は る 世 間 ＞

＜ レ ッ テ ル を は る 世 間 ＞ は 、 日 々 の 人 づ き あ い を 通 し て 認 知 し た

世 間 の 反 応 で あ り 、 世 間 の 反 応 に 対 す る 胃 全 摘 体 験 者 の 苦 悩 を 表 し
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た 。具 体 的 に は 、胃 全 摘 体 験 者 の“ 外 見 の 変 化 ”を 見 て 、近 隣 の 人 々

や 同 僚 は 、“ 大 病 を し て 死 に は ぐ れ た 人 と い う レ ッ テ ル ”を は っ て い

る こ と を 認 知 し 、胃 全 摘 体 験 者 は 嫌 だ な と い う 感 情 を 抱 き 、“ 人 前 に

出 る 自 信 を （ の ） 喪 失 ” し た 。 ま た 、 周 囲 の 人 々 と の 人 づ き あ い を

通 し て 、体 験 者 は 、“ 救 い と な っ た 人 々 の 態 度 ”や 働 き か け を 明 ら か

に し て い た 。

＜ レ ッ テ ル を は る 世 間 ＞ は 、“ 外 見 の 変 化 ”、“ 大 病 を し て 死 に は ぐ

れ た 人 と い う レ ッ テ ル ”、“ 人 前 に 出 る 自 信 の 喪 失 ”、“ 救 い と な っ た

人 々 の 反 応 ” の 4 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

“ 外 見 の 変 化 ” は 、 痩 せ る と い う 外 見 の 変 化 で あ り 、 こ れ は 、 周

囲 の 人 々 の 目 に と ま り 、 言 わ ず と も 病 気 を し た こ と を 伝 え る 象 徴 に

な る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 退 院 後 は ど ん ど ん 体 重 が 減 る（ A ,  

B ,  C ,  D ,  F,  G）」、「 頭 か ら 足 ま で 小 さ く な っ た （ J ,  P,  Q）」 に 代 表 さ

れ る よ う に 、 胃 全 摘 術 後 は 「 見 た 目 の 変 化 （ J ,  S ,  T,  V,  W）」 が 起 こ

っ た 。こ の「 見 た 目 の 変 化 」は 、周 囲 の 人 々 に 、「 そ の 人 は 何 か 病 気

を し た（ J ,  O ,  P,  Q）」こ と を 伝 え る 、ま た 、「 食 べ る こ と に 関 し て 問

題 が あ る こ と を 伝 え る （ A ,  D ,  G ,  K）」 象 徴 と な る こ と を 、 胃 全 摘 体

験 者 は 人 づ き あ い を 通 し て 認 め た 。「 見 た 目 の 変 化 」に 対 し 体 験 者 は 、

「 衣 類 や 靴 ま で サ イ ズ が 変 化 し た の で 買 い 替 え た（ B ,  D ,  F,  J ,  Q）」、

「 妻 と 服 を 共 有 し た （ L ,  N）」 な ど の 対 応 を 行 っ て い た 。  

“ 大 病 を し て 死 に は ぐ れ た 人 と い う レ ッ テ ル ” は 、 胃 全 摘 体 験 者

に 対 す る 、 知 人 や 近 隣 の 人 々 の 1 つ の 反 応 を 表 し た 。 具 体 的 に は 、

知 人 や 近 隣 の 人 々 は 、 胃 全 摘 体 験 者 に 「 大 病 を し て 死 に は ぐ れ た 人

（ B ,  H ,  M ,  Q）」と い う レ ッ テ ル を は り 、い つ ま で も 誰 か の が ん の 経

験 を 忘 れ な い で い る こ と で あ っ た 。 胃 全 摘 体 験 者 の 「 本 音 は 、 手 術

か ら 何 年 も 経 過 し て い る の に 、 地 域 活 動 の 時 に 、 大 病 で 死 な な く て

よ か っ た と 話 題 に さ れ る の が 嫌 だ（ B）」と い う 気 持 ち で あ る が 、「 地

域 の 誰 か ら も 相 手 に さ れ な く な る と 困 る （ F,  H ,  T）」 の で 、「 お か げ

様 の 精 神 （ B ,  C ,  G ,  S）」 で 、「 周 り に 合 わ せ よ う （ F,  O）」 と い う 行

動 を と っ て い た 。ま た 、同 僚 や 知 人 、近 隣 の 人 々 と の「 つ き 合 い（ B ,  

D ,  O ,  S ,  U ,  W）」 を 気 に か け 、「 地 域 の 社 交 場 （ F,  Q）」 に 出 て 、「 共

に 時 間 を 過 ご す （ D ,  H ,  F）」、「 人 々 の 輪 に 入 る （ B ,  M ,  O）」、 な ど の

行 動 を と っ て い た 。

“ 人 前 に 出 る 自 信 の 喪 失 ” は 、 周 囲 の 人 々 の 反 応 を 受 け と め た 胃

全 摘 体 験 者 が 、 健 康 な 人 々 に 自 分 の 経 験 を 理 解 し て も ら う こ と は 困

難 で あ る と 感 じ 、人 前 に 出 る 自 信 を 失 う 反 応 を 表 し た 。具 体 的 に は 、

「 頭 か ら 足 ま で 小 さ く な っ た （ J ,  P,  Q）」 変 化 や 、「 胃 が な く な っ た

人 の 身 体 の 反 応 （ 全 対 象 者 ）」 を 、「 普 通 と は 違 う こ と を 表 す 印 （ J ,  

S ,  U ,  W）」 と 認 知 し 、 胃 全 摘 体 験 者 が 「 人 前 に 出 る こ と に 抵 抗 を 感
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じ る（ F,  T）」、「 他 人 と 会 う こ と が 嫌 に な る（ K ,  V）」こ と で あ っ た 。

ま た 、「 自 宅 で の よ う に 無 難 に 、身 体 の こ と に 対 応 で き る だ ろ う か と

不 安 に 思 い 、 外 出 す る こ と に 自 信 が 持 て な い （ L ,  N ,  V）」、「 他 人 に

迷 惑 を か け る か も し れ な い と 心 配 （ K ,  P）」 と 反 応 し 、「 友 人 の 誘 い

を 断 る （ E ,  K ,  N ,  O ,  T,  V）」、「 外 出 を 控 え る （ G ,  L）」 行 動 を と る こ

と で あ っ た 。

“ 救 い と な っ た 人 々 の 反 応 ” は 、 周 囲 の 人 々 か ら 向 け ら れ た 反 応

を 通 し て 、 救 い で あ っ た と 胃 全 摘 体 験 者 が 認 め た 人 々 の 関 心 や 態 度

を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 家 族 や 友 人 、知 人 が 目 を 向 け て く れ る（ G ,  

H ,  L ,  Q）」関 心 、「 私 の 変 化 や 関 心 に 医 師 が 目 を 向 け て く れ る（ E ,  U）」

態 度 、「 友 人 や 同 僚 が 手 術 前 と 同 じ よ う に 関 わ っ て く れ る（ B ,  C ,  K）」

態 度 、「 が ん の 人 と 気 遣 わ れ な い（ D ,  M）」状 況 、な ど で あ っ た 。人 々

と の 関 わ り を 通 し 、自 分 は「 孤 立（ B）」し て い な い 、「 一 人 ぼ っ ち で

は な い （ C ,  L）」、「 必 要 と さ れ て い る （ A ,  H ,  K ,  U）」、 困 っ た と き は

誰 か に 「 頼 る こ と が で き る （ E ,  T）」 と 考 え る こ と が で き る と 、「 仲

間 と し て い ら れ る （ A ,  B ,  K ,  T,  U）」 と 感 じ た り 、「 救 わ れ た （ B ,  H ,  

U）」と 感 じ た り す る こ と が で き た 。ま た 、「 自 分 の な か に 何 々 し た い

と い う 気 持 ち が 生 ま れ る （ F）」 と 、「 生 き る 希 望 （ E ,  F,  G ,  P,  W）」

を 自 覚 す る こ と が で き た 。

４ ） ＜ 巻 き 込 ま れ る 家 族 ＞

＜ 巻 き 込 ま れ る 家 族 ＞ は 、 胃 全 摘 体 験 者 の 胃 が ん と い う 病 気 と 胃

全 摘 術 、 養 生 に 関 す る 経 験 に 、 家 族 は 巻 き 込 ま れ る こ と を 表 し た 。

具 体 的 に は 、“ 胃 全 摘 術 が 家 族 に 影 響 を 及 ぼ す 影 響 ”は 、術 後 の 胃 全

摘 体 験 者 の 悩 み は 、“ 家 族 の 悩 み ”と な り 、家 族 は“ 胃 全 摘 体 験 者 と

と も に 悩 む（ 家 族 ）”と 体 験 者 は 認 知 し て い た 。ま た 、“（ 影 響 し 合 う ）

胃 全 摘 体 験 者 と 家 族 の 回 復 ” は 、 互 い に 影 響 し 合 っ て い た 。

＜ 巻 き 込 ま れ る 家 族 ＞ は 、“ 胃 全 摘 術 が 家 族 に 及 ぼ す 影 響 ”、“ 家 族

の 悩 み ”、“ 胃 全 摘 体 験 者 と と も に 悩 む 家 族 ”、“ 影 響 し 合 う 胃 全 摘 体

験 者 と 家 族 の 回 復 ” の 4 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

“ 胃 全 摘 術 が 家 族 に 及 ぼ す 影 響 ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 の 存 在 は 、 他

の 家 族 の 生 活 に 影 響 を 及 ぼ す こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 全 摘 体

験 者 の 術 後 の 変 化 は 、「 家 族 の 食 習 慣 （ G ,  N ,  O ,  P,  V）」、「 家 族 の 関

係 性 （ E ,  M）」、「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン （ F,  S）」 な ど 、 家 族 の 生 活 に

影 響 を 及 ぼ し た 。体 験 者 は 、胃 が ん と 胃 全 摘 術 の 経 験 を 通 し 、「 家 族

が 団 結 し 、家 族 そ れ ぞ れ が 強 く な っ た（ F,  G ,  S ,  V）」、家 族 と「 苦 労

を と も に す る （ G ,  P）」、 家 族 に 「 負 担 を か け る （ C ,  H ,  K ,  L）」、 な

ど の よ う に 家 族 と の 関 係 に つ い て 受 け と め て い た 。 胃 全 摘 体 験 者 の

子 ど も た ち は 、「 将 来 が ん に な る 可 能 性 に つ い て 心 配 す る（ B ,  C ,  G）」、
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「 家 の 中 が 真 っ 暗（ B）」と 感 じ る 、「 病 気 の 親 を 心 配 し 学 校 か ら 一 目

散 に 帰 宅 す る た め 、つ き 合 い が 悪 い と 友 人 に 仲 間 外 れ に さ れ た（ F）」

と い う よ う な 経 験 を し て お り 、「 親 の が ん に よ っ て 子 ど も た ち は 傷 つ

い た（ F）」。し か し 、子 ど も た ち は「 親 を 心 配 さ せ た く な い の で 気 丈

に ふ る ま う（ F）」、「 が ん の 病 気 や 治 療 、後 遺 症 に つ い て 情 報 収 集 し 、

親 を 教 育 す る （ C ,  H ,  O ,  Q）」 な ど の 行 動 で 、 が ん の 親 を 支 え た 。 胃

全 摘 体 験 者 の 孫 た ち は 、祖 父 母 に「 生 き て ほ し い（ H ,  K）」と 言 葉 で

励 ま し 、「 お 世 話 で き る で き る よ う に な り た い（ Q）」と 医 療 関 係 の 大

学 に 進 ん だ 。胃 全 摘 体 験 者 の 配 偶 者 は 、「 何 と か し て 食 べ さ せ よ う と

手 を か け る （ L ,  N）」、「 食 生 活 の 不 自 由 さ を 共 有 す る （ G ,  P）」、「 家

事 を 手 伝 っ て 負 担 を 減 ら す （ F,  T）」 な ど の 行 動 で 支 え た 。

“ 家 族 の 悩 み ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 の 生 活 上 の 悩 み は 、 家 族 の 悩 み

と な る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 胃 全 摘 術 後 と い え ば 食 事 管 理 と

後 遺 症 （ A ,  B ,  C ,  D ,  E ,  G ,  I ,  J ,  K ,  L ,  M ,  N ,  O ,  P,  Q）」 で あ る が 、

胃 全 摘 体 験 者 は 、「 家 族 に と っ て も 胃 全 摘 と 言 え ば 食 事 管 理 （ G ,  M ,  

N ,  O ,  P）」と 受 け と め て い た 。体 験 者 は 、食 事 管 理 に つ い て 、「 家 族

を 監 督 す る （ M）」、「 配 偶 者 に お 任 せ （ E ,  H ,  K ,  L ,  N）」、「 自 分 が 主

体 的 に 動 く （ A ,  B ,  C ,  F,  I ,  J ,  R ,  T,  U）」、「 最 初 は 家 族 に 頼 り 、 身 体

回 復 に 伴 い 自 分 で 行 う（ Q ,  V,  W）」、「 家 族 と 知 恵 を 出 し 合 う（ D ,  O ,  

S）」、「 家 族 が 胃 全 摘 体 験 者 の 状 況 に 合 わ せ る（ G ,  P）」な ど の 方 法 で

対 応 し て い た 。

“ 胃 全 摘 体 験 者 と と も に 悩 む 家 族 ” は 、 体 験 者 の 生 活 上 の 悩 み に

つ い て 、家 族 も そ の 意 味 と 対 応 が わ か ら ず 悩 ん で い る 状 況 を 表 し た 。

具 体 的 に は 、「 胃 が な く な っ た 人 の 身 体 の 反 応 （ 全 対 象 者 ）」 に つ い

て 、 家 族 も 「 胃 全 摘 体 験 者 と 一 緒 に ど う す れ ば い い の だ ろ う と 悩 む

（ B ,  I ,  M）」 こ と で あ っ た 。 例 え ば 、 体 験 者 は 、 豆 腐 の よ う に 柔 ら

か い 食 品 を 詰 ま ら せ て し ま う 場 合 が あ る が 、「 な ぜ そ う な る か そ の 意

味 が わ か ら ず 、 豆 腐 さ え 食 べ る こ と が で き な い 身 体 に な っ て し ま っ

た （ E ,  U）」 と 、 家 族 は 体 験 者 と 一 緒 に 悩 ん で い た 。

“ 影 響 し 合 う 胃 全 摘 体 験 者 と 家 族 の 回 復 ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 の 養

生 は 家 族 の 生 活 に 影 響 を 及 ぼ し 、 家 族 の 反 応 は 、 体 験 者 の 自 分 に つ

い て の 受 け と め 方 や 、 養 生 法 、 回 復 に 影 響 を 及 ぼ す こ と を 表 し た 。

具 体 的 に は 、家 族 か ら の 心 遣 い や 見 守 り は 、「 何 と か よ く な っ て ほ し

い と い う 思 い （ F,  G ,  Q ,  T）」 と し て 胃 全 摘 体 験 者 に 伝 わ り 、 体 験 者

は 、家 族 の た め に「 ど ん な 困 難 に も 耐 え て 良 く な っ て み せ る（ G ,  Q）」

と 回 復 へ の 意 欲 を 高 め た 。 ま た 、 体 験 者 「 本 人 が 回 復 す る に つ れ 、

家 族 も 病 気 前 の 状 態 に も ど っ て い っ た （ H ,  T）」。  

５ ） ＜ 胃 を 喪 う 意 味 を 知 ら な か っ た 痛 み に 耐 え 始 め る 養 生 ＞
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＜ 胃 を 喪 う 意 味 を 知 ら な か っ た 痛 み に 耐 え 始 め る 養 生 ＞ は 、 術 後

の 生 活 を 通 し て 、 胃 全 摘 体 験 者 は 胃 を 喪 う 意 味 を 知 ら な か っ た こ と

を 認 め る が 、 こ れ に は 痛 み が 伴 い 、 そ の 痛 み に 耐 え 養 生 に 取 り 組 む

プ ロ セ ス を 表 し た 。具 体 的 に は 、“ 覚 悟 し た 胃 の 喪 失 と 現 実 と の ギ ャ

ッ プ ”を 経 験 し 、“ 胃 を 喪 う 意 味 を 知 ら な か っ た と 認 め る 痛 み ”に 耐

え 、 待 っ た な し の 生 活 に 沿 っ て 養 生 を 始 め る こ と で あ っ た 。

＜ 胃 を 喪 う 意 味 を 知 ら な か っ た 痛 み に 耐 え 始 め る 養 生 ＞ は 、“ 覚 悟

し た 胃 の 喪 失 と 現 実 と の ギ ャ ッ プ ”、“ 胃 を 喪 う 意 味 を 知 ら な か っ た

と 認 め る 痛 み ” の 2 つ の 概 念 を 含 ん だ 。

 “ 覚 悟 し た 胃 の 喪 失 と 現 実 と の ギ ャ ッ プ ” は 、 手 術 前 に 想 像 し 覚

悟 し た 術 後 と 、 実 際 に 経 験 す る 生 活 に は ギ ャ ッ プ が あ る こ と を 認 め

た こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 手 術 前 に 覚 悟 し た 食 べ ら れ な く な る

状 態 と 、実 際 に 起 こ っ た 食 べ る こ と が で き な い 状 態 と の ギ ャ ッ プ（ A ,  

E ,  U ,  V）」 を 認 め た こ と で あ っ た 。 手 術 前 に 覚 悟 し た 食 べ る こ と が

で き な く な る 状 態 は 、「 食 事 量 が 減 り 、制 限 が つ く（ B ,  G ,  H ,  S ,  V）」

だ ろ う が 、「 医 療 者 の 注 意 を 守 れ ば 、 何 と か な る （ K ,  N ,  O ,  U）」 で

あ っ た 。し か し 、実 際 は 、「 食 べ た い の に 食 事 が 入 っ て い か な い（ 全

対 象 者 ）」、「 食 事 が 詰 ま る（ 全 対 象 者 ）」な ど 、「 努 力 で は ど う す る こ

と も で き な い 身 体 の 反 応 （ B ,  D ,  F,  T,  V）」 が 中 心 で あ る こ と で あ っ

た 。こ の よ う な 経 験 を 通 し て 、胃 全 摘 体 験 者 は 、「 術 後 の 自 分 を 具 体

的 に イ メ ー ジ で き て い な か っ た （ E ,  F,  J）」 こ と 、「 胃 を 喪 う こ と に

つ い て の 見 通 し が 甘 か っ た（ U）」こ と 、「 胃 を 喪 う と い う こ と が ど う

い う こ と か 知 ら な か っ た （ 全 対 象 者 ）」 こ と を 認 め た 。

“ 胃 を 喪 う 意 味 を 知 ら な か っ た と 認 め る 痛 み ” は 、 術 後 の 生 活 を

通 し て 、 胃 を 喪 う こ と の 意 味 を 知 ら な か っ た こ と を 体 験 者 は 認 め る

が 、 そ れ に は 痛 み が 伴 う こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 生 活 で の 経 験

を 通 し 、「 胃 が な く な る と い う こ と は こ ん な に 大 変 な こ と （ A ,  C ,  D ,  

E ,  F,  H ,  I ,  J ,  K ,  N ,  O ,  P）」 と 実 感 し 、 自 分 は 「 胃 を 喪 っ た 後 の 大 変

さ の 実 質 を 知 ら な か っ た （ 全 対 象 者 ）」 と 、 心 に 「 痛 み （ A ,  E ,  M）」

を 感 じ な が ら 認 め る こ と で あ っ た 。

６ ） ＜ 胃 全 摘 体 験 者 と し て 挑 戦 す る プ ロ セ ス ＞

＜ 胃 全 摘 体 験 者 と し て 挑 戦 す る プ ロ セ ス ＞ は 、 創 が 治 癒 し 退 院 す

れ ば 手 術 前 の 状 態 に も ど れ る と 考 え て い た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 退 院 後

の 生 活 を 通 し 、 術 後 か ら 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 挑 戦 が 始 ま る と 理 解

す る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、体 験 者 は 、“ 胃 の 喪 失 に 伴 う 身 体 と

生 活 の 変 化 ” を 経 験 す る が 、 そ の 変 化 の 意 味 と 対 応 が “ わ か ら な い

と （ い う ） 苦 悩 ” す る こ と で あ っ た 。 ま た 、 人 づ き あ い を 通 し て 、

周 囲 の 反 応 は“ 自 分 の 姿 を 映 す 鏡 と な る（ 周 囲 の 反 応 ）”こ と 、“（ 外
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見 か ら は 伝 わ ら な い ） 胃 全 摘 体 験 者 の 経 験 ” は 、 外 見 か ら は 伝 わ ら

な い こ と を 認 識 し 、 苦 悩 す る こ と で あ っ た 。 こ の よ う な 経 験 を 通 し

て 、“ 胃 全 摘 術 後 の 変 化 の 特 徴 ”を 見 出 し 、“ 身 体 と 生 活 の 変 化 に（ へ

の ） 挑 戦 ” す る プ ロ セ ス で あ っ た 。  

＜ 胃 全 摘 体 験 者 と し て 挑 戦 す る プ ロ セ ス ＞ は 、“ 胃 の 喪 失 に 伴 う 身

体 と 生 活 の 変 化 ”、“ わ か ら な い と い う 苦 悩 ”、“ 外 見 か ら は 伝 わ ら な

い 胃 全 摘 体 験 者 の 経 験 ”、“ 自 分 の 姿 を 映 す 鏡 と な る 周 囲 の 反 応 ”、“ 胃

全 摘 術 後 の 変 化 の 特 徴 ”、“ 身 体 と 生 活 の 変 化 へ の 挑 戦 ” の 6 つ の 概

念 を 含 ん だ 。  

 

“ 胃 の 喪 失 に 伴 う 身 体 と 生 活 の 変 化 ” は 、 生 活 の な か で 、 胃 の 喪

失 に よ っ て 生 じ た 身 体 と 生 活 の 変 化 を 経 験 す る こ と を 表 し た 。 具 体

的 に は 、「 体 重 減 少 （ 全 対 象 者 ）」、「 頭 か ら 足 ま で 小 さ く な っ た （ J ,  

P,  Q）」、「 食 品 や 料 理 の 匂 い に 敏 感 に な っ た （ L ,  V）」、「 嗜 好 が 変 化

し た （ G ,  J）」、「 睡 眠 中 に 逆 流 が 起 こ る （ B ,  C ,  D ,  E ,  K）」 な ど 、「 胃

が な く な っ た 人 の 身 体 の 反 応（ 全 対 象 者 ）」を 経 験 す る こ と で あ っ た 。

ま た 、「 今 ま で の 食 べ 方 が 通 じ な い （ 全 対 象 者 ）」、「 好 物 を 食 べ て も

お い し い と 感 じ な い （ G ,  L ,  V）」、「 ス ー パ ー で 手 に 取 る 食 品 が 変 わ

っ た （ J ,  V）」、「 手 術 前 と 同 じ よ う に 仕 事 が で き な い （ D ,  H ,  U）」、

「 手 術 前 の 自 分 が 通 用 し な い （ C ,  T,  U）」、「 趣 味 の 野 球 や ゴ ル フ が

で き な く な っ た（ K ,  O）」な ど 、生 活 の 変 化 を 経 験 す る こ と で あ っ た 。 

“ わ か ら な い と い う 苦 悩 ” は 、 胃 全 摘 術 に よ っ て 生 じ た 身 体 の 反

応 と 、 そ れ へ の 対 応 が わ か ら な い と い う 経 験 で あ り 、 そ れ に よ っ て

体 験 者 が 苦 悩 す る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 胃 が な く な っ た 人 の

身 体 の 反 応（ 全 対 象 者 ）」に つ い て 、「 わ か ら な い こ と だ ら け（ A ,  D ,  

F,  J ,  K ,  L ,  M ,  N ,  P,  Q ,  S ,  T,  V,  W）」 で あ る た め 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、

ど の よ う に す れ ば よ い の か「 思 い 悩 む（ B ,  C ,  E ,  J ,  K ,  O ,  Q ,  T,  U）」

状 態 で あ っ た 。 自 分 の 「 身 体 に 生 じ る 症 状 や 変 化 の 意 味 が わ か ら な

い（ B ,  E ,  O ,  U ,  V）」こ と は 、胃 全 摘 体 験 者 に と っ て「 苦 し さ に 耐 え

る こ と が 難 し い （ U）」 状 況 で あ り 、「 こ の 先 の 見 通 し （ A ,  E ,  F,  N ,  

U ,  W）」 が 立 た ず 、「 対 応 法 を 考 え 選 択 す る こ と が 困 難 （ A ,  E ,  O）」

な 状 況 で あ っ た 。  

“ 外 見 か ら は 伝 わ ら な い 胃 全 摘 体 験 者 の 経 験 ” は 、 他 者 と の 関 わ

り を 通 し 、 胃 の 喪 失 に よ っ て 自 分 が 経 験 し 、 苦 悩 し て い る こ と は 、

周 囲 の 人 々 に 自 然 に 伝 わ る も の で は な い こ と を 理 解 し た こ と を 表 し

た 。 具 体 的 に は 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 が ん 治 療 が 終 了 し た 人 で あ る た

め 、「 術 後 1 年 も 過 ぎ れ ば 、食 事 管 理 を 怠 け て い る か ら 太 れ な い と 見

ら れ る（ E ,  V）」、「 努 力 が 足 り な い か ら 、太 れ な い と 見 ら れ る（ K ,  T）」

と い う 経 験 を し た 。 ま た 、 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て 生 活 上 の 「 本 質 な

こ と は 、 健 康 な 人 に 容 易 に 伝 わ る も の で は な い （ G ,  K ,  O）」 こ と 、



- 41 - 
 

体 験 者 の 経 験 を「 一 般 の 人 に 理 解 し て も ら う こ と の 困 難 さ（ O ,  U）」

を 認 め る こ と で あ っ た 。そ し て 、「 自 分 の 状 況 を 理 解 し て も ら う 必 要

が あ る 人 、理 解 し て も ら い た い 人 に 、経 験 を 言 葉 で 伝 え る（ A ,  D ,  E ,  

F,  H ,  U）」 こ と を し て 、 理 解 し て も ら う 努 力 を し て い る こ と で あ っ

た 。  

“ 自 分 の 姿 を 映 す 鏡 と な る 周 囲 の 反 応 ” は 、 周 囲 の 人 々 の 反 応 に

よ っ て 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 自 分 に 生 じ た 変 化 に つ い て 認 識 さ せ ら れ

る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 知 人 に 会 う と 「 痩 せ た ね 。 ど う し た

の 。（ G ,  J ,  M ,  O ,  P,  T,  U ,  W）」 と 尋 ね ら れ る 、「 1 0 キ ロ 痩 せ た と 言

い 当 て る 知 人 の 目 （ J）」 な ど 、「 家 族 や 周 囲 の 人 々 の 反 応 （ B ,  F,  K ,  

U）」に よ っ て 、胃 全 摘 体 験 者 は 、「 周 囲 の 人 は 、傍 か ら 見 え る 自 分 の

姿 を 映 し 出 す 鏡 で あ る（ K ,  P）」こ と を 認 識 す る こ と で あ っ た 。ま た 、

自 分 は 周 囲 の 人 々 か ら 「 気 を 遣 わ れ る 存 在 に な っ た （ K ,  O ,  U）」 と

認 識 す る こ と で あ っ た 。  

“ 胃 全 摘 術 後 の 変 化 の 特 徴 ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 生 活 を 通 し て 見

出 し た 、 胃 全 摘 術 後 の 変 化 の 特 徴 を 表 し た 。 手 術 か ら の 時 間 の 経 過

と と も に 、問 題 の 全 て が 解 決 さ れ る こ と は な い と い う 特 徴 を 表 し た 。

具 体 的 に は 、術 後 の 生 活 上 の 悩 み は 、「 時 間 の 経 過 に よ っ て 問 題 が 変

化 す る （ A ,  B ,  D ,  K ,  M ,  O ,  U ,  W）」、 つ ま り 、 生 活 上 の 関 心 と 悩 み の

質 、優 先 順 位 は 変 化 す る が 、「 時 間 が 経 過 す れ ば す っ か り 問 題 が 解 決

さ れ る わ け で は な い（ D ,  K ,  M ,  O ,  S ,  U ,  W）」こ と が 特 徴 で あ っ た 。

そ の た め 、手 術 か ら 時 間 が 経 過 し た 胃 全 摘 体 験 者 も 、「 未 だ に 何 か に

対 応 し 続 け て い る （ B ,  E ,  J）」 状 態 で あ っ た 。 ま た 、「 手 術 か ら 1 年

が 経 過 す る と 、 身 体 の 回 復 を 自 覚 で き た （ 全 対 象 者 ）」 が 、「 食 事 に

関 す る こ と へ の 対 応 は 、1 年 で は ま だ 不 十 分 な 状 態 だ っ た（ B ,  D ,  E ,  

F,  J ,  L ,  O ,  U ,  V,  W）」 と 受 け と め て い た 。  

“ 身 体 と 生 活 の 変 化 へ の 挑 戦 ” は 、 術 後 の 身 体 と 生 活 に 対 応 で き

る よ う に な る こ と を 胃 全 摘 体 験 者 は 挑 戦 と 捉 え 、 努 力 す る こ と を 表

し た 。 具 体 的 に は 、 自 分 に と っ て の 「 胃 が な く な っ た 人 の 身 体 の 反

応（ 全 対 象 者 ）」を 理 解 す る こ と 、自 分 が「 優 先 し て 対 応 す る 問 題（ A ,  

B ,  D ,  E ,  P,  T）」 を 明 ら か に す る こ と 、「 胃 を 喪 っ た 身 体 の 反 応 へ の

対 応 （ E ,  L ,  R）」 を 自 分 の 生 活 を 通 し て 見 出 し 、 覚 え る こ と を 、 胃

全 摘 体 験 者 は 、「 挑 戦 （ A ,  D ,  E ,  F,  G ,  J ,  M ,  O ,  P,  Q ,  U）」 と 受 け と

め 努 力 し た 。  

 

７ ） ＜ 生 活 で 経 験 す る 時 間 ＞  

＜ 生 活 で 経 験 す る 時 間 ＞ は 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 生 活 の な か で 時 間

に つ い て 、 ど の よ う に 経 験 し 認 知 し て い る か に つ い て 表 し た 。 具 体

的 に は 、胃 全 摘 体 験 者 と し て 生 活 す る こ と は 、“ 胃 全 摘 体 験 者 と し て

経 験 す る 時 間 ”を 振 り 返 っ た り 、見 通 し た り す る プ ロ セ ス で あ っ た 。
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術 後 か ら 今 日 ま で を 振 り 返 る と 、胃 全 摘 体 験 者 は 、“ 医 療 者 の 言 葉 が

届 く ま で の 時 間 ”の 意 味 、“ 時 間 の 経 験 か ら 認 め た 胃 全 摘 術 の 特 徴 ”、

“ 時 間 が つ く る 節 目 ” を 見 出 す こ と が で き た 。 ま た 、 自 分 や 家 族 に

変 化 を 導 い た “ 時 間 の 力 ” を 認 め る こ と に よ っ て 、 将 来 の 自 分 に 希

望 を も つ こ と が で き た 。  

＜ 生 活 で 経 験 す る 時 間 ＞ は 、“ 胃 全 摘 体 験 者 と し て 経 験 す る 時 間 ”、

“ 医 療 者 の 言 葉 が 届 く ま で の 時 間 ”、“ 時 間 の 経 験 か ら 認 め た 胃 全 摘

術 の 特 徴 ”、“ 時 間 が つ く る 節 目 ”、“ 時 間 の 力 ” の 5 つ の 概 念 を 含 ん

だ 。  

 

“ 胃 全 摘 体 験 者 と し て 経 験 す る 時 間 ” は 、 ク リ テ ィ カ ル パ ス の 導

入 、 入 院 期 間 の 短 縮 化 、 生 存 期 間 で 評 価 さ れ る が ん 治 療 な ど に よ っ

て 、胃 全 摘 体 験 者 は 、術 後 1 日 目・ 2 日 目 の 行 動 目 標 、術 後 1 4 日 前

後 の 退 院 、 1～ 3 か 月 毎 の 外 来 受 診 、術 後 1 年 目 の 全 身 評 価 、術 後 5

年 生 存 率 等 、数 字 で 扱 わ れ る 経 験 を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 医 師 は い

ろ い ろ な 検 査 デ ー タ を 見 て 判 断 す る け ど 、 私 た ち は 身 体 が ど う 感 じ

ら れ る か が 大 事 （ C ,  E ,  J ,  U）」、「 手 術 後 し ば ら く は 1 か 月 毎 の 外 来

受 診 が 必 要 で 、 仕 事 の 調 整 が 大 変 だ っ た （ O ,  U）」、「 手 術 か ら 5 年

が 過 ぎ る と そ の が ん は 治 癒 と み な さ れ る と 聞 い た 。 で も 心 配 は 払 拭

で き な い （ B ,  D）」、 な ど の 経 験 で あ っ た 。  

“ 医 療 者 の 言 葉 が 届 く ま で の 時 間 ” は 、 養 生 に 関 す る 医 療 者 の 指

導 内 容 が 胃 全 摘 体 験 者 に 届 く に は 、 生 活 の 経 験 と 時 間 が 必 要 で あ る

こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 生 活 の 経 験 と 時 間 に よ っ て 、 胃 全 摘 体

験 者 に「 知 識 と 経 験 が 結 び つ い た 理 解（ E ,  F,  W）」が 導 か れ 、「 あ あ 、

こ れ が そ う か （ B ,  E ,  F,  L ,  O）」 と 「 医 療 者 の 言 葉 が 自 分 に 届 く （ F,  

W）」 経 験 で あ り プ ロ セ ス で あ っ た 。  

“ 時 間 の 経 験 か ら 認 め た 胃 全 摘 術 の 特 徴 ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、

時 間 の 経 験 を 通 し て 認 め た 胃 全 摘 術 の 特 徴 を 表 し た 。 具 体 的 に は 、

「 時 間 の 力 に よ っ て 悩 み の 種 は 小 さ く 、 少 な く な る （ A ,  E ,  J ,  Q）」

こ と は 確 か で あ る が 、そ の 一 方 、「 時 間 が 経 過 し て か ら 現 れ る 問 題（ B ,  

L ,  O ,  U）」が あ り 、「 食 べ て み た ら だ め だ っ た と い う 結 果 が 脳 に 記 憶

さ れ る（ K）」問 題 が あ り 、食 事 の 状 況 が ど ん ど ん 変 化 す る わ け で は

な い こ と で あ っ た 。 胃 全 摘 体 験 者 は 、 手 術 か ら 「 時 間 が 過 ぎ れ ば す

っ か り 問 題 が 解 決 さ れ る わ け で は な い の が 胃 全 摘 術 （ D ,  K ,  M ,  O ,  

W）」 で あ り 、「 一 生 付 き 合 わ な け れ ば な ら な い 問 題 （ B ,  D ,  E ,  K）」

が あ る と 覚 悟 し な け れ ば な ら な い と 受 け と め た 。  

“ 時 間 が つ く る 節 目 ” は 、 生 活 上 の 悩 み の 変 化 や 、 優 先 順 位 の 変

化 な ど 、 胃 全 摘 体 験 者 に 自 分 自 身 や 生 活 の 変 化 を 想 起 さ せ る 区 切 り

目 を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 術 後 1 か 月 は 、身 体 の 状 態 が ひ ど か っ た

こ ろ（ F,  J ,  K ,  O）」と 想 起 さ れ る 節 目 で あ り 、「 術 後 3 か 月 か ら は 、
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食 べ ら れ る よ う に な っ た（ B ,  L）」と い う 変 化 が 想 起 さ れ る 節 目 で あ

っ た 。「 術 後 1 年 半 ～ 2 年 に な る と 、 や っ と 地 に 足 が つ い た （ G）」、

術 後 3 年 は 、「 胃 を 喪 っ た 身 体 の 反 応 に 、自 分 の 方 法 で 対 応 で き る よ

う に な っ た （ A ,  B ,  E ,  U）」、「 病 気 以 外 の こ と に 目 を 向 け る こ と が で

き た 。 視 野 が 広 が っ た 。（ F,  M）」 と 想 起 さ れ る 節 目 で あ っ た 。 術 後

5 年 は 、「 が ん か ら の 生 還 （ B ,  D ,  I）」、「 5 年 の 刑 期 を 終 え る ( G )」 と

認 知 さ れ る 節 目 で あ っ た 。  

“ 時 間 の 力 ” は 、 胃 の な い 身 体 で 時 間 を 過 ご す こ と を 通 し て 、 胃

全 摘 体 験 者 が 時 間 の 力 を 認 め た こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 手 術 か

ら 時 間 が 経 過 す る こ と に よ っ て 、「 身 体 と 腸 が 互 い に 馴 染 ん だ（ F）」、

「 身 体 の 反 応 、自 分 の 身 体 に つ い て の 考 え 方 、対 応 法 が 変 化 し た（ B ,  

D ,  J ,  O）」、 生 活 の 中 で 「 病 気 を 忘 れ る 時 間 が 増 え た （ B ,  D ,  O ,  S）」

と い う 変 化 の 経 験 で あ っ た 。ま た 、「 時 間 に よ っ て 身 体 と 心 が 自 然 に

癒 え た（ A ,  J）」、「 時 間 が 教 え て く れ た 人 間 の 回 復 力 の す ご さ（ 全 対

象 者 ）」 と い う よ う な 、「 時 間 の 力 （ A ,  B ,  D ,  E ,  F,  G ,  I ,  J ,  O ,  P,  Q ,  

R ,  S ,  T,  U ,  V）」 を 認 め る 経 験 で あ っ た 。  

 

８ ） ＜ 健 康 や 生 活 全 体 に 影 響 す る 胃 の 喪 失 ＞  

＜ 健 康 や 生 活 全 体 に 影 響 す る 胃 の 喪 失 ＞ は 、 胃 の 喪 失 は 、 胃 の 機

能 喪 失 に よ っ て 食 事 に 関 す る 問 題 が 出 現 す る だ け で な く 、 健 康 や 生

活 の さ ま ざ ま な 側 面 に 影 響 が 及 ぶ こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 全

摘 体 験 者 は 、体 力 の 低 下 と と も に 、“ パ ワ ー の 低 下 ”、“ 胃 の 喪 失 に 伴

う 様 々 な 感 情 ” を 経 験 し た 。 こ の よ う な 経 験 を 通 し て 、 胃 を 喪 う と

い う こ と は“ 胃 の こ と に 止 ま ら な い（ 胃 の 喪 失 ）”喪 失 で あ る こ と を

理 解 し た 。ま た 、“ 胃 の こ と に 止 ま ら な い 胃 の 喪 失 ”を 生 き て い る 者

と し て 、“ 胃 全 摘 体 験 者 が 希 求 す る 医 療 ” に つ い て 言 葉 で 表 現 し た 。 

 ＜ 健 康 や 生 活 全 体 に 影 響 す る 胃 の 喪 失 ＞ は 、“ パ ワ ー の 低 下 ”、“ 胃

の 喪 失 に 伴 う 様 々 な 感 情 ”、“ 胃 の こ と に 止 ま ら な い 胃 の 喪 失 ”、“ 胃

全 摘 体 験 者 が 希 求 す る 医 療 ” の 4 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

 

 “ パ ワ ー の 低 下 ” は 、 術 後 の 生 活 を 通 し て 、 胃 を 喪 う と い う こ と

は 、 パ ワ ー の 低 下 が 導 か れ る こ と を 、 体 験 者 が 認 識 し た こ と を 表 し

た 。 胃 全 摘 体 験 者 は 、「 自 分 に 具 わ っ て い る パ ワ ー （ J ,  U）」 に つ い

て 、 胃 の 喪 失 に よ っ て 体 力 が 低 下 し た こ と に よ っ て 、 そ の 存 在 を 認

識 す る こ と が で き た 。 ま た 、“ パ ワ ー の 低 下 ” の 経 験 を 通 し て 、「 い

つ も の こ と を 、い つ も 通 り に 行 う に は パ ワ ー が 必 要 で あ る（ U）」こ

と 、「 パ ワ ー は 生 活 を 押 す 力 で あ る（ U）」こ と を 理 解 す る こ と が で き

た 。「 パ ワ ー の 回 復 を 感 じ た 時 期 は 術 後 1 年 半 ～ 2 年 （ F,  U）」 と 個

人 差 が あ り 、「 地 に 足 が つ い た （ G）」 回 復 段 階 と 重 な っ て い た 。  

“ 胃 の 喪 失 に 伴 う 様 々 な 感 情 ” は 、 胃 の 喪 失 に よ っ て 、 胃 全 摘 体
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験 者 は 身 体 的 症 状 だ け で な く 、様 々 な 感 情 を 経 験 す る こ と を 表 し た 。

具 体 的 に は 、「 こ ん な に 食 べ る こ と が で き な い の な ら 死 ん で し ま う

（ A ,  B）」と い う 不 安 、「 こ れ か ら ど う な る の だ ろ う（ A ,  S）」と 先 が

見 え な い こ と の 不 安 、 健 康 な 人 と の 会 食 に お い て は 、 自 分 だ け が 他

の 人 と は 違 う こ と を 実 感 す る こ と か ら 、「 寂 し さ（ K）」、「 疎 外 感（ I）」、

「 孤 独 感 （ F）」、「 恥 か し い （ F,  T,  V,  W）」、「 情 け な い （ B）」 な ど の

感 情 を 経 験 し た 。  

“ 胃 の こ と に 止 ま ら な い 胃 の 喪 失 ” は 、 生 活 を 通 し て 、 胃 の 喪 失

は 、 胃 の 機 能 を 失 う 問 題 に 止 ま ら な い こ と 、 生 活 の あ ら ゆ る 側 面 に

影 響 を 及 ぼ す こ と を 、 胃 全 摘 体 験 者 が 理 解 し た こ と を 表 し た 。 具 体

的 に は 、胃 の 喪 失 は 、「 生 活 の あ ら ゆ る 面 に 波 及 す る（ B ,  O ,  S ,  V）」

も の で あ る こ と を 理 解 し た 。 例 え ば 、「 睡 眠 中 に 逆 流 が 起 こ る の で 、

睡 眠 が 妨 害 さ れ る（ B）」、「 体 力 が 低 下 し 腰 痛 が 起 こ り 、生 活 に 座 椅

子 が 必 要 に な っ た （ O）」、「 手 先 の 冷 え や 、 味 覚 の 変 化 （ A ,  D ,  M）」

が 起 こ り 、「 術 後 に は こ ん な こ と も あ る （ O ,  S）」 と 驚 き の 連 続 で あ

っ た 。 ま た 、 他 者 に 「 が ん で 痩 せ た と 言 い た く な い の で 、 誰 に も 会

わ な い （ J ,  T,  V）」 と い う 態 度 が 導 か れ 、 胃 の 喪 失 は 、「 人 づ き あ い

( F,  J ,  K )」 に も 影 響 を 及 ぼ し た 。  

“ 胃 全 摘 体 験 者 が 希 求 す る 医 療 ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 生 活 の 場

か ら 医 療 に 求 め る 希 望 を 表 し た 。具 体 的 に は 、医 療 の 受 け 手 と し て 、

体 験 者 は 、「 生 活 全 体 に 着 目 し て ケ ア す る シ ス テ ム が な い（ R）」、「 退

院 後 の 人 に 対 す る 看 護 の 眼 目 の 弱 さ（ J ,  R）」、「 外 来 医 療 に お け る 医

師 以 外 の 専 門 職 者 の 不 充 実（ F,  R）」、「 相 談 体 制 が 整 っ て い な い（ E ,  

F,  R ,  T）」と い う 、医 療 の 現 状 を 指 摘 し た 。そ し て 、胃 の 喪 失 は 胃 の

機 能 喪 失 に 関 連 す る こ と だ け に 止 ま ら な い た め 、「 病 ん だ 胃 だ け で な

く 、 私 と い う 人 間 全 体 を み て ほ し い （ E ,  G ,  W）」 と い う 希 望 を 表 現

し た 。  

 

２ ．【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】  

【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】 は 、 胃 を 喪 う 前 の よ う に 食 事 が で

き る よ う に な り た い と 願 望 し 、 胃 全 摘 体 験 者 が 鍛 錬 を 行 っ て い く プ

ロ セ ス を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 ＜ 胃 を 喪 う 前 の 自 分 に も ど り た い ＞

と 願 望 し 、 ＜ 自 分 の 身 体 に つ い て （ の ） 暗 中 模 索 ＞ し 、 ＜ い つ 何 を

ど う 食 べ る か の 鍛 錬 ＞ を 、 ＜ 段 階 を 踏 む 、 回 数 を 踏 む ＞ に よ っ て 進

め 、 ＜ 胃 の な い 身 体 と 生 活 に 慣 れ る ＞ と と も に 、 ＜ 胃 の な い 身 体 で

食 べ る 方 法 を （ の ） 会 得 ＞ す る プ ロ セ ス で あ っ た 。  

 

【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】 は 、 ＜ 胃 を 喪 う 前 の 自 分 に も ど り

た い ＞ 、 ＜ 自 分 の 身 体 に つ い て の 暗 中 模 索 ＞ 、 ＜ い つ 何 を ど う 食 べ

る の か の 鍛 錬 ＞ 、 ＜ 段 階 を 踏 む 、 回 数 を 踏 む ＞ 、 ＜ 胃 の な い 身 体 と



- 45 - 
 

生 活 に 慣 れ る ＞ 、 ＜ 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 方 法 の 会 得 ＞ の 6 つ の サ

ブ カ テ ゴ リ ー を 含 ん だ 。 以 下 に 、 6 つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー に つ い て 、

順 に 説 明 す る （ 表 3 参 照 ）。  

 

表 3．【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】  

 
 

１ ） ＜ 胃 を 喪 う 前 の 自 分 に も ど り た い ＞  

＜ 胃 を 喪 う 前 の 自 分 に も ど り た い ＞ は 、 術 前 と 術 後 の 自 分 に つ い

て 、 あ る い は 、 他 の 胃 全 摘 体 験 者 や 健 康 な 人 々 と 自 分 と を 比 較 し 、

＜サブカテゴリー＞ “概念” 　　　　　　　　　　　「ケース」

周囲の目    B F K O U

比較する  A B C D E F G I J K M O P Q S T U W

術後の自分にがっかりする  A C D E F J K U V

回復に向けて行動する原動力  A C Ｄ E G J O Q S T U W

食事を通して認めた自分の変化  A B C D E F G H I J K L M N O P Q S W

胃を喪った身体反応についての苦悩　　   A B C D E F J K L M N O Q S T U V

身体について知ることが前に進む方法  C D E F J M O R S V

トコロテン式の退院  E G J K L S T

自分の身体を通した検証  B E F G M N O P Q R S T U V 

食べることを再び学ぶ 全対象者

脳が食欲や味覚に及ぼす影響    A D E G K M U

食べたいものを食べる行動にでる  A B D E F J M O P Q U V

段階を踏んで進む回復  A B C D E F G H I J O P Q S U V W

回数を踏んで覚える対応法   A D E F G J K L M N P Q R S T V W

胃全摘体験者が慣れなければならない対象  A B C D E F G H I J K L Q R U V

慣れていく  A B C D E F G I J K L M O P Q S T U V W

軌道にのる    B C D G J P Q U

五感を使う訓練    B C E F G H N R W

身体反応についての記憶   A C D E G H I J K L M OP S U V

身体反応に沿って見出す食事法  A B C D E F G H J K L M N O Q T U V W

症状の予防と緩和方法の会得   A B D E F G I J K L P R U V

方法の洗練化と蓄積  B D E F G J N P R Q U W

自分の身体についての暗中模索

いつ何をどう食べるかの鍛錬

段階を踏む、回数を踏む

胃のない身体で食べる方法の会得

胃のない身体と生活に慣れる

胃を喪う前の自分にもどりたい
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胃 全 摘 体 験 者 が 、 術 後 の 自 分 は 人 と し て マ イ ナ ス に な っ た 、 普 通 か

ら 外 れ て し ま っ た と 認 知 す る こ と に よ っ て 生 じ た 反 応 を 表 し た 。 具

体 的 に は 、 向 け ら れ る “ 周 囲 の 目 ” を 経 験 し 、 他 者 と “ 比 較 す る ”

こ と を 行 い 、 胃 全 摘 体 験 者 が “ 術 後 の 自 分 に が っ か り す る ” と 受 け

と め た り 、“ 回 復 に 向 け て 行 動 す る 原 動 力 ”と し た り す る こ と で あ っ

た 。  

＜ 胃 を 喪 う 前 の 自 分 に も ど り た い ＞ は 、“ 周 囲 の 目 ”、“ 比 較 す る ”、

“ 術 後 の 自 分 に が っ か り す る ”、“ 回 復 に 向 け て 行 動 す る 原 動 力 ” の

4 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

  

“ 周 囲 の 目 ” は 、 日 々 の 生 活 の な か で 、 周 囲 の 人 々 か ら 目 や 関 心

を 向 け ら れ て い る と 胃 全 摘 体 験 者 が 認 知 し て い る こ と を 表 し た 。 具

体 的 に は 、生 活 を 通 し て 胃 全 摘 体 験 者 は 、「 か わ い そ う な 目 で 見 る（ F,  

O ,  U）」、「 大 丈 夫 か と 声 を か け る（ B ,  U）」、顔 色 や 体 調 、行 動 に つ い

て 「 チ ェ ッ ク す る （ F,  O ,  U）」、 と い う よ う な 「 家 族 や 周 囲 の 人 々 の

目 （ B ,  F,  K ,  U）」 を と ら え て い る こ と で あ っ た 。  

“ 比 較 す る ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 自 分 の 状 況 を つ か ん だ り 、 今

を 耐 え た り す る た め 、 手 術 前 後 の 自 分 に つ い て 、 あ る い は 、 他 の 胃

全 摘 体 験 者 や 胃 部 分 切 除 体 験 者 、 健 康 な 人 々 と 比 較 す る こ と を 表 し

た 。 具 体 的 に は 、「 手 術 前 と 後 の 自 分 を 比 較 す る （ E ,  G ,  K ,  M ,  S ,  U ,  

V,  W）」、「 胃 を 残 す 手 術 を し た 人 と 比 較 す る （ C ,  D ,  E ,  G）」、「 同 じ

手 術 を 受 け た 人 と 比 較 す る （ A ,  B ,  D ,  E ,  F,  G ,  I ,  O ,  P,  Q ,  S ,  T,  U ,  

W）」 こ と を 行 い 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、「 本 当 に 変 わ っ て し ま っ た 食 生

活（ 全 対 象 者 ）」、「 普 通 か ら の 逸 脱（ C ,  E ,  P,  U）」、「 胃 を 残 す 手 術 を

し た 人 の 食 事 の 状 態 が 羨 ま し い （ A ,  C ,  I ,  R）」 な ど の よ う に 、 自 分

の 状 況 を 捉 え る こ と で あ っ た 。こ れ に よ っ て 体 験 者 は 、「 胃 を 喪 っ た

人 な ら 誰 で も 体 験 し て い る こ と 、何 と か な る（ A ,  D ,  E ,  M ,  N ,  P）」、

「 手 術 を し て も ら え た 自 分 は 幸 運 だ（ B ,  F,  J ,  W）」な ど と 受 け と め 、

現 状 に 耐 え て い た 。  

“ 術 後 の 自 分 に が っ か り す る ” は 、 胃 を 喪 っ た 自 分 に 対 す る 受 け

と め を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 手 術 前 は で き て い た こ と が で き な く な

っ た （ C ,  K）」 と い う 変 化 を 認 め 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、「 手 術 前 よ り 生

活 の レ ベ ル が 下 が っ た （ A ,  D ,  F,  U）」、「 手 術 前 よ り 人 と し て マ イ ナ

ス に な っ た（ E）」、「 普 通 の 基 準 か ら 外 れ た（ J）」と 認 知 し 、「 術 後 の

自 分 に が っ か り す る（ C ,  V）」こ と で あ っ た 。ま た 、周 囲 の 人 々 と の

や り と り か ら 、「 気 を 遣 わ れ る 存 在 に な っ た（ K ,  O ,  U）」と 受 け と め 、

「 術 後 の 自 分 に が っ か り す る 」 こ と で あ っ た 。  

“ 回 復 に 向 け て 行 動 す る 原 動 力 ” は 、 術 後 の 自 分 に が っ か り す る

と い う 反 応 が 、回 復 し よ う と す る 行 動 の 原 動 力 と な る こ と を 表 し た 。

具 体 的 に は 、術 後 の 自 分 に が っ か り し た 胃 全 摘 体 験 者 は 、「 手 術 前 の
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状 態 に も ど り た い （ A ,  E ,  Q ,  T,  U ,  W）」、「 普 通 の 自 分 を と り も ど し

た い（ G ,  S ,  W）」と い う 気 持 ち を 抱 き 、「 回 復 す る に は ど う す れ ば い

い の だ ろ う （ A ,  E）」 と 考 え る こ と で あ っ た 。 ま た 、「 自 分 の 変 化 に

合 わ せ る（ 全 対 象 者 ）」努 力 、「 助 か っ た 命 を 感 謝 し て 生 き る（ K ,  P）」

態 度 、「 回 復 に 向 け て 行 動 す る （ C ,  G ,  J ,  S ,  U）」、「 自 分 の 身 体 へ の

関 わ り が 積 極 的 に な る （ D ,  O）」 と い う 変 化 が 起 こ っ た こ と で あ っ

た 。  

 

２ ） ＜ 自 分 の 身 体 に つ い て の 暗 中 模 索 ＞  

＜ 自 分 の 身 体 に つ い て の 暗 中 模 索 ＞ は 、胃 を 喪 っ た 身 体 の 反 応 や 、

胃 術 後 障 害 を 経 験 し た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 自 分 の 身 体 に つ い て わ か ら

な い こ と を 認 め 、理 解 し よ う と 行 動 す る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、

“ 食 事 を 通 し て 認 め た 自 分 の 変 化 ”と 、“ 胃 を 喪 っ た 身 体 反 応 に つ い

て の 苦 悩 ”を 通 し 、“ 身 体 に つ い て 知 る こ と が 前 に 進 む 方 法 ”と 認 め 、

努 力 す る こ と で あ っ た 。  

＜ 自 分 の 身 体 に つ い て の 暗 中 模 索 ＞ は 、“ 食 事 を 通 し て 認 め た 自 分

の 変 化 ”、“ 胃 を 喪 っ た 身 体 反 応 に つ い て の 苦 悩 ”、“ 身 体 に つ い て 知

る こ と が 前 に 進 む 方 法 ” の 3 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

 

“ 食 事 を 通 し て 認 め た 自 分 の 変 化 ” は 、 食 事 を 通 し て 、 私 と い う

人 間 が 変 わ っ て し ま っ た と 感 じ た 胃 全 摘 体 験 者 の 経 験 を 表 し た 。 具

体 的 に は 、「 手 術 前 の 習 慣 と 記 憶 を 基 に 食 べ る が 、好 物 を 食 べ て も お

い し い と 感 じ な い （ E ,  G ,  M）」、「 手 術 前 の 食 べ 方 を す る と 、 胃 を 喪

っ た 人 の 症 状 が 出 て 苦 し む （ A ,  C ,  D ,  H ,  I ,  J ,  K ,  L ,  N ,  P,  Q ,  S ,  W）」

と い う よ う な 経 験 を 通 し て 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 自 分 は 「 別 人 に な っ

た よ う に 感 じ る （ た ）（ B ,  F,  O ,  W）」 こ と で あ っ た 。  

“ 胃 を 喪 っ た 身 体 反 応 に 対 す る 苦 悩 ” は 、 退 院 後 の 生 活 に お い て

様 々 な 胃 術 後 障 害 を 経 験 し 、 体 験 者 が 苦 悩 す る こ と を 表 し た 。 具 体

的 に は 、術 後 の 生 活 で 、「 身 体 が 食 事 を 受 け つ け な い（ F,  J ,  P,  V,  W）」、

「 食 べ る と す ぐ に ト イ レ に 行 き た く な る （ J ,  N ,  W）」 な ど 、 様 々 な

「 胃 が な く な っ た 人 の 身 体 の 反 応（ 全 対 象 者 ）」を 経 験 す る こ と で あ

っ た 。 そ し て 、 自 分 の 「 身 体 に 生 じ る 症 状 や 変 化 の 意 味 が わ か ら な

い （ B ,  E ,  O ,  U ,  V）」、「 対 応 法 が わ か ら な い （ A ,  B ,  D ,  L ,  M ,  N ,  S）」

た め 、「 思 い 悩 む （ B ,  C ,  E ,  J ,  K ,  O ,  Q ,  T,  U）」 こ と で あ っ た 。  

“ 身 体 に つ い て 知 る こ と が 前 に 進 む 方 法 ” は 、 経 験 す る 症 状 や 変

化 の 意 味 が わ か ら ず 苦 悩 し た 体 験 者 が 、 自 分 の 身 体 に つ い て 知 る こ

と が 今 の 状 況 を 変 え 、 前 に 進 む こ と に な る と 考 え 、 努 力 す る こ と を

表 し た 。 具 体 的 に は 、 術 後 の 生 活 で 経 験 す る 症 状 や 変 化 に つ い て 、

「 こ れ は 何 、こ れ は な ぜ 、ど う す れ ば い い の だ ろ う と 悩 む（ D ,  J ,  O ,  

V）」こ と を し て 、「 自 分 の 身 体 を 知 る こ と が 明 日 へ の 道 を 開 く（ E ,  M ,  
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R）」と 認 識 し 、術 後 の「 自 分 の 身 体 に つ い て 知 る（ C ,  E ,  F,  O ,  R ,  S）」

努 力 を 行 う こ と で あ っ た 。  

 

３ ） ＜ い つ 何 を ど う 食 べ る か の 鍛 錬 ＞   

＜ い つ 何 を ど う 食 べ る か の 鍛 錬 ＞ は 、 食 事 中 や 食 後 の 身 体 の 反 応

に つ い て 、 わ か ら な い こ と を 認 め た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 食 べ る こ と に

つ い て 学 び 、 鍛 錬 を 行 っ て 食 べ 方 を 身 体 で 覚 え る こ と を 表 し た 。 具

体 的 に は 、“ ト コ ロ テ ン 式 に（ の ）退 院 ”し た 胃 全 摘 体 験 者 は 、い つ

何 を ど う 食 べ れ ば よ い の か わ か ら な か っ た の で 、“ 自 分 の 身 体 を 通 し

た 検 証 ”に よ っ て 、“ 食 べ る こ と を 再 び 学 ぶ ”こ と を 行 っ た 。そ の 結

果 、“ 脳 が 食 欲 や 味 覚 に 及 ぼ す 影 響 ” を 理 解 し 、“ 食 べ た い も の を 食

べ る 行 動 に で る ” こ と が で き た 。  

＜ い つ 何 を ど う 食 べ る か の 鍛 錬 ＞ は 、“ ト コ ロ テ ン 式 の 退 院 ”、 “ 自

分 の 身 体 を 通 し た 検 証 ”、“ 食 べ る こ と を 再 び 学 ぶ ”、“ 脳 が 食 欲 や 味

覚 に 及 ぼ す 影 響 ”、“ 食 べ た い も の を 食 べ る 行 動 に で る ” の 5 つ の 概

念 を 含 ん だ 。  

 

 “ ト コ ロ テ ン 式 の 退 院 ”は 、  ク リ テ ィ カ ル パ ス の 導 入 と 、予 約 患

者 が い る こ と を 理 由 に 、 病 院 側 か ら 促 さ れ て 退 院 を 迎 え る こ と で あ

り 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 自 分 た ち は 全 快 し て 退 院 す る 者 で は な い と 認

識 し て い る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、退 院 を 迎 え る 状 況 に つ い て 、

「 全 快 し て 退 院 を 迎 え る 者 で は な い （ E ,  G ,  K ,  S）」 と 、 胃 全 摘 体 験

者 は 受 け と め て い た 。「 誰 か の 退 院 に よ っ て 自 分 は 入 院 と 手 術 が で き

た の で 、 退 院 を 促 さ れ る こ と は 仕 方 な い （ E ,  J）」 が 、「 せ め て も う

一 日 、 病 院 で 食 事 練 習 を し た か っ た と い う の が 本 音 （ E ,  J ,  L ,  T）」

で あ っ た 。  

“ 自 分 の 身 体 を 通 し た 検 証 ” は 、 い つ 何 を ど う 食 べ た ら 良 い の か

に つ い て 知 る た め の 行 動 で あ り 、 自 分 の 身 体 の 反 応 に 注 目 し て 、 食

事 や 食 べ る こ と に 関 す る 判 断 の 根 拠 を つ く る 行 動 を 表 し た 。 具 体 的

に は 、食 事 で「 苦 し く な る パ タ ー ン の 分 析（ G）」や 、「 自 分 の 身 体 を

使 っ た 実 験（ E ,  O ,  V）」を 行 う 、「 食 事 に つ い て 試 し た こ と や 、そ の

結 果 を 忘 れ ず 、自 分 の な か に 残 し 、次 の 食 事 に 生 か す（ Q ,  V）」と い

う 胃 全 摘 体 験 者 の 行 動 で あ っ た 。 ま た 、 こ の よ う な 行 動 に よ っ て 、

「 自 分 の 身 体 を 通 し た 検 証 か ら の 納 得 （ B ,  E ,  F,  M ,  N ,  O ,  P,  Q ,  R ,  

S ,  T,  U）」 を 得 る プ ロ セ ス で あ っ た 。  

“ 食 べ る こ と を 再 び 学 ぶ ” は 、 手 術 前 と は 変 化 し た 術 後 の 身 体 で

生 活 す る た め 、 再 び 食 べ る こ と を 学 ぶ 行 動 と プ ロ セ ス を 表 し た 。 具

体 的 に は 、「 当 て に で き な く な っ た 自 分 の 身 体 の 声（ E）」に 向 き 合 い 、

胃 全 摘 体 験 者 が 、「 試 行 錯 誤 す る （ A ,  B ,  C ,  D ,  E ,  F,  G ,  H ,  I ,  J ,  K ,  

L ,  O ,  P,  Q ,  R ,  S ,  U ,  V,  W）」「 鍛 錬 す る （ A ,  C ,  D ,  E ,  F,  G ,  H ,  I ,  J ,  
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K ,  L ,  M ,  N ,  V）」こ と を し て 、「 変 化 し た 身 体 に 合 っ た 食 べ 方（ K ,  M ,  

U）」、「 身 体 を 維 持 し 回 復 す る た め の 食 べ 方（ 全 対 象 者 ）」を 見 出 し 、

「 身 体 で 覚 え る （ 全 対 象 者 ）」 努 力 と プ ロ セ ス で あ っ た 。  

“ 脳 が 食 欲 や 味 覚 に 及 ぼ す 影 響 ” は 、 実 際 に 食 べ る こ と が で き る

量 と 、 目 （ 脳 ） が 要 求 す る 食 事 量 の 不 一 致 が 、 胃 全 摘 体 験 者 に 及 ぼ

す 影 響 を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 術 後 は 1 回 の 食 事 量 が 減 少 す る が 、

手 術 前 の 食 事 量 を 覚 え て い る 「 目 (脳 )が も っ と 食 べ た い と 要 求 す る

（ D ,  U）」の で 、胃 全 摘 体 験 者 は「 つ い つ い 食 べ 過 ぎ て 苦 し く な る 失

敗 （ A ,  D ,  E ,  G）」 を す る こ と で あ っ た 。「 目 か ら の 食 欲 と 、 実 際 に

食 べ る こ と が で き る 量 が 、不 一 致 で あ る こ と か ら の 悪 循 環（ D ,  U）」

が 起 こ る こ と 、「 自 分 に は 合 わ な い 、お い し く な い と い う 経 験 は 記 憶

さ れ る の で 、そ の 食 品 や 料 理 は い つ ま で も 食 べ る こ と が で き な い（ か

っ た ）（ K ,  M）」 と い う 影 響 が 認 め ら れ た 。自 分 の 身 体 を 通 し た 検 証

に よ っ て 、 徐 々 に 「 目 か ら の 食 欲 を セ ー ブ す る 力 （ D ,  G ,  K）」 を 身

に つ け る こ と が で き た 。  

“ 食 べ た い も の を 食 べ る 行 動 に で る ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 そ れ

を 食 べ た い と い う 自 分 の 気 持 ち を 尊 重 し 、 そ れ を 食 べ て よ い と 判 断

す る 道 筋 を つ く り 、食 べ た い も の を 食 べ る 行 動 に で る こ と を 表 し た 。

具 体 的 に は 、「 指 導 通 り の 養 生（ B ,  F,  J ,  V）」を 行 っ て い た 胃 全 摘 体

験 者 が 、自 分 の 状 況 に つ い て「 な ぜ と 考 え る（ D ,  E ,  M ,  U）」よ う に

な り 、「 そ れ は 食 べ て は だ め と 言 わ れ て い る が 、私 は 食 べ た い の だ か

ら 食 べ て も い い で し ょ う 。食 べ て も 自 分 が 苦 し い 思 い を す る だ け（ B ,  

E）」と い う よ う に 、自 分 の 食 べ た い 気 持 ち を 認 め 、そ れ を 食 べ て 良

い と 考 え る 筋 道 を 立 て 、「 自 分 が 食 べ た い も の を 食 べ る 行 動 に 移 る

（ B ,  E ,  O ,  U）」 こ と で あ っ た 。 こ の 行 動 は 、 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て

「 前 向 き な 気 持 ち と 態 度 （ A ,  M ,  P,  Q）」 で あ り 、 他 の 体 験 者 に 勧 め

た い 行 動 で あ っ た 。  

 

４ ） ＜ 段 階 を 踏 む 、 回 数 を 踏 む ＞   

 ＜ 段 階 を 踏 む 、 回 数 を 踏 む ＞ は 、 胃 全 摘 体 験 者 の 回 復 の 進 み 方 で

あ り 、 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 を 進 め る 方 法 を 表 し た 。 具 体 的 に

は 、“ 段 階 を 踏 ん で （ 進 む ） 回 復 ” を 進 め る 、“ 回 数 を 踏 ん で （ 覚 え

る ） 対 応 法 ” を 覚 え る 、 と い う プ ロ セ ス で あ っ た 。  

＜ 段 階 を 踏 む 、回 数 を 踏 む ＞ は 、“ 段 階 を 踏 ん で 進 む 回 復 ”、  “ 回

数 を 踏 ん で 覚 え る 対 応 法 ” の 2 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

 

“ 段 階 を 踏 ん で 進 む 回 復 ” は 、 食 事 の 回 数 を 踏 む こ と と と も に 、

胃 全 摘 体 験 者 の 回 復 が 、 段 階 を 踏 ん で 進 む こ と を 表 し た 。 具 体 的 に

は 、胃 全 摘 体 験 者 の「 回 復 に は 時 間 が 必 要（ 全 対 象 者 ）」で あ り 、「 進

ん で は も ど る を （ の ） 繰 り 返 し （ A ,  B ,  D ,  E ,  G ,  I ,  O ,  P,  S）」 な が
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ら 、「 ゆ っ く り 、 徐 々 に （ C ,  F,  J ,  V,  W）」、「 確 実 に （ A ,  J ,  R）」、「 段

階 を 踏 ん で 進 む（ E ,  F）」プ ロ セ ス で あ っ た 。回 復 の 段 階 は 、一 日 の

ほ と ん ど を 横 に な っ て 過 ご す「 冬 眠 の 時 期（ F,  G）」、「 見 通 し が 真 っ

暗 （ E ,  O ,  P）」 な 段 階 、「 空 元 気 （ Q ,  U）」 の 段 階 、「 地 に 足 が つ い た

（ G）」段 階 、周 囲 に「 も う 大 丈 夫 と 言 葉 で 宣 言 す る（ C ,  U）」段 階 、

自 分 に つ い て 「 正 常 ( A ,  H )」、「 普 通 （ G ,  S ,  W）」 と 評 価 す る 段 階 、

「 食 事 の こ と が 無 意 識 に な る 本 当 の 意 味 で の 復 帰（ O ,  U）」の 段 階 、

な ど を 含 ん だ 。  

 “ 回 数 を 踏 ん で 覚 え る 対 応 法 ”は 、食 事 に 関 す る 失 敗 と 成 功 の 回 数

を 踏 む こ と に よ っ て 、 胃 を 喪 っ た 身 体 反 応 へ の 対 応 法 を 覚 え 、 自 分

の 食 べ 方 を 会 得 す る プ ロ セ ス を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 わ か ら な い こ

と だ ら け （ A ,  D ,  F,  J ,  K ,  L ,  M ,  N ,  P,  Q ,  S ,  T,  V,  W）」 の 状 態 か ら 、

食 事 の 「 回 数 を 踏 む （ D ,  E ,  F,  G ,  R）」 こ と に よ っ て 、 胃 全 摘 体 験 者

が 、「 食 事 中 や 食 後 に 苦 し く な っ た 時 の 対 応 が で き る （ 全 対 象 者 ）」

よ う に な る こ と で あ っ た 。  

 

５ ） ＜ 胃 の な い 身 体 と 生 活 に 慣 れ る ＞  

＜ 胃 の な い 身 体 と 生 活 に 慣 れ る ＞ は 、 自 分 に 特 徴 的 な 胃 術 後 障 害

を 理 解 し 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 胃 を 喪 っ た 身 体 の 反 応 と 術 後 の 生 活 に

慣 れ て い く プ ロ セ ス を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 手 術 前 の 自 分 が 通 用 し

な い 現 実 か ら 、“ 胃 全 摘 体 験 者 が 慣 れ な け れ ば な ら な い 対 象 ”を 認 識

し 、 そ れ ら に 対 応 す る こ と を 通 し て 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 胃 の な い 身

体 と 生 活 に“ 慣 れ て い く ”こ と を 経 て 、術 後 の 生 活 が“ 軌 道 に の る ”

こ と で あ っ た 。  

＜ 胃 の な い 身 体 と 生 活 に 慣 れ る ＞ は 、“ 胃 全 摘 体 験 者 が 慣 れ な け れ

ば な ら な い 対 象 ”、“ 慣 れ て い く ”、“ 軌 道 に の る ” の 3 つ の 概 念 を 含

ん だ 。  

  

“ 胃 全 摘 体 験 者 が 慣 れ な け れ ば な ら な い 対 象 ” は 、 手 術 前 の 食 べ

方 や 生 活 の 方 法 が 通 じ な い と い う 現 実 に 直 面 し た 胃 全 摘 体 験 者 が 、

生 活 を 営 む 上 で 、 慣 れ る こ と が 必 要 と 認 識 し た 対 象 を 表 し た 。 具 体

的 に は 、胃 全 摘 体 験 者 が「 慣 れ る（ A ,  B ,  C ,  D ,  E ,  H ,  I ,  J ,  Q ,  U ,  V）」

こ と が 必 要 と 認 識 し た 対 象 は 、「 胃 が な く な っ た 人 の 身 体 の 反 応（ 全

対 象 者 ）」、「 胃 を 喪 っ た 身 体 の 反 応 へ の 対 応 （ E ,  L ,  R）」、「 家 族 や 周

囲 の 人 々 の 反 応 （ B ,  F,  K ,  U）」 な ど 、 そ の 胃 全 摘 体 験 者 の 生 活 上 の

「 悩 み の 種 （ A ,  B ,  C ,  E ,  G ,  I）」 で あ り 、「 悩 み の 種 に 対 応 す る （ 全

対 象 者 ）」 こ と で あ っ た 。  

“ 慣 れ て い く ” は 、 胃 の 喪 失 に よ っ て 生 じ た 身 体 と 生 活 の 変 化 に

対 応 す る 努 力 と 、 時 が 過 ぎ る の を 待 つ こ と に よ っ て 、 胃 全 摘 術 後 の

身 体 と 生 活 に 慣 れ る プ ロ セ ス を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 退 院 後 間 も な



- 51 - 
 

い 頃 の 胃 全 摘 体 験 者 は 、「 胃 が な い 状 態 に 慣 れ な い と き に ど う し て も

と っ て し ま う 行 動（ C ,  D ,  E）」で 苦 痛 を 経 験 し 、「 悩 み の 種 に 対 応 す

る（ 全 対 象 者 ）」力 が 、「 頭 で は 理 解 し て い る が で き な い（ J ,  M ,  P,  T,  

W）」 状 態 で あ っ た た め 苦 悩 し た 。 こ の よ う な 状 態 か ら 、「 自 分 の 身

体 に つ い て 知 る （ C ,  E ,  F,  O ,  R ,  S）」 こ と 、「 根 気 よ く ( U )」「 悩 み の

種 に 対 応 す る（ 全 対 象 者 ）」こ と 、そ の 時 が く る の を「 我 慢 し て 待 つ

（ 全 対 象 者 ）」 こ と に よ っ て 、 生 活 上 の 「 悩 み の 種 （ A ,  B ,  C ,  E ,  G ,  

I）」 と 、「 悩 み の 種 に 対 応 す る （ 全 対 象 者 ）」 こ と に 「 慣 れ る （ A ,  B ,  

C ,  D ,  E ,  H ,  I ,  J ,  Q ,  U ,  V）」 こ と で あ っ た 。 こ の プ ロ セ ス は 、「 胃 の

な い 状 態 に 身 体 が 慣 れ る （ V）」、「 症 状 に 慣 れ る （ A ,  B ,  C ,  D ,  E ,  G ,  

J ,  K ,  L ,  O ,  P,  Q ,  S ,  T,  U ,  W）」、「 そ う い う 風 に な っ た 自 分 に 慣 れ る

（ V）」、「 身 体 と 腸 が 互 い に 馴 染 ん だ（ F）」、「 胃 を 喪 っ た 身 体 の 反 応

に 対 応 で き る 力 が つ い て 慣 れ た （ A ,  B ,  C ,  D ,  E ,  G ,  H ,  J ,  M ,  N ,  O ,  

P,  Q ,  S ,  T,  U ,  V,  W）」、「 胃 を 喪 っ た 身 体 の 反 応 と そ れ へ の 対 応 が 特

別 と 感 じ な く な る（ G ,  I）」、「 そ う い う こ と が 普 通 に な る（ O）」こ と

を 含 ん だ 。  

“ 軌 道 に の る ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 胃 全 摘 術 後 の 生 活 を 自 分 で

展 開 で き る よ う に な る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、胃 全 摘 体 験 者 が 、

「 借 り も の で は な い 自 分 の 養 生 法（ J ,  Q）」と「 養 生 ス タ イ ル（ D ,  Q）」

を 見 出 し 、「 自 分 で 養 生 を 進 め て い く こ と が で き る（ P）」よ う に な る

プ ロ セ ス で あ っ た 。軌 道 に の る は 、「 容 易 で は な い プ ロ セ ス（ 全 対 象

者 ）」 で あ り 、 手 術 か ら 3 年 ～ 1 0 年 と 「 個 人 差 （ B ,  C ,  D ,  G ,  U）」 が

認 め ら れ た 。  

 

６ ） ＜ 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 方 法 の 会 得 ＞  

＜ 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 方 法 の 会 得 ＞ は 、 生 活 を 通 し て 、 自 分 の

身 体 に つ い て 知 る こ と 、 食 べ る こ と の 鍛 錬 に よ っ て 、 胃 全 摘 体 験 者

が 自 分 の 食 事 法 を 会 得 す る プ ロ セ ス を 表 し た 。具 体 的 に は 、“ 五 感 を

使 う 訓 練 ” を し て 、“ 身 体 反 応 に つ い て （ の ） 記 憶 ” し 、“ 身 体 反 応

に 沿 っ て（ 見 出 す ）食 事 法 ”を 見 出 し 、“ 症 状 の 予 防 と 緩 和 方 法 を（ の ）

会 得 ” し 、 見 出 し た “ 方 法 の 洗 練 化 と 蓄 積 ” を 行 う プ ロ セ ス で あ っ

た 。  

＜ 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 方 法 の 会 得 ＞ は 、“ 五 感 を 使 う 訓 練 ”、“ 身

体 反 応 に つ い て の 記 憶 ”、“ 身 体 反 応 に 沿 っ て 見 出 す 食 事 法 ”、“ 症 状

の 予 防 と 緩 和 方 法 の 会 得 ”、“ 方 法 の 洗 練 化 と 蓄 積 ”、の 5 つ の 概 念 を

含 ん だ 。  

 

“ 五 感 を 使 う 訓 練 ” は 、 体 験 者 が 、 自 分 の 身 体 を 養 生 の 道 具 と し

て 使 い 、 胃 を 喪 っ た 身 体 の 反 応 を 捉 え 、 覚 え る 行 動 と プ ロ セ ス を 表

し た 。 具 体 的 に は 、「 食 べ た と き の 食 道 や 腸 の 反 応 を つ か む （ C ,  E ,  
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G ,  W）」、「 手 を 通 し て 感 じ る 腸 の 動 き （ C ,  G）」 な ど よ う に 、「 五 感

を 使 う （ C ,  F）」 こ と に よ っ て 、 身 体 の 反 応 を 捉 え る こ と で あ っ た 。

ま た 、 家 族 や 医 療 者 に 、 自 分 が 食 べ た い と 思 う も の を 食 べ な い 方 が

良 い と 制 さ れ る こ と に よ っ て 、「 当 て に で き な く な っ た 自 分 の 身 体 の

声（ E）」 と 受 け と め た 胃 全 摘 体 験 者 が 、養 生 は「 自 分 で 身 体 の 調 子

を み な が ら 動 く 、 食 べ る 、 休 む 、 笑 う し か な い （ B ,  C ,  E ,  H ,  P）」 と

了 解 し 、「 自 分 の 身 体 に 聴 く や り 方 （ F,  N ,  R）」 で 、 身 体 の 反 応 を 捉

え る こ と で あ っ た 。   

“ 身 体 反 応 に つ い て の 記 憶 ” は 、 五 感 を 使 っ て 捉 え た 身 体 の 反 応

を 、胃 全 摘 体 験 者 が 記 憶 す る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、自 分 は「 食

事 中 に こ う す る と こ う な る（ A ,  G）」、「 こ れ を 食 べ る と こ う な る（ C ,  

E ,  I ,  J ,  K ,  L ,  U ,  V）」、「 こ れ を こ れ だ け 食 べ る と こ う な る （ D ,  H ,  

O）」、「 こ の よ う な 食 べ 方 を す る と こ う な る （ E ,  S）」 な ど 、「 身 体 の

反 応 を つ か ん で 記 憶 す る （ A ,  D ,  M ,  P）」 こ と で あ っ た 。  

“ 身 体 反 応 に 沿 っ て 見 出 す 食 事 法 ” は 、 五 感 を 使 っ て 捉 え 、 記 憶

し た 身 体 反 応 に 沿 っ て 、 自 分 の 食 事 法 を 見 出 す こ と を 表 し た 。 具 体

的 に は 、食 事 中 や 食 後 の「 身 体 の 抵 抗 感（ F,  U）」、「 身 体 の 違 和 感（ G ,  

J）」、「 こ れ は 変 だ と い う 感 覚 （ H ,  L）」 に 沿 っ て 、「 こ の 辺 で 食 事 を

止 め て お く と い う 行 動 （ D ,  O）」 を と る 、「 食 事 の と き 、 自 分 の 許 容

範 囲 、 こ の 辺 と い う ラ イ ン を 理 解 す る （ G）」 こ と で あ っ た 。 ま た 、

「 消 化 の 良 い （ H ,  J ,  K ,  N）」、「 安 全 で 身 体 に 優 し い 料 理 （ G ,  H ,  I ,  

Q）」を「 ゆ っ く り よ く 噛 ん で 食 べ る（ 全 対 象 者 ）」、「 腹 部 が 緩 む 姿 勢

で 食 べ る （ A ,  N）」、「 1 回 に 口 に 運 ぶ 量 を 考 え る ・ 覚 え る （ F,  M ,  S ,  

W）」、「 夕 食 は 軽 め に 、睡 眠 の 3 時 間 前 に は 終 え る よ う に 習 慣 づ け る

（ 全 対 象 者 ）」 な ど の よ う に 、 食 事 に 関 し て 、「 こ れ さ え 守 れ ば 良 い

と い う コ ツ を つ か み（ む ）（ A ,  D ,  G）」、「 胃 の な い 身 体 で 食 べ る こ と

が で き る （ A ,  B ,  C ,  D ,  E ,  F,  G ,  J ,  K ,  L ,  M ,  N ,  O ,  Q ,  T,  U ,  V,  W）」

方 法 を 見 い だ す こ と で あ っ た 。  

“ 症 状 の 予 防 と 緩 和 方 法 の 会 得 ” は 、 五 感 を 使 っ て 食 べ る こ と を

通 し て 、 苦 痛 症 状 を 予 防 し 、 症 状 を 緩 和 す る 方 法 を 見 出 し 、 身 に つ

け る こ と が で き る よ う に な る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 腹 部 の 違

和 感 を 感 知 す る （ G ,  P）」 な ど 、「 覚 え た 身 体 の 反 応 を 使 う （ J ,  U）」

こ と に よ っ て 、 あ る い は 、「 食 べ た 後 の こ と を 考 え て 食 べ る （ A ,  D ,  

E ,  G ,  K ,  L ,  V）」 こ と に よ っ て 、 食 事 で 「 苦 し く な る の を 予 防 す る

（ A ,  B ,  E ,  F,  I ,  L ,  U）」 こ と が で き る こ と で あ っ た 。 ま た 、「 食 事 が

詰 ま る（ 全 対 象 者 ）」と 、「 右 側 臥 位 を と っ て 痛 み の 増 強 を 抑 え る（ G ,  

P）」、「 前 か が み の 姿 勢 で 待 つ （ A ,  D ,  E ,  L ,  N ,  R ,  U）」、「 吐 き 出 す

（ B ,  F,  J ,  K）」な ど 、「 食 事 中 や 食 後 に 苦 し く な っ た 時 の 対 応 が で き

る （ 全 対 象 者 ）」 よ う に な る こ と で あ っ た 。 さ ら に 、「 就 寝 時 は 体 温

計 、ビ ニ ー ル 袋 を 手 に 届 く と こ ろ に 置 く（ B）」、「 ポ ケ ッ ト に 飴 を 入



- 53 - 
 

れ て お く （ P,  U）」 な ど 、「 症 状 に 備 え る （ B ,  F,  G ,  L）」 こ と が で き

る よ う に な る こ と で あ っ た 。  

 “ 方 法 の 洗 練 化 と 蓄 積 ” は 、 生 活 を 通 し て 幾 通 り も の 食 べ 方 や 対

応 法 を 見 出 し 、 そ の 中 か ら 自 分 の 生 活 に 合 う 方 法 を 選 び 、 洗 練 化 す

る 行 動 を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 胃 の な い 身 体 で 食 べ る こ と が で き る

（ A ,  B ,  C ,  D ,  E ,  F,  G ,  J ,  K ,  L ,  M ,  N ,  O ,  Q ,  T,  U ,  V,  W）」 経 験 と 、

生 活 上 の「 悩 み の 種（ A ,  B ,  C ,  E ,  G ,  I）」に 対 応 し た 経 験 に よ っ て 、

胃 全 摘 体 験 者 が 「 幾 通 り も の 方 法 （ B ,  E ,  Q ,  U）」 を 自 分 に 蓄 え る こ

と 、 一 般 的 な 方 法 を 「 自 分 の 生 活 に 合 う も の に す る （ D ,  E ,  F,  G ,  J ,  

P,  W）」 こ と 、 方 法 を 「 自 分 の も の に す る （ B ,  F,  J ,  N ,  Q ,  R）」 こ と

で あ っ た 。  

 

３ ．【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】  

【 養 生 を 通 し て 育 む 経 験 知 】 は 、 指 導 通 り の 養 生 か ら 、 自 分 に 合

わ せ て 行 う 養 生 に 移 り 、胃 の な い 身 体 で 生 活 す る た め の 知 恵 を 創 り 、

そ れ を 身 に つ け る プ ロ セ ス を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 全 摘 体 験 者 に

と っ て 術 後 の 生 活 は 、 ＜ そ う す る し か な い 状 況 で の 習 慣 化 ＞ が 求 め

ら れ 、 そ れ に ＜ 現 在 進 行 形 ＞ で 対 応 す る プ ロ セ ス で あ っ た 。 ま た 、

退 院 後 、 最 初 は 、 医 療 者 か ら の 指 導 通 り の 養 生 法 で 対 応 し た が 、 生

活 の 経 験 を 重 ね る な か で 、 ＜ 養 生 は 理 論 通 り で な く て よ い と い う 結

論 ＞ を 出 し 、 ＜ 自 分 に 合 わ せ て 行 う 養 生 の 修 業 ＞ に 切 り 替 え 、 そ の

結 果 、 ＜ 養 生 を 通 し て 会 得 す る 生 活 の 知 恵 ＞ を 身 に つ け る こ と で あ

っ た 。  

【 養 生 を 通 し て 育 む 経 験 知 】 は 、 ＜ そ う す る し か な い 状 況 で の 習

慣 化 ＞ 、 ＜ 現 在 進 行 形 ＞ 、 ＜ 養 生 は 理 論 通 り で な く て よ い と い う 結

論 ＞ 、 ＜ 自 分 に 合 わ せ て 行 う 養 生 の 修 業 ＞ 、 ＜ 養 生 を 通 し て 会 得 す

る 生 活 の 知 恵 ＞ の 5 つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー を 含 ん だ 。 以 下 に 、 5 つ の

サ ブ カ テ ゴ リ ー に つ い て 、 順 に 説 明 す る （ 表 4 参 照 ）。  

 

表 4．【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】  

 

＜サブカテゴリー＞ “概念” 　　　　　　　　　　　　「ケース」

胃の喪失による必然性  D E I L N O U V

知らなかったマナーが常識となる  B C D G L S U

動的で持続的な身体の反応  A B C D E F I O S W

とり返しのつかない喪失   B D H O

一生背負う覚悟  B C D E F G L O U V

そうするしかない状況での習慣化

現在進行形
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１ ） ＜ そ う す る し か な い 状 況 で の 習 慣 化 ＞  

＜ そ う す る し か な い 状 況 で の 習 慣 化 ＞ は 、 胃 を 喪 っ た 身 体 の 反 応

に 応 じ 日 常 生 活 動 作 を 変 更 し な け れ ば な ら な い こ と 、 求 め ら れ る 変

更 は 、 胃 全 摘 体 験 者 の 身 体 的 反 応 に 規 定 さ れ る こ と を 表 し た 。 具 体

的 に は 、“ 胃 の 喪 失 に よ る 必 然 性 ”に よ っ て 、胃 全 摘 体 験 者 の 日 常 生

活 行 動 は 、 術 前 は “ 知 ら な か っ た マ ナ ー が 常 識 と な る ” 様 式 で 習 慣

化 さ れ る こ と で あ っ た 。  

 ＜ そ う す る し か な い 状 況 で の 習 慣 化 ＞ は 、“ 胃 の 喪 失 に よ る 必 然

性 ”、“ 知 ら な か っ た マ ナ ー が 常 識 と な る ” の 2 つ の 概 念 を 含 ん だ 。 

 

“ 胃 の 喪 失 に よ る 必 然 性 ” は 、 胃 の 喪 失 に よ っ て 、 必 然 的 に 起 こ

っ た 身 体 や 生 活 の 変 化 を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 全 摘 術 後 は 必 然 的

に 、「 食 事 量 の 減 少（ 全 対 象 者 ）」、そ れ に よ る「 体 力 の 低 下（ 全 対 象

者 ）」、「 見 た 目 の 変 化 （ J ,  S ,  T,  V,  W）」 が 起 こ る こ と で あ っ た 。 ま

た 、「 空 腹 感 の 消 失 （ L ,  U）」、「 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト で の 動 線 の 変 化

（ V）」、「 旅 行 や 会 食 で も 変 わ ら な い 食 事 の 1 回 量 （ E ,  I ,  N ,  O）」、

「 食 後 2 , 3 時 間 後 の 震 え や 動 悸 （ B ,  F,  L）」、「 工 夫 と 言 う よ り 必 然

的 に 決 ま っ た お に ぎ り の 大 き さ （ D ,  O）」 な ど で あ っ た 。  

理論通りにはいかない身体の反応   A I P T V

十人十色の術後     A B D E F M P T U V W

指導通りから自分の養生への踏みだし  B D E G H J K M O Q U V

胃がないのだから仕方がないという諭し  B D E F J O P U W

自分がやるしかない  C E F G H I J M P R

指導通りの養生を自分の生活にあてはめる  A C E F N O P R S U W

判断基準の切り替え  A B D E G H N O U V

借りものではない自分の方法を創る  B C F J K L M O P Q R U

経験が導く世界       A D E F I O P R T U

自然と季節の養生への関わり   　　　　　　　　　　　　　 A B G H I J K L M P Q R S T V W

地域に暮らし地道な対応がつくる生活の知恵  C E F G H Q R

自分の身体の反応からつくる生活の知恵  E F H M T U V

だんだんにわかってくる  B C E F L O Q T U W

胃全摘体験者にとっての生活の知恵  A B C D E F G H I J L M O P Q T U W

その人の必然性と独自性とが融合した知恵  B C D F H I K M O Q R

養生を通して会得する生活の知恵

養生は理論通りでなくてよいという結論

自分に合わせて行う養生の修業
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“ 知 ら な か っ た マ ナ ー が 常 識 と な る ” は 、 手 術 前 の 生 活 に 認 め ら

れ な か っ た 行 動 が 、 術 後 の 生 活 に お い て は 常 識 と な り 、 そ れ が 習 慣

と な る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 手 術 前 は 、 食 事 を 残 す こ と は 失

礼 な こ と と 受 け と め て い た が 、術 後 は 、「 食 事 が ど れ 程 残 っ て い よ う

と 、満 腹 に な っ た ら そ こ で 食 事 を 止 め る（ D ,  U）」こ と が 常 識 と な る

こ と で あ っ た 。ま た 、「 胃 を 喪 っ た 人 の 症 状 を 防 ぐ た め 、捕 食 と 飲 み

物 を 持 参 す る 子 ど も 連 れ の よ う な 外 出 （ G ,  L）」 を す る こ と 、「 睡 眠

中 の 逆 流 予 防 の た め 、 上 半 身 を 高 く し て 眠 る （ B ,  C ,  L）」 こ と が 常

識 と な っ た こ と で あ っ た 。  

 

２ ） ＜ 現 在 進 行 形 ＞   

＜ 現 在 進 行 形 ＞ は 、 手 術 か ら 何 年 が 過 ぎ よ う と 、 胃 が ん と そ の 治

療 で あ る 胃 全 摘 術 の 影 響 は 続 く の で 、 そ の 持 続 的 な 影 響 に 胃 全 摘 体

験 者 は 、 現 在 進 行 形 で 対 応 す る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 全 摘

後 の 身 体 的 反 応 は“ 動 的 で 持 続 的（ な 身 体 の 反 応 ）”で あ る こ と を 経

験 し 、 胃 全 摘 術 は “ と り 返 し の つ か な い 喪 失 ” で あ る こ と を 認 め 、

こ の よ う な 状 況 や 身 体 を “ 一 生 背 負 う 覚 悟 ” す る こ と で あ っ た 。  

＜ 現 在 進 行 形 ＞ は 、“ 動 的 で 持 続 的 な 身 体 の 反 応 ”、“ と り 返 し の つ

か な い 喪 失 ”、“ 一 生 背 負 う 覚 悟 ” の 3 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

 

“ 動 的 で 持 続 的 な 身 体 の 反 応 ”は 、胃 全 摘 体 験 者 の 身 体 的 反 応 は 、

動 的 で あ り 、手 術 か ら 時 間 が 経 過 し て も 持 続 的 で あ る こ と を 表 し た 。

具 体 的 に は 、 手 術 か ら の 時 間 の 経 過 に よ っ て 、 胃 全 摘 体 験 者 の 「 心

と 身 体 が 自 然 に 癒 え る（ A ,  J）」た め 、生 活 上 の 問 題 は 収 束 に 向 か っ

た が 、そ の 一 方 、「 睡 眠 中 の 逆 流（ B ,  C ,  E ,  L ,  S）」や「 イ レ ウ ス（ C ,  

D ,  G）」 な ど の 、「 胃 を 喪 っ た 身 体 の 反 応 は 、 手 術 か ら 1 0 年 が 過 ぎ

て も 残 る 問 題（ B ,  D ,  I）」で あ っ た 。ま た 、胃 全 摘 体 験 者 の 悩 み の 種

は 、「 手 術 か ら の 時 間 （ A ,  D ,  F）」、「 一 日 の 時 間 帯 （ B ,  L ,  O）」 に よ

っ て 、「 動 き が あ る （ B ,  F,  W）」 も の で あ り 、「 何 年 も 持 続 す る （ B ,  

C ,  D）」 も の や 、「 一 生 続 く （ A ,  E ,  F）」 も の が あ る た め 、 胃 全 摘 体

験 者 は 、「 油 断 大 敵 （ D ,  O ,  S）」 と 認 識 し て い た 。  

“ と り 返 し の つ か な い 喪 失 ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 生 活 を 通 し て 、

胃 の 喪 失 は と り 返 し の つ か な い 喪 失 で あ る と 、認 め た こ と を 表 し た 。

具 体 的 に は 、胃 全 摘 術 後 、「 訓 練 す れ ば 胃 が 膨 ら む（ B ,  D ,  O）」か も

し れ な い と 期 待 し た 胃 全 摘 体 験 者 が 、術 後 の 生 活 を 通 し て 、「 胃 を な

く し た こ と は 取 り 返 し が つ か な い こ と（ B ,  H）」で あ る と 認 め た こ と

で あ っ た 。  

“ 一 生 背 負 う 覚 悟 ” は 、 手 術 か ら 何 年 が 過 ぎ よ う と 、 胃 全 摘 術 の

影 響 は 続 く と 認 識 し 、 そ れ と つ き 合 っ て い く と い う 胃 全 摘 体 験 者 の

覚 悟 を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 手 術 か ら 何 年 が 過 ぎ よ う と 、 術 後 の 身



- 56 - 
 

体 の 反 応 か ら 「 解 放 さ れ る （ G ,  U）」 こ と は な い た め 、「 胃 を 喪 っ た

身 体 に 、現 在 進 行 形 で つ き 合 う（ B ,  D ,  E ,  F）」こ と 、「 困 難 に 耐 え 続

け る （ B ,  C ,  D）」 こ と が 必 要 で あ る と 、 胃 全 摘 体 験 者 が 受 け と め た

こ と で あ っ た 。そ し て 、胃 を 喪 っ た 身 体 と そ の 反 応 に つ い て 、「 一 生

背 負 う 覚 悟 を す る （ B ,  G ,  L ,  O ,  V）」 こ と で あ っ た 。  

                    

３ ） ＜ 養 生 は 理 論 通 り で な く て よ い と い う 結 論 ＞  

＜ 養 生 は 理 論 通 り で な く て よ い と い う 結 論 ＞ は 、 養 生 の 経 験 を 通

し て 胃 全 摘 体 験 者 が 、 養 生 は 理 論 通 り に し な く て よ い と い う 結 論 を

出 し た プ ロ セ ス を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 生 活 を 通 し て “ 理 論 通 り に

は い か な い 身 体 の 反 応 ” を 経 験 し 、 同 じ 手 術 を 受 け て も “ 十 人 十 色

の 術 後 ”で あ る こ と を 認 め 、“ 指 導 通 り か ら 自 分 の 養 生 へ の 踏 み だ し ”

を 行 う プ ロ セ ス で あ っ た 。  

＜ 養 生 は 理 論 通 り で な く て よ い と い う 結 論 ＞ は 、“ 理 論 通 り に は い

か な い 身 体 の 反 応 ”、“ 十 人 十 色 の 術 後 ”、“ 指 導 通 り か ら 自 分 の 養 生

へ の 踏 み だ し ” の 3 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

  

“ 理 論 通 り に は い か な い 身 体 の 反 応 ” は 、 術 後 の 生 活 を 通 し て 、

胃 全 摘 体 験 者 が 、 術 後 の 身 体 は 理 論 通 り に は い か な い と 認 め た こ と

を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 退 院 後 間 も な い 頃 は 、 胃 全 摘 術 後 に つ い て

の 「 理 論 （ D ,  I ,  L ,  P,  V）」 や 、「 一 般 性 （ N ,  P）」 に 基 づ い た 「 指 導

通 り の 養 生（ B ,  E ,  F,  J ,  V）」を 行 っ て い た 。し か し 、養 生 を 通 し て 、

「 理 論 通 り に は い か な い 身 体 の 反 応（ A ,  I ,  V）」を 経 験 し 、「 理 論 は 、

お 話 と し て は 大 事 で あ る （ P）」 が 、 人 の 身 体 は 「 パ ン フ レ ッ ト 通 り

に い か な い （ T）」 こ と を 、 胃 全 摘 体 験 者 が 理 解 し た こ と で あ っ た 。 

“ 十 人 十 色 の 術 後 ” は 、 他 の 胃 全 摘 体 験 者 と 経 験 を 共 有 す る こ と

に よ っ て 、 胃 全 摘 後 の 身 体 反 応 や 変 化 は 、 胃 を 喪 っ た 人 な ら 誰 で も

経 験 す る こ と で あ る が 、 同 じ 術 式 を 受 け た と し て も 、 術 後 の 経 験 と

プ ロ セ ス は 一 人 ひ と り 異 な る こ と 表 し た 。 具 体 的 に は 、 術 後 の 経 験

を「 他 の 同 じ 手 術 を 受 け た 人 や そ の 家 族 と 経 験 を 分 か ち 合 う（ E ,  F,  

G ,  H ,  J ,  O ,  U ,  W）」 こ と に よ っ て 、 胃 全 摘 術 後 の 経 験 は 、「 胃 を 喪

っ た 人 み ん な が 通 る 道 （ A ,  D ,  E ,  J）」 で あ る こ と を 理 解 し た こ と で

あ っ た 。 そ の 一 方 、 胃 全 摘 体 験 者 一 人 ひ と り の 「 病 気 や 養 生 に 対 す

る 考 え 方（ E ,  J ,  P）」、「 胃 が な く な っ た 人 の 身 体 の 反 応（ 全 対 象 者 ）」、

術 後 の 生 活 上 の 「 悩 み の 種 （ A ,  B ,  C ,  E ,  G ,  I）」、 術 後 の 「 暮 ら し 方

（ B ,  F,  J ,  Q）」、「 術 後 の 経 過 （ P,  H）」 な ど は 、「 十 人 十 色 （ B ,  D ,  E ,  

F,  M ,  P,  T,  U ,  V,  W）」 で あ る と 認 め た こ と で あ っ た 。  

“ 指 導 通 り か ら 自 分 の 養 生 へ の 踏 み だ し ” は 、 指 導 通 り の 養 生 を

行 っ て き た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 自 分 の 身 体 の 反 応 や 気 持 ち に 沿 う 養 生

へ と 踏 み 出 す こ と 、 受 け 身 か ら 能 動 的 な 養 生 に 踏 み 出 す こ と を 表 し
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た 。 具 体 的 に は 、 術 後 は 十 人 十 色 で あ る こ と を 理 解 し た 胃 全 摘 体 験

者 は 、「 一 般 的 に 言 わ れ て い る こ と が 、自 分 に 当 て は ま る と は 限 ら な

い（ L ,  P,  V）」の で 、術 後 の 身 体 や 生 活 上 の 悩 み は「 他 人 の 方 法 を 真

似 し て も だ め で 、 自 分 で 考 え て そ の 状 況 を 克 服 す る 必 要 が あ る （ J ,  

Q）」と 受 け と め た 。そ し て 、「 自 分 で つ き 合 っ て い く し か な い（ E ,  K ,  

M ,  O）」と い う 意 思 を も っ て 、養 生 を 行 う こ と で あ っ た 。指 導 通 り か

ら 自 分 の 養 生 へ 踏 み だ し 、 養 生 法 を 「 切 り 替 え る （ G ,  H ,  U ,  V）」 こ

と を 導 く の は 、 自 分 の 状 況 に つ い て 「 な ぜ と 考 え る （ D ,  E ,  M ,  U）」

こ と 、「 そ れ は だ め と 制 限 さ れ る が 、私 は 食 べ た い の だ か ら 食 べ て も

い い で し ょ う（ B ,  E）」と い う よ う に「 自 分 の 気 持 ち に 気 づ き 正 直 に

な る （ B）」 こ と 、 養 生 は 「 一 般 性 よ り 、 経 験 か ら 得 た 自 分 自 身 は こ

ん な も の だ と い う 感 覚 を 使 う （ J ,  Q）」 こ と で あ っ た 。  

 

４ ） ＜ 自 分 に 合 わ せ て 行 う 養 生 の 修 業 ＞  

＜ 自 分 に 合 わ せ て 行 う 養 生 の 修 業 ＞ は 、 自 分 自 身 や 、 自 分 の 生 活

に 合 っ た 養 生 法 と 養 生 ス タ イ ル を 見 い だ す 努 力 を 表 し た 。 具 体 的 に

は 、胃 全 摘 体 験 者 は 、食 事 に 関 す る 苦 悩 に つ い て 医 師 に 相 談 す る と 、

“ 胃 が な い の だ か ら 仕 方 が な い と い う 諭 し ” を 受 け た 。 生 活 の な か

で 苦 し ん で い た 胃 全 摘 体 験 者 は 、 最 初 は 、 医 師 の こ の よ う に な 諭 し

を 不 満 に 思 っ た が 、 生 活 の 経 験 を 通 し 、 や は り 養 生 は “ 自 分 が や る

し か な い ”と 考 え る よ う に な っ た 。そ し て 、何 と な く 行 っ て い た“ 指

導 通 り の 養 生 を 自 分 の 生 活 に あ て は め る ”こ と を 行 い 、“ 判 断 基 準 の

切 り 替 え ” を 行 い 、 一 般 性 を 重 ん じ る 養 生 か ら 、 自 分 の 身 体 や 気 持

ち に 沿 う 養 生 へ と 移 っ た 。 そ の 結 果 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 養 生 に つ い

て“ 借 り も の で は な い 自 分 の 方 法 を 創 る ”こ と を 成 し 、“ 経 験 が 導 く

世 界 ”を も つ こ と が で き た 。こ の プ ロ セ ス に は 、“ 自 然 と 季 節 の 養 生

へ の 関 わ り ” が 認 め ら れ た 。  

＜ 自 分 に 合 わ せ て 行 う 養 生 の 修 業 ＞ は 、“ 胃 が な い の だ か ら 仕 方 が

な い と い う 諭 し ”、“ 自 分 が や る し か な い ”、“ 指 導 通 り の 養 生 を 自 分

の 生 活 に あ て は め る ”、“ 判 断 基 準 の 切 り 替 え ”、“ 借 り も の で は な い

自 分 の 方 法 を 創 る ”、“ 経 験 が 導 く 世 界 ”、“ 自 然 と 季 節 の 養 生 へ の 関

わ り ” の 7 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

 

“ 胃 が な い の だ か ら 仕 方 が な い と い う 諭 し ” は 、 生 活 上 の 悩 み に

つ い て 相 談 し た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 胃 が な い の だ か ら 仕 方 な い と 、 他

者 か ら 諭 さ れ る 経 験 を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 全 摘 術 後 の 身 体 の 反

応 に つ い て 医 師 に 相 談 す る と 、「 悪 い と こ ろ（ が ん ）は と っ た か ら 心

配 な い と 、 医 師 の 判 断 や 価 値 で お さ え つ け ら れ る （ D ,  E ,  W）」、「 胃

を と っ た の だ か ら 仕 方 が な い （ B ,  D ,  E ,  J ,  O ,  P,  U）」、 自 分 で 「 そ れ

と つ き 合 っ て い く し か な い （ A ,  D ,  E ,  M ,  K ,  O）」 と 「 諭 さ れ る （ E ,  
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F）」 こ と で あ っ た 。 こ の よ う な 医 師 の 反 応 に つ い て 、 術 後 の 「 つ ら

い 思 い を し て い る こ と を 分 か っ て も ら え な い （ D ,  F,  L ,  T）」、「 頼 み

の 綱 が 切 ら れ た（ D ,  L ,  W）」と 受 け と め る 体 験 者 や 、「 医 師 が そ う い

う の だ か ら 仕 方 な い と 耐 え る （ A ,  O ,  P,  Q）」 体 験 者 が 認 め ら れ た 。 

“ 自 分 が や る し か な い ” は 、 術 後 の 養 生 は 、 自 分 が や る し か な い

と い う 胃 全 摘 体 験 者 の 覚 悟 を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 退 院 し て 間 も な

い 頃 の 体 験 者 は 、「 養 生 に つ い て 他 力 本 願 （ D ,  E ,  R）」 で あ り 、「 家

族 に お ん ぶ す る （ L ,  M ,  V）」 態 度 で あ っ た 。 生 活 上 の 悩 み は 胃 が な

い の だ か ら 仕 方 が な い と 周 囲 の 人 々 か ら 諭 さ る 、「 専 門 家 の 目 や 手 か

ら 離 れ る （ E ,  F,  G ,  M ,  R）」 環 境 で の 養 生 で あ っ た た め 、「 与 え ら れ

た 条 件 の 中 で 最 善 を 尽 く す こ と が 重 要（ H ,  P）」で あ り 、養 生 は「 自

分 に 合 わ せ て 自 分 で や る し か な い （ C ,  E ,  I ,  J ,  Q）」 と い う 態 度 に な

っ た こ と で あ っ た 。  

“ 指 導 通 り の 養 生 を 自 分 の 生 活 に あ て は め る ” は 、 指 導 通 り の 養

生 を 、 胃 全 摘 体 験 者 が 自 分 の 身 体 反 応 と 生 活 に あ て は め て 考 え 、 適

用 す る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、指 導 通 り の 養 生 に つ い て 、「 自 分

の 生 活 に 照 ら し 合 わ せ て 考 え る （ O ,  S）」、「 合 う も の を 選 ぶ （ A ,  C ,  

N ,  P,  R）」、「 優 先 度 の 高 い も の に 対 応 す る （ A ,  U）」、 や り 方 を 「 自

分 に 合 わ る （ E ,  F,  U ,  W）」 こ と で あ っ た 。  

“ 判 断 基 準 の 切 り 替 え ” は 、 自 分 の 状 況 を つ か み 、 人 生 途 中 か ら

の 生 活 習 慣 の 変 更 に 対 応 す る 方 法 と し て 、 理 論 や 一 般 性 を 重 ん じ る

考 え や 態 度 か ら 、 胃 全 摘 体 験 者 自 身 の 身 体 的 反 応 や 、 気 持 ち を 重 ん

じ る こ と に 切 り 替 え る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、「 理 論 （ D ,  I ,  L ,  

P,  V）」 や 「 一 般 性 （ N ,  P）」、「 他 の 人 か ら 判 断 を 仰 ぐ 対 応 （ N ,  V）」

か ら 、「 自 分 で 判 断 し て 食 べ る（ D ,  E ,  G ,  O ,  U）」行 動 、「 自 分 の 身 体

の 反 応 を 判 断 基 準 と す る（ A ,  B ,  G ,  N）」行 動 へ「 切 り 替 え る（ G ,  H ,  

U ,  V）」こ と で あ っ た 。高 齢 者 は 、「 養 生 の 主 体 の 切 り 替 え（ B ,  F）」、

「 回 復 状 態 に 合 わ せ た 食 事 回 数 や 内 容 の 切 り 替 え（ E）」な ど 、「 切 り

替 え る 力 が 弱 い た め 、 よ り 具 体 的 で 、 生 活 に 合 っ た ア ド バ イ ス が 必

要 （ F,  L）」 で あ っ た 。  

“ 借 り も の で は な い 自 分 の 方 法 を 創 る ” は 、 自 分 で や る し か な い

養 生 を 通 し て 、 自 分 の 養 生 ス タ イ ル と 、 日 々 の 生 活 の 出 来 事 に 対 応

す る 自 分 の 方 法 を 見 出 す プ ロ セ ス を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 身 体 的 反

応 や 、 気 持 ち に 沿 う 「 養 生 の 修 業 （ C ,  I ,  R）」 を 行 い 、「 自 分 の 案 配

（ Q）」、「 加 減 （ F,  L）」、「 身 体 の サ イ ン （ K ,  L ,  M ,  P,  U）」、「 調 子 を

見 る 自 分 の バ ロ メ ー タ ー（ M ,  U）」な ど 、「 自 分 に し か わ か ら な い 領

域 （ B ,  F）」 を 働 か せ 、「 身 体 と 内 臓 の 感 覚 を つ か む （ C ,  L ,  M ,  O ,  P,  

R）」こ と を し て 、そ れ を 覚 え る プ ロ セ ス で あ っ た 。そ し て 、「 覚 え た

反 応 を 使 う （ J ,  U）」 こ と に よ っ て 、「 こ れ で ず っ と 行 っ て み よ う と

考 え る 養 生 の ス タ イ ル を も つ （ C ,  J ,  Q）」 プ ロ セ ス で あ っ た 。  
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 “ 経 験 が 導 く 世 界 ” は 、 胃 全 摘 術 後 の 日 々 の 生 活 に 対 応 し て き た

こ と に よ っ て 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 自 分 の 言 葉 で 語 る こ と が で き る よ

う に な っ た 経 験 知 と 見 通 し を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 腸 が 詰 ま る と は

そ う い う こ と （ A ,  D ,  E ,  P）」 の よ う に 、 身 体 の 反 応 に つ い て 「 言 葉

で 説 明 す る（ E ,  F,  O ,  P,  R ,  U）」力 や 、自 分 に 起 こ っ て い る「 状 態 を

頭 に 描 く （ A ,  I ,  R）」 力 を 身 に つ け 、「 医 療 者 の パ ン フ レ ッ ト で は 間

に 合 わ な い 胃 全 摘 体 験 者 の 世 界 、 経 験 し た か ら こ そ も の が 言 え る 世

界（ T）」を も つ こ と で あ っ た 。ま た 、「 時 間 を か け て 身 体 を 回 復 さ せ

た 経 験 が つ く る 見 通 し （ E ,  R ,  U）」 を も つ こ と で あ っ た 。  

 “ 自 然 と 季 節 の 養 生 へ の 関 わ り ” は 、 自 然 と 季 節 は 、 養 生 に 影 響

を 及 ぼ す も の で あ る と 、 胃 全 摘 体 験 者 が 認 め て い た こ と を 表 し た 。

具 体 的 に は 、 胃 全 摘 体 験 者 は 養 生 に 耐 え る な か で 、 周 囲 に 広 が る 自

然 の 影 響 を 受 け て 、「 命 の 有 限 性（ P）」、「 生 き て い る こ と に 対 す る 喜

び と 感 謝 （ A ,  M）」、「 生 命 力 の 強 さ （ H ,  I ,  Q ,  S）」 を 感 じ と り 、「 与

え ら れ た 寿 命 を 生 き る 気 持 ち（ P）」を 抱 く こ と で あ っ た 。ま た 、「 心

と 身 体 が 自 然 に 癒 え る（ A ,  J）」経 験 を し た こ と で あ っ た 。胃 全 摘 体

験 者 は 、 長 袖 で 過 ご す 季 節 は 、「 他 者 の 目 か ら 保 護 さ れ る （ J ,  T）」

季 節 で あ る が 、 半 袖 の 季 節 は 、 他 者 に 「 痩 せ た 身 体 が さ ら さ れ る 季

節 （ V,  W）」 で あ り 、「 知 人 に 会 い た く な い （ J ,  K ,  T）」、「 外 出 し た

く な い （ L ,  V,  W）」 と い う 気 持 ち に な る 季 節 で あ る と 受 け と め ら れ

て い た 。  

 

５ ） ＜ 養 生 を 通 し て 会 得 す る 生 活 の 知 恵 ＞  

＜ 養 生 を 通 し て 会 得 す る 生 活 の 知 恵 ＞ は 、 自 分 に 合 わ せ て や る し

か な い 養 生 を 行 い 、 借 り も の で は な い 自 分 の 知 恵 を 会 得 す る プ ロ セ

ス を 表 し た 。具 体 的 に は 、養 生 を 通 し て 、“ 地 域 に 暮 し 地 道 な 対 応 が

つ く る 生 活 の 知 恵 ” と 、“ 自 分 の 身 体 の 反 応 か ら つ く る 生 活 の 知 恵 ”

を 身 に つ け る プ ロ セ ス で あ り 、 身 体 の 反 応 に つ い て “ だ ん だ ん に わ

か っ て く る ”プ ロ セ ス で あ っ た 。“ 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て の 生 活 の 知

恵 ” は 、“ そ の 人 の 必 然 性 と 独 自 性 と が 融 合 （ し た 知 恵 ）” し て 生 み

出 さ れ る も の で あ っ た 。  

＜ 養 生 を 通 し て 会 得 す る 生 活 の 知 恵 ＞ は 、“ 地 域 に 暮 ら し 地 道 な 対

応 が つ く る 生 活 の 知 恵 ”、“ 自 分 の 身 体 の 反 応 か ら つ く る 生 活 の 知 恵 ”、 

“ だ ん だ ん に わ か っ て く る ”、“ 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て の 生 活 の 知 恵 ”、

“ そ の 人 の 必 然 性 と 独 自 性 と が 融 合 し た 知 恵 ”の 5 つ の 概 念 を 含 ん

だ 。  

 

“ 地 域 に 暮 ら し 地 道 な 対 応 が つ く る 生 活 の 知 恵 ” は 、 自 分 の 地 域

や 環 境 の な か で 暮 ら し 、 暮 ら し の 出 来 事 に 地 道 に 対 応 す る こ と が 、

胃 全 摘 体 験 者 と し て 生 活 す る 力 と な る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、
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「 患 者 か ら 地 域 住 民 と な る（ B ,  G ,  V）」こ と は 、「 生 き る た め の 栄 養

や 情 報 を 得 る（ F,  H ,  Q）」た め 、「 自 分 の 土 地 と 地 域 に 根 を 張 る こ と

が 必 要 （ G ,  R）」 で あ っ た 。 そ の た め 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、「 自 分 が 生

き て き た 畑 （ 技 術 者 な ら 技 術 の 畑 ） を 耕 し 続 け る （ C ,  E ,  H）」 こ と

を し て 、「 自 分 の 家 と 家 族 、地 域 と 地 域 に 住 む 人 々 を 大 切 に す る（ C ,  

F,  H）」態 度 で 、人 々 と「 信 じ て 頼 る 、信 じ て 頼 ら れ る 関 係 で つ な が

る（ R）」こ と を し た 。「 地 域 に 暮 ら し 、地 道 に 自 分 で コ ン ト ロ ー ル す

る 努 力 （ F）」 を し て 、「 世 間 の 風 当 た り に 負 け な い 力 を つ け る （ M ,  

Q）」 こ と を し た 。  

“ 自 分 の 身 体 の 反 応 か ら つ く る 生 活 の 知 恵 ” は 、 地 域 に 暮 ら し 、

地 道 に 術 後 の 変 化 に 対 応 し た 経 験 に よ っ て 、 胃 全 摘 体 験 者 に 生 活 の

知 恵 が 身 に つ く こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 自 分 に 合 わ せ て や る し

か な い （ C ,  E ,  I ,  J ,  Q）」「 養 生 の 修 業 （ C ,  I ,  R）」 を 行 い 、「 胃 の な

い 身 体 で 生 き て い く た め の 生 活 の 知 恵 （ E ,  F,  U）」 と し て 、「 日 常 生

活 の 方 法 （ H ,  M ,  V）」 を 身 に つ け る こ と で あ っ た 。 日 常 生 活 の 行 動

を 、 術 後 の 自 分 に 「 で き る 形 、 で き る や り 方 に 直 す （ H ,  M ,  T,  V）」

こ と に よ っ て 、日 常 生 活 を 回 せ る よ う に し た 。あ る 胃 全 摘 体 験 者 は 、

「 低 下 し た 体 力 で 持 ち 上 げ ら れ る よ う に 、 コ ン テ ナ を 小 さ い サ イ ズ

に 変 え て 、 生 き が い で あ る 農 作 業 を 続 け る （ H）」 よ う に し た 。  

“ だ ん だ ん に わ か っ て く る ” は 、 術 後 の 身 体 的 反 応 と そ の 対 応 に

つ い て 何 も わ か ら な か っ た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 日 々 の 養 生 を 通 し て 、

知 識 と 経 験 が 結 び つ き 、だ ん だ ん に わ か っ て く る プ ロ セ ス を 表 し た 。

具 体 的 に は 、 術 後 の 身 体 的 反 応 に つ い て 「 お 話 し の な か の 理 解 （ F,  

U）」 レ ベ ル で あ っ た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 養 生 の 経 験 に よ っ て 「 あ あ 、

こ れ が そ う か （ B ,  E ,  F,  L ,  O）」 と い う 「 知 識 と 経 験 が 結 び つ い た 理

解 （ E ,  F,  W）」 を 経 て 、「 だ ん だ ん に わ か っ て く る （ C ,  Q ,  T,  U）」 こ

と で あ っ た 。  

“ 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て の 生 活 の 知 恵 ” は 、 そ の 人 の 養 生 に よ っ

て 、そ の 人 の も の と し て 創 ら れ た 生 活 の 知 恵 を 表 し た 。具 体 的 に は 、

「 そ の 人 の 素 性（ E ,  M）」や「 そ の 人 が 生 き て き た 過 程 が 基 盤 と な っ

て （ る ）（ G ,  M ,  P）」、「 そ の 人 の も の と し て 創 ら れ る （ B ,  F,  J）」 知

恵 で あ っ た 。ま た 、「 術 後 に 経 験 し た こ と に つ い て の そ の 人 の 道 理（ A ,  

E ,  F,  I ,  L ,  W）」 で あ り 、「 元 気 を 取 り 戻 し て い く プ ロ セ ス （ A ,  F）」

に 関 わ る も の で あ っ た 。 さ ら に 、 胃 全 摘 体 験 者 の 生 活 の 知 恵 は 、 養

生 の 「 経 験 に よ っ て 自 分 に 蓄 え ら れ る （ B ,  C ,  D ,  E ,  F,  O ,  Q）」 も の

で あ り 、「 食 事 が 詰 ま っ た ら ど う し よ う か ら 、詰 ま っ て も い い か ら 食

べ よ う（ B ,  T）」と い う よ う に 、胃 全 摘 体 験 者 の「 気 持 ち や 行 動 が 前

向 き に な る（ B ,  F,  G ,  H ,  I ,  M ,  O ,  P,  Q ,  U）」方 へ 導 く も の で あ っ た 。   

“ そ の 人 の 必 然 性 と 独 自 性 と が 融 合 し た 知 恵 ” は 、 胃 全 摘 体 験 者

の 生 活 の 知 恵 は 、 胃 全 摘 術 に よ る 必 然 性 と 、 胃 全 摘 体 験 者 そ の 人 の
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独 自 性 と の 融 合 に よ っ て 創 ら れ る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 生 活

の 知 恵 は 、「 胃 が な く な っ た 人 の 身 体 の 反 応 （ 全 対 象 者 ）」 の よ う な

「 胃 の 喪 失 に よ る 必 然 性（ D ,  O）」と 、「 こ れ が 私 と い う 人 間（ B ,  G ,  

I ,  K）」、「 哲 学（ H）」、「 信 念 や 価 値 観（ R）」、「 暮 ら し 方（ B ,  F,  J ,  Q）」

な ど 、 そ の 胃 全 摘 体 験 者 の 「 独 自 性 （ C ,  M ,  O）」 と の 「 融 合 （ R）」

に よ っ て 創 ら れ る も の で あ っ た 。  

   

４ ．【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】  

 【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】 は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 養 生 を 通 し て 、 病

気 と そ の 養 生 に は そ の 人 の そ れ ま で の 生 き 方 が 反 映 さ れ る こ と を 認

め る こ と 、 自 分 自 身 に つ い て 理 解 を 深 め る こ と 、 あ る い は 自 分 の 新

た な 面 を 知 る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、＜ 術 後 も つ き ま と う が ん

の 心 配 ＞ に 苦 悩 す る 経 験 と 、 そ れ へ の 対 応 を 通 し 、 胃 全 摘 体 験 者

は 、 自 分 に つ い て 理 解 を 深 め た り 、 自 分 に つ い て の 新 た な 面 を 見 出

し た り す る こ と で あ っ た 。 ま た 、 そ れ ま で の そ の 人 の 生 き 方 が ＜ 養

生 に 反 映 さ れ る （ そ の 人 の 生 き 方 ） ＞ こ と 、 ＜ 養 生 に （ 重 要 な ） 心

の 持 ち 方 ＞ が 重 要 で あ る こ と を 認 め 、 ＜ が ん と い う 病 気 か ら 解 き 放

た れ る 努 力 ＞ を 行 う こ と で あ っ た 。  

 

【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】は 、＜ 術 後 も つ き ま と う が ん の 心 配 ＞ 、

＜ 養 生 に 反 映 さ れ る そ の 人 の 生 き 方 ＞ 、 ＜ 養 生 に 重 要 な 心 の 持 ち 方

＞ 、＜ が ん と い う 病 気 か ら 解 き 放 た れ る 努 力 ＞ の 4 つ の サ ブ カ テ ゴ

リ ー を 含 ん だ 。 以 下 に 、 4 つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー に つ い て 、 順 に 説 明

す る (表 5 参 照 )。  

 

表 5．【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】  

 

＜サブカテゴリー＞ “概念” 　　　　　　　　　　「ケース」

がんの再発転移の心配   A B C D E F J K M O P Q T U V W

がんが子どもたちの方へいく心配  A B C F G L O Q T U V

子どもたちを恐がらせる自分のがん  B C G O T

明日はどうなるかわからない不確かさ  A E F J O T U

生きてきた過程での対応  A E H I M R U

人生で培った力を活用する養生  B F U V

皆が通る道  A C E L M N P U V

生活万物に通じる心の持ちよう  F P R T

前に進むための心の持ちよう  A B C D E H I M O P R W

術後もつきまとうがんの心配

養生に反映されるその人の生き方

養生に重要な心の持ち方
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１ ） ＜ 術 後 も つ き ま と う が ん の 心 配 ＞  

＜ 術 後 も つ き ま と う が ん の 心 配 ＞ は 、 が ん と い う 病 気 は 、 再 発 転

移 す る 性 質 を も つ こ と か ら 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 手 術 か ら 時 間 が 経 過

し て も 病 気 か ら 自 由 に な る こ と が で き な い と 感 じ 、 苦 悩 し て い る こ

と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 が ん 治 療 を 終 え た 人 で

あ る が 、“ が ん の 再 発 転 移 の 心 配 ” と 、“ が ん が 子 ど も た ち の 方 へ い

く 心 配 ” に 苛 ま れ て い る こ と で あ っ た 。 ま た 、 自 分 の が ん が “ 子 ど

も た ち を 恐 が ら せ る （ 親 の が ん ）” こ と 、“ 明 日 は ど う な る か わ か ら

な い 不 確 か さ ” に 苦 悩 し て い る こ と で あ っ た 。  

＜ 術 後 も つ き ま と う が ん の 心 配 ＞ は 、“ が ん の 再 発 転 移 の 心 配 ”、

“ が ん が 子 ど も た ち の 方 へ い く 心 配 ”、“ 子 ど も た ち を 恐 が ら せ る 親

の が ん ”、“ 明 日 は ど う な る か わ か ら な い 不 確 か さ ” の 4 つ の 概 念 を

含 ん だ 。  

 

“ が ん の 再 発 転 移 の 心 配 ” は 、 手 術 か ら 時 間 が 経 過 し て も 、 胃 全

摘 体 験 者 は 、 が ん が 再 発 す る の で は な い か 、 あ る い は 転 移 す る の で

は な い か と い う 心 配 を も ち 続 け て い る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、

「 が ん は 治 療 か ら 5 年 が 過 ぎ れ ば 治 っ た と み な さ れ る （ A ,  B ,  C ,  D ,  

F,  I ,  M ,  O ,  W）」が 、「 が ん の 再 発 転 移 に つ い て 心 配 が つ き ま と う（ A ,  

B ,  C ,  D ,  E ,  F,  J ,  K ,  M ,  O ,  P,  Q ,  T,  U ,  V,  W）」 た め 、「 何 年 が 過 ぎ よ

う と 泥 濘 の な か に い る （ U）」 よ う に 感 じ 、「 再 び が ん 患 者 に も ど る

（ F,  J ,  O）」 の で は な い か と 苦 悩 し し て い る こ と で あ っ た 。  

“ が ん が 子 ど も た ち の 方 へ い く 心 配 ” は 、 遺 伝 子 の 病 気 で あ る が

ん を 、 子 ど も た ち が 受 け 継 い で し ま う の で は な い か と い う 心 配 を 表

し た 。 具 体 的 に は 、「 が ん の 家 系 で あ る （ A ,  C ,  G ,  L ,  U）」 場 合 や 、

「 親 が が ん で あ る 場 合 は 、 そ の 子 ど も は が ん に な る 確 率 が 高 い （ B ,  

C ,  G ,  O ,  Q ,  T）」と 、胃 全 摘 体 験 者 は 認 識 し て お り 、親 の「 が ん と い

う 病 気 が 子 ど も た ち 方 へ い く （ B ,  C ,  F,  O ,  V）」 こ と を 心 配 す る 感 情

で あ っ た 。  

“ 子 ど も た ち を 恐 が ら せ る 親 の が ん ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 自 分

の が ん が 子 ど も た ち を 恐 が ら せ て い る 事 実 を 受 け と め 、 申 し 訳 な い

と 罪 悪 感 を 抱 い て い る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 自 分 の が ん が 子

ど も た ち を 恐 が ら せ て い る（ B ,  C）」こ と に 対 し 、子 ど も た ち に「 大

病気に心を引きつける胃切除障害  A B D E F H M O S U

胃全摘体験者にとっての百人力  A B C D E F G H K L M P Q U V

自然から受ける恩恵  F G H Q

病気から意識をそらす自分の方法  A B E F G H Q S U V W

がんという病気から解き放たれる努力
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変 申 し 訳 な い （ B ,  O ,  T）」 と 苦 悩 し て い る こ と で あ っ た 。 胃 全 摘 体

験 者 は 、 リ ス ク の 高 い 「 家 族 を が ん か ら 守 る （ C ,  O）」 た め 、「 年 に

1 度 は 家 族 が 健 康 診 断 を 受 け る （ B ,  C ,  G ,  O）」 こ と を 促 し 見 守 る こ

と を 行 っ て い た 。  

“ 明 日 は ど う な る か わ か ら な い 不 確 か さ ” は 、 が ん と い う 病 気 の

不 確 か さ で 苦 悩 し て い る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 今 は 元 気 で あ

る が 明 日 の こ と は 誰 に も わ か ら な い （ A ,  E ,  T）」 状 況 で あ る と 受 け

と め 、胃 全 摘 体 験 者 は 、「 私 も あ の 人 の よ う に 、い ず れ 病 状 が 悪 く な

る か も し れ な い（ F,  J ,  O）」、「 次 の 新 し い が ん が で き て 、再 び 病 人 に

も ど っ て し ま う か も し れ な い（ O ,  U）」と い う 不 確 か さ で 苦 悩 し て い

う る こ と で あ っ た 。  

 

２ ） ＜ 養 生 に 反 映 さ れ る そ の 人 の 生 き 方 ＞  

＜ 養 生 に 反 映 さ れ る そ の 人 の 生 き 方 ＞ は 、 病 気 と そ の 治 療 の 経 験

は 、そ の 人 の 人 生 の 一 部 で あ り 、そ れ へ の 対 応 は 、そ の 人 の 人 間 性 、

生 き ざ ま を つ く る 行 動 に 重 な る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 が ん

と い う 病 気 と 胃 全 摘 術 後 を 生 き る と い う こ と は 、 そ の 人 が “ 生 き て

き た 過 程 で（ の ）対 応 ”す る こ と で あ り 、“ 人 生 で 培 っ た 力 を 活 用 し

て （ す る ） 養 生 ” す る こ と で あ っ た 。  

＜ 養 生 に 反 映 さ れ る そ の 人 の 生 き 方 ＞ は 、“ 生 き て き た 過 程 で の 対

応 ”、“ 人 生 で 培 っ た 力 を 活 用 す る 養 生 ” の 2 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

                 

“ 生 き て き た 過 程 で の 対 応 ” は 、 病 気 と そ の 治 療 、 養 生 は 、 胃 全

摘 体 験 者 そ の 人 の 人 間 性 や 、 生 き 方 が 反 映 さ れ る こ と を 表 し た 。 具

体 的 に は 、「 自 分 は こ う い う 人 間 だ か ら 、こ う い う 生 き 方 を し よ う（ E ,  

H ,  I ,  M）」、「 こ れ ま で の 人 生 は 、 逃 げ な い で や っ て き た の だ か ら 、

病 気 に な っ て も 逃 げ な い（ A）」が 代 表 す る よ う に 、胃 が ん と 胃 全 摘

術 後 を 生 き る 態 度 は 、胃 全 摘 体 験 者 そ の 人 の「 人 生 の 縮 図（ M）」で

あ り 、そ の 人 の「 人 格 の 反 映（ R）」で あ り 、「 こ れ ま で の 生 き 方 の 反

映 ( U )」で あ り 、「 こ れ ま で の 生 き 方 の 延 長 上 で の 対 応（ R ,  U）」が 基

盤 と な る こ と で あ っ た 。  

“ 人 生 で 培 っ た 力 を 活 用 す る 養 生 ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 そ れ ま

で の 人 生 で 培 っ た 力 を 使 い 、 活 か す よ う に し て 、 養 生 を 行 う こ と を

表 し た 。具 体 的 に は 、あ る 胃 全 摘 体 験 者 は 、「 仕 事 で 培 っ た 状 況 を 読

む 力 を 、病 気 の 対 応 に 活 用 す る（ U）」こ と を 行 い 、別 の 胃 全 摘 体 験

者 は 、「 家 族 の 介 護 、看 取 り 体 験 が あ っ た か ら こ そ 、自 分 の が ん に 対

し 毅 然 と し た 態 度 が と れ た （ B ,  F,  U ,  V）」 と 、 自 分 の 態 度 を 意 味 づ

け て い た 。  
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３ ） ＜ 養 生 に 重 要 な 心 の 持 ち 方 ＞   

＜ 養 生 に 重 要 な 心 の 持 ち 方 ＞ は 、 術 後 の 養 生 に お い て 一 番 重 要 な

の は 、 心 の 持 ち 方 で あ る と い う 体 験 者 の 受 け と め を 表 し た 。 具 体 的

に は 、 胃 全 摘 術 後 の 生 活 は 、 胃 全 摘 体 験 者 “ 皆 が 通 る 道 ” で あ り 、

こ の プ ロ セ ス は 、“ 生 活 万 物 に 通 じ る 心 の 持 ち よ う ”が 重 要 で あ る と

受 け と め ら れ て い た 。胃 全 摘 体 験 者 は 、“ 前 に 進 む た め の 心 の 持 ち よ

う ” を 意 識 し て 生 活 し て い た 。  

＜ 養 生 に 重 要 な 心 の 持 ち 方 ＞ は 、“ 皆 が 通 る 道 ”、“ 生 活 万 物 に 通 じ

る 心 の 持 ち よ う ”、“ 前 に 進 む た め の 心 の 持 ち よ う ” の 3 つ の 概 念 を

含 ん だ 。  

 

“ 皆 が 通 る 道 ” は 、 術 後 の 生 活 は 、 胃 を 喪 っ た 人 皆 が 通 る 道 で あ

る と 、 胃 全 摘 体 験 者 は 受 け と め て い る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、

術 後 の 生 活 で 経 験 す る こ と に つ い て 、胃 全 摘 体 験 者 は 、「 私 だ け で の

こ と で は な い （ A ,  C ,  D ,  F,  G ,  I ,  K ,  L ,  M ,  N ,  O ,  P,  Q ,  T,  U ,  W）」、

「 胃 を 喪 っ た 人 な ら 誰 で も 体 験 し て い る こ と な の で 、 私 も 何 と か な

る だ ろ う （ A ,  D ,  E ,  M ,  N ,  P）」、「 み ん な が 通 る 道 な ら 私 も 頑 張 れ る

か も し れ な い （ F,  Q）」、 と い う 受 け と め て い る こ と で あ っ た 。  

“ 生 活 万 物 に 通 じ る 心 の 持 ち よ う ” は 、 術 後 の 生 活 を ど う 生 き る

か に つ い て 考 え る と 、 一 番 重 要 な の は 心 の 持 ち 方 で あ る と 、 胃 全 摘

体 験 者 は 認 識 し て い る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、「 先 人 の 知 恵 が 、

病 は 気 か ら と 教 え て い る （ F,  P）」 よ う に 、「 養 生 や 苦 し み に 耐 え る

こ と を 可 能 に す る の は 心 の 持 ち 方 で あ る（ R ,  T）」と 、胃 全 摘 体 験 者

は 認 識 し て い た 。心 の 持 ち 方 が 一 番 重 要 で あ る と 受 け と め た 理 由 は 、

「 そ の 人 の 意 思 の 問 題（ R）」で あ り 、「 心 の 持 ち 方 は 生 活 の 万 事 に 通

じ る （ R）」 か ら で あ っ た 。  

 “ 前 に 進 む た め の 心 の 持 ち よ う ” は 、 術 後 の 生 活 に お い て 、 胃 全

摘 体 験 者 は 、 心 が 前 を 向 く よ う に 心 が け て い る こ と を 表 し た 。 具 体

的 に は 、「 仕 方 が な い と 耐 え る （ A ,  D ,  E ,  O ,  P）」、「 生 か し て も ら っ

た 命 に 感 謝 し て 生 き る （ C ,  H）」、「 自 分 に 都 合 よ く 状 況 を 解 釈 す る

（ B）」、「 医 師 を 信 じ て く よ く よ し な い （ I ,  M ,  P）」、「 な る よ う に し

か な ら な い と 割 り 切 る （ E ,  H）」 こ と を し て 、「 前 に 進 ま な く て は い

け な い と い う 意 思（ W）」を も ち 、「 気 持 ち や 行 動 が 前 向 き に な る（ B ,  

F,  G ,  H ,  I ,  M ,  O ,  P,  Q ,  U）」 よ う に 心 が け て い た 。  

 

４ ） ＜ が ん と い う 病 気 か ら 解 き 放 た れ る 努 力 ＞   

＜ が ん と い う 病 気 か ら 解 き 放 た れ る 努 力 ＞ は 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、

胃 が ん と い う 病 気 か ら 解 き 放 た れ た い と い う 気 持 ち を も っ て お り 、

そ の た め の 行 動 を し て い る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 術 後 の 生 活

に お い て は 、 胃 術 後 障 害 が “ 病 気 に 心 を 引 き つ け る （ 胃 術 後 障 害 ）”
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も の で あ っ た た め 、胃 全 摘 体 験 者 は 、“ 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て の 百 人

力 ” や 、“ 自 然 か ら 受 け る 恩 恵 ” に よ っ て 、“ 病 気 か ら 意 識 を そ ら す

自 分 の 方 法 ” を 見 出 し 、 実 践 し て い た 。  

  ＜ が ん と い う 病 気 か ら 解 き 放 た れ る 努 力 ＞ は 、“ 病 気 に 心 を 引 き

つ け る 胃 術 後 障 害 ”、“ 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て の 百 人 力 ”、“ 自 然 か ら

受 け る 恩 恵 ”、“ 病 気 か ら 意 識 を そ ら す 自 分 の 方 法 ” の 4 つ の 概 念 を

含 ん だ 。  

                   

“ 病 気 に 心 を 引 き つ け る 胃 術 後 障 害 ”は 、生 活 に お い て 経 験 す る 、

様 々 な 胃 術 後 障 害 と そ れ へ の 対 応 に よ っ て 、 胃 全 摘 体 験 者 の 心 は 、

胃 が ん と い う 病 気 と 胃 全 摘 術 の こ と に 引 き つ け ら れ る 状 況 を 表 し た 。

具 体 的 に は 、 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て 「 身 体 の 症 状 は 心 を 病 気 の こ と

に 引 き つ け る （ A ,  D）」 も の で あ り 、「 精 神 的 に 落 ち 込 む （ A ,  D ,  M ,  

O ,  U）」 原 因 で あ っ た 。 一 方 、「 胃 が な く な っ た 人 の 身 体 の 反 応 （ 全

対 象 者 ）」 が 緩 和 す る 、 あ る い は 、「 胃 を 喪 っ た 身 体 の 反 応 に 、 自 分

の 方 法 で 対 応 で き る （ A ,  B ,  E ,  U）」 と 、 胃 全 摘 体 験 者 は 「 気 持 ち が

安 ら ぐ（ F,  H ,  V）」よ う に な り 、「 病 気 を 忘 れ る 時 間 が 増 え た（ B ,  D ,  

O ,  S）」。  

“ 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て の 百 人 力 ” は 、 胃 が ん の 診 断 か ら 今 日 ま

で 、ど ん な と き も 励 ま し 続 け て く れ た も の で あ り 、そ の 人 に と っ て 、

百 人 力 を 得 た よ う に 感 じ ら れ る 支 え を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 百 人 力

の 内 容 は 、胃 全 摘 体 験 者 一 人 ひ と り で 異 な っ て い た が 、「 前 向 き な 気

持 ち と 態 度 （ A ,  M ,  P,  Q）」 に 代 表 さ れ る よ う に 、 胃 全 摘 体 験 者 そ の

人 の 内 面 的 な 力 で あ り 、自 分 の「 居 場 所（ A ,  K）」に 代 表 さ れ る よ う

に 、 外 的 な 空 間 か ら 得 る 力 で あ っ た 。 ま た 、「 家 族 の 存 在 （ C ,  G ,  H ,  

L）」、「 同 じ 体 験 を し た 人 と の 関 わ り を 自 分 の プ ラ ス に す る （ D ,  E ,  

F）」に 代 表 さ れ る よ う に 、 対 人 的 な 関 わ り か ら 得 る 力 で あ っ た 。さ

ら に 、「 回 復 を 実 感 す る 安 心 （ A ,  B ,  C ,  V）」、「 何 で も 相 談 で き る 家

庭 医 の 存 在（ G ,  U）」に 代 表 さ れ る よ う に 、胃 全 摘 体 験 者 に 安 心 感 を

与 え て く れ る も の で あ っ た 。  

“ 自 然 か ら 受 け る 恩 恵 ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 の 心 を 癒 や し た り 、 病

気 や 自 分 以 外 の こ と へ と 心 を 動 か し た り す る 、 自 然 が も つ 力 を 表 し

た 。具 体 的 に は 、「 自 然 と 対 話 す る（ F）」こ と に よ っ て 、「 心 が 動 き 、

体 調 を 整 え る （ F）」、「 自 然 に 癒 さ れ る （ H ,  Q）」 経 験 で あ っ た 。「 自

然 の 中 に 生 か さ れ て い る 人 間 や 生 物（ H）」は 、「 何 と ち っ ぽ け な こ と

で 悩 ん で い る の か と 、 自 然 が 、 自 分 中 心 の 考 え や 、 人 間 中 心 の 考 え

か ら 目 を そ ら し て く れ た（ Q）」と い う 経 験 で あ っ た 。自 然 に 導 か れ

る よ う に 、家 に 閉 じ こ も っ て い た 胃 全 摘 体 験 者 が 、「 土 の 香 り に う れ

し く な っ て 外 に 出 る（ F）」こ と が で き た り 、「 春 の 訪 れ を 知 ら せ る 山

の 兆 候 を 見 て 、 や ら ね ば な ら ぬ 時 が 来 た と 外 に 出 て 畑 仕 事 を 始 め た
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（ G）」 り し て い た 。  

“ 病 気 か ら 意 識 を そ ら す 自 分 の 方 法 ” は 、 術 後 の 生 活 は 、 胃 が ん

と そ の 治 療 、 胃 術 後 障 害 の こ と に 心 が 引 き つ け ら れ る 状 況 で あ り 、

胃 全 摘 体 験 者 は 、 そ れ ら か ら 意 識 を そ ら す 努 力 を 行 っ て い る こ と を

表 し た 。具 体 的 に は 、自 分 に と っ て の「 至 福 の 時 間 を も つ（ G ,  Q）」

こ と に よ っ て 、「 病 気 を 忘 れ る（ M ,  N）」時 間 を も っ た 。ま た 、「 自 分

の ス ト レ ス 解 消 法 を 行 う （ B ,  D ,  W）」、「 医 師 の 大 丈 夫 と い う 言 葉 に

安 心 し 、 次 の 外 来 ま で は 仕 事 や 自 分 の 生 活 に 専 念 す る ( H ,  U）」、「 が

ん に な っ て し ま っ た の は 仕 方 が な い と 開 き 直 る（ L）」、「 が ん は 治 っ

た と 信 じ る （ A ,  J ,  M）」 な ど の 方 法 で 、「 心 や 身 体 を 和 ま せ る （ F）」

こ と を 行 っ た 。  

  

５ ．【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】  

【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】 は 、 日 々 の 養 生 に よ っ て 身 に つ

け た 知 恵 と 、 見 出 し た 見 通 し に よ っ て 自 信 を と り も ど し 、 胃 を 喪 っ

た 身 体 で 生 き て い く こ と を 覚 悟 す る 態 度 を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 ＜

が ん か ら の 生 還 ＞ に よ っ て 、 手 術 前 の 自 分 と 、 あ る い は 患 者 と し て

の 自 分 と ＜ 区 切 り を つ け る ＞ こ と を し て 、 養 生 の 経 験 に よ っ て ＜ 胃

全 摘 体 験 者 と し て 自 律 す る ＞ こ と を 果 た し 、 ＜ 胃 は な く て も 生 き て

い け る と い う 自 信 ＞ を も ち 、 ＜ 胃 を 喪 っ た 自 分 を 受 け 入 れ る ＞ プ ロ

セ ス で あ っ た 。  

【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】 は 、 ＜ が ん か ら の 生 還 ＞ 、 ＜ 区

切 り を つ け る ＞ 、 ＜ 胃 全 摘 体 験 者 と し て 自 律 す る ＞ 、 ＜ 胃 は な く て

も 生 き て い け る と い う 自 信 ＞ 、 ＜ 胃 を 喪 っ た 自 分 を 受 け 入 れ る ＞ の

5 つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー を 含 ん だ 。 以 下 に 、 5 つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー に

つ い て 、 順 に 説 明 す る （ 表 6 参 照 ）。  

 

表 6．【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】  

 

＜サブカテゴリー＞ “概念” 　　　　　　　　　　　「ケース」

生還という言葉の意味   A B C E F G H I J K O R Q

生きるための選択  A C K R U

がんから生還できた理由  A B C E F G H I M N O P Q S

手術前の自分に区切りをつける  B C D E F G H J U

患者であることに区切りをつける 全対象者

他人事から自分のことになった養生  C E F J L M Q V

自分の医療に責任を持つ  C E I J N O Q

身の丈に合わせた生活  B C D E F J M R

がんからの生還

区切りをつける

胃全摘体験者として自律する
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１ ） ＜ が ん か ら の 生 還 ＞  

＜ が ん か ら の 生 還 ＞ は 、 胃 が ん と 胃 全 摘 術 後 の 生 活 に お い て 、 い

ま 生 き て い る と い う 実 感 を 通 し 、 が ん か ら の 生 還 に つ い て 胃 全 摘 体

験 者 が 行 っ た 意 味 づ け を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 表 現

し た “ 生 還 と い う 言 葉 の 意 味 ” を 考 え る こ と を 通 し 、 胃 全 摘 体 験 者

が 、 胃 全 摘 術 は “ 生 き る た め の 選 択 ” で あ っ た こ と を 認 め 、 自 分 が

“ が ん か ら 生 還 で き た 理 由 ” を 見 出 し た こ と で あ っ た 。  

＜ が ん か ら の 生 還 ＞ は 、“ 生 還 と い う 言 葉 の 意 味 ”、“ 生 き る た め の

選 択 ”、“ が ん か ら 生 還 で き た 理 由 ” の 3 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

                               

“ 生 還 と い う 言 葉 の 意 味 ” は 、 胃 全 摘 術 後 、 生 還 で き た 人 が い る

一 方 、 生 還 で き な か っ た 人 も い る 現 実 を 経 験 し 、 自 分 が い ま 生 き て

い る こ と の 意 味 を 考 え て い る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 全 摘 体

験 者 は 、「 現 代 は 早 期 発 見 で き れ ば 、胃 が ん と い う 病 気 は 生 還 で き る

病 気 で あ る（ A ,  C ,  I ,  K）」こ と 、「 が ん か ら 生 還 で き た 人 と 生 還 で き

な か っ た 人 （ B ,  E ,  J）」 が い る 現 実 を 経 験 し た 。 こ の 経 験 か ら 、「 生

還 を 果 た せ な か っ た 人 が い る こ と を 忘 れ な い （ C ,  O）」 で 、「 手 術 治

療 を 受 け る こ と が で き た 幸 運 （ F,  Q）」 と 、「 い ま 生 き て い る こ と に

感 謝 す る （ A ,  B ,  G ,  H ,  R）」 こ と を し て 生 き る こ と が 、「 い ま 生 き て

い る 者 の 使 命 （ B ,  C ,  E ,  F,  Q）」 と 考 え た 。  

“ 生 き る た め の 選 択 ” は 、 胃 全 摘 術 は 生 き る た め の 選 択 で あ っ た

こ と を 、 胃 全 摘 体 験 者 が 認 め て い る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃

全 摘 術 は 、体 験 者 に と っ て「 悩 ん だ い の ち の 問 題（ C ,  K）」で あ り 、

「 生 き る た め の 選 択 （ A ,  C ,  R ,  U）」 で あ っ た 。「 手 術 前 も 手 術 後 も

悩 ん だ け れ ど 、 胃 全 摘 術 を 受 け て 良 か っ た と 思 っ た （ B ,  C ,  Q）」 の

で 、「 胃 が な く な る と い う こ と は こ ん な に 大 変 な こ と（ A ,  C ,  D ,  E ,  F,  

H ,  I ,  J ,  K ,  N ,  O ,  P）」 で あ る が 、「 何 に も 耐 え て 絶 対 に 治 ろ う と い う

何をしても支障がない身体からの自信  A B C F H M P U

胃がなくても大丈夫と思えることが頑張りの源  A B C D F G H I J M N O P Q T V

胃はなくても生きていこう  A B C D F G H I J M O P Q R S T

大丈夫と言葉で言い切る回復  A B C G P U

糸が切れる    A B E F I J M N Q S U W

与えられた条件を引き受ける  H I N O Q

胃がなくなった自分の受け入れ  B C H O P U W

自分を受け入れることが生活に及ぼす影響  B C F G H O P R U W

胃はなくても生きていけるという自信

胃を喪った自分を受け入れる
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気 持 ち （ Q）」 で あ っ た 。   

“ が ん か ら 生 還 で き た 理 由 ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 が ん か ら 生 還

す る こ と が で き た と 認 め た 理 由 を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 医 学 の 力（ C ,  

S）」、「 が ん の 早 期 発 見 と 治 療 （ I ,  N）」、 病 気 と 養 生 に 対 す る 「 前 向

き な 気 持 ち と 態 度 （ A ,  M ,  P,  Q）」、「 生 き る 気 持 ち や 養 生 の 困 難 を 支

え て く れ た 百 人 力（ B ,  G）」、「 健 康 を 維 持 す る た め の 自 分 の 方 法（ A ,  

E ,  F,  H ,  O）」、「 運 （ B ,  M）」 な ど で あ り 、 胃 全 摘 体 験 者 一 人 ひ と り

で そ の 内 容 は 異 な っ て い た 。  

 

２ ） ＜ 区 切 り を つ け る ＞  

＜ 区 切 り を つ け る ＞ は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 こ れ ま で と は 異 な る 展

開 を 創 ろ う と 、 そ れ ま で の 行 動 パ タ ー ン や 習 慣 に 、 あ る い は 、 患 者

で あ る と い う 認 識 に 区 切 り を つ け る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 養

生 の プ ロ セ ス を 通 し 、胃 全 摘 体 験 者 が 、“ 手 術 前 の 自 分 に 区 切 り を つ

け る ” こ と 、“ 患 者 で あ る こ と に 区 切 り を つ け る ” こ と で あ っ た 。  

＜ 区 切 り を つ け る ＞ は 、“ 手 術 前 の 自 分 に 区 切 り を つ け る ”、“ 患 者

で あ る こ と に 区 切 り を つ け る ” の 2 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

     

“ 手 術 前 の 自 分 に 区 切 り を つ け る ” は 、 胃 の 喪 失 に よ っ て 生 じ た

変 化 や 、 手 術 か ら の 時 間 の 経 過 に 伴 っ て 生 じ た 変 化 を 受 け と め 、 手

術 前 の 自 分 に も ど ろ う と す る 行 動 に 区 切 り を つ け る こ と を 表 し た 。

具 体 的 に は 、 胃 の な い 身 体 で 暮 ら し た 経 験 に よ っ て 、 胃 全 摘 体 験 者

が「 胃 の あ る 時 代（ C）」に「 区 切 り を つ け る 進 み 方 を す る（ G ,  H）」

こ と で あ っ た 。「 も と の 自 分 に も ど り た い と 養 生 し て き た が 、今 の 自

分 を 否 定 し て も 仕 方 が な い（ B）」、「 胃 の 代 わ り は な い の だ か ら 手 術

前 の 自 分 に は も ど る こ と が で き な い （ D ,  U）」 と 認 識 し 、「 手 術 前 に

は も ど ら な い と い う 納 得 や 覚 悟 が 区 切 り を つ け る（ E ,  H）」こ と で あ

っ た 。「 手 術 前 の 自 分 に 区 切 り を つ け て 、胃 を 喪 う 意 味 を 知 ら な か っ

た 自 分 を 許 す （ F,  J）」 こ と で あ っ た 。 ま た 、 手 術 か ら の 時 間 の 経 過

に よ っ て 、「 何 を や っ て も 差 し 支 え が な い 身 体 で あ る こ と を 認 め た 自

で 、区 切 り を つ け る（ C ,  H）」こ と が で き た 胃 全 摘 体 験 者 も 認 め ら れ

た 。 さ ら に 、「 が ん と い う 病 気 は 5 年 で 一 区 切 り が つ く （ G）」 と い

う い う よ う な 、 医 療 者 の 評 価 で 区 切 り を つ け ら れ る 経 験 を し て い る

こ と が 認 め ら れ た 。  

“ 患 者 で あ る こ と に 区 切 り を つ け る ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 患 者

で あ る と い う 認 識 に 自 ら 区 切 り を つ け る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、

手 術 か ら の 時 間 の 経 過 に 伴 い 、 自 分 自 身 は 「 も う 患 者 で は な い （ 全

対 象 者 ）」と 区 切 り を つ け 、胃 全 摘 体 験 者 と し て の「 ベ テ ラ ン（ B ,  I ,  

R）」、「 一 人 前 （ A ,  C ,  E）」、「 が ん か ら の 生 還 者 （ B ,  D ,  F,  I ,  S）」、

「 手 術 か ら 5 年 が 経 過 す る の を 目 指 す 者 （ T,  U ,  V,  W）」、「 が ん を 体
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験 し た 者 （ F,  N ,  O ,  Q）」、「 が ん 負 け し な か っ た 者 （ H ,  J ,  L ,  M）」 で

あ る と 認 識 す る よ う に な っ た 。  

 

３ ） ＜ 胃 全 摘 体 験 者 と し て 自 律 す る ＞  

＜ 胃 全 摘 体 験 者 と し て 自 律 す る ＞ は 、 術 後 の 養 生 を 通 し て 、 自 分

の 力 で 生 活 す る こ と が で き る よ う に な る 変 化 を 表 し た 。具 体 的 に は 、

胃 を 喪 っ た 身 体 の 反 応 と 養 生 法 に つ い て 何 も わ か ら な い 状 態 で あ っ

た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 生 活 の 経 験 と 手 術 か ら の 時 間 の 経 過 に よ っ て 、

“ 他 人 事 か ら 自 分 の こ と に な っ た 養 生 ”の 段 階 を 経 て 、“ 自 分 の 医 療

に 責 任 を 持 つ ” 態 度 を も ち 、 そ の 人 に と っ て “ 身 の 丈 に 合 わ せ た 生

活 ” を す る よ う に な る 変 化 で あ っ た 。  

＜ 胃 全 摘 体 験 者 と し て 自 律 す る ＞ は 、“ 他 人 事 か ら 自 分 の こ と に な

っ た 養 生 ”、“ 自 分 の 医 療 に 責 任 を 持 つ ”、“ 身 の 丈 に 合 わ せ た 生 活 ”

の 3 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

                   

“ 他 人 事 か ら 自 分 の こ と に な っ た 養 生 ”は 、術 後 の 養 生 に 対 し て 、

他 人 事 ・ 人 任 せ ・ 受 け 身 と い う 態 度 で あ っ た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 生 活

の 経 験 を 重 ね る こ と を 通 し て 、 自 分 の こ と と し て 受 け と め 、 主 体 的

に 関 わ る 態 度 に 変 化 す る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 最 初 は 他 人 事

だ っ た 術 後 の 養 生 が 、 一 つ 一 つ 経 験 し て い く う ち に 自 分 の こ と に な

っ た （ F）」 と い う 変 化 で あ っ た 。 ま た 、 退 院 後 間 も な い 頃 は 、 養 生

に つ い て「 家 族 に お ん ぶ す る（ L ,  M ,  V）」態 度 で あ っ た が 、「 生 活 の

経 験 を 重 ね る う ち に 、 自 分 の で き る 範 囲 で 、 そ の 人 の 暮 ら し 方 で 、

や る し か な い （ J ,  Q）」 と 考 え る よ う に な り 、「 が ん だ か ら と 言 っ て

家 族 に 頼 り す ぎ な い よ う に す る（ C）」態 度 に な り 、「 自 分 の 病 気 の こ

と は 自 分 か ら 動 く （ E）」 行 動 を と る よ う に 変 化 し た こ と で あ っ た 。 

“ 自 分 の 医 療 に 責 任 を 持 つ ” は 、 医 療 を 受 け る 者 と し て 対 処 す る

力 を 身 に つ け 、 自 分 の 医 療 に 対 し 責 任 を 持 つ よ う に な る 変 化 を 表 し

た 。 具 体 的 に は 、 生 活 の 経 験 を 通 し て 、 養 生 は 「 自 分 に 合 わ せ て 自

分 で や る し か な い （ C ,  E ,  I ,  J ,  Q）」、「 養 生 は 自 分 で 対 策 を 考 え 行 動

す る し か な い（ O）」、食 事 管 理 と 対 応 が「 上 手 く い か な い の は 自 分 が

悪 い と 受 け 止 め る（ N）」よ う に な り 、「 責 任 を 自 分 に お く ( N )」態 度

に な る こ と で あ っ た 。ま た 、「 自 分 な り に 医 師 を 育 て よ う（ E）」と い

う 態 度 で 、 医 療 に 関 わ る よ う に な る こ と で あ っ た 。  

“ 身 の 丈 に 合 わ せ た 生 活 ” は 、 胃 全 摘 術 後 の 経 過 や 経 験 は 、 一 人

ひ と り で 異 な る こ と を わ き ま え 、 自 分 に 合 っ た 生 活 を 創 造 す る プ ロ

セ ス を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 夫 婦 の 生 活 を 基 盤 と す る（ C）」な ど 、

そ の 体 験 者 が 自 分 の「 信 念 や 価 値 観 に 従 う（ R）」態 度 で 、「 他 の 人 の

暮 ら し 方 を 尊 重 す る と と も に 、 自 分 の 個 性 も 大 切 に す る （ B ,  D ,  E ,  

F,  J）」 態 度 で 、「 自 分 に マ ッ チ し た 生 活 を 目 指 す （ M）」 こ と で あ っ
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た 。  

 

４ ） ＜ 胃 は な く て も 生 き て い け る と い う 自 信 ＞  

＜ 胃 は な く て も 生 き て い け る と い う 自 信 ＞ は 、 自 分 の 身 体 に 対 す

る 自 信 が 回 復 す る こ と に よ っ て 、 胃 を 喪 っ た 自 分 自 身 に 対 す る 自 信

を 回 復 さ せ る プ ロ セ ス を 表 し た 。具 体 的 に は 、“ 何 を し て も 支 障 が な

い 身 体 か ら の 自 信 ”は 、胃 全 摘 体 験 者 に と っ て 、“ 胃 が な く て も 大 丈

夫 と 思 え る こ と が 頑 張 り の 源 ”と な り 、“ 胃 は な く て も 生 き て い こ う ”

と 考 え 生 活 す る プ ロ セ ス で あ っ た 。“ 胃 は な く て も 生 き て い こ う ”と

い う 考 え と 態 度 に な っ た 胃 全 摘 体 験 者 は 、 周 囲 の 人 々 に “ 大 丈 夫 と

言 葉 で 言 い 切 る 回 復 ” を 果 た し た 。 し か し 、 い つ も の こ と を い つ も

通 り に 行 う 日 常 の 中 で 、“ 糸 が 切 れ る ”状 態 を 経 験 す る こ と も あ っ た 。 

＜ 胃 は な く て も 生 き て い け る と い う 自 信 ＞ は 、“ 何 を し て も 支 障 が

な い 身 体 か ら の 自 信 ”、“ 胃 が な く て も 大 丈 夫 と 思 え る こ と が 頑 張 り

の 源 ”、“ 胃 は な く て も 生 き て い こ う ”、“ 大 丈 夫 と 言 葉 で 言 い 切 る 回

復 ”、“ 糸 が 切 れ る ” の 5 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

 

“ 何 を し て も 支 障 が な い 身 体 か ら の 自 信 ” は 、 術 後 の 自 分 に つ い

て 、 手 術 前 よ り マ イ ナ ス に な っ た 、 レ ベ ル が 低 下 し た と 受 け と め た

胃 全 摘 体 験 者 が 、 自 分 の 身 体 は 生 活 に 支 障 が な い と 認 め る こ と に よ

っ て 、自 信 を 回 復 さ せ る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 体 重 が 回 復 し

な い と 心 配 す る（ G ,  I ,  J ,  L ,  S）」胃 全 摘 体 験 者 が 、医 師 の 言 う 通 り 、

自 分 の 身 体 は 「 体 重 は 回 復 し な い が 、 何 を し て も 差 し 支 え の な い 身

体 （ C ,  H）」 で あ る こ と に 気 づ く こ と に よ っ て 、「 体 重 は 回 復 し な い

が 、 何 の 問 題 が あ る だ ろ う か （ A ,  C ,  M ,  P）」 と 考 え る こ と が で き る

よ う に な り 、「 自 分 自 身 に 対 す る 自 信 が も て た （ B ,  C ,  F,  H ,  U）」 こ

と で あ っ た 。  

“ 胃 が な く て も 大 丈 夫 と 思 え る こ と が 頑 張 り の 源 ” は 、 胃 は な く

て も 大 丈 夫 と 思 え る こ と が 、 胃 全 摘 体 験 者 に 、 頑 張 ろ う と い う 前 向

き な 気 持 ち や 態 度 を 導 く こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 生 活 の な か で

「 胃 は な く て も 大 丈 夫 （ A ,  I ,  M ,  N ,  P）」 と 思 う 経 験 は 、「 胃 は な く

て も 生 き て い け る （ A ,  B ,  C ,  D ,  F,  G ,  H ,  I ,  J ,  M ,  O ,  P,  Q ,  R ,  S ,  T）」

と い う 思 い を 支 え る 、「 頑 張 り に つ な が る （ N ,  P）」、「 頑 張 る 力 に な

る（ V）」こ と で あ っ た 。胃 全 摘 体 験 者 は 、「 胃 を 喪 っ た 人 な ら 誰 で も

体 験 し て い る こ と 、 何 と か な る （ A ,  D ,  E ,  M ,  N ,  P）」 と 考 え る 、「 医

師 の 大 丈 夫 と い う 言 葉（ A ,  C ,  E ,  H ,  N ,  U）」 を 信 じ る 、「 胃 の な い 身

体 で 食 べ る こ と が で き る （ A ,  B ,  C ,  D ,  E ,  F,  G ,  J ,  K ,  L ,  M ,  N ,  O ,  Q ,  

T,  U ,  V,  W）」よ う に な っ た 変 化 を 認 め る 、「 モ デ ル と な る 人（ E ,  M）」

を も つ 、な ど を 通 し て 、「 胃 が な く て も 大 丈 夫 」と い う 気 持 ち を も つ

こ と が で き た 。  
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“ 胃 は な く て も 生 き て い こ う ” は 、 養 生 を 通 し て 、 自 分 の 身 体 や

状 況 が 良 く な っ て き て い る こ と 、 胃 は な く て も 大 丈 夫 と 認 め る こ と

に よ っ て 安 心 し 、 胃 の な い 身 体 で 生 き る 覚 悟 を す る こ と を 表 し た 。

具 体 的 に は 、「 回 復 を 実 感 す る 安 心 （ A ,  B ,  C ,  V）」 感 と 、「 生 活 の 知

恵 を 得 た こ と か ら の 自 信（ C）」に よ っ て 、「 胃 は な く て も 生 き て い け

る （ A ,  B ,  C ,  D ,  F,  G ,  H ,  I ,  J ,  M ,  O ,  P,  Q ,  R ,  S ,  T）」 と 考 え る こ と

が で き る よ う に な る こ と で あ っ た 。           

“ 大 丈 夫 と 言 葉 で 言 い 切 る 回 復 ” は 、 養 生 の プ ロ セ ス に お い て 、

家 族 や 周 囲 の 人 々 か ら か け ら れ て き た 大 丈 夫 と い う 言 葉 を 使 っ て 、

胃 全 摘 体 験 者 の 方 か ら 彼 ら に 対 し 、 回 復 を 宣 言 す る 行 動 を 表 し た 。

具 体 的 に は 、養 生 が 進 む な か で 、胃 全 摘 体 験 者 に 、「 家 族 や 身 近 な 人 々

を 安 心 さ せ た い （ B ,  C ,  G ,  U）」 と い う 気 持 ち が 生 じ 、 周 囲 の 人 々 に

対 し 、自 ら「 大 丈 夫 と い う 言 葉 を 出 す（ A ,  C ,  P,  U）」こ と で あ っ た 。

大 丈 夫 と い う 言 葉 を 受 け と っ た 家 族 や 周 囲 の 人 々 は 、 胃 全 摘 体 験 者

は 、「 自 分 か ら 大 丈 夫 と 言 え る と こ ろ ま で 回 復 が 進 ん だ と 安 心（ す る ）

（ G ,  P）」 し 、 胃 全 摘 体 験 者 へ の 関 わ り 方 が 、「 生 活 に 手 を か け 援 助

す る や り 方 か ら 、 見 守 り に 変 化 し た （ G ,  U）」。 大 丈 夫 と い う 言 葉 を

表 明 し た 時 期 は 、「 手 術 か ら 1 年 半（ A ,  U）」の 者 、「 手 術 か ら 丸 3 年

（ O）」 の 者 が お り 、 個 人 差 が 認 め ら れ た 。  

“ 糸 が 切 れ る ” は 、 生 活 に お い て 、 切 れ る と こ ろ で は な い と こ ろ

で 、 胃 全 摘 体 験 者 の 気 持 ち や 行 動 が 切 れ て し ま う こ と を 表 し た 。 具

体 的 に は 、「 気 を 張 る（ E ,  F,  J ,  U）」、「 頑 張 る し か な い と 頑 張 る（ A ,  

I ,  Q ,  S ,  W）」 毎 日 の 養 生 の な か で 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、「 糸 が 切 れ る

（ A ,  E）」経 験 を す る こ と で あ っ た 。「 糸 が 切 れ た（ る ）」胃 全 摘 体 験

者 は 、「 自 分 は や っ ぱ り だ め だ（ E）」 と い う 感 情 に な り 、「 再 び 家 に

閉 じ こ も る 、 挑 戦 を 中 断 す る （ E）」 状 態 に な っ た 。 再 び 「 挑 戦 す る

（ A ,  D ,  E ,  F,  G ,  J ,  M ,  O ,  P,  Q ,  U）」 気 持 ち を も つ こ と 、「 糸 が 切 れ

る 前 の 状 態 に も ど る （ E）」 に は 、「 勇 気 （ F）」、「 パ ワ ー （ U）」、「 エ

ネ ル ギ ー （ A ,  J）」、「 楽 し む 気 持 ち （ J ,  Q）」、「 生 活 を よ り 良 く し た

い （ A ,  B ,  C ,  G ,  V,  W）」、「 時 間 （ A ,  B ,  F）」 な ど が 必 要 で あ っ た 。

ま た 、「 家 族 に 外 に 引 っ 張 り 出 し て も ら う （ E ,  N）」、「 自 分 の な か に

何 々 し た い と い う 気 持 ち が わ く よ う な 、周 囲 の 働 き か け（ F）」、誰 か

に 「 頑 張 り を 認 め て も ら う （ A ,  B ,  M）」 の よ う な 他 者 の 関 わ り を 要

し た 。  

 

５ ） ＜ 胃 を 喪 っ た 自 分 を 受 け 入 れ る ＞  

＜ 胃 を 喪 っ た 自 分 を 受 け 入 れ る ＞ は 、胃 全 摘 術 に よ る 変 化 を 含 め 、

胃 を 喪 っ た 自 分 を 、 そ れ が 自 分 に な っ た と 受 け 入 れ る プ ロ セ ス を 表

し た 。具 体 的 に は 、養 生 を 通 し て 、“ 与 え ら れ た 条 件 を 引 き 受 け て（ る ）”

生 き る 気 持 ち に な り 、“ 胃 が な く な っ た 自 分 を（ の ）受 け 入 れ ”る よ
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う に な る こ と で あ っ た 。ま た 、“ 自 分 を 受 け 入 れ る こ と が 生 活 に 及 ぼ

す 影 響 ” を 経 験 す る こ と で あ っ た 。   

＜ 胃 を 喪 っ た 自 分 を 受 け 入 れ る ＞ は 、“ 与 え ら れ た 条 件 を 引 き 受 け

る ”、“ 胃 が な く な っ た 自 分 の 受 け 入 れ ”、“ 自 分 を 受 け 入 れ る こ と が

生 活 に 及 ぼ す 影 響 ” の 3 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

     

“ 与 え ら れ た 条 件 を 引 き 受 け る ” は 、 養 生 を 通 し て 、 胃 全 摘 体 験

者 が 、自 分 の 置 か れ た 状 況 を 引 き 受 け る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、

胃 が ん と い う 病 気 と 胃 全 摘 術 後 の 反 応 に 対 応 す る 胃 全 摘 体 験 者 が 、

「 い の ち は 自 然 の 流 れ そ の も の な の で 、 そ の 流 れ に 身 を 任 せ て 、 そ

の 中 で 最 善 を 尽 く す し か な い 。な る よ う に し か な ら な い 。（ H）」、「 が

ん に な っ て し ま っ た こ と は 仕 方 が な い と 開 き 直 る（ N ,  O ,  Q）」、と い

う よ う に 、「 そ う い う 条 件 を 引 き 受 け て 生 き る（ I）」と 覚 悟 す る こ と

で あ っ た 。   

“ 胃 が な く な っ た 自 分 の 受 け 入 れ ” は 、 胃 全 摘 術 か ら 時 間 が 経 過

し 、 養 生 で 生 活 の 知 恵 が 身 に つ い て い く な か で 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、

胃 を 喪 っ た 身 体 に 一 生 涯 つ き 合 わ な け れ ば な ら な い と 認 め 、 胃 を な

く し た 自 分 を 受 け 入 れ る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 術 後 の 生 活 を

通 し て 、「 胃 を 喪 う こ と は そ う い う も の だ と 受 け 入 れ る （ O ,  U）」 こ

と で あ り 、「 胃 が な い 状 態 を 腸 が 受 け 入 れ る（ W）」こ と で あ り 、「 手

術 後 か ら の 新 し い 習 慣 を 含 め て 、そ れ が 自 分 に な っ た ( B ,  C ,  O )」と 、

「 胃 が な く な っ た 自 分 を 受 け 入 れ る （ B ,  C ,  O ,  P,  W）」 こ と で あ っ

た 。あ る 体 験 者 は 、「 生 き が い で あ る 農 作 業 で 触 れ た 土 を 通 し て 、手

術 前 の 自 分 と 再 び つ な が る 感 覚 を 得 る こ と が で き た（ H）」の で 、「 百

姓 で あ る 自 分 は ど こ に も 行 か ず 、ち ゃ ん と こ こ に い る（ H）」と 、「 胃

が な く な っ た 自 分 を 受 け 入 れ る 」 こ と が で き た 。  

“ 自 分 を 受 け 入 れ る こ と が 生 活 に 及 ぼ す 影 響 ” は 、 胃 を 喪 っ た 自

分 を 受 け 入 れ た 胃 全 摘 体 験 者 は 、 養 生 の 原 動 力 や 目 的 が 変 化 す る こ

と を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 手 術 前 の 状 態 に も ど り た い（ A ,  E ,  Q ,  T,  

U ,  W）」と い う 気 持 ち を 原 動 力 に 養 生 し て い た 胃 全 摘 体 験 者 が 、「 身

体 の 回 復 の 確 実 性 か ら 、将 来 へ の 期 待 が 膨 ら み（ む ）（ U）」、「 胃 が な

く な っ た 自 分 を 受 け 入 れ る （ B ,  C ,  O ,  P,  W）」 こ と が で き る と 、「 将

来 に 希 望 や 目 標 を 見 出 す （ W）」 よ う に な っ た 。 ま た 、「 将 来 に つ い

て 思 考 す る （ F,  G ,  H ,  R）」 よ う に な っ た 。  

 

６ ．【 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 】  

【 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 】 は 、 養 生 に 耐 え た 経 験 を

糧 に 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 こ れ か ら ど う 生 き る か に つ い て 自 分 自 身 と

対 話 す る プ ロ セ ス を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 ＜ こ れ か ら ど う 生 き る か

自 分 と の 対 話 ＞ を 行 う な か で 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 自 分 自 身 の な か の
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＜ 人 と し て だ め に な り た く な い ＞ と い う 気 持 ち を 認 め 、 ＜ 胃 が ん と

胃 全 摘 術 に よ る 傷 つ き と 誇 り ＞ の 経 験 と 、 ＜ 養 生 の 経 験 が つ く る 力

＞ を 糧 に 、 自 分 の 人 生 を 切 り 開 く こ と で あ っ た 。  

【 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 】 は 、 ＜ こ れ か ら ど う 生 き

る か 自 分 と の 対 話 ＞ 、 ＜ 人 と し て だ め に な り た く な い ＞ 、 ＜ 胃 が ん

と 胃 全 摘 術 に よ る 傷 つ き と 誇 り ＞ 、 ＜ 養 生 の 経 験 が つ く る 力 ＞ の 4

つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー を 含 ん だ 。 以 下 に 、 4 つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー に つ

い て 順 に 説 明 す る （ 表 ７ 参 照 ）。  

 

表 7．【 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 】  

 
 

１ ） ＜ こ れ か ら ど う 生 き る か 自 分 と の 対 話 ＞  

＜ こ れ か ら ど う 生 き る か 自 分 と の 対 話 ＞ は 、 こ の 先 を ど う 生 き る

か に つ い て 、 胃 全 摘 体 験 者 が 自 分 自 身 と 対 話 す る こ と を 表 し た 。 具

体 的 に は 、“ こ の 先 を ど う 生 き る か ” と 、“ い の ち と 生 き 方 に つ い て

の 対 話 ”を 行 い 、“ 病 気 を し た か ら こ そ 生 き よ う ”と い う 意 思 を 、自

分 の な か に 認 め る プ ロ セ ス を 表 し た 。  

＜ こ れ か ら ど う 生 き る か 自 分 と の 対 話 ＞ は 、“ こ の 先 を ど う 生 き る

か ”、“ い の ち と 生 き 方 に つ い て の 対 話 ”、“ 病 気 を し た か ら こ そ 生 き

＜サブカテゴリー＞ “概念” 　　　　　　　　　　　「ケース」

この先をどう生きるか  A B E H K M N O P

いのちと生き方についての対話  A B F H K L N P

病気をしたからこそ生きよう  B C D F G H O P Q U W

その人の存在全体からの反応  I J R U

自分を磨く  B D E F O Q

自分の道を開く努力  B C E F H I M N O Q R S

胃がんと胃全摘術による傷つき  A B C D E F G I J K L M  N O P Q U V

胃がんと養生の経験から見出した強み  B F J R W

私を誇りに思う家族    A B C F G J L Q

胃は喪ったが誇りは失わずに生きよう　　　　　　　　　 B F H J P R

地道に対応した結果として残る養生の筋道  B C E F G H I M N O P Q R T U V W

経験を伝える意味  A B F G H I P R S T U V W

他者に伝えたい内容  A C D E F G J K M N O Q S U W

経験の伝え方  A B C E G K

人としてだめになりたくない

胃がんと胃全摘術による傷つきと誇り

これからどう生きるか自分との対話

養生の経験がつくる力
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よ う ”、 の 3 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

 

“ こ の 先 を ど う 生 き る か ” は 、 術 後 の 生 活 に お い て 、 こ の 先 を ど

う 生 き る の か と い う 言 葉 が 、 胃 全 摘 体 験 者 か ら こ ぼ れ 出 る 状 況 が あ

る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、退 院 し て 間 も な い 頃 は 、「 見 通 し が 真

っ 暗 （ E ,  O ,  P）」 と 感 じ 、「 こ の 先 を ど う 生 き る か （ E ,  G ,  K）」 と い

う 言 葉 が こ ぼ れ た 。 手 術 か ら 時 間 が 経 過 す る と 、「 こ れ か ら が 大 事

（ N）」 と 、「 前 を 向 く （ B ,  H ,  M ,  N ,  Q）」 態 度 で 、「 こ の 先 ど う 生 き

る か 」 と い う 言 葉 が こ ぼ れ た 。 胃 が ん と 胃 全 摘 術 に よ っ て 、 自 分 の

「 居 場 所（ A ,  K）」や「 趣 味 を 諦 め る（ O）」こ と を し た 胃 全 摘 体 験 者

は 、「 気 が 抜 け て い る （ A）」、「 ま だ 何 も 見 つ か ら な い （ K）」 と い う

状 況 で 、「 こ の 先 を ど う 生 き る か 」 と い う 言 葉 が こ ぼ れ た 。  

“ い の ち と 生 き 方 に つ い て の 対 話 ” は 、こ れ か ら の 人 生 に つ い て 、

自 分 自 身 と 対 話 す る 行 動 を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 い ま 生 き て い る こ

と に 感 謝 す る （ A ,  B ,  G ,  H ,  R）」、「 生 か さ れ た 者 と し て （ P）」、「 生

き て 帰 っ た 喜 び 、 感 謝 に 包 ま れ る （ H）」、「 一 般 性 な ん か 関 係 な い 、

俺 は 俺（ L）」、「 後 ろ を 振 り 返 っ て も 病 気 は 良 く な ら な い（ N）」、「 気

が 抜 け て い る （ A）」、「 ま だ 何 も 見 つ か ら な い （ K）」 と い う よ う に 、

様 々 な 感 情 を 抱 き な が ら 、 こ れ か ら の 生 き 方 、 自 分 と 生 活 の 在 り 方

に つ い て 、 自 分 自 身 と 「 対 話 （ F,  H）」 す る こ と で あ っ た 。  

“ 病 気 を し た か ら こ そ 生 き よ う ” は 、 自 分 自 身 と の 対 話 を 通 し て

見 出 し た 、 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て の 生 き る こ と に つ い て の 意 味 を 表

し た 。具 体 的 に は 、「 大 病 を し た か ら こ そ 生 き て や ろ う（ Q ,  U）」、「 い

の ち を 助 け て も ら っ た こ と に 感 謝 し 、前 に 進 も う（ W）」、「 こ の 先 ど

う 生 き る か が 肝 心（ G ,  P）」、「 こ れ か ら 恩 返 し を し て い き た い（ B ,  C ,  

D ,  F,  H ,  O）」、「 い つ 死 ん で も よ い と 思 う 一 方 で 、 食 事 に か け る エ ネ

ル ギ ー か ら 、 生 き た い と 思 っ て い る こ と を 知 っ た （ J）」 が 代 表 す る

よ う に 、 胃 が ん と 胃 全 摘 術 の 経 験 を 反 映 さ せ 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 生

き 方 に 関 す る 何 ら か の 意 思 や 態 度 を も つ こ と で あ っ た 。  

 

２ ） ＜ 人 と し て だ め に な り た く な い ＞  

＜ 人 と し て だ め に な り た く な い ＞ は 、 胃 術 後 障 害 や 、 が ん の 再 発

転 移 に 関 す る 心 配 に 対 処 す る な か で 、 胃 全 摘 体 験 者 が 自 分 の な か に

認 め た 気 持 ち を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 人 と し て だ め に な り た く な い

と い う 気 持 ち は 、  “ そ の 人 の 存 在 全 体 か ら の 反 応 ”で あ り 、人 と し

て だ め に な ら な い よ う に 胃 全 摘 体 験 者 は 、“ 自 分 を 磨 く ”努 力 と 、“ 自

分 の 道 を 開 く 努 力 ” を 行 っ た 。  

＜ 人 と し て だ め に な り た く な い ＞ は 、“ そ の 人 の 存 在 全 体 か ら の 反

応 ”、“ 自 分 を 磨 く ”、“ 自 分 の 道 を 開 く 努 力 ”の 3 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  
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“ そ の 人 の 存 在 全 体 か ら の 反 応 ” は 、 術 後 の 生 活 に お い て 胃 全 摘

体 験 者 は 、 胃 全 摘 体 験 者 と し て の み な ら ず 、 今 の 自 分 は 人 と し て ど

う な の か と い う 観 点 か ら 反 応 し て い る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、

日 々 の 養 生 を 通 し て 、 自 分 の な か に 認 め た 「 胃 が ん に な り 、 胃 を 喪

っ た け れ ど 、 人 と し て は だ め に な り た く な い （ I ,  J）」 と い う 気 持 ち

は 、 が ん が 再 発 転 移 す る の で は な い か と 心 配 し 「 泥 濘 の 中 に あ る 自

分 を 支 え る 根 本 的 な 感 情（ U）」で あ り 、「 自 分 の 根 底 か ら の 声（ R）」

で あ る と 、 胃 全 摘 体 験 者 は 受 け と め た 。  

“ 自 分 を 磨 く ” は 、 人 と し て だ め に な り た く な い と い う 気 持 ち に

反 応 し て 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 自 分 と い う 人 間 を 高 め よ う と 努 力 す る

こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 養 生 を 通 し て 「 や は り 私 は そ う い う 人

間 （ B ,  G ,  H ,  I）」 と 自 分 に つ い て の 理 解 を 深 め 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、

「 自 分 の 弱 い と こ ろ を 強 く す る （ E ,  F）」 努 力 を し た り 、「 外 来 通 院

を 理 由 に 、仕 事 は で き る だ け 休 ま な い こ と を 自 分 に 課 す（ D ,  O）」こ

と を し た り 、「 身 な り に 気 を 遣 う （ B ,  F,  Q）」 配 慮 を し た り 、「 鏡 を

見 て 肌 を 磨 い て 、い つ ま で も 若 々 し く い る 努 力（ F）」を 行 っ て い た 。  

“ 自 分 の 道 を 開 く 努 力 ” は 、 人 と し て だ め に な り た く な い と い う

気 持 ち に 沿 い 、 自 分 の 道 を 開 こ う と 努 力 す る 行 動 を 表 し た 。 具 体 的

に は 、「 自 分 の 身 体 を 知 る こ と が 明 日 へ の 道 を 開 く（ E ,  M ,  R）」と 受

け と め 、 胃 全 摘 体 験 者 が 「 自 分 の 身 体 に つ い て 知 る （ C ,  E ,  F,  O ,  R ,  

S）」努 力 を 行 い 、日 々 の 出 来 事 に 自 分 自 身 が「 骨 折 る（ E ,  R）」対 応

を す る こ と で あ っ た 。ま た 、「 人 生 を 後 悔 し た り 人 を 恨 ん だ り し て も

仕 方 が な い の で 、 病 気 を 超 え て い こ う （ I）」、「 後 ろ を 振 り 返 っ て も

病 気 は 良 く な ら な い か ら 、前 を 向 い て 行 こ う（ N）」の よ う に 、心 が

「 前 を 向 く （ B ,  H ,  M ,  N ,  Q）」 よ う に 心 が け る こ と で あ っ た 。  

 

３ ） ＜ 胃 が ん と 胃 全 摘 術 に よ る 傷 つ き と 誇 り ＞  

＜ 胃 が ん と 胃 全 摘 術 に よ る 傷 つ き と 誇 り ＞ は 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、

が ん と い う 病 気 と そ の 治 療 、 養 生 に よ っ て 傷 つ く 経 験 を し て い る こ

と 、 そ の 傷 つ き 苦 悩 す る 経 験 か ら 、 自 分 の 人 生 に お け る プ ラ ス 面 を

見 出 し 、 誇 り を も っ て 生 き よ う と し て い る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に

は 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、“ 胃 が ん と 胃 全 摘 術 に よ る 傷 つ く （ き ）” 経 験

を す る だ け で な く 、“ 胃 が ん と 養 生 の 経 験 か ら 見 出 し た 強 み ”を 認 め 、

“ 私 を 誇 り に 思 う 家 族 ”に 応 え る た め 、“ 胃 は 喪 っ た が 誇 り は 失 わ ず

に 生 き よ う ” と す る 態 度 で あ っ た 。  

＜ 胃 が ん と 胃 全 摘 術 に よ る 傷 つ き と 誇 り ＞ は 、“ 胃 が ん と 胃 全 摘 術

に よ る 傷 つ き ”、“ 胃 が ん と 養 生 の 経 験 か ら 見 出 し た 強 み ”、“ 私 を 誇

り に 思 う 家 族 ”、“ 胃 は 喪 っ た が 誇 り は 失 わ ず に 生 き よ う ” の 4 つ の

概 念 を 含 ん だ 。  
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“ 胃 が ん と 胃 全 摘 術 に よ る 傷 つ き ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 胃 が ん

と 胃 全 摘 術 の 経 験 で 傷 つ い て い る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 胃 全

摘 術 後 と い え ば 食 事 管 理 と 後 遺 症 （ A ,  B ,  C ,  D ,  E ,  G ,  I ,  J ,  K ,  L ,  M ,  

N ,  O ,  P,  Q）」 に 代 表 さ れ る よ う に 、 胃 全 摘 体 験 者 は 身 体 的 苦 痛 を 経

験 し て い た 。 ま た 、 近 隣 の 人 に 「 あ の 人 は が ん だ か ら も う す ぐ 死 ぬ

と か 、 が ん で 死 ん だ と 吹 聴 さ れ た （ M）」 に 代 表 さ れ る よ う に 、「 周

囲 の 人 々 の 反 応（ B ,  F,  K ,  U）」に よ っ て 、胃 全 摘 体 験 者 は 、精 神 的 、

社 会 的 に も 傷 つ き 苦 悩 し て い た 。 胃 全 摘 体 験 者 は 、 こ れ ら は 「 胃 が

ん の 悔 し さ つ ら さ （ K ,  V）」 で あ る と 受 け と め た 。  

“ 胃 が ん と 養 生 の 経 験 か ら 見 出 し た 強 み ” は 、 胃 が ん と そ の 養 生

に 関 す る 経 験 に よ っ て 、 胃 全 摘 体 験 者 は 苦 悩 す る と と も に 、 人 と し

て の 強 み を 見 出 し た こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 の 喪 失 に 伴 う 傷

つ き と 苦 悩 の 経 験 を 通 し て 、「 病 気 を し て 弱 み を も っ た か ら こ そ わ か

る 人 の 痛 み（ F）」、「 病 気 の 経 験 か ら 知 っ た 普 段 の 生 活 の あ り が た さ

（ R）」 が 代 表 す る よ う に 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 新 し い 価 値 を 見 出 し 、

こ れ ら は 「 人 と し て の プ ラ ス ・ 強 み （ B ,  F,  J ,  W）」 で あ る と 意 味 づ

け た こ と で あ っ た 。  

“ 私 を 誇 り に 思 う 家 族 ” は 、 家 族 が 、 胃 が ん と そ の 治 療 、 養 生 に

つ い て の 頑 張 り を 認 め 、 誇 り に 思 っ て く れ て い る こ と を 、 胃 全 摘 体

験 者 が 認 知 し 、 家 族 の 思 い に 応 え よ う と 努 力 す る こ と を 表 し た 。 具

体 的 に は 、「 家 族 に と っ て の が ん （ A ,  B ,  F）」 の 経 験 に つ い て 、 胃 全

摘 体 験 者 は 、「 家 族 も 苦 労 を 共 に す る （ C ,  L ,  Q）」 こ と 、「 家 族 は 本

人 以 上 に 食 事 管 理 で 苦 労 を し て い る （ 家 族 ）（ O ,  P）」 こ と を 認 め て

い た 。ま た 、「 お 母 さ ん の 病 気 に 対 す る 姿 勢 や 、医 療 を 受 け る 態 度 を 、

誇 り に 思 う と 言 っ て く れ て う れ し か っ た（ F,  J）」、「 自 分 の 頑 張 り を

誇 り に 思 っ て く れ る 家 族 に よ っ て 、 自 分 の 生 き 方 を 誇 り に 思 う よ う

に な っ た（ G ,  J）」が 代 表 す る よ う に 、胃 全 摘 体 験 者 は 、家 族 と の 関

わ り で 自 分 に 対 す る 自 信 を 取 り も ど す と と も に 、 家 族 の 思 い に 応 え

よ う と 努 力 し て い た 。  

“ 胃 は 喪 っ た が 誇 り は 失 わ ず に 生 き よ う ” は 、 胃 全 摘 術 後 を 生 き

る 拠 り 所 を 見 出 し 、 人 と し て 誇 り を も っ て 生 き よ う と す る 胃 全 摘 体

験 者 の 意 思 と 態 度 を 表 し た 。具 体 的 に は 、あ る 胃 全 摘 体 験 者 は 、「 家

族 の 介 護 を 一 生 懸 命 に 行 い 、 看 取 り ま で や り 遂 げ た の で 、 悪 い 死 に

方 は し な い だ ろ う（ B ,  F）」、「 自 分 の こ れ ま で の 生 き 方 を 誇 り に 思 う

（ H ,  J）」な ど の よ う に 、こ れ ま で の 生 き 方 に 拠 り 所 を 見 出 し て い た 。

ま た 、 別 の 体 験 者 は 、「 支 え 続 け て く れ た 家 族 （ C ,  F,  G ,  H ,  L ,  N ,  O ,  

S ,  T,  W）」に よ っ て 自 分 の 存 在 価 値 を 認 め 、「 家 族 の た め に 元 気 に な

ろ う （ F,  G ,  Q）」 と い う こ と が 、 生 き る 拠 り 所 で あ っ た 。 見 出 し た

生 き る 拠 り 所 を 支 え に 、胃 全 摘 体 験 者 は 、「 胃 は な く て も 誇 り は も っ

て 生 活 の 場 に 立 つ（ R）」、「 胃 は な く て も み み っ ち い 生 き 方 は し な い
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（ P）」 と い う よ う な 意 思 と 態 度 を も っ た 。  

 

４ ） ＜ 養 生 の 経 験 が つ く る 力 ＞  

＜ 養 生 の 経 験 が つ く る 力 ＞ は 、 日 々 の 養 生 の 経 験 に よ っ て 、 胃 全

摘 体 験 者 は 、胃 の な い 身 体 で 生 活 を す る 力 を 会 得 す る こ と を 表 し た 。

具 体 的 に は 、“ 地 道 に 対 応 し た 結 果 と し て 残 る 養 生 の 筋 道 ”を 自 覚 す

る と と も に 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 多 く の 人 々 の 世 話 に な り 、 助 け ら れ

た 者 の 道 理 と し て“ 経 験 を 伝 え る 意 味 ”に 思 い を 寄 せ 、“ 他 者 に 伝 え

た い 内 容 ” を 具 体 化 し 、“ 経 験 の 伝 え 方 ” に つ い て 考 え て い た 。  

 ＜ 養 生 の 経 験 が つ く る 力 ＞ は 、“ 地 道 に 対 応 し た 結 果 と し て 残 る 養

生 の 筋 道 ”、“ 経 験 を 伝 え る 意 味 ”、“ 他 者 に 伝 え た い 内 容 ”、“ 経 験 の

伝 え 方 ” の 4 の 概 念 を 含 ん だ 。  

                

“ 地 道 に 対 応 し た 結 果 と し て 残 る 養 生 の 筋 道 ” は 、 胃 全 摘 体 験 者

が 、 退 院 間 も な い 頃 と 現 在 の 自 分 と を 、 あ る い は 、 他 の 胃 全 摘 体 験

者 と 自 分 と を 比 較 す る こ と を 通 し て 、 地 道 に 経 験 す る こ と が 創 る 力

を 認 め た こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、養 生 は 、「 経 験 を 積 む こ と に よ

っ て 身 に つ く 力（ C ,  E）」で あ る こ と 、「 実 際 に 生 活 を お く っ て 、徐 々

に 胃 を 喪 う こ と の 意 味 を 理 解 で き た（ I ,  T,  V）」プ ロ セ ス で あ る こ と

を 認 め た 。ま た 、自 分 に と っ て「 モ デ ル と な る 人（ E ,  M）」や 、様 々

な 医 療 者 と の 関 わ り は 、「 経 験 が あ る 人 と な い 人 と の 違 い を 知 る（ っ

た ）（ C ,  E ,  R）」、「 経 験 が 豊 か な 人 は 頭 と 技 術 、行 動 が つ な が り 連 動

す る （ E ,  F,  Q）」 こ と を 知 る こ と に な っ た と 認 め た 。 さ ら に 、 養 生

の「 経 験 は 、そ の 症 状 の 一 連 を 予 測 し 、先 を 読 む 力（ C ,  E）」を 導 き 、

「 こ れ は 大 丈 夫 、あ る い は 、こ れ は 何 か 変 だ と 判 断 す る 力（ E ,  O ,  P,  

R ,  U ,  W）」を 育 み 、そ の 結 果 、「 何 が 起 こ っ た の か 見 当 が つ く 、今 後

の 経 過 に つ い て の 見 当 が つ く（ G ,  H ,  N）」力 を 導 く こ と 、「 時 間 を か

け て 身 体 を 回 復 さ せ た 経 験 が 見 通 し を つ く る （ B ,  E ,  G ,  U）」 こ と を

理 解 し た 。  

“ 経 験 を 伝 え る 意 味 ”は 、病 気 や 養 生 に 関 す る こ れ ま で の 経 験 を 、

知 恵 と し て 自 分 に 蓄 え る だ け で な く 、 他 者 に 伝 え 、 社 会 や 医 療 の た

め 、 他 者 の た め に 役 立 ち た い と い う こ と に 意 味 を 見 い だ し た こ と を

表 し た 。具 体 的 に は 、養 生 を 実 践 し て き た 経 験 は 、胃 全 摘 体 験 者 に 、

「 命 を 助 け て く れ た 医 療 （ B ,  C ,  S ,  U）」、「 励 ま し 続 け て く れ た 家 族

（ A ,  C ,  F,  G ,  O ,  W）」、「 世 話 に な っ た 人 々 に 感 謝 す る（ A ,  H ,  R ,  W）」

気 持 ち か ら 、今 度 は 自 分 が「 恩 返 し を し た い（ B ,  G ,  H ,  S ,  U）」、「 誰

か の 役 に 立 ち た い （ C ,  F,  H ,  Q）」 と い う 希 望 を 導 い た 。 自 分 自 身 が

苦 労 し て「 経 験 し た か ら こ そ わ か っ た こ と（ I ,  T,  V）」に つ い て 、「 自

分 に 蓄 え る だ け で な く 他 の 人 に も 伝 え よ う と 思 う （ B ,  F,  H ,  P）」 と

い う 気 持 を 抱 く よ う に な っ た 。  
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“ 他 者 に 伝 え た い 内 容 ” は 、 自 分 の 病 気 と 養 生 の 経 験 に つ い て 、

他 者 に 伝 え た い と 考 え る 内 容 を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 も し 得 る こ と

が で き れ ば 、 養 生 の 助 け と な っ た で あ ろ う と 考 え た 情 報 と 支 援 （ E ,  

J ,  Q）」 で あ っ た 。 具 体 的 に は 、「 こ の 先 の 見 通 し （ A ,  E ,  F,  N ,  U ,  

W）」、退 院 間 も な い 頃 の「 慣 れ な い 時 期 に と り が ち な 行 動 と 失 敗（ C ,  

D ,  E ,  G ,  O）」、「 胃 を 喪 う こ と の 意 味 （ A ,  E ,  F,  K ,  M）」、「 胃 を 喪 っ

た 人 に と っ て 生 活 上 の 大 事 な こ と （ A ,  G ,  S）」、「 我 慢 し て 待 つ （ 全

対 象 者 ）」 こ と の 意 味 、 な ど で あ っ た 。  

 “ 経 験 の 伝 え 方 ” は 、 胃 が ん と い う 病 気 と 胃 全 摘 術 、 そ の 後 の 養

生 の 経 験 や 、 経 験 に よ っ て 会 得 し た 知 恵 を 、 他 者 に 伝 え る 方 法 を 表

し た 。具 体 的 に は 、胃 全 摘 体 験 者 は 、「 経 験 を 言 葉 で 伝 え る こ と は 困

難（ E）」と 考 え て い た 。経 験 の 伝 え 方 と し て 、「 一 緒 に 食 事 や 日 常 生

活 動 作 を 行 っ て 、私 は こ う し て い る と や っ て み せ る 方 法（ A ,  E ,  G）」、

動 作 を「 見 て も ら う 方 法（ B ,  C）」、「 実 際 に 食 べ て も ら っ て 反 応 を 納

得 し て も ら う 。 そ の 上 で ア ド バ イ ス す る （ K）」 方 法 を 提 案 し た 。  

   

７ ．【 受 け と め と 対 応 と の 連 鎖 】  

 【 受 け と め と 対 応 と の 連 鎖 】 は 、 胃 全 摘 体 験 者 の 自 分 に つ い て の

受 け と め 方 と 、 胃 が ん と 胃 全 摘 術 、 そ の 後 の 養 生 へ の 対 応 は 連 鎖 す

る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 ＜ 胃 を 喪 っ た 自 分 に つ い て の 受 け と

め ＞ に つ い て 、 ＜ 他 者 に 病 気 を 隠 す ＞ 胃 全 摘 体 験 者 は 、 ＜ 居 場 所 を

（ の ） 喪 失 ＞ し 、 ＜ 人 づ き あ い を 替 え る ＞ こ と に な っ た 。 ＜ 胃 を 喪

っ た 自 分 に つ い て の 受 け と め ＞ に つ い て 、 ＜ 病 気 に つ い て オ ー プ ン

に す る ＞ 態 度 で 、 ＜ 病 気 や 養 生 の 経 験 を 冗 談 に し て 笑 う ＞ 胃 全 摘 体

験 者 は 、 ＜ 胃 全 摘 術 前 と 同 じ 交 流 を 保 つ ＞ こ と に な っ た 。  

 【 受 け と め と 対 応 と の 連 鎖 】 は 、 ＜ 胃 を 喪 っ た 自 分 に つ い て の 受

け と め ＞ 、 ＜ 他 者 に 病 気 を 隠 す ＞ 、 ＜ 居 場 所 の 喪 失 ＞ 、 ＜ 人 づ き あ

い を 替 え る ＞ 、 ＜ 病 気 に つ い て オ ー プ ン に す る ＞ 、 ＜ 病 気 や 養 生 の

経 験 を 冗 談 に し て 笑 う ＞ 、 ＜ 胃 全 摘 術 前 と 同 じ 交 流 を 保 つ ＞ の 7 つ

の サ ブ カ テ ゴ リ ー を 含 ん だ 。 以 下 に 、 7 つ の サ ブ カ テ ゴ リ ー に つ い

て 、 順 に 説 明 す る （ 表 8 参 照 ）。  
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表 8．【 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 】  

 
 

１ ） ＜ 胃 を 喪 っ た 自 分 に つ い て の 受 け と め ＞   

＜ 胃 を 喪 っ た 自 分 に つ い て の 受 け と め ＞ は 、 胃 を 喪 っ た 自 分 に 対

す る 胃 全 摘 体 験 者 の 反 応 を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 を 喪 っ た 自 分 に

つ い て 、“ こ ん な 身 体 で は お も し ろ く な い ”と 受 け と め る 胃 全 摘 体 験

者 と 、“ あ り の ま ま で よ い ”と 受 け と め る 胃 全 摘 体 験 者 が 認 め ら れ た 。 

＜ 胃 を 喪 っ た 自 分 に つ い て の 受 け と め ＞ は 、“ こ ん な 身 体 で は お も

し ろ く な い ”、“ あ り の ま ま で よ い ” の 2 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

  

“ こ ん な 身 体 で は お も し ろ く な い ”は 、胃 を 喪 っ た 自 分 に つ い て 、

こ ん な 身 体 で は お も し ろ く な い と 受 け と め る 胃 全 摘 体 験 者 の 反 応 を

表 し た 。具 体 的 に は 、「 自 分 の 食 べ た い と い う 希 望 や 選 択 が 通 ら な い

（ K）」、「 自 分 の 身 体 の 声 を 当 て に で き な い （ E）」、 家 族 や 友 人 知 人

の な か で 食 事 が 「 自 分 だ け が 違 う （ I）」 と 感 じ る こ と を 経 験 し た 胃

全 摘 体 験 者 が 、 や は り 自 分 は 「 普 通 の 人 と は 違 う （ A ,  C ,  L）」 と 感

じ 、「 こ ん な 身 体 で は お も し ろ く な い（ A ,  J ,  K ,  L）」と 反 応 す る こ と

で あ っ た 。  

“ あ り の ま ま で よ い ” は 、 胃 を 喪 っ た 自 分 に つ い て 、 あ り の ま ま

＜サブカテゴリー＞ “概念”                      「ケース」

こんな身体ではおもしろくない  A E F I J K L

ありのままでよい  B D E F P Q R T U

避ける    F J K L T V

胃がんと胃全摘術体験の共有の拒み  J K V  

行くところ・居られるところの喪失  A F K O U

まだ何もみつからない　　　　　　　　　　　　　　　　　  A K O

人づきあいの意味  B C F H M N O Q R T U

人づきあいを替える選択　　　　　　　　　　　　　　　　　　 E J K N O T V

会話を続ける  A B C E F H M O Q R

恥かしがらずに失敗を教える  A B D E F G H I O P

苦悩を笑いに変える  B C E H P

経験の伝え方と内容についての配慮  F H M Q

他者を信じる  A C Q R

縮まずに張る  F M P Q T

胃がんという病気の経験を笑いにする

胃全摘術前と同じ交流を保つ行動　

胃を喪った自分についての受けとめ

他者に病気を隠す

居場所の喪失

人づきあいを替える

病気についてオープンにする
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で よ い と 受 け と め る 胃 全 摘 体 験 者 の 反 応 を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 社

会 生 活 は お 互 い の 信 用 の 上 に 成 り 立 っ て い る こ と を 踏 ま え 、 あ り の

ま ま の 自 分 で 人 づ き あ い を 行 え ば よ い（ Q ,  R）」、「 自 分 を 否 定 し て も

仕 方 が な い （ B）」、「 病 気 は 恥 じ る こ と で は な い （ P）」 と 受 け と め 、

あ り の ま ま の 自 分 で よ い と 反 応 す る こ と で あ っ た 。 あ る 体 験 者 は 、

「 胃 は な く て も 大 丈 夫 と 考 え る こ と が で き る と 、 胃 を 喪 う こ と が ど

ん な こ と か わ か っ て い な か っ た 自 分 を 許 し 、 あ り の ま ま で よ い と 思

っ た （ D ,  E ,  F,  T,  U）」 と い う こ と を 経 験 し て い た 。  

 

２ ） ＜ 他 者 に 病 気 を 隠 す ＞  

＜ 他 者 に 病 気 を 隠 す ＞ は 、 胃 が ん と 胃 全 摘 術 を 受 け た 経 験 に つ い

て 、 他 者 に 知 ら れ な い よ う に 隠 す 胃 全 摘 体 験 者 の 行 動 を 表 し た 。 具

体 的 に は 、他 者 に 会 う こ と を“ 避 け る ”、他 者 と“ 胃 が ん と 胃 全 摘 術

体 験 の 共 有 を （ の ） 拒 む （ み ）” 行 動 で あ っ た 。  

＜ 他 者 に 病 気 を 隠 す ＞ は 、“ 避 け る ”、“ 胃 が ん と 胃 全 摘 術 体 験 の 共

有 の 拒 み ” の 2 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

 

“ 避 け る ” は 、 胃 全 摘 術 後 に 起 こ っ た 痩 せ た と い う 見 た 目 の 変 化

が 、 他 者 に 病 気 を し た こ と を 知 ら せ る 印 と な る こ と を 認 め 、 他 者 に

会 う こ と を 避 け る 胃 全 摘 体 験 者 の 行 動 を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 手 術

前 よ り 痩 せ る と い う の が 胃 全 摘 の 特 徴（ 全 対 象 者 ）」で あ る た め 、胃

全 摘 体 験 者 は 、 他 者 か ら 「 痩 せ た ね 、 ど う し た の 。（ G ,  J ,  M ,  O ,  P,  

T,  U ,  W）」 と 尋 ね ら れ た 。 こ の よ う な 他 者 の 反 応 に 対 し 、 あ る 体 験

者 は 、「 周 囲 の 人 々 に 病 気 を 知 ら れ る の が 怖 い 。が ん で 痩 せ た と 言 い

た く な い 。（ J ,  T,  V）」の で 、「 知 人 に 会 う の を 避 け る（ F,  J ,  K ,  L ,  V）」

行 動 を と っ た 。ま た 、あ る 体 験 者 は 、「 知 人 の 目 を 避 け る（ J）」た め 、

「 馴 染 の 買 い 物 店 を 避 け る（ J）」行 動 や 、「 自 分 の 居 場 所 だ っ た と こ

ろ に 行 か な く な る （ K）」 行 動 を と っ た 。  

“ 胃 が ん と 胃 全 摘 術 体 験 の 共 有 の 拒 み ” は 、 胃 が ん と い う 病 気 と

そ の 治 療 、 養 生 に つ い て 、 他 者 と 体 験 を 共 有 す る こ と を 拒 む 反 応 を

表 し た 。具 体 的 に は 、「 他 の 人 と 病 気 体 験 を 共 有 す る こ と が 嫌 だ（ J ,  

K ,  V）」 と い う 胃 全 摘 体 験 者 は 、 他 者 か ら 、「 あ な た も 胃 を と っ た 人

で す か（ E ,  F,  M）」と 尋 ね ら れ る と 、「 そ の 質 問 自 体 に 傷 つ く（ J ,  K）」

の で 、「 無 視 す る （ J）」 あ る い は 「 曖 昧 に す る （ K ,  V）」 態 度 を と っ

た 。 知 人 の 「 痩 せ た ね 。 ど う し た の 。（ G ,  J ,  M ,  O ,  P,  T,  U ,  W）」 と

い う 質 問 に は 、「 ダ イ エ ッ ト を し た と 嘘 を つ く（ J）」対 応 を と っ た 。  

  

３ ） ＜ 居 場 所 の 喪 失 ＞   

＜ 居 場 所 の 喪 失 ＞ は 、 胃 を 喪 っ た 自 分 に つ い て 、 こ ん な 身 体 で は

お も し ろ く な い と 受 け と め 、 友 人 知 人 に 会 う こ と を 避 け た 胃 全 摘 体
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験 者 に 導 か れ た 一 つ の 喪 失 を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 全 摘 術 で 変 化

し た 自 分 に つ い て 、 こ ん な 身 体 で は お も し ろ く な い 、 こ ん な 自 分 を

知 人 に 見 せ た く な い と 反 応 し た 胃 全 摘 体 験 者 は 、“ 行 く と こ ろ・居 ら

れ る と こ ろ の 喪 失 ” を 経 験 し た 。 ま た 、 手 術 前 の 居 場 所 や 生 き が い

を 遠 ざ け 、新 た に 探 す と い う 胃 全 摘 体 験 者 の 行 動 は 、“ ま だ 何 も 見 つ

か ら な い ” と い う 状 況 を 導 い た 。  

＜ 居 場 所 の 喪 失 ＞ は 、“ 行 く と こ ろ・居 ら れ る と こ ろ の 喪 失 ”、“ ま

だ 何 も 見 つ か ら な い ” の 2 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

                    

“ 行 く と こ ろ ・ 居 ら れ る と こ ろ の 喪 失 ” は 、 痩 せ た 身 体 を 見 せ た

く な い 、 痩 せ て 体 力 が 低 下 し た こ と を 気 遣 わ れ た く な い と 、 友 人 や

知 人 に 会 う こ と を 避 け た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 自 分 の 行 く と こ ろ ・ 居 ら

れ る と こ ろ を 失 っ た こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 会 っ た 友 人 や 知 人

の 反 応 か ら 、自 分 は「 周 囲 の 人 々 が 気 を 遣 う 存 在 に な っ た（ K ,  O ,  U）」

こ と を 認 識 し 、彼 ら の そ ば に「 居 る こ と が で き な い（ K）」と 受 け と

め た 胃 全 摘 体 験 者 は 、「 こ れ ま で 築 い た 人 生 と 、人 づ き あ い か ら 一 歩

下 が る（ Q）」行 動 を と っ て 、自 分 の「 居 場 所（ A ,  K）」や 、「 陣 地（ F）」

か ら 自 ら 離 れ た 。そ の 結 果 、「 楽 し ん で 居 た と こ ろ や 、生 き が い を 感

じ て 居 た と こ ろ 、 必 要 と さ れ て 居 た と こ ろ が な く な っ た （ A ,  K）」。 

“ ま だ 何 も み つ か ら な い ” は 、 胃 が ん と そ の 治 療 に よ っ て 仕 事 や

趣 味 を 諦 め た 胃 全 摘 体 験 者 は 、 諦 め た も の に 代 わ る 何 か を 探 す が 、

見 つ か ら な い た め 、 現 在 の 自 分 に 価 値 を 見 い だ せ ず 、 苦 悩 し て い る

状 況 を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 趣 味 や 生 き が い を 諦 め た（ る ）（ K ,  O）」

の は 仕 方 な い と 受 け と め 、「 手 術 後 の 新 し い 生 き が い を 見 つ け よ う と

努 力 し て い た （ る ）（ A ,  K）」 が 、「 ま だ 何 も 見 つ か ら な い （ A ,  K）」

状 況 で あ っ た 。こ の よ う な 状 況 は 、「 た だ 生 き れ ば よ い と い う も の で

は な い 人 生（ A ,  K）」と い う 価 値 観・人 生 観 と 一 致 し な い た め 、胃 全

摘 体 験 者 は 苦 悩 し て い た 。  

 

４ ） ＜ 人 づ き あ い を 替 え る ＞   

＜ 人 づ き あ い を 替 え る ＞ は 、 胃 を 喪 っ た 自 分 に つ い て 、 こ ん な 身

体 で は お も し ろ く な い と 受 け と め 、 ＜ 他 者 に 病 気 を 隠 す ＞ 対 処 を し

た 胃 全 摘 体 験 者 に 導 か れ た 、 人 づ き あ い を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃

を 喪 っ た 自 分 に つ い て 否 定 的 に 受 け と め 、 他 者 に 病 気 を 隠 す 行 動 を

と っ た 胃 全 摘 体 験 者 は 、地 域 で の 生 活 を 通 し て  “ 人 づ き あ い の 意 味 ”

を 考 え 、“ 人 づ き あ い を 替 え る 選 択 ” を し た 。  

＜ 人 づ き あ い を 替 え る ＞ は 、“ 人 づ き あ い の 意 味 ”、“ 人 づ き あ い を

替 え る 選 択 ” の 2 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

                      

“ 人 づ き あ い の 意 味 ” は 、 地 域 で の 生 活 を 通 し て 、 胃 全 摘 体 験 者
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は 、人 づ き あ い の 意 味 を 考 え る こ と を 行 う こ と 表 し た 。具 体 的 に は 、

胃 全 摘 体 験 者 は 、胃 全 摘 術 後 の 人 づ き あ い で 、「 い つ も の 人 づ き あ い

か ら 、自 分 が が ん で あ る こ と が 広 ま っ た（ J ,  M）」、「 親 の が ん と い う

病 気 が 、 子 ど も た ち の 人 づ き あ い に 影 響 す る （ F）」、「 家 族 の 誰 か の

が ん が 、家 族 の 関 係 や 生 活 を 変 え る（ F,  N ,  O ,  Q ,  T）」と い う 経 験 を

し た 。ま た 、そ の 一 方 、「 人 と の つ き 合 い や 関 係 か ら 元 気 を も ら う（ B ,  

H ,  U）」 と い う 経 験 を し た 。 以 上 の よ う な 人 づ き あ い に 関 す る 経 験

を 通 し 、「 生 き て い る 限 り 必 要 な 人 づ き あ い （ B ,  C ,  F,  O ,  Q ,  R）」 と

認 め 、 人 づ き あ い に つ い て 意 味 づ け た 。  

“ 人 づ き あ い を 替 え る 選 択 ” は 、 胃 を 喪 っ た 自 分 に つ い て 、 こ ん

な 身 体 で は お も し ろ く な い 、 他 者 に 病 気 を 知 ら れ た く な い と 反 応 し

た 胃 全 摘 体 験 者 に 導 か れ る 人 づ き あ い を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 1 0 キ

ロ 痩 せ た と 言 い 当 て る 知 人 の 目 （ J ,  O）」 や 、「 痩 せ た 自 分 を 見 て 驚

く 知 人 を 見 て 、（ 自 分 が ）傷 つ く の を 避 け た い（ K）」と 考 え た 。そ し

て 、「 知 人 に 会 う の を 避 け る （ F,  J ,  K ,  L ,  V）」、「 友 人 の 誘 い を 断 る

（ E ,  K ,  N ,  O ,  T,  V）」 行 動 を と り 、「 手 術 前 の 自 分 を 知 る 人 に は 会 う

こ と を 避 け 、 自 分 と 同 じ 体 験 を し た 人 や 、 新 し い 人 と つ き 合 う （ J ,  

K）」 と い う 人 づ き あ い を 選 択 す る こ と で あ っ た 。  

 

５ ） ＜ 病 気 に つ い て オ ー プ ン に す る ＞  

＜ 病 気 に つ い て オ ー プ ン に す る ＞ は 、 胃 が ん と 胃 全 摘 術 に 関 す る

経 験 に つ い て 、他 者 に オ ー プ ン に す る 胃 全 摘 体 験 者 の 行 動 を 表 し た 。

具 体 的 に は 、 病 気 に つ い て 他 者 と “ 会 話 を 続 け る ” 態 度 で あ り 、 子

ど も た ち や 、こ れ か ら の 人 た ち の た め に 、“ 恥 ず か し が ら ず に 失 敗 を

教 え る ” 態 度 で あ っ た 。  

＜ 病 気 に つ い て オ ー プ ン に す る ＞ は 、“ 会 話 を 続 け る ”、“ 恥 ず か し

が ら ず に 失 敗 を 教 え る ” の 2 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

                     

“ 会 話 を 続 け る ” は 、 病 気 に つ い て 、 他 者 と の 会 話 を 続 け よ う と

す る 胃 全 摘 体 験 者 の 態 度 と 行 動 を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 他 の 胃 全 摘

体 験 者 か ら 、「 あ な た も 胃 を と っ た 人 で す か と 尋 ね ら れ た ら 、は い と

認 め る（ E ,  F,  M）」反 応 を 示 す こ と で あ り 、「 胃 を 喪 っ た 人 の 悩 み（ B ,  

D ,  E ,  G ,  J）」 に つ い て 「 自 分 の 経 験 を 話 す （ A ,  B ,  C ,  E ,  H ,  M ,  O ,  

R）」行 動 を と る こ と で あ っ た 。ま た 、地 域 の 人 々 や 友 人 知 人 に 「 痩

せ た ね 。 ど う し た の 。（ G ,  J ,  M ,  O ,  P,  T,  U ,  W）」 と 尋 ね ら れ た 場 合

は 、「 胃 を 全 部 と っ た と 話 す （ A ,  B ,  E ,  M ,  O ,  T,  U）」 と と も に 、 話

し 相 手 を「 怖 が ら せ な い よ う に 冗 談 を 交 え て 経 験 を 話 す（ H）」行 動

で あ っ た 。「 会 話 を 続 け る と 、相 手 か ら 教 え ら れ る こ と も 多 い（ B ,  E ,  

F,  H ,  Q）」 と 気 づ き 、「 再 び 人 づ き 合 い を 始 め る （ F,  Q）」 機 会 に な

っ た 体 験 者 も 認 め ら れ た 。  
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“ 恥 ず か し が ら ず に 失 敗 を 教 え る ” は 、 病 気 と 治 療 、 養 生 に 関 す

る 困 難 や 、 上 手 く い か な か っ た 経 験 に つ い て 、 他 者 に 語 る 胃 全 摘 体

験 者 の 行 動 を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 失 敗 し て 苦 し い 思 い を し た こ と

に よ っ て 、自 分 の「 満 腹 に も か か わ ら ず 食 べ て 失 敗 す る パ タ ー ン（ D ,  

G）」を つ か む 、「 症 状 を 起 こ し や す い 食 品 を 理 解 で き る（ A ,  C ,  D ,  E ,  

L ,  U）」、「 症 状 を 起 こ し や す い 食 べ 方 を 理 解 で き る （ A ,  D ,  E ,  G ,  U ,  

T,  V,  W）」、「 苦 し く な る の を 予 防 す る （ A ,  B ,  E ,  F,  I ,  L ,  U）」 こ と

が で き た と い う 経 験 か ら 、胃 全 摘 体 験 者 は 、「 失 敗 は 成 功 の も と（ A ,  

D ,  E ,  F,  G ,  I ,  O ,  P）」 と 受 け と め 、「 恥 ず か し が ら ず に 失 敗 し た こ と

を 教 え て あ げ る （ B ,  F,  H）」 と い う 行 動 を と る こ と で あ っ た 。  

  

６ ） ＜ 胃 が ん と い う 病 気 の 経 験 を 笑 い に す る ＞   

＜ 胃 が ん と い う 病 気 の 経 験 を 笑 い に す る ＞ は 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、

胃 が ん と 胃 全 摘 術 に 関 連 す る 経 験 に つ い て 、 苦 悩 を 笑 い に し て 伝 え

て い る こ と 、 他 者 に 何 を ど う 伝 え れ ば よ い か に つ い て 思 考 し 配 慮 し

て い る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 胃 が ん と 胃 全

摘 術 に 関 す る 経 験 に つ い て 、“ 苦 悩 を 笑 い に 変 え る ”こ と を 行 っ て い

る と と も に 、“ 経 験 の 伝 え 方 と 内 容 に つ い て （ の ） 配 慮 ” し て い た 。 

＜ 胃 が ん と い う 病 気 の 経 験 を 笑 い に す る ＞ は 、“ 苦 悩 を 笑 い に 変 え

る ”、“ 経 験 の 伝 え 方 と 内 容 に つ い て の 配 慮 ”、 の 2 つ の 概 念 を 含 ん

だ 。  

   

“ 苦 悩 を 笑 い に 変 え る ” は 、 日 々 の 生 活 経 験 や 時 間 を 通 し て 、 胃

全 摘 体 験 者 は 、 胃 が ん と い う 病 気 と 胃 全 摘 術 に 関 す る 苦 悩 を 、 笑 い

に 変 え て い る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 術 後 の 養 生 は 、自 分 で 身

体 の 調 子 を み な が ら 動 く 、食 べ る 、休 む 、笑 う し か な い（ B ,  C ,  E ,  H ,  

P）」 の で 、 病 気 に 関 す る 経 験 を 、 生 活 の な か で 「 自 分 に 都 合 よ く 使

う （ B ,  H）」、「 冗 談 に し て 笑 う （ H ,  P）」 こ と を し て い た 。 例 え ば 、

忘 れ 物 を し て 妻 か ら 注 意 を 受 け た 胃 全 摘 体 験 者 は 、「 全 身 麻 酔 の せ い

で 、 頭 や 身 体 の 回 路 が ま だ 十 分 に 回 復 し て い な い よ う だ 。 だ か ら 、

も う し ば ら く 大 目 に 見 る よ う に （ H）」 と 妻 に 返 し 笑 い 合 っ た 。  

“ 経 験 の 伝 え 方 と 内 容 に つ い て の 配 慮 ” は 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 胃

が ん と い う 病 気 と 胃 全 摘 術 、 養 生 に つ い て 、 何 を ど う 伝 え る か に 配

慮 し 、他 者 に 語 っ て い る こ と を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 胃 を な く し た

後 の 苦 し い 経 験 ば か り を 語 っ て も お 互 い に つ ら い か ら 、 話 を 聞 い て

く れ る 人 が 笑 っ た り 、 病 気 を し て も 安 心 と 思 え た り す る よ う に 話 を

し た い （ F）」、「 何 か 病 気 を し て い る 人 に は 、 胃 を 全 部 と っ て も こ う

し て 生 き て い る と 伝 え て 励 ま し た い （ H）」、「 経 験 談 を 聞 い た 人 が 、

笑 顔 に な る（ Q）」よ う に 、「 病 気 を し て い る 人 の 力 が 湧 く よ う に（ M）」

と 配 慮 し て い た 。  
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７ ） ＜ 胃 全 摘 術 前 と 同 じ 交 流 を 保 つ ＞  

＜ 胃 全 摘 術 前 と 同 じ 交 流 を 保 つ ＞ は 、 胃 を 喪 っ た 自 分 を ＜ あ り の

ま ま で よ い ＞ と 受 け と め 、 ＜ 病 気 に つ い て オ ー プ ン に す る ＞ 対 応 、

あ る い は ＜ 胃 が ん と い う 病 気 の 経 験 を 笑 い に す る ＞ 対 応 を 行 っ た 胃

全 摘 体 験 者 に 導 か れ る 人 づ き あ い を 表 し た 。具 体 的 に は 、“ 他 者 を 信

じ る ” 信 念 を も ち 、 世 間 に 対 し “ 縮 ま ず に 張 る ” 態 度 の 胃 全 摘 体 験

者 は 、 胃 全 摘 術 前 と 同 じ よ う な 人 と の 交 流 を 保 つ こ と が で き た 。  

＜ 胃 全 摘 術 前 と 同 じ 交 流 を 保 つ 行 動 ＞ は 、“ 他 者 を 信 じ る ”、“ 縮 ま

ず に 張 る ” の 2 つ の 概 念 を 含 ん だ 。  

          

“ 他 者 を 信 じ る ” は 、 胃 が ん で 胃 全 摘 術 を 受 け た が 、 友 人 や 知 人

と 自 分 と の 関 係 は 変 わ ら な い と 信 じ る 胃 全 摘 体 験 者 の 信 念 を 表 し た 。

具 体 的 に は 、「 生 き て い れ ば 、一 生 必 要 な 人 づ き あ い（ B ,  C ,  F,  O ,  Q ,  

R  ）」で あ り 、「 地 域 社 会 は お 互 い の 信 頼 の 上 に 成 り 立 っ て い る の で 、

相 手 を 信 じ て 頼 る 、信 じ て 頼 ら れ る 関 係 で つ な が る こ と が 必 要（ R）」

と 認 識 し 、「 私 を 見 た 人 は 痩 せ た と 思 う が 、私 へ の 対 応 は 変 わ ら な い

と 信 じ る（ Q）」胃 全 摘 体 験 者 の 態 度 で あ っ た 。ま た 、「 医 師 の 大 丈 夫

と い う 言 葉 （ A ,  C ,  E ,  H ,  N ,  U）」 を 信 じ る 体 験 者 の 態 度 で あ っ た 。 

“ 縮 ま ず に 張 る ” は 、 胃 全 摘 術 を 経 験 し た 自 分 に 対 す る 、 あ る い

は 他 者 に 対 す る 態 度 を 表 し た 。具 体 的 に は 、「 地 域 の 人 々 と の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン を 大 切 に し な い と 、 自 分 が 地 域 の 誰 か ら も 相 手 に さ れ

な く な る（ T）」と 考 え る 、ま た 、「 痩 せ た 自 分 を 隠 し た り 、人 に 会 い

た く な い と 考 え 、 そ れ ま で 自 分 が い た と こ ろ か ら 一 歩 下 が っ た り す

る と 、 ズ ル ズ ル と 後 ろ に 下 が っ て し ま う（ P）」と 考 え る こ と で あ っ

た 。そ し て 、「 後 ろ 向 き に な ら な い 。 縮 ま ず に 張 る 。（ Q）」こ と を 意

識 し 、「 自 分 自 身 や 世 間 の 風 当 た り に 負 け な い 力 を 育 む （ M）」 態 度

を も つ こ と で あ っ た 。ま た 、「 お か げ 様 と い う 精 神 で 、近 所 や 周 囲 の

人 に 受 け 入 れ て も ら え る よ う に 行 動 し よ う（ F）」と い う 態 度 で あ っ

た 。  

   

Ⅲ ． 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 の 経 験 の 意 味 と プ ロ セ ス の

3 つ の 局 面   

１ ． 7 つ の カ テ ゴ リ ー か ら 見 出 さ れ た 3 つ の 局 面   

 7 つ の カ テ ゴ リ ー に つ い て 、さ ら に 分 析 を 進 め た 結 果 、『 胃 全 摘 体

験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』、

『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』 の 3 つ の 局 面 が 明 ら か に な っ た 。  

局 面 １『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』は 、【 健 康 や 生 活 全

体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】、【 養 生 で 会

得 す る 経 験 知 】、【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】、【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き
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局 面 ２ 『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』  

       【 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 】  

局 面 ３ 『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』  

       【 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 】  

る 覚 悟 】 の 5 つ の カ テ ゴ リ ー を 含 む 局 面 で あ っ た 。  

局 面 ２『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』は 、カ テ ゴ リ ー【 養

生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 】 を 含 む 局 面 で あ っ た 。  

局 面 ３ 『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』 は 、 カ テ ゴ リ ー 【 受 け と め と

対 処 と の 連 鎖 】 を 含 む 局 面 で あ っ た 。（ 図 1 参 照 ）  

以 下 に 3 つ の 局 面 に つ い て 説 明 す る 。  

 

 

 局 面 １ 『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』  

【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】  

       【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】   

       【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】   

       【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】  

       【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 1 .  7 つ の 【 カ テ ゴ リ ー 】 か ら 見 出 さ れ た 3 つ の 『 局 面 』  

 

１ ）『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』  

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』 は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 術

後 の 経 験 に つ い て 【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】 と 意 味 づ

け 、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】を 行 い 、【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】

を 身 に つ け 、【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】 に 出 会 い 、【 胃 を 喪 っ た 身 体

で 生 き る 覚 悟 】 を す る プ ロ セ ス で あ っ た 。  

【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る

鍛 錬 】、【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】、【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】、【 胃 を

喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】 の 5 つ の カ テ ゴ リ ー は 、 交 錯 し 互 い に 影

響 し 合 う プ ロ セ ス で あ っ た 。  

 

具 体 的 に は 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』は 、胃 全 摘 体

験 者 が 、 生 活 を 通 し て 、 胃 を 喪 う と い う こ と は ＜ 何 と い っ て も 食 事

の こ と ＞ で あ る が 、 ＜ レ ッ テ ル を は る 世 間 ＞ や 、 ＜ 自 分 の 食 べ 方 を

社 会 で 貫 く 困 難 ＞ な ど を 経 験 す る こ と で あ り 、 胃 の 機 能 喪 失 に 止 ま

ら ず 【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】 と 意 味 づ け る プ ロ セ ス
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で あ っ た 。ま た 、こ の 局 面 は 、【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】

と 認 め た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 ＜ 胃 を 喪 う 前 の 自 分 に も ど り た い ＞ と 願

望 し 、＜ 段 階 を 踏 む 、回 数 を 踏 む ＞ 方 法 で 、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る

鍛 錬 】 を 行 う プ ロ セ ス で あ り 、 ＜ 自 分 に 合 わ せ て 行 う 養 生 の 修 業 ＞

を 行 い 、＜ 現 在 進 行 形 ＞ で【（ 養 生 で 会 得 す る ）経 験 知 】を 会 得 す る

プ ロ セ ス で あ っ た 。さ ら に 、手 術 か ら 時 間 が 経 過 し て も 、【 養 生 で 会

得 す る 経 験 知 】 を 身 に つ け て も 、 ＜ 術 後 も つ き ま と う が ん の 心 配 ＞

に 苛 ま れ た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 こ れ へ の 対 応 を 通 し て 、 ＜ 養 生 に 重 要

な 心 の 持 ち 方 ＞ と 認 識 し 、【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】に 出 会 う プ ロ セ

ス で あ っ た 。ま た 、こ の 局 面 は 、【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】に よ っ て 、

＜ 胃 は な く て も 生 き て い け る と い う 自 信 ＞ を も ち 、胃 全 摘 体 験 者 が 、

手 術 前 の 自 分 と 、 患 者 で あ る と い う 認 識 に ＜ 区 切 り を つ け る ＞ こ と

を し て 、 ＜ 胃 を 喪 っ た 自 分 を 受 け 入 れ （ る ） ＞ 【 胃 を 喪 っ た 身 体 で

生 き る 覚 悟 】 を す る プ ロ セ ス で あ っ た 。  

 

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』 は 、 時 間 の 経 過 に 伴 い 、

【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛

錬 】、【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】、【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】、【 胃 を 喪

っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】 の 順 に 、 直 線 的 に 、 一 方 向 に 進 む プ ロ セ ス

で は な か っ た 。【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】を し た 胃 全 摘 体 験 者

に 、 新 た な 生 活 上 の 悩 み が 生 じ る と 、 再 び 【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な

が る 胃 の 喪 失 】に つ い て の 意 味 づ け と 、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】

が 行 わ れ 、 新 た に 【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】 や 、 経 験 知 を 自 分 に 合

わ せ て 洗 練 化 す る プ ロ セ ス で あ っ た 。  

  

２ ）『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』  

 『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』 は 、 胃 が ん と 胃 全 摘 術 、

養 生 の 経 験 を 自 分 の 強 み と と ら え 、 こ れ か ら 先 の 自 分 と 生 活 に 目 を

向 け る よ う に な っ た 胃 全 摘 体 験 者 の 変 化 を 表 す も の で あ っ た 。 具 体

的 に は 、 養 生 に 耐 え て き た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 ＜ こ れ か ら ど う 生 き る

か 自 分 と の 対 話 ＞ を 行 い 、 自 分 の な か に ＜ 人 と し て だ め に な り た く

な い ＞ と い う 思 い を 認 識 し 、 ＜ 養 生 の 経 験 が つ く る 力 ＞ と ＜ 胃 が ん

と 胃 全 摘 術 に よ る 傷 つ き と 誇 り ＞ を も つ 【 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開

く 自 分 の 道 】 で あ っ た 。  

 

３ ）『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』  

 『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』 は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 胃 を 喪 っ た 自

分 を ど う 受 け と め る か に よ っ て 、 が ん と い う 病 気 と 胃 全 摘 術 、 術 後

の 養 生 に 対 す る 考 え 方 や 態 度 、 人 づ き あ い が 方 向 づ け ら れ 、 連 鎖 し

て い る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 全 摘 体 験 者 の ＜ 胃 を 喪 っ た 自
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分 に つ い て の 受 け と め ＞ に よ っ て 、 ＜ 他 者 に 病 気 を 隠 す ＞ 、 あ る い

は ＜ 病 気 に つ い て オ ー プ ン に す る ＞ 、 ＜ 病 気 や 養 生 の 経 験 を 冗 談 に

し て 笑 う ＞ 態 度 が 導 か れ 、 こ れ ら の 態 度 は ＜ 居 場 所 の 喪 失 ＞ 、 ＜ 人

づ き あ い を 替 え る ＞ 、 ＜ 胃 全 摘 術 前 と 同 じ 交 流 を 保 つ ＞ と い う 結 果

を 導 い た 。  

 

２ ． 3 つ の 局 面 の 関 係  

1  ）『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』と 、『 養 生 の 経 験

を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』 と の 関 係  

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』と 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し

て 開 く 自 分 の 道 』と の 関 係 は 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』

努 力 を 通 し て 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て（ 開 く ）自 分 の 道 』を 開 き 進

む こ と で あ っ た 。 手 術 か ら の 時 間 の 経 過 に よ っ て 、 胃 全 摘 体 験 者 に

新 た な 問 題 が 出 現 し た り 、問 題 の 優 先 順 位 が 変 更 し た り す る と 、『 養

生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』 を 進 ん で い る 胃 全 摘 体 験 者 が 、

再 び『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』プ ロ セ ス へ 逆 戻 り し た 。

具 体 的 に は 、自 分 の 新 た な 問 題 に 応 じ 、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】

を 行 い 、 新 た な 【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】 を 身 に つ け 、 再 び 【 健 康

や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】に つ い て 意 味 づ け を 行 い 、【 胃 の な

い 身 体 で 生 き る 覚 悟 】 を 維 持 す る 対 処 を 行 っ た 。   

 『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』 と 『 養 生 の 経 験 を 糧 と し

て 開 く 自 分 の 道 』は 、相 互 に 影 響 し 合 う 関 係 で あ っ た（ 図 2 参 照 ）。  

 

 

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』  

【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】  

    【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】   

    【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】   

    【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】  

    【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】   

  

『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』  

      【 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 】  

 

  『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』  

        【 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 】  

 

図 2．『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』 と 、『 養 生 の 経 験 を 糧  

と し て 開 く 自 分 の 道 』、『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』 と の 関 係  
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２ ）『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』 と 、『 養 生 の 経 験

を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』、『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』と

の 関 係  

胃 の 喪 失 に つ い て の『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』は 、『 胃 全 摘 体 験

者 と し て の 一 人 前 に な る 』プ ロ セ ス と 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く

自 分 の 道 』 に 関 す る 胃 全 摘 体 験 者 の 経 験 と プ ロ セ ス を 規 定 す る 関 係

に あ っ た 。（ 図 2 参 照 ）  
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第 5 章  考 察  

 

本 章 で は 、 本 研 究 で 明 ら か に な っ た 、 地 域 で 生 活 を す る 胃 全 摘 体

験 者 の 経 験 の 意 味 と プ ロ セ ス と し て 明 ら か に な っ た 3 つ の 局 面 で あ

る 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て 成 長 す る 意 味 と プ ロ セ ス 』、『 養 生 の 経 験 を

糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』、『 受 け と め と 対 応 と の 連 鎖 』 の 関 係 に つ い

て 考 察 す る 。 次 に 、 各 局 面 と そ こ に 含 ま れ る カ テ ゴ リ ー の 意 味 に つ

い て 考 察 す る 。 最 後 に 、 地 域 で 生 活 を す る 胃 全 摘 体 験 者 の 経 験 と そ

の プ ロ セ ス に 、 看 護 が ど の よ う に 関 わ る こ と が で き る の か に つ い て

考 察 す る 。  

 

Ⅰ ． 3 つ の 局 面 の 関 係 性  

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』と 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し

て 開 く 自 分 の 道 』は 、結 果 で 示 し た よ う に 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の

一 人 前 に な る 』 努 力 を 行 う な か で 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 胃 が ん と い う

病 気 と 胃 全 摘 術 に 関 連 す る 経 験 は 人 生 の 一 部 で あ る こ と 、 こ の 先 を

ど う 生 き る か が 重 要 で あ る こ と を 認 め 、 ＜ こ れ か ら ど う 生 き る か 自

分 と の 対 話 ＞ を 行 い 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て（ 開 く ）自 分 の 道 』を

開 き 進 む 関 係 に あ っ た 。こ の 2 つ の 局 面 は 、胃 全 摘 体 験 者 の 状 況 や 、

時 間 の 経 過 の 中 で 変 化 し 移 り ゆ く 、 互 い に 影 響 し 合 い な が ら 発 展 す

る プ ロ セ ス で あ っ た 。  

ま た 、 ＜ 胃 を 喪 っ た 自 分 に つ い て の 受 け と め ＞ が 、 胃 全 摘 体 験 者

の 胃 が ん と い う 病 気 と 胃 全 摘 術 、 そ の 後 の 養 生 に 対 す る 対 応 に 影 響

す る た め 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』 と 、『 養 生 の 経 験

を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』 は 、 胃 を 喪 っ た 自 分 に つ い て の 『 受 け と

め と 対 処 と の 連 鎖 』 に よ っ て 規 定 さ れ る 関 係 に あ っ た 。  

 

本 研 究 で 明 ら か に な っ た 『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』、

『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』、『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』

の 3 つ の 局 面 は 、 少 な く と も 胃 全 摘 術 後 1 年 を 生 き 抜 い た 体 験 者 の

見 解 か ら 、胃 が ん と い う 病 気 と 胃 全 摘 と い う 治 療 後 を 生 き る 経 験 と 、

こ れ ま で の プ ロ セ ス に つ い て 表 現 さ れ た 言 葉 と そ の 意 味 か ら 導 か れ

た 。 退 院 後 の 生 活 の な か で 、 ど の よ う な こ と に 関 心 を も っ て い る の

か 、 胃 の な い 身 体 で 地 域 の な か で 生 活 す る こ と 、 胃 全 摘 術 後 を 生 き

抜 く こ と に つ い て 、 ど の よ う に 受 け と め 意 味 づ け 、 行 動 し て い る の

か 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 の 側 か ら 長 期 的 な 見 解 が 導 か れ た

と 考 え ら れ る 。 こ の こ と が 本 研 究 の 知 見 で あ り 独 自 性 で あ る と 考 え

る 。  

 

3 つ の 局 面 は 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 が 生 活 の な か で 直 面
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す る 情 勢 、そ こ で 展 開 さ れ る 形 勢 を 表 し て い る と 考 え る 。【 健 康 や 生

活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】 に よ っ て 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 ＜ 何 と い

っ て も 食 事 の こ と ＞ に 関 す る 問 題 、 ＜ 巻 き 込 ま れ る 家 族 ＞ ＜ レ ッ テ

ル を は る 世 間 ＞ が 表 す よ う に 、 食 事 に 関 す る 身 体 的 問 題 と 、 身 体 的

問 題 か ら 波 及 す る 精 神 的 問 題 、 家 族 や 知 人 と の 関 係 に 関 す る 社 会 的

問 題 を も つ た め 、 全 人 的 な 苦 痛 を 経 験 し 、 自 己 が 脅 か さ れ て い た と

考 え る 。 そ の た め 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 ＜ 胃 を 喪 う 前 の 自 分 に も ど り

た い ＞ と 反 応 し 、 ど う す れ ば よ い か 考 え た 結 果 、 食 事 の 問 題 が 、 胃

の 喪 失 の 影 響 が 生 活 全 体 に 及 ぶ 根 源 と 捉 え 、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る

鍛 錬 】 を し て 、 ＜ 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 方 法 を （ の ） 会 得 ＞ す る 努

力 を 行 う と 考 え ら れ た 。そ し て 、【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】を 身 に つ

け 、 苦 痛 の 源 で あ る 胃 術 後 障 害 を 予 防 す る 、 ま た は 対 応 す る た め の

“ 借 り も の で は な い 自 分 の 方 法 を 創 る ”努 力 を 行 う と 考 え る 。“ 指 導

通 り か ら 自 分 の 養 生 へ の 踏 み だ し ” を 行 い 、 ＜ 自 分 に 合 わ せ て 行 う

養 生 の 修 業 ＞ に よ っ て【（ 養 生 で 会 得 す る ）経 験 知 】を 会 得 す る こ と

が で き る よ う に な る こ と は 、 胃 全 摘 術 後 の 養 生 を 、 そ の 人 の 生 活 の

な か に 組 み 込 む こ と が で き た こ と を 表 す と 考 え る 。 ま た 、 胃 全 摘 体

験 者 は 、＜ 養 生 に 反 映 さ れ る そ の 人 の 生 き 方 ＞ を 認 識 し 、【 養 生 を 通

し て 知 る 自 分 】に 出 会 い 、自 分 に つ い て の 本 質 的 な 質 を 確 認 し た り 、

新 た な 面 を 発 見 し た り し て お り 、 こ れ は 、 脅 か さ れ た 自 己 を 保 つ 、

あ る い は 、 変 化 に 順 応 す る た め の 行 動 で あ る と 考 え ら れ た 。  

こ の よ う に 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』は 、生 活 を 通

し て 胃 を 喪 う 意 味 を 見 出 し 、【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】

に よ っ て 生 じ た 、 自 分 と 生 活 の 変 化 に 適 応 、 あ る い は 順 応 す る プ ロ

セ ス で あ る と 考 え ら れ た 。『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』は 、

胃 を 喪 っ て し ま っ た が 、 自 分 の 力 で 生 活 が で き る よ う に な り た い 、

自 律 し て 生 活 で き る よ う に な り た い と い う 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘

体 験 者 の 関 心 と 生 活 に 対 す る 希 望 が 表 わ れ 出 た と も の と 考 え る 。  

ま た 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』 努 力 を す る な か で 、

胃 全 摘 体 験 者 は 、 胃 を 喪 っ て し ま っ た け れ ど ＜ 人 と し て ダ メ に な り

た く な い ＞ と い う 気 持 ち を 抱 き 、 ＜ こ れ か ら ど う 生 き る か 自 分 と の

対 話 ＞ を 行 い 、＜ 胃 が ん と 胃 全 摘 術 に よ る 傷 つ き と 誇 り ＞ を 見 出 し 、

＜ 養 生 の 経 験 が つ く る 力 ＞ を 自 分 の 強 み と し て 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と

し て （ 開 く ） 自 分 の 道 』 を 開 く 方 向 へ 進 む と 考 え ら れ た 。 退 院 後 間

も な い 頃 の 胃 全 摘 体 験 者 は 、【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】

の 経 験 に 苦 悩 し 、 そ の 意 味 や 対 応 に つ い て 何 も か も が わ か ら な い 状

態 で あ っ た た め 、無 我 夢 中 で『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』

プ ロ セ ス を た ど る と 考 え ら れ た 。 養 生 の 経 験 の 積 み 重 ね に よ っ て 、

術 後 の 身 体 的 反 応 と そ れ へ の 対 応 に つ い て “ だ ん だ ん に わ か っ て く

る ” よ う に な る と 、 生 活 に お い て 自 分 が 努 力 し て い る こ と の 意 味 を



- 91 - 
 

思 考 で き る よ う に な り 、 胃 が ん と い う 病 気 と 胃 全 摘 術 も 自 分 の 人 生

の 一 部 で あ る と い う こ と を 意 識 す る よ う に な る と 考 え ら れ た 。 日 々

の 生 活 の な か で 、 努 力 し て い る こ と の 意 味 を 考 え る こ と に よ っ て 、

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』方 向 へ 進 む 努 力 は 、『 養 生 の

経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』を 推 し 進 め る こ と に な る と 関 連 づ け 、

日 々 の 養 生 に 取 り 組 む よ う に な る と 考 え ら れ た 。  

『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』 は 、 ＜ 胃 を 喪 っ た 自 分 に つ い て の 受

け と め ＞ が 、 胃 が ん と い う 病 気 と 胃 全 摘 術 、 そ の 後 の 養 生 へ の 対 応

に 影 響 す る こ と を 表 し て い る 。 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 の 経 験

の 意 味 と プ ロ セ ス を 表 す 局 面 と し て 、『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』が

見 出 さ れ た 意 味 を 考 え る と 、 が ん と い う 病 気 と そ の 治 療 、 養 生 に 対

す る 反 応 は 、 そ の 人 固 有 の 経 験 で あ り 、 生 活 に つ い て の 価 値 観 や 考

え 方 が 反 映 さ れ る も の で あ る と い う 、 胃 全 摘 体 験 者 の 生 き る こ と に

関 す る 考 え が 表 わ れ た と 考 え る 。 胃 全 摘 体 験 者 は 、 自 分 と 他 者 の 生

活 と 人 生 に 関 す る 価 値 観 や 考 え 方 を 尊 重 す る 態 度 で 、 生 活 し て い る

こ と が 表 れ た と 考 え る 。  

 

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』と 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し

て 開 く 自 分 の 道 』は 、直 線 的 に 一 方 向 に 進 み ゆ く プ ロ セ ス で は な い 。

手 術 か ら の 時 間 の 経 過 に よ っ て 、 胃 全 摘 体 験 者 に 新 た な 問 題 が 出 現

し た り 、問 題 の 優 先 順 位 が 変 更 し た り す る と 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し

て 開 く 自 分 の 道 』を 意 識 し て た ど る 者 も 再 び 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て

の 一 人 前 に な る 』 こ と に 関 心 が 移 る 。 ま た 、 生 活 上 の 問 題 や 、 問 題

の 優 先 順 位 が 変 化 す る こ と は 、 そ の 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て 、 人 生 の

意 味 が 変 化 す る 経 験 で あ る た め（ A l l e n，S a v a d a t t i，L e v y，2 0 0 9）、

生 じ た 変 化 に 応 じ 、そ の 都 度 、【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】

に つ い て 意 味 づ け を 行 い 、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】を 行 い 、【 養

生 で 会 得 す る 経 験 知 】 を 身 に つ け 、【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】

を す る 方 向 へ 進 む こ と に な る と 考 え る 。ま た 、こ れ は 、【 養 生 の 経 験

を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 】 に 働 き か け る こ と に な り 、 こ の プ ロ セ ス

を 進 ま せ る と 考 え ら れ た 。し た が っ て 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人

前 に な る 』 プ ロ セ ス と 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』 は 、

胃 全 摘 体 験 者 の 状 況 や 、 時 間 の 経 過 の 中 で 変 化 し 移 り ゆ く プ ロ セ ス

で あ り 、 互 い に 影 響 し 合 い な が ら 発 展 す る プ ロ セ ス と 言 え よ う 。 ま

た 、 自 分 に つ い て の 理 解 を 深 め 、 胃 全 摘 体 験 者 が 自 ら 、 明 日 へ の 道

を 開 く プ ロ セ ス と 言 え よ う 。さ ら に 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前

に な る 』と 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』は 、胃 全 摘 体 験

者“ 皆 が 通 る 道 ”で あ る 。“ 皆 が 通 る 道 ”な ら 私 も 耐 え ら れ る か も し

れ な い と 胃 全 摘 体 験 者 に 認 識 さ れ 、 今 の 状 況 を 耐 え る 力 で あ る と 考

え ら れ た 。 こ れ は 、 個 人 の 態 度 や 行 動 は 孤 立 し て 存 在 す る の で は な
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く 、 家 族 や 友 人 、 他 の 体 験 者 や 医 療 者 な ど 、 他 者 か ら 影 響 を 受 け る

た め 、 入 院 生 活 を と も に し た 人 々 、 外 来 診 療 で 同 じ 場 で 時 を 過 ご す

人 の 存 在 が 、分 か ち 合 い の 意 識 や 共 通 の 帰 属 意 識 と な っ て（ S n y d e r，

1 9 9 0）、 胃 全 摘 体 験 者 を 支 え る こ と を 意 味 す る と 考 え る 。  

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』と 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し

て 開 く 自 分 の 道 』 は 、 胃 を 喪 っ た 自 分 に つ い て の 『 受 け と め と 対 処

と の 連 鎖 』 に よ っ て 規 定 さ れ る 関 係 に あ り 、 そ の 人 ら し さ が 尊 重 さ

れ 、独 自 性 を 成 す プ ロ セ ス で あ る と 考 え る 。そ の た め 、『 胃 全 摘 体 験

者 と し て の 一 人 前 に な る 』と 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』

は 、 胃 全 摘 体 験 者 “ 皆 が 通 る 道 ” で あ る が 、 そ の 様 相 や 、 進 み 方 は

“ 十 人 十 色（ の 術 後 ）”で あ る 。こ れ は 、＜ 胃 を 喪 っ た 自 分 に つ い て

の 受 け と め ＞ が 、 胃 が ん と い う 病 気 と 胃 全 摘 術 、 そ の 後 の 養 生 へ の

対 応 に 影 響 す る こ と を 表 し て い る 。 胃 全 摘 体 験 者 同 士 の 経 験 と プ ロ

セ ス は 、 確 か に 共 通 点 は 認 め ら れ る が 、 人 は そ れ ぞ れ に 状 況 を 受 け

と め 、そ れ に 対 応 し て い く も の で あ り 、が ん と い う 病 気 と そ の 治 療 、

養 生 に つ い て は 、 そ の 人 が 過 去 の 経 験 と 知 識 を 背 景 に し て 病 気 に 反

応 す る （ B e n n e r， Wr u b e l， 1 9 8 9） こ と が 表 れ て い る と 考 え る 。  

 

本 研 究 で 明 ら か に な っ た 3 つ の 局 面 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一

人 前 に な る 』、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』、『 受 け と め と

対 処 と の 連 鎖 』 は 、 胃 が ん の 根 治 治 療 で あ る 胃 全 摘 術 を 終 え れ ば 、

胃 全 摘 体 験 者 は 、 胃 が ん と い う 病 気 と 胃 全 摘 術 の 影 響 か ら 解 放 さ れ

る わ け で は な い こ と 、 そ れ で 医 療 は 終 わ り で は な い こ と を 表 し て い

る 。 医 学 の 進 歩 に よ っ て 、 が ん 体 験 者 が 診 断 と 治 療 後 に 、 何 年 も の

人 生 を 重 ね ら れ る よ う に な っ た 現 在 、 が ん 体 験 者 が 、 家 庭 や 職 場 、

地 域 の な か で ど の よ う に 自 律 し 、 適 応 し て い く か を 明 ら か に す る こ

と が 課 題 と な っ て い る（ 桜 井 ，2 0 1 2）。本 研 究 で 明 ら か に な っ た 3 つ

の 局 面 は 、 胃 が ん と い う 疾 患 と 胃 全 摘 術 と い う 治 療 の 枠 組 み か ら で

は な く 、 病 気 と い う 枠 組 み か ら 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 が 、

胃 が ん と 胃 全 摘 術 後 を 生 き 抜 く 経 験 と プ ロ セ ス に つ い て 、 彼 ら の 視

点 で 捉 え た も の で あ り 、 こ の 課 題 に 応 え る も の で あ る と 考 え る 。  

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て

開 く 自 分 の 道 』、『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』 は 、 胃 全 摘 体 験 者 そ の

人 の 生 活 の 場 に 開 か れ る た め 、 家 族 や 地 域 の 人 々 に 影 響 を 及 ぼ す と

と も に 、 彼 ら か ら 影 響 を 受 け る も の と 考 え る 。 こ の 相 互 作 用 の な か

で 、 胃 全 摘 体 験 者 と し て 、 生 活 者 と し て 鍛 え ら れ て い く こ と を 表 し

て い る と 考 え る 。 ま た 、 相 互 作 用 の な か で 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 自 分

は ど う 生 き る か に つ い て 考 え 、 生 き る 意 味 を 見 出 す こ と を 表 し て い

る と 考 え る 。『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』、『 養 生 の 経 験 を

糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』、『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』 は 、 胃 全 摘 体
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験 者 の 状 態 や 、 手 術 か ら の 時 間 の 経 過 の な か で 変 化 し 移 り ゆ く 、 動

的 な プ ロ セ ス で あ る と 考 え る 。  

 

が ん サ バ イ バ ー シ ッ プ と は 、が ん と 診 断 を 受 け た 後 、治 療 を 受 け 、

治 療 後 を 生 き て い く プ ロ セ ス 全 体 の こ と で あ る （ 金 井 久 子 （ 日 野 原

重 明 ），2 0 1 4；高 橋 ，2 0 1 4）。ま た 、が ん サ バ イ バ ー シ ッ プ の 目 標 は 、

が ん 体 験 者 自 ら の 力 で が ん と い う 病 気 と そ の 治 療 、 養 生 に 対 処 し 、

自 ら 人 生 を 生 き 抜 い て い く こ と で あ る（ 砂 賀 ，二 渡 ，2 0 1 3）。こ れ ら

の 意 味 か ら 、 本 研 究 で 見 出 さ れ た 『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に

な る 』、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』、『 受 け と め と 対 処 と

の 連 鎖 』 の 3 つ の 局 面 は 、 わ が 国 に お い て 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘

体 験 者 の が ん サ バ イ バ ー シ ッ プ で あ る と 考 え ら れ た 。な ぜ な ら 、『 胃

全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』と 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く

自 分 の 道 』、『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』 は 、 胃 が ん と 診 断 を 受 け た

後 、 胃 全 摘 術 を 受 け た 人 々 が 、 地 域 の な か で 治 療 後 を 生 き て い く 長

期 的 な プ ロ セ ス を 表 し て い る か ら で あ る 。 ま た 、 養 生 に 耐 え 、 が ん

と と も に 生 活 す る と と も に 、 が ん を 超 え て 自 分 の 人 生 を 生 き 抜 こ う

と い う 行 動 が 表 れ て お り 、 が ん サ バ イ バ ー シ ッ プ の 目 標 に 沿 う も の

と 考 え ら れ た 。  

本 研 究 で 見 出 さ れ た 『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』、『 養

生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』、『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』 の

3 つ の 局 面 を 通 し て 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 の 能 動 的 な 態 度

と 行 動 を 認 め 、 が ん 診 断 と 治 療 後 の 生 活 の 質 を よ り 高 い も の に で き

る よ う に 支 援 す る 体 制 を 整 え る こ と 、 彼 ら が 生 活 の 場 か ら 必 要 と し

て い る ケ ア を 、 継 続 的 に 受 け る こ と が で き る 体 制 を 構 築 す る こ と が

必 要 で あ る と 考 え ら れ た 。  

 

Ⅱ ． 3 つ 局 面 と 、 そ れ に 含 ま れ る カ テ ゴ リ ー の 意 味   

 こ こ で は 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』、『 養 生 の 経 験 を

糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』、『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』 に つ い て 、 そ

れ ぞ れ の 意 味 と 特 性 、 各 局 面 に 含 ま れ る カ テ ゴ リ ー の 意 味 と 特 性 に

つ い て 考 察 す る 。  

 

１ ．『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』   

結 果 に 示 し た よ う に 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』 は 、

【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛

錬 】、【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】、【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】、【 胃 を 喪

っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】 の 5 つ の カ テ ゴ リ ー を 含 み 、 こ れ ら の カ テ

ゴ リ ー は 交 錯 し 影 響 し 合 う プ ロ セ ス で あ っ た 。 具 体 的 に は 、 術 後 の

経 験 に つ い て 【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】 と 意 味 づ け 、
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【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】を 行 い 、【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】を

身 に つ け 、【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】 に 出 会 い 、【 胃 を 喪 っ た 身 体 で

生 き る 覚 悟 】 を す る プ ロ セ ス で あ っ た 。  

 

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』 は 、 生 活 を 通 し て 【 健 康

や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】を 経 験 し 、自 己 が ダ メ ー ジ を 受 け 、

自 分 の 身 体 に 対 す る 信 頼 が 弱 ま り 、 世 間 一 般 が 一 人 前 と 認 め る レ ベ

ル か ら 自 分 は 低 下 し て い る と 受 け と め た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 ＜ 胃 を 喪

う 前 の 自 分 に も ど り た い ＞ と 反 応 し 、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】

を 行 い 、【 養 生 で （ 会 得 す る ） 経 験 知 】 を 会 得 し 、【 養 生 を 通 し て 知

る 自 分 】 に 出 会 う こ と に よ っ て 、 ＜ 胃 は な く て も 生 き て い け る と い

う 自 信 ＞ を も ち 、【 胃 の な い 身 体 で 生 き る 覚 悟 】を す る プ ロ セ ス で あ

る と 考 え ら れ た 。 つ ま り 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 生 き る た め に 選 択 し た

胃 全 摘 術 で そ う い う 風 に な っ た 自 分 の 変 化 を 認 め 、 ＜ 健 康 や 生 活 全

体 に 影 響 す る 胃 の 喪 失 ＞ と と も に 生 活 す る た め 、 ＜ 胃 全 摘 体 験 者 と

し て 挑 戦 す る （ プ ロ セ ス ） ＞ 態 度 で 生 活 し て い る と 考 え ら れ た 。  

胃 全 摘 体 験 者 に 新 た な 問 題 が 生 じ た り 、 問 題 の 優 先 順 位 が 変 更 さ

れ た り す る と 、人 生 の 意 味 が 変 化 す る た め（ A l l e n，S a v a d a t t i，L e v y，

2 0 0 9； L a n d m a r k，S t r a d m a r k，Wa h l，2 0 0 1）、胃 全 摘 体 験 者 は 、生

じ た 変 化 に 応 じ 、【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】に つ い て 意

味 づ け を 行 う 、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】 を 行 う 、【 養 生 で （ 会

得 す る ） 経 験 知 】 を 会 得 す る 、【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】 に 出 会 う 、

【 胃 の な い 身 体 で 生 き る 覚 悟 】 を す る と い う よ う に 、 こ の プ ロ セ ス

は 繰 り 返 さ れ る 。こ の こ と か ら 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な

る 』 は 、 胃 が ん と 胃 全 摘 術 後 を 生 き 抜 い て い く 意 味 と 方 法 を 生 成 し

て い く プ ロ セ ス で あ る と 考 え ら れ た 。 胃 全 摘 体 験 者 が 、 自 分 で 生 活

す る 力 を つ け 、 そ れ を 高 め 豊 か に し て い く プ ロ セ ス と 考 え ら れ た 。  

 

地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 の 経 験 の 意 味 と プ ロ セ ス を 表 す 局 面 と

し て 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』プ ロ セ ス が 見 出 さ れ た

意 味 は 、 退 院 後 も 長 期 に わ た り 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 胃 を 喪 っ た 身 体

の 反 応 や 世 間 の 反 応 に 苦 悩 し て い る こ と が 表 れ た と 考 え る 。 胃 全 摘

体 験 者 は 、 退 院 後 の 生 活 に お い て 、 ど の よ う な こ と に 関 心 を も っ て

い る の か 、 胃 を 喪 っ た こ と を ど う 受 け と め 、 変 化 し た 身 体 と そ れ に

伴 う 生 活 の 変 化 に ど う 対 応 し て い る の か に つ い て 、 体 験 者 の 側 か ら

長 期 的 な 見 解 が 表 さ れ た と 考 え る 。 ま た 、 能 動 的 な 態 度 と 行 動 で 、

心 身 を 回 復 さ せ 、 自 分 の 生 活 を よ り よ く し よ う と 努 力 し て い る こ と

が 表 れ た と 考 え る 。 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て 、 生 活 を

営 む 上 で の 関 心 事 は 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』こ と で

あ り 、 こ れ は 、 生 活 を 通 し て 胃 を 喪 う 意 味 を 知 り 、 養 生 の 実 践 を 通
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し て 、 自 分 の 力 で 、 自 律 し て 生 活 で き る よ う に な る 方 向 へ 進 み ゆ く

こ と で あ る と 考 え ら れ た 。  

地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て 、 な ぜ 『 胃 全 摘 体 験 者 と し

て の 一 人 前 に な る 』 こ と が 関 心 事 で あ っ た の か に つ い て 、 以 下 の こ

と が 考 え ら れ た 。 一 般 的 に 、 何 を も っ て 一 人 前 な の か と 言 え ば （ 新

村 ，1 9 9 8）、一 人 に 割 り 当 て る 量 、自 分 一 人 で 物 事 を 判 断 し 、実 行 で

き る 能 力 、 一 人 で 仕 事 や 生 活 が 回 せ る 能 力 、 同 僚 な ど 他 者 に こ の 人

な ら 任 せ ら れ る と 信 頼 さ れ る こ と 、 そ の 場 に 相 応 し い 言 動 が 出 来 る

能 力 な ど が 含 ま れ る 。 ま た 、 あ る 能 力 基 準 を 満 た し て い る こ と を 所

属 す る 共 同 体 か ら 認 め ら れ る こ と 、 そ の 基 準 を 満 た す 能 力 を 維 持 ・

向 上 し よ う と す る 意 識 を 兼 ね 備 え て い る こ と で あ る （ 高 橋 ， 井 田 ，

西 松 ， 2 0 11）。 退 院 後 の 生 活 を 通 し て 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、【 健 康 や 生

活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】 に 関 す

る 経 験 に よ っ て 、 身 体 的 な 問 題 や 苦 痛 を 経 験 す る と と も に 、 手 術 前

の 自 分 と 比 べ る と 別 人 の よ う に な り マ イ ナ ス な 面 が で き て し ま っ た 、

世 間 一 般 が 一 人 前 と 認 め る レ ベ ル か ら 低 下 し て し ま っ た と 受 け と め

る こ と が 、 胃 全 摘 体 験 者 の 関 心 に 影 響 す る と 考 え ら れ た 。 手 術 後 の

自 分 に が っ か り し 、 自 分 に 対 す る 信 頼 が 揺 ら ぎ 、 社 会 に 認 め ら れ る

存 在 で あ る と い う 感 覚 が 脅 か さ れ 、 心 理 社 会 的 な 苦 痛 を 経 験 し て い

た と 考 え る 。 つ ま り 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 胃 が ん と い う 疾 患 は 完 解 し

て い る 、 あ る い は 治 癒 し た 状 態 で あ っ た が 、 病 気 は 続 い て お り 、 ＜

何 と い っ て も 食 事 の こ と ＞ の よ う な 身 体 的 苦 痛 、 ＜ 術 後 も つ き ま と

う が ん の 心 配 ＞ ＜ 養 生 に 重 要 な 心 の 持 ち 方 ＞ の よ う な 精 神 的 苦 痛 、

＜ 巻 き 込 ま れ る 家 族 ＞ ＜ レ ッ テ ル を は る 世 間 ＞ の よ う な 社 会 的 苦 痛 、

＜ 養 生 に 反 映 さ れ る そ の 人 の 生 き 方 ＞ ＜ 胃 を 喪 っ た 自 分 を 受 け 入 れ

る ＞ の よ う な ス ピ リ チ ュ ア ル の 苦 痛 、 つ ま り 全 人 的 な 苦 痛 を 経 験 し

て い る こ と が 浮 き 彫 り に な っ た と 考 え る 。 こ の 解 釈 を 裏 付 け る も の

と し て 、 が ん の 診 断 と そ の 治 療 は 、 が ん 体 験 者 に 自 分 の 身 体 へ の 信

頼 と 統 合 感 覚 、回 復 力 を 見 失 う 経 験 で あ る（ B e n n e r，Wr u b e l，1 9 8 9）

こ と が 明 ら か に な っ て い る 。 胃 全 摘 術 後 の が ん 体 験 者 は （ 近 藤 ， 鈴

木 ，2 0 0 8）、食 事 摂 取 困 難 、ボ デ ィ・イ メ ー ジ な ど の 変 化 を 受 け 、身

体 的 自 己 概 念 が 強 く 認 知 さ れ る と い う 特 徴 を も ち 、 身 体 的 自 己 概 念

に 生 じ た ダ メ ー ジ は 、 精 神 的 、 対 人 関 係 的 、 社 会 的 自 己 概 念 に 強 い

影 響 を 与 え 、 自 己 概 念 の 全 体 に ダ メ ー ジ が 生 じ て い る こ と が 報 告 さ

れ て い る 。  

 

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』に 含 ま れ る 5 つ の カ テ ゴ

リ ー は 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』方 向 へ 進 ま せ る 胃 全

摘 体 験 者 の 主 要 な 経 験 で あ り 、 行 動 で あ り 、 プ ロ セ ス を 通 し て 得 る

成 果 で あ る と 考 え ら れ た 。  
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5 つ の カ テ ゴ リ ー は 、【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】、【 胃

の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】、【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】、【 養 生 を 通 し

て 知 る 自 分 】、【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】 の 順 序 で 、 一 方 向 に

進 む わ け で は な い 。 身 体 的 状 態 や 環 境 、 状 況 は 刻 々 と 変 化 す る も の

で あ り 、胃 全 摘 体 験 者 は 、こ れ ま で 通 用 し て い た 食 べ 方 や 対 応 法 が 、

今 の 自 分 に 、 あ る い は こ れ か ら の 生 活 に お い て 、 そ の ま ま で は 通 用

し な い と い う 状 況 を 見 通 す と 考 え る 。 そ の た め 、 す で に 【 胃 を 喪 っ

た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】 を し た 胃 全 摘 体 験 者 も 、 生 活 上 の 問 題 や 、 問

題 の 優 先 順 位 が 変 化 す る と 、 再 び 【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の

喪 失 】に つ い て 意 味 づ け を 行 い 、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】を 行

い 、新 た に【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】に 取 り 組 み 、【 養 生 を 通 し て 知

る 自 分 】に 出 会 い 、【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】を す る と 考 え る 。

身 体 的 な 状 態 と 関 心 に よ っ て 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 胃 を 喪 う こ と の 意

味 を 見 出 し 、 自 分 の 方 法 で 食 べ る こ と が で き る よ う に 、 自 分 の 力 で

生 活 が で き る よ う に 努 力 す る た め 、 5 つ の カ テ ゴ リ ー は 行 っ た り 来

た り と 移 り ゆ き な が ら 、 発 展 す る プ ロ セ ス で あ る と 考 え ら れ る 。 こ

の こ と か ら 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』は 、胃 全 摘 体 験

者 が ＜ 現 在 進 行 形 ＞ で 努 力 す る 、 切 れ 目 の な い プ ロ セ ス で あ る と 考

え る 。  

 

胃 全 摘 体 験 者 が 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』方 向 に ど

の よ う に 進 み ゆ く の か に つ い て 着 目 す る こ と に よ っ て 、 こ の プ ロ セ

ス が 進 む の を 促 す 、胃 全 摘 体 験 者 の 変 化 と 行 動 を 5 つ 見 出 す こ と が

で き た と 考 え る 。そ れ は 、ま ず 、“ 胃 の 喪 失 に 伴 う 様 々 な 感 情 ”に 気

づ き 、自 分 の 感 情 や 気 持 ち に 向 き 合 う こ と で あ る と 考 え ら れ た 。2 つ

目 は 、 養 生 に つ い て 他 者 か ら 聞 い て い た 話 と 、 胃 全 摘 体 験 者 そ の 人

の 経 験 が つ な が る 理 解 の 仕 方 が で き る よ う に な る こ と 、 3 つ 目 は 、

＜ 区 切 り を つ け る ＞ 、 切 り 替 え る と い う 胃 全 摘 体 験 の 行 動 で あ る と

考 え ら れ た 。 4 つ 目 は 、 ＜ 養 生 は 理 論 通 り で な く て よ い と い う 結 論

＞ を 出 し 、 指 導 通 り の 養 生 か ら ＜ 自 分 に 合 わ せ て 行 う 養 生 の 修 業 ＞

に 移 る こ と 、 5 つ 目 は 、養 生 を 通 し て 、“ 時 間 の 力 ”を 認 識 す る こ と

で あ る と 考 え ら れ た 。  

1 つ 目 の “ 胃 の 喪 失 に 伴 う 様 々 な 感 情 ” に 気 づ き 、 そ れ に 向 き 合

う こ と は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 養 生 を 行 う こ と の 意 味 を 思 考 し 、 身 体

の 反 応 を 尊 重 す る 養 生 に 切 り 替 え る 方 向 に 進 む こ と で あ っ た 。“ 五 感

を 使 う 訓 練 ”で 身 体 の 反 応 を と ら え る 力 を 育 み 、“ 身 体 反 応 に つ い て

の 記 憶 ” に 基 づ い て 、 ＜ 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 方 法 を （ の ） 会 得 ＞

す る 行 動 で あ り プ ロ セ ス で あ っ た 。 こ れ は 、 家 族 や 医 療 者 に 、 自 分

が 食 べ た い も の を 食 べ な い 方 が 良 い と 制 さ れ る 術 後 の 状 況 の な か で 、

自 分 の 身 体 の 声 は 当 て に で き な い と 受 け と め た 胃 全 摘 体 験 者 が 、【 胃
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の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】を 通 し て 、自 分 の 感 情 に 気 づ き 、“ 自 分 の

身 体 を 通 し た 検 証 ” を 行 う よ う に な る 変 化 で あ っ た と 考 え る 。 つ ま

り 、 自 分 の 身 体 に 敬 意 を 払 う （ 内 田 ， 2 0 0 4） 態 度 、 養 生 法 に 変 化 す

る こ と が 、“ 食 べ た い も の を 食 べ る 行 動 に で る ” こ と を 導 き 、『 胃 全

摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』プ ロ セ ス を 進 ま せ る と 考 え ら れ た 。 

2 つ 目 の 、 知 識 と 経 験 が つ な が っ た 理 解 の 仕 方 と は 、 胃 全 摘 術 後

の 身 体 の 反 応 に つ い て 、 そ れ ま で は お 話 だ け の 理 解 の 状 態 で あ っ た

の が 、「 あ あ 、こ れ が そ う な の か 」と い う よ う に 、知 識 と 胃 全 摘 体 験

者 そ の 人 の 経 験 が つ な が っ た 理 解 の 仕 方 に な る 変 化 で あ っ た 。 こ の

胃 全 摘 体 験 者 の 変 化 が 、な ぜ 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』

方 向 に 進 み ゆ く の を 促 す の か と 言 え ば 、 医 療 者 の 説 明 を 聞 い た だ け

の 理 解 は 、 言 葉 が 身 体 性 を も っ た 主 体 に よ っ て 担 わ れ ず （ 中 村 ，

2 0 0 0）、内 面 化 さ れ な い 。し か し 、知 識 と 胃 全 摘 体 験 者 そ の 人 の 経 験

が つ な が る 理 解 は 、 そ れ ま で の 状 況 や 現 在 の 状 況 、 術 後 の 身 体 の 反

応 に つ い て 、胃 全 摘 体 験 者 に 納 得 を 導 く た め 、身 体 の 反 応 の 意 味 が 、

知 識 と し て 胃 全 摘 体 験 者 の な か に 収 ま る よ う に な る と 考 え ら れ た 。

そ し て 、 術 後 の 経 験 に つ い て や っ と 医 療 者 の 言 葉 が 胃 全 摘 体 験 者 に

届 く よ う に な り 、“ だ ん だ ん に わ か っ て く る ”状 態 に な る と 考 え ら れ

た 。 こ の “ だ ん だ ん に わ か っ て く る ” と い う 感 覚 は 、 胃 全 摘 体 験 者

に 、 そ れ ま で の 大 変 な 経 験 に は 意 味 が あ っ た と い う 肯 定 感 、 安 心 感

を 導 き 、 生 活 の 知 恵 を 見 出 す 力 に な っ て い た と 考 え ら れ た 。 ま た 、

知 識 と 胃 全 摘 体 験 者 そ の 人 の 経 験 が つ な が る 理 解 は 、 経 験 を 通 し 、

自 分 の 身 体 に つ い て の 事 実 を そ の ま ま 知 る こ と に な る た め 、 他 者 の

話 や 一 般 性 に 振 り 回 さ れ て い た 状 態 か ら 、 私 は 私 と い う 事 実 に 気 づ

き 、 そ の よ う な 態 度 を も つ こ と が で き る と 考 え ら れ た 。  

3 つ 目 の 、切 り 替 え る と い う 胃 全 摘 体 験 の 行 動 は 、養 生 を 通 し て 、

胃 の 喪 失 は と り 返 し の つ か な い 喪 失 で あ る こ と を 認 め 、 胃 全 摘 体 験

者 が 、手 術 前 の 自 分 に ＜ 区 切 り を つ け る ＞ 行 動 と 考 え ら れ た 。ま た 、

胃 全 摘 体 験 者 は 、治 療 か ら 養 生 へ の 切 り 替 え 、患 者 か ら 家 族・職 場・

地 域 の 一 員 へ と 役 割 の 切 り 替 え 、 養 生 法 の 切 り 替 え 、 身 体 の 回 復 状

態 に 応 じ た 食 事 回 数・食 内 容 の 切 り 替 え な ど を 行 っ て 、『 胃 全 摘 体 験

者 と し て の 一 人 前 に な る 』 プ ロ セ ス を 進 む と 考 え ら れ た 。 胃 全 摘 体

験 者 は 、 他 の 体 験 者 と の 交 流 を 通 し て 、 高 齢 者 は 切 り 替 え る 力 が 弱

く 、 養 生 法 の 切 り 替 え 、 身 体 の 回 復 状 態 に 応 じ た 食 事 回 数 ・ 食 内 容

の 切 り 替 え が で き な い と 認 知 し て い た 。 こ の こ と か ら 、 高 齢 の 胃 全

摘 体 験 者 を ど う 援 助 す れ ば 、 回 復 と 生 活 の 自 律 の プ ロ セ ス が 順 調 に

進 み ゆ く の か 、 家 族 の 経 験 を 含 め て 検 討 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。  

4 つ 目 の 、 ＜ 養 生 は 理 論 通 り で な く て よ い と い う 結 論 ＞ を 出 し 、

指 導 通 り の 養 生 か ら ＜ 自 分 に 合 わ せ て 行 う 養 生 の 修 業 ＞ に 移 る 行 動

は 、 胃 全 摘 体 験 者 の 養 生 に 対 す る 態 度 が 、 理 論 や 一 般 性 を 重 視 す る
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こ と か ら 、 胃 全 摘 体 験 者 そ の 人 の 身 体 の 反 応 や 声 を 重 視 す る こ と へ

と 変 化 し た こ と を 表 す も の と 考 え る 。 こ の 養 生 に つ い て の 態 度 の 変

化 に よ っ て 、【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】が 、そ の 人 の 生 活 に 合 っ た 独

自 的 な も の に な る と 考 え ら れ た 。ま た 、こ の よ う な 胃 全 摘 体 験 者 が 、

自 分 の 身 体 に 対 す る 自 信 を 取 り も ど し て い る 証 と 考 え ら れ た 。  

5 つ 目 は 、 養 生 を 通 し て “ 時 間 の 力 ” を 認 識 す る こ と で あ る が 、

こ れ は 、 時 間 が 経 過 す る の を 待 つ 意 味 を 理 解 す る こ と で あ る と 考 え

ら れ た 。養 生 と は 、何 か を 行 う こ と で あ る と 受 け と め が ち で あ る が 、

養 生 の 経 験 を 通 し て 、 じ っ と 時 間 が 経 過 す る こ と を 待 つ こ と に よ っ

て 、 心 身 の 回 復 と 、 身 体 の こ と が “ だ ん だ ん に わ か っ て く る ” 状 態

に な る こ と を 、 認 識 す る こ と で あ る と 考 え ら れ た 。  

 

以 上 の こ と か ら 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』は 、以 下

の よ う な 特 徴 を も つ プ ロ セ ス と 考 え ら れ た 。  

退 院 後 の 生 活 を 通 し て 、胃 全 摘 体 験 者 が 、【 健 康 と 生 活 全 体 に つ な

が る 胃 の 喪 失 】 を 経 験 し 、 胃 全 摘 術 後 と 言 え ば ＜ 何 と い っ て も 食 事

の こ と ＞ で あ り 、 ＜ 胃 を 喪 う 前 の 自 分 に も ど り た い ＞ と 反 応 し た こ

と か ら 、 能 動 的 に 【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】 を 行 い 、 心 身 を 回

復 さ せ て い く プ ロ セ ス で あ る と 考 え る 。 ま た 、 ＜ 生 活 で 経 験 す る 時

間 ＞ を 通 し て 、能 動 的 な 養 生 の み な ら ず 、“ 時 間 の 力 ”を 信 じ て 待 つ 、

受 け 身 の 養 生 が 重 要 で あ る こ と を 学 ぶ プ ロ セ ス で あ る と 考 え る 。  

胃 を 喪 っ た 身 体 の 反 応 に つ い て 「 こ れ は 何 、 こ れ は な ぜ 、 ど う す

れ ば い い の 」 と 自 問 し 、 そ れ ま で の 経 験 か ら 「 こ う す る の は ど う だ

ろ う 」と 判 断 し 、行 動 後 の 身 体 の 反 応 か ら「 や は り そ う だ 」「 や は り

だ め だ 」 と 結 果 を 出 す と い う よ う に 、 自 分 の 身 体 の 反 応 、 自 分 と の

対 話 、 反 応 を 養 生 に 反 映 さ せ る 相 互 作 用 に よ っ て 、 何 も な い と こ ろ

か ら 【 養 生 で （ 会 得 す る ） 経 験 知 】 を 創 造 し 、 会 得 す る プ ロ セ ス で

あ る と 考 え る 。 ま た 、 他 者 の 反 応 や 働 き か け に よ っ て 、 受 動 や 受 苦

に さ ら さ れ（ 中 村 ，2 0 0 0）、他 者 と 環 境 と の 相 互 作 用 を 意 識 さ せ ら れ

る 経 験 で あ り プ ロ セ ス で あ る と 考 え る 。 こ の よ う な 相 互 作 用 を 通 し

て 、【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】の よ う に 、自 分 自 身 に つ い て 理 解 を 深

め る プ ロ セ ス で あ る と 考 え る 。そ し て 、【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚

悟 】 を す る 方 向 に 進 む と 考 え ら れ た 。  

【 健 康 と 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】 の 経 験 に よ っ て 、 ＜ 胃 を

喪 う 前 の 自 分 に も ど り た い ＞ と 反 応 し た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 ＜ 胃 の な

い 身 体 で 食 べ る 方 法 の 会 得 ＞ 、【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】 に よ っ て 、

＜ 胃 は な く て も 生 き て い け る と い う 自 信 ＞ を も ち 、 ＜ 胃 を 喪 っ た 自

分 を 受 け 入 れ る ＞ こ と を 通 し 、 自 分 自 身 を と り も ど す プ ロ セ ス で あ

る と 考 え る 。 養 生 の 経 験 や 、 手 術 か ら の 時 間 の 経 過 に 伴 っ て 、 胃 全

摘 体 験 者 の 身 体 的 反 応 と 状 態 、 病 気 や 養 生 に つ い て の 考 え 方 や 対 し
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方 な ど が 変 化 す る こ と 、 胃 全 摘 体 験 者 の 生 活 の 知 恵 と 対 処 力 の 高 さ

や 質 が 変 化 す る こ と が 考 え ら れ る た め 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人

前 に な る 』 は 、 動 的 で 変 化 す る プ ロ セ ス で あ る と 考 え る 。 胃 全 摘 体

験 者 そ の 人 が 変 わ っ て い く プ ロ セ ス で あ る と 考 え る 。 そ の た め 、 手

術 か ら 時 間 が 経 過 し て も 油 断 大 敵 で あ り 、 ＜ 現 在 進 行 形 ＞ で 関 わ る

必 要 が あ る プ ロ セ ス で あ る と 、 胃 全 摘 体 験 者 に 受 け と め ら れ て い た

と 考 え る 。ま た 、養 生 の 経 験 、時 間 の 経 過 に よ っ て 、【 養 生 で 会 得 す

る 経 験 知 】 が 豊 か に な る と 、 胃 全 摘 体 験 者 の 生 活 範 囲 や 行 動 が 広 が

り 、＜ 胃 全 摘 体 験 者 と し て 自 律 す る ＞ 方 向 に 進 む と 考 え る 。さ ら に 、

そ れ ま で の 養 生 の 経 験 に よ っ て 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 見 通 し を も っ て

生 活 す る こ と が で き る よ う に な る と 考 え る 。こ の よ う に 、『 胃 全 摘 体

験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』 は 、 胃 全 摘 体 験 者 そ の 人 が 変 わ っ て い

く プ ロ セ ス で あ る と 考 え る 。  

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』 は 、 胃 全 摘 体 験 者 “ 皆 が

通 る 道 ” で あ る が 、 そ の 様 相 や 、 進 み 方 は 十 人 十 色 で あ り 、 一 人 ひ

と り の 胃 全 摘 体 験 者 に 任 せ ら れ て い る と 考 え る 。 ＜ （ 養 生 に 反 映 さ

れ る ） そ の 人 の 生 き 方 ＞ が 養 生 に 反 映 さ れ る た め 、 養 生 の 方 法 や 在

り 様 は 個 別 化 し 、 そ の 人 の も の と し て 創 ら れ る プ ロ セ ス で あ る と 考

え る 。  

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』は 、【 健 康 と 生 活 全 体 に つ

な が る 胃 の 喪 失 】 の 否 定 的 な 面 だ け で な く 、 ＜ が ん か ら の 生 還 ＞ 、

“ 体 重 減 少 の メ リ ッ ト ” な ど の 肯 定 的 な 面 を 見 出 す プ ロ セ ス と 考 え

る 。 ま た 、 養 生 の 経 験 を 通 し て 、 他 の 体 験 者 の 経 験 に 共 感 す る こ と

が で き る よ う に な る と 考 え る 。  

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』 プ ロ セ ス は 、 胃 全 摘 体 験

者 が 、 ＜ 段 階 を 踏 む 、 回 数 を 踏 む ＞ 、 ＜ 区 切 り を つ け る ＞ 方 法 で 進

み 、 段 階 を 形 成 す る プ ロ セ ス で あ る と 考 え る 。  

 

次 に 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』プ ロ セ ス に 含 ま れ る

5 つ の カ テ ゴ リ ー は 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て の 経 験

の 意 味 と プ ロ セ ス に 、ど の よ う な 意 味 を も つ の か に つ い て 考 察 す る 。 

 

１ ）【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】  

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』プ ロ セ ス に お い て 、【 健 康

や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】 は 、 生 活 を 通 し て 、 胃 を 喪 う と は

ど う い う こ と な の か に つ い て 、胃 全 摘 体 験 者 が 見 出 し た 意 味 で あ る 。

具 体 的 に は 、 胃 を 喪 う と い う こ と は 、 ＜ 何 と い っ て も 食 事 の こ と ＞

で あ る が 、 ＜ 巻 き 込 ま れ る 家 族 ＞ 、 ＜ 自 分 の 食 べ 方 を 社 会 で 貫 く 困

難 ＞ 、 ＜ レ ッ テ ル を は る 世 間 ＞ 、 ＜ 生 活 で 経 験 す る 時 間 ＞ な ど 、 ＜

健 康 や 生 活 全 体 に 影 響 す る （ 胃 の 喪 失 ） ＞ も の で あ る 。 ＜ 胃 を 喪 う
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意 味 を 知 ら な か っ た 痛 み に 耐 え 始 め る 養 生 ＞ で 、 ＜ 胃 全 摘 体 験 者 と

し て 挑 戦 す る プ ロ セ ス ＞ で あ る 。  

 

【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】 は 、 胃 を 喪 う と い う こ と

に 関 す る 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て の 本 質 的 な 経 験 で

あ り 、 そ の 経 験 の 意 味 づ け で あ り 、 胃 全 摘 術 後 の 変 化 に つ い て の 受

け と め 方 、 感 じ 方 を 表 す も の で あ る と 考 え る 。 胃 が ん と い う 病 気 を

生 き 抜 く た め 、 胃 全 摘 体 験 者 は 胃 全 摘 術 を 選 択 し た が 、 そ の 治 療 に

よ っ て 、 手 術 前 と 同 じ よ う に 生 活 を 営 む こ と が で き な く な る と い う

経 験 で あ り 、 そ の こ と に 苦 悩 し な が ら 対 応 す る プ ロ セ ス で あ る と 考

え ら れ た 。  

 

 地 域 で 生 活 を す る 胃 全 摘 体 験 者 の 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前

に な る 』 プ ロ セ ス は 、 生 活 を 通 し て 【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃

の 喪 失 】 に つ い て 意 味 づ け す る こ と か ら 始 ま る と 考 え る 。 胃 を 喪 う

こ と の 意 味 を 見 出 す プ ロ セ ス は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 手 術 前 に 予 想 し

覚 悟 し た 術 後 の 生 活 と 、 実 際 に 経 験 す る こ と と ギ ャ ッ プ や ず れ に つ

い て 、 身 体 の 反 応 や 、 家 族 と 周 囲 の 人 々 の 反 応 を 通 し て 、 苦 闘 し な

が ら 経 験 の 意 味 を 見 出 し て い く こ と で あ る と 考 え ら れ た 。 そ の 事 が

そ う で あ る の は こ の 理 由 か ら だ っ た の か と い う 、 そ の 人 に と っ て の

物 事 の 筋 道 と 、生 活 上 の 信 念 や 価 値 観 に 基 づ い て 、胃 全 摘 体 験 者 は 、

胃 を 喪 う こ と の 意 味 を 見 出 し て い る と 考 え ら れ た 。ま た 、【 健 康 や 生

活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】 に つ い て 意 味 づ け す る こ と に よ っ て 、

胃 全 摘 体 験 者 は 、 術 後 の 困 難 に 耐 え る の に 必 要 な 行 動 を 考 え 実 践 す

る と 考 え ら れ た 。  

 

【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】 は 、 生 活 を 通 し て 胃 全 摘

体 験 者 が 胃 を 喪 う こ と に つ い て 見 出 し た 意 味 で あ る 。 上 部 消 化 管 が

ん 体 験 者 が 術 後 の 生 活 で 困 っ て い る 内 容 を 見 出 し た 先 行 研 究 結 果

（ 中 村 ， 城 戸 ， 2 0 0 5） と 、 本 研 究 の 【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る

胃 の 喪 失 】 の 内 容 を 比 較 検 討 す る と 、 ＜ レ ッ テ ル を は る 世 間 ＞ 、 ＜

胃 を 喪 う 意 味 を 知 ら な か っ た 痛 み に 耐 え 始 め る 養 生 ＞ 、 ＜ 胃 全 摘 体

験 者 と し て 挑 戦 す る プ ロ セ ス ＞ 、 ＜ 生 活 で 経 験 す る 時 間 ＞ は 、 先 行

研 究 に は 認 め ら れ な い 内 容 で あ っ た 。 こ の こ と か ら 、 本 研 究 で 見 出

さ れ た 【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】 は 、 胃 を 喪 う と い う

こ と は 、 胃 の 構 造 と 機 能 の 喪 失 に 止 ま ら ず 、 胃 全 摘 体 験 者 の 生 活 の

ど の よ う な 側 面 に 、 ど の よ う な 影 響 を 及 ぼ す の か を に つ い て 、 新 た

な 情 報 を 提 供 す る も の と 考 え る 。 本 研 究 の 対 象 者 は 、 術 後 1 年 5

か 月 か ら 1 7 年 と 幅 が 認 め ら れ た が 、 ど の 対 象 者 も 複 数 の 術 後 合 併

症 や 、 胃 術 後 障 害 に 対 応 し て い る こ と に 加 え 、 第 二 の 人 生 の 門 出 、
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あ る い は 仕 事 の キ ャ リ ア を と り 逃 が す 事 態 、 人 と の 関 係 性 や 人 づ き

あ い が 変 化 す る 事 態 、 手 術 前 に 描 い て い た 人 生 設 計 を 諦 め る 事 態 な

ど を 経 験 し て い た 。 ま た 、 手 術 か ら 5 年 以 上 経 過 し た 胃 全 摘 体 験

者 も 、 全 人 的 苦 痛 を 経 験 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 胃 全 摘 術

後 と い え ば ＜ 何 と い っ て も 食 事 の こ と ＞ が 体 験 者 の 関 心 事 で あ り

（ G a r l a n d， L o u n s b e r r y， P e l l e t i e r， e t  a l .， 2 0 11）、 食 事 に 関 す

る 問 題 が 、 彼 ら の 生 活 全 体 に 影 響 を 及 ぼ し て い る （ 中 村 ， 城 戸 、

2 0 0 5） こ と は 、 先 行 研 究 で 明 ら か に さ れ て い る 。 し か し 、 食 事 に

関 す る 受 け と め や 、 感 じ 方 に 焦 点 を 当 て た 研 究 は ま だ 少 な い （ 岡

本 ， 2 0 1 0） 状 況 に あ る 。 現 状 に お い て 、 本 研 究 で 見 出 さ れ た 【 健

康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】 は 、“ 食 事 に 関 す る 健 康 な 人 と

の ず れ ” や “ 胃 全 摘 体 験 者 の 行 動 を お さ え る 健 康 な 人 々 ” に よ っ て

認 知 す る 、 ＜ 自 分 の 食 べ 方 を 社 会 で 貫 く 困 難 ＞ と 、 ＜ レ ッ テ ル を は

る 世 間 ＞ に 、 ＜ 巻 き 込 ま れ る 家 族 ＞ と と も に 、 ＜ 生 活 で 経 験 す る 時

間 ＞ を 力 に 、 ＜ 胃 を 喪 う 意 味 を 知 ら な か っ た 痛 み に 耐 え 始 め る 養 生

＞ で 、 ＜ 胃 全 摘 体 験 者 と し て 挑 戦 す る プ ロ セ ス ＞ で あ る こ と を 明 ら

か に し て い る 点 は 、 新 た な 知 見 と 言 え る だ ろ う 。 ま た 、 本 研 究 で 明

ら か に な っ た 【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】 は 、 胃 全 摘 体

験 者 が 、 生 活 を 通 し て 見 出 し た 、 胃 を 喪 う こ と の 意 味 で あ り 、 胃 の

喪 失 が 影 響 を 及 ぼ す 彼 ら の 生 活 の 範 囲 を 明 ら か に し て い る た め 、 こ

の 点 も 知 見 と 言 え よ う 。【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】

は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 生 活 の な か で 経 験 し て い る こ と を 理 解 す る 情 報

と し て 活 用 で き る と 考 え る 。 ま た 、 彼 ら が 胃 を 喪 う 意 味 を 理 解 す る

こ と を 促 し 、 彼 ら の 日 々 の 生 活 の 経 験 を 少 し で も 良 く す る た め の 看

護 援 助 を 考 え る 材 料 と し て 活 用 で き る と 考 え る 。  

 

２ ）【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】  

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』プ ロ セ ス に お い て 、【 胃 の

な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】 は 、 結 果 で 示 し た よ う に 、 胃 を 喪 う 前 の よ

う に 食 事 が で き る よ う に な り た い と 願 望 し 、 鍛 錬 を 行 っ て い く プ ロ

セ ス で あ る 。 具 体 的 に は 、 ＜ 胃 を 喪 う 前 の 自 分 に も ど り た い ＞ と 願

望 し た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 ＜ 自 分 の 身 体 に つ い て の 暗 中 模 索 ＞ と 、 ＜

い つ 何 を ど う 食 べ る か の 鍛 錬 ＞ を 、 ＜ 段 階 を 踏 む 、 回 数 を 踏 む ＞ に

よ っ て 進 め 、 ＜ 胃 の な い 身 体 と 生 活 に 慣 れ る ＞ と と も に 、 ＜ 胃 の な

い 身 体 で 食 べ る 方 法 を （ の ） 会 得 ＞ す る プ ロ セ ス で あ る 。  

 

【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】 は 、 ＜ 胃 を 喪 っ た 身 体 で 食 べ る 方

法 を （ の ） 会 得 ＞ し 、 心 身 を 回 復 さ せ る プ ロ セ ス で あ っ た 。 胃 全 摘

体 験 者 に よ っ て 生 じ た 変 化 に 抗 う と い う よ り も 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、

＜ 自 分 の 身 体 に つ い て の 暗 中 模 索 ＞ と 、 ＜ い つ 何 を ど う 食 べ る か の
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鍛 錬 ＞ と い う 能 動 的 な 行 動 で 、身 体 的 苦 痛 を 予 防 し 、苦 痛 を 緩 和 し 、

回 復 を 進 め て い る と 考 え る 。  

 

地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 を 診 る 医 師 の 視 点 は 、 が ん の 再 発 転

移 の 有 無 と 早 期 発 見 、 術 後 合 併 症 な ど 、 治 療 後 の 経 過 を み る こ と に

焦 点 が 置 か れ て い る 。 一 方 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 生 活 を 通 し て 、 胃 を

喪 う と い う こ と は 、【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】 で あ り 、

＜ な ん と い っ て も 食 事 の こ と ＞ が 関 心 事 で あ る 。 胃 全 摘 体 験 者 の ＜

な ん と い っ て も 食 事 の こ と ＞ は 、 食 事 の 時 に 食 べ 方 を 改 め る こ と が

求 め ら れ る だ け で な く 、 ＜ い つ 何 を ど の よ う に た べ る か （ の 鍛 錬 ）

＞ が わ か ら な い と い う 問 題 が 含 ま れ て い る 。 そ の た め 、 胃 全 摘 体 験

者 は 、 生 活 の な か で 【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】 を し て 、 ＜ 胃 を

喪 っ た 身 体 で 食 べ る 方 法 を （ の ） 会 得 ＞ す る 努 力 を 行 う と 考 え ら れ

た 。胃 全 摘 体 験 者 が 、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】を 行 っ て い る こ

と は 、 医 師 や 看 護 師 は 、 察 す る 仕 方 、 あ る い は 体 験 を 聞 く 方 法 で 理

解 し て い る と 考 え ら れ る が 、 医 師 や 看 護 師 に 関 心 が な け れ ば 見 え て

こ な い 世 界 （ W h i t e， 2 0 0 0） と 考 え る 。 胃 全 摘 体 験 者 が 、 実 際 に ど

の よ う に【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】を 行 っ て い る か に つ い て は 、

理 解 さ れ て い な い と 報 告 さ れ て い る （ G a r l a n d ， L o u n s b e r r y ，

P e l l e t i e r，e t  a l .，2 0 11；Wa i n w r i g h t，D o n o v a n，K a v a d a s，e t  a l .，

2 0 0 7）。地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 が 、人 生 途 中 か ら の 食 習 慣 の 変

更 に つ い て ど う 受 け と め 、 ど う 対 応 し 、 ＜ 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 方

法 の 会 得 ＞ に 至 っ て い る か に つ い て の 実 態 と 、 そ の プ ロ セ ス に つ い

て 、 本 研 究 の 【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】 は 情 報 を 提 供 で き る と

考 え る 。 ま た 、 胃 全 摘 体 験 者 の 、 ＜ 何 と い っ て も 食 事 の こ と ＞ に 関

す る 看 護 援 助 に つ い て 検 討 す る 材 料 を 提 供 で き る と 考 え る 。  

 

本 研 究 の 対 象 者 は 、 自 分 に 向 け ら れ る “ 周 囲 の 目 ” や 、 手 術 前 後

の 自 分 に つ い て“ 比 較 す る ”こ と に よ っ て 、“ 術 後 の 自 分 に が っ か り

す る ” こ と が 導 か れ 、 ＜ 胃 を 喪 う 前 の 自 分 に も ど り た い ＞ と 反 応 し

た が 、 こ れ は 、 食 事 と の 関 係 に よ っ て 、 自 己 が 脅 か さ れ て い た こ と

が 表 れ て い る と 考 え る 。 自 分 自 身 に つ い て の 認 識 の な か で 、 自 分 の

身 体 に つ い て の 考 え ほ ど 、 本 人 に と っ て 直 接 的 か つ 中 心 的 な も の は

な い と 指 摘 さ れ て い る （ S e m p l e， D u n w o o d y， K e r n o h a n， e t  a l .，

2 0 0 8）。特 に 、食 事 に 関 す る ず れ は 、自 分 と 他 者 と の 間 の 不 一 致 を 強

く 感 じ さ せ る こ と 、 食 事 の 状 況 は そ の 人 に が ん の 状 態 を 最 も 明 ら か

に 思 い 出 さ せ る も の で あ る こ と が 明 ら か に さ れ て い る （ C l a r k e ，

M c c o r r y， D e m p s t e r.， 2 0 11）。 ま た 、 人 は 、 現 在 の 自 分 を 見 失 わ な

い た め に 、過 去 の 自 分 を と り も ど す こ と を 試 み る（ C l a r k e，M c c o r r y，

D e m p s t e r.，2 0 11）こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。本 研 究 の 対 象 者 は 、
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楽 し み で あ っ た 食 事 が 苦 痛 の 種 と な っ た 状 況 、食 事 の 問 題 に よ っ て 、

身 体 的 、 精 神 的 、 社 会 的 、 ス ピ リ チ ュ ア ル な 問 題 が 生 じ て い る 現 実

に 対 し 、 ど う す れ ば 胃 全 摘 術 前 の 自 分 を と り も ど す こ と が で き る か

を 考 え 、 手 術 前 の 自 分 や 生 活 に 近 づ く こ と 、 手 術 前 の 自 分 と 再 び つ

な が る こ と を 重 要 視 し 、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】に 取 り 組 ん だ

と 考 え ら れ た 。 こ の よ う に 、 本 研 究 の 対 象 者 の ＜ 胃 を 喪 う 前 の 自 分

に も ど り た い ＞ と い う 反 応 は 、“ 術 後 の 自 分 に が っ か り す る ”だ け で

な く 、“ 回 復 に 向 け て 行 動 す る 原 動 力 ”と な っ て 胃 全 摘 体 験 者 に 働 き

か け て い た と 考 え る 。  

胃 の な い 身 体 で 食 事 が で き る よ う に な り 、体 重 を 維 持 す る こ と は 、

治 療 後 の 胃 が ん 体 験 者 に と っ て 関 心 事 で あ り 、 悩 み で あ る こ と が 先

行 研 究 で 報 告 さ れ て い る（ 榎 本 ，三 枝 ，中 井 ほ か ，2 0 0 7；S t a m a t a k i，

B u r d e n， M o l a s s i o t i s， 2 0 11； 今 村 ， 川 上 ， 坂 口 ほ か ， 2 0 1 2； が ん

の 社 会 学 に 関 す る 合 同 研 究 班 ，2 0 0 4）。ま た 、症 状 や 体 重 を コ ン ト ロ

ー ル で き な い こ と は 、 が ん 体 験 に 不 安 、 将 来 の 不 確 か さ を 導 く

（ S t a m a t a k i，B u r d e n，M o l a s s i o t i s，2 0 11）こ と が 明 ら か に さ れ て

い る 。 反 対 に 、 体 重 を 維 持 す る こ と 、 増 加 す る こ と は 、 が ん 体 験 に

と っ て 、 病 気 を 打 ち 負 か す こ と が で き る 、 身 体 が 強 く な っ て が ん 再

発 を 阻 止 で き る と い う 考 え を 導 く（ S t a m a t a k i，B u r d e n，M o l a s s i o t i s，

2 0 11） こ と が 明 ら か に な っ て い る 。 ま た 、 が ん 体 験 に と っ て 、 健 康

的 に 見 え る 外 見 を つ く る た め に は 、 体 重 は 重 要 な 役 割 を 果 た し 、 手

術 前 の 体 重 に も ど る こ と は 、 手 術 前 の 自 分 に も ど る こ と 、 普 通 に も

ど る こ と の 一 つ の 重 要 な 部 分 と し て み な さ れ る （ Wa i n w r i g h t ，

D o n o v a n，K a v a d a s，e t  a l .，2 0 0 7）。そ れ ゆ え 、本 研 究 の 対 象 者 は 、

仕 事 を す る 、人 づ き あ い を す る と い っ た 、自 分 の 生 活 に も ど る に は 、

食 事 を 食 べ 、体 重 を 回 復 さ せ 、体 力 を 回 復 さ せ る こ と が 必 要 と 考 え 、

【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】 を 行 っ て い た が 、 医 師 は 、 客 観 的 な

デ ー タ と し て 体 重 を 捉 え 、 胃 全 摘 体 験 者 の 健 康 と 回 復 の 指 標 と し て

い る 状 況 で あ っ た 。 こ れ は 、 胃 全 摘 体 験 者 と 医 師 と の 間 に 、 体 重 の

と ら え 方 、 意 味 の 違 い が あ る こ と を 示 す も の と 考 え る 。 が ん 体 験 者

に と っ て 、 体 重 を 維 持 し 回 復 さ せ る こ と は 、 病 気 か ら の 回 復 の 指 標

と し て 重 要 で あ る（ Wa i n w r i g h t，D o n o v a n，K a v a d a s，e t  a l .，2 0 0 7）

こ と を 、 医 療 者 は 理 解 す る 必 要 が あ る と 考 え る 。 普 通 に も ど る こ と

が 、 手 術 前 の 体 重 に も ど る こ と に 限 ら な い こ と を 、 胃 全 摘 体 験 者 に

理 解 し て も ら う 必 要 が あ る と 考 え る 。 本 研 究 の 【 胃 の な い 身 体 で 食

べ る 鍛 錬 】 は 、 手 術 前 の よ う に 食 べ る こ と が で き な い と い う 変 化 と

体 重 減 少 を 、 胃 全 摘 体 験 者 は ど う 感 じ 、 反 応 し て い る の か 、 術 後 の

食 事 の 変 化 に よ る 体 重 減 少 が 、 胃 全 摘 体 験 者 の 心 理 社 会 的 な 側 面 に

ど の よ う な 影 響 を 及 ぼ す の か に つ い て 、 表 し て い る こ と が 特 徴 で あ

る と 考 え ら れ た 。  
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胃 全 摘 術 後 の 生 活 で は 、 胃 全 摘 体 験 者 の 目 （ 脳 ） が 要 求 す る 食 欲

と 、実 際 に 食 べ る こ と が で き る 食 事 量 が 一 致 し な い こ と を 経 験 す る 。

こ れ は 、 脳 が 、 い つ も の こ と に 従 お う 、 み ん な が 行 っ て い る こ と に

従 お う と す る と き 、 身 体 の 方 は 止 め て お こ う 、 苦 し さ か ら 逃 れ よ う

と す る よ う に 、 脳 と 身 体 か ら の 指 令 が 違 う こ と に よ っ て 生 じ る 矛 盾

（ 内 田 ， 2 0 0 4） が 原 因 で あ る と 考 え ら れ る 。 現 代 社 会 は 、脳 化 さ れ

た 社 会 と 表 現 さ れ 、約 9 9 %の 人 は 脳 に 従 っ て 、身 体 の 抵 抗 を 押 さ え

こ も う と す る（ 内 田 ， 2 0 0 4）こ と が 明 ら か に さ れ て い る 。胃 全 摘 体

験 者 は 、 最 初 の 頃 は 、 目 (脳 )の 要 求 に 応 じ て 食 事 を 摂 り 、 何 度 も 身

体 的 苦 痛 を 経 験 し て い た 。【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】に よ っ て 身

に つ い た “ 身 体 反 応 に つ い て の 記 憶 ” を 基 に 、 脳 で は な く 、 身 体 の

声 や 身 体 か ら の 指 令 に 従 う こ と を 覚 え 、 ＜ 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 方

法 の 会 得 ＞ を 成 し 遂 げ る と 考 え ら れ た 。こ れ は 、【 胃 の な い 身 体 で 食

べ る 鍛 錬 】 を 行 っ て 、 ＜ 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 方 法 の 会 得 ＞ を 行 う

意 味 を 表 し て い る と 考 え る 。  

 

【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】 は 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者

に と っ て 最 も 関 心 事 で あ る 、＜ 何 と い っ て も 食 事 の こ と ＞ を 通 し て 、

＜ 胃 を 喪 う 前 の 自 分 に も ど り た い ＞ と い う 希 望 を 、 ど う す れ ば 成 し

遂 げ る こ と が で き か を 考 え 、 ＜ い つ 何 を ど う 食 べ る か の 鍛 錬 ＞ と い

う 能 動 的 行 動 を 実 践 し 、 ＜ 段 階 を 踏 む 、 回 数 を 踏 む ＞ 方 法 と 、 時 間

に よ っ て 、 ＜ 胃 の な い 身 体 と 生 活 に 慣 れ る ＞ こ と を 経 て 、 ＜ 胃 の な

い 身 体 で 食 べ る 方 法 を （ の ） 会 得 ＞ し 、 身 体 を 回 復 さ せ る プ ロ セ ス

で あ っ た と 考 え る 。 ま た 、 こ の よ う な プ ロ セ ス を 通 し て 、 食 事 と の

関 係 に よ っ て 脅 か さ れ た 、 胃 全 摘 体 験 者 そ の 人 自 身 を と り も ど す と

考 え ら れ た 。【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】 は 、“ 自 分 の 身 体 を 通 し

た 検 証 ”、“ 身 体 反 応 に 沿 っ て 見 出 す 食 事 法 ” と い う よ う に 、 胃 全 摘

体 験 者 そ の 人 の 身 体 の 反 応 を 基 盤 と し て い る た め 、 そ の 人 の も の と

し て 創 ら れ る プ ロ セ ス と 考 え る 。  

 

３ ）【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】  

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』プ ロ セ ス に お い て 、【 養 生

で 会 得 す る 経 験 知 】 は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 指 導 通 り の 養 生 か ら 自 分

に 合 わ せ て 行 う 養 生 に 移 り 、 生 活 す る た め の 知 恵 を 何 も な い と こ ろ

か ら 創 り 、 身 に つ け る プ ロ セ ス を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 全 摘 体 験

者 に と っ て 術 後 の 生 活 は 、 ＜ そ う す る し か な い 状 況 で の 習 慣 化 ＞ が

求 め ら れ 、 そ れ に ＜ 現 在 進 行 形 ＞ で 対 応 す る プ ロ セ ス で あ り 、 生 活

の 経 験 を 重 ね る な か で ＜ 養 生 は 理 論 通 り で な く て よ い と い う 結 論 ＞

を 出 し 、 ＜ 自 分 に 合 わ せ て 行 う 養 生 の 修 業 ＞ に 移 り 、 そ の 結 果 、 ＜

養 生 を 通 し て 会 得 す る 生 活 の 知 恵 ＞ を 身 に つ け る プ ロ セ ス で あ っ た 。 
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【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】は 、胃 全 摘 体 験 者 の 信 念 、【 健 康 と 生 活

全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】 や 養 生 に 関 す る 感 情 、 自 分 の 力 で 生 活 が

で き る よ う に な り た い と い う 関 心 と 期 待 に よ っ て 形 づ け ら れ る と 考

え る 。 ま た 、 ＜ 自 分 に 合 わ せ て 行 う 養 生 の 修 業 ＞ に よ っ て 、 ＜ 養 生

を 通 し て（ 会 得 す る ）生 活 の 知 恵 ＞ を 会 得 し 、“ 動 的 で 持 続 的 な 身 体

の 反 応 ” と 胃 全 摘 後 の 変 化 に 、 適 応 ・ 順 応 で き る 力 を 養 う 経 験 で あ

り プ ロ セ ス で あ る と 考 え る 。手 術 か ら 間 も な い 頃 の 胃 全 摘 体 験 者 は 、

生 活 上 の 問 題 を 解 決 す る た め の 知 識 や 能 力 を 持 っ て い な い た め 、 自

分 の 力 で 道 を 切 り 開 い て い か な け れ ば な ら な い 。 苦 悩 や 困 難 に ぶ つ

か っ て そ れ を 克 服 し よ う と す る と き 、 考 え る 力 、 思 考 す る 力 が 生 ま

れ て く る 。 生 活 で 経 験 す る こ と の 意 味 を 思 考 す る こ と に よ っ て 、 胃

全 摘 体 験 者 は 、 ＜ 養 生 を 通 し て （ 会 得 す る ） 生 活 の 知 恵 ＞ と 術 を 創

造 し 、 会 得 す る こ と が 可 能 に な る と 考 え る 。  

胃 全 摘 体 験 者 の 身 体 的 状 態 や 、 状 況 は 刻 々 と 変 化 す る の で 、 こ れ

ま で 通 用 し て い た “ 自 分 の 身 体 の 反 応 か ら つ く る 生 活 の 知 恵 ” が 、

こ れ か ら の 生 活 に お い て 、 そ の ま ま 通 用 す る と は 限 ら な い こ と を 経

験 す る た め 、 ＜ 現 在 進 行 形 ＞ で 【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】 に 関 わ っ

て い る と 考 え ら れ た 。時 間 の 経 過 と 経 験 の 積 み 重 ね に よ っ て 、【 養 生

で 会 得 す る 経 験 知 】 は 豊 か に な り 、 日 々 の 生 活 で の 出 来 事 や 、 身 体

的 反 応 に つ い て 、“ だ ん だ ん に わ か っ て く る ”と い う 感 覚 を 導 き 、胃

全 摘 体 験 者 が 自 分 で 生 活 す る 能 力 を 高 め る こ と が で き る と 考 え ら れ

た 。  

 

自 己 と 経 験 知 の 関 係 か ら 見 れ ば 、 初 め に 自 己 が あ っ て 、 そ れ か ら

後 に 経 験 が 生 じ る の で は な く 、 経 験 が あ っ て の 自 己 （ 中 村 ， 2 0 0 0）

と い う こ と に な る 。経 験 す る と は 事 実 を そ の ま ま に 知 る こ と で あ り 、

ま っ た く 技 巧 や 細 工 を 排 し て 、事 実 そ の も の に 従 う こ と（ 中 村 ，2 0 0 0）

で あ る 。【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】 は 、“ 理 論 通 り に は い か な い 身 体

の 反 応 ”の 経 験 を 通 し 、“ 借 り も の で は な い 自 分 の 方 法 を 創 る ”必 要

性 を 感 じ 、 ＜ 養 生 は 理 論 通 り で な く て よ い と い う 結 論 ＞ を 出 す こ と

に よ っ て 、 胃 全 摘 体 験 者 そ の 人 の も の と し て 創 ら れ る 方 向 へ 進 む プ

ロ セ ス で あ る と 考 え ら れ た 。 で き あ い の 型 に 収 ま っ た り 、 他 者 の 方

法 を そ の ま ま 取 り 入 れ た り す る の で は な く 、“ 自 分 の 身 体 の 反 応 か ら

つ く る（ 生 活 の 知 恵 ）”行 動 を 基 盤 に 、新 し い 知 恵 を 生 み だ し 、そ れ

を 生 活 の な か で 実 践 し な が ら 、 自 分 の 生 活 に 合 う よ う に 、 現 実 に 即

し た 知 恵 に 創 り か え る プ ロ セ ス で あ る と 考 え ら れ た 。【 養 生 で 会 得 す

る 経 験 知 】 が 、 そ の 人 の も の と し て 創 ら れ る 方 向 へ 進 む と い う こ と

は 、 胃 全 摘 体 験 者 の 養 生 に 対 す る 考 え 方 、 取 り 組 み 方 が そ の 人 の も

の に な る 方 へ 変 わ る こ と と 考 え ら れ た 。ま た 、【 養 生 で 会 得 す る 経 験
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知 】が 、そ の 人 の も の と し て 創 ら れ る 方 向 へ 進 む と い う こ と は 、『 胃

全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』 プ ロ セ ス も 、 そ の 人 の も の と し

て 創 ら れ る 方 向 へ 進 む と 考 え ら れ た 。  

【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】 は 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 が 、

自 分 の 身 体 の 反 応 か ら 見 出 し 、 長 い 時 間 を か け て 、 養 生 の 経 験 と 、

生 活 を 通 し て 自 分 の も の に し た 知 恵 で あ る た め 、 そ の 胃 全 摘 体 験 者

の な か に 長 く 残 り 、 自 分 の 力 で 生 活 を 展 開 し 、 生 活 を 広 げ る 力 に な

る と 考 え ら れ た 。  

 

慢 性 病 を 抱 え て 生 活 す る な か で 、 結 果 的 に 獲 得 さ れ る 経 験 知 は 、

実 践 知 の 一 形 態 で あ る（ B e n n e r，Wr u b e l，1 9 8 9）と 言 わ れ て い る 。

胃 全 摘 体 験 者 の 【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】 は 、 身 体 的 症 状 に 対 す る

身 体 反 応 の な か に 具 わ る 知 恵 と い う 特 徴 を も つ と 考 え る 。 こ れ は 、

例 え ば 、 腹 部 の 違 和 感 を 感 知 し た と き は 、 右 側 臥 位 を と る と 痛 み の

増 強 を 抑 え る こ と が で き る と 見 出 し た 知 恵 で あ る 。 こ う い う 場 合 は

こ う す る と 身 に つ け た 知 恵 で あ る と 考 え ら れ た 。 ま た 、 自 分 に と っ

て 悩 み の 種 で あ る 身 体 症 状 の 始 ま り を つ か み 、 増 強 を 予 防 す る こ と

が で き る 知 恵 と い う 特 徴 を も つ と 考 え る 。 こ れ は 、 例 え ば 、 身 体 の

血 が ス ー っ と 下 が る よ う な 感 覚 に よ っ て 、 ダ ン ピ ン グ 症 状 の 始 ま り

を 感 じ と り 、 飴 や リ ポ ビ タ ン D を 飲 む 行 動 が と れ る よ う に な っ た 知

恵 で あ る 。 さ ら に 、 自 分 の 身 体 の 反 応 か ら つ く る 生 活 の 知 恵 で あ る

と い う 特 徴 を も つ と 考 え る 。 こ れ は 、 例 え ば 、 自 分 は ど の よ う な 食

物 は 食 べ る こ と が で き 、 ど の よ う な も の は 弱 い か に つ い て 見 出 し た

知 恵 で あ る 。 こ れ ら の 【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】 の 特 徴 は 、 ＜ 自 分

に 合 わ せ て 行 う 養 生 の 修 業 ＞ に よ っ て 会 得 し た 熟 練 的 身 体 知

（ B e n n e r，Wr u b e l，1 9 8 9）で あ る と 言 え る だ ろ う 。養 生 の 経 験 を 通

し て 会 得 さ れ る こ の よ う な 実 践 知 は 、 ＜ 養 生 は 理 論 通 り で な く て よ

い と い う 結 論 ＞ か ら 発 展 し た と 考 え ら れ 、 医 療 者 の 理 論 的 説 明 よ り

も 具 体 的 で あ り 、 そ の 人 自 身 や そ の 人 の 生 活 に 合 っ た も の で あ る と

考 え ら れ た 。 胃 全 摘 体 験 者 自 身 が 、 そ の 人 の 生 活 と 養 生 を 通 し て 会

得 し て い る こ の よ う な 実 践 知 に 関 心 を 寄 せ 、学 び（ B e n n e r，Wr u b e l，

1 9 8 9）、 胃 全 摘 体 験 者 に 情 報 や 看 護 援 助 と し て 届 け る 必 要 が あ る と

考 え る 。  

 

４ ）【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】  

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』プ ロ セ ス に お い て 、【 養 生

を 通 し て 知 る 自 分 】 は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 養 生 を 通 し て 、 病 気 と そ の

養 生 に は そ の 人 の そ れ ま で の 生 き 方 が 反 映 さ れ る こ と を 認 め る こ と 、

自 分 自 身 に つ い て 理 解 を 深 め る こ と 、 あ る い は 自 分 の 新 た な 面 を 知

る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 養 生 を 通 し て 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 ＜
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養 生 に 反 映 さ れ る そ の 人 の 生 き 方 ＞ で 、 病 気 と そ の 養 生 に 対 応 す る

こ と を 認 め た 。 ま た 、 手 術 か ら の 時 間 が 経 過 し て も ＜ 術 後 も つ き ま

と う が ん の 心 配 ＞ に 苦 悩 す る 経 験 を 通 し て 、病 気 と そ の ＜ 養 生 に（ 重

要 な ） 心 の 持 ち 方 ＞ が 重 要 で あ る こ と を 認 め 、 ＜ が ん と い う 病 気 か

ら 解 き 放 た れ る 努 力 ＞ を 行 い 、 こ れ ら を 通 し て 自 分 自 身 に つ い て 理

解 を 深 め る と と も に 、 自 分 の 新 た な 面 を 知 っ た 。  

 

【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】 は 、 胃 全 摘 体 験 者 そ の 人 の 在 り 方 が 、

そ れ 以 前 と は 変 化 す る こ と を 意 味 す る と 考 え ら れ た 。 そ れ は 、 養 生

を 通 し 、 自 分 自 身 に つ い て 理 解 を 深 め 、 新 た な 面 を 知 る こ と で あ る

た め 、 そ の 人 の 在 り 方 や 、 養 生 や 生 活 に 対 す る 態 度 が 以 前 と は 変 化

す る と 考 え ら れ る か ら で あ る 。 病 院 を 退 院 し 、 自 宅 で の 生 活 を 始 め

た と き と 比 べ る と 、自 分 に つ い て の 感 覚 を は っ き り 意 識 し て 、【 健 康

と 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】に つ い て 意 味 づ け を 行 い 、【 胃 の な

い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】を 行 い 、【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】を 身 に つ け 、

【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】を し て 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一

人 前 に な る 』方 向 に 進 む と 考 え る 。胃 全 摘 体 験 者 の 生 活 上 の 問 題 や 、

問 題 の 優 先 順 位 は 変 化 す る こ と は 、 そ の 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て 、 人

生 の 意 味 が 変 化 す る 経 験 で あ る が（ A l l e n，S a v a d a t t i，L e v y，2 0 0 9）、

人 生 の 意 味 が 変 化 す る こ と 、 人 生 に つ い て の 語 り 直 し は 、 単 な る 繰

り 返 し で も 模 倣 で も な い 。つ ま り 、【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】と い う 、

自 分 の 新 た な 面 を 見 出 す こ と は 、 同 じ 出 来 事 の 筋 書 き を 変 え 、 出 来

事 に 対 す る 新 た な 自 己 の 意 味 を 見 出 し て い く 作 業 で あ る （ や ま だ ，

2 0 0 0） と 考 え ら れ る 。  

 

５ ）【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】  

『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』プ ロ セ ス に お い て 、【 胃 を

喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】 は 、 日 々 の 養 生 に よ っ て 身 に つ け た 知 恵

と 、 見 出 し た 見 通 し に よ っ て 自 信 を と り も ど し 、 胃 全 摘 体 験 者 が 胃

を 喪 っ た 自 分 を 受 け 入 れ る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 ＜ が ん か ら

の 生 還 ＞ に よ っ て 、 手 術 前 の 自 分 と 、 あ る い は 患 者 と し て の 自 分 と

＜ 区 切 り を つ け る ＞ を し て 、 ＜ 胃 全 摘 体 験 者 と し て 自 律 す る ＞ こ と

を 果 た し 、 ＜ 胃 は な く て も 生 き て い け る と い う 自 信 ＞ を も ち 、 ＜ 胃

を 喪 っ た 自 分 を 受 け 入 れ る ＞ プ ロ セ ス で あ っ た 。  

 

【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】 が 、 地 域 で 生 活 を す る 胃 全 摘 体

験 者 に 導 か れ る プ ロ セ ス を 鑑 み る と 、 術 後 の 身 体 の 反 応 と そ れ へ の

対 応 に つ い て 、 何 も か も わ か ら な か っ た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 生 活 を 通

し て【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】に つ い て 意 味 を 見 出 し 、

＜ 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 方 法 を（ の ）会 得 ＞ し 、＜ 養 生 を 通 し て（ 会
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得 す る ） 生 活 の 知 恵 ＞ を 会 得 し 、 ＜ 胃 全 摘 体 験 者 と し て 自 律 す る ＞

方 向 に 変 化 し た こ と を 表 し て い る と 考 え る 。ま た 、【 胃 を 喪 っ た 身 体

で 生 き る 覚 悟 】 は 、 ＜ 胃 を 喪 う 前 の 自 分 に も ど り た い ＞ と 切 望 し て

い た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 ＜ 胃 は な く て も 生 き て い け る と い う 自 信 ＞ を

も つ こ と に よ っ て 、手 術 前 の 自 分 に ＜ 区 切 り を つ け る ＞ こ と を し て 、

＜ 胃 を 喪 っ た 自 分 を 受 け 入 れ る ＞ よ う に な っ た 変 化 を 表 し て い る と

考 え る 。【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】は 、胃 が ん の 診 断 を 受 け て

か ら 今 日 ま で の こ と を 振 り 返 っ た と き 、 地 域 に 暮 ら し 地 道 な 対 応 に

よ っ て 自 分 に 道 筋 が つ い て い る こ と を 、 確 認 す る こ と が で き る の を

認 め た 胃 全 摘 体 験 者 が 、将 来 を 見 据 え 、“ 胃 は な く て も 生 き て い こ う ”

と い う 意 思 を も っ て 、 生 き よ う と す る 態 度 と 行 動 に 変 化 し た こ と を

表 し て い る と 考 え る 。  

胃 全 摘 体 験 者 が 、【 胃 の な い 身 体 で 生 き る 覚 悟 】を す る と い う こ と

は 、 胃 全 摘 体 験 者 の 在 り 方 、 生 活 に 対 す る 意 識 や 態 度 が 、 そ れ 以 前

と は 異 な る こ と を 意 味 す る と 考 え ら れ た 。【 胃 の な い 身 体 で 生 き る 覚

悟 】 を し た 胃 全 摘 体 験 者 は 、 ＜ 胃 は な く て も 生 き て い け る と い う 自

信 ＞ を も ち 、＜ 胃 を 喪 っ た 自 分 を 受 け 入 れ た（ る ）＞ 状 態 で 、【 健 康

や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】に つ い て 意 味 づ け を 行 い 、【 胃 の な

い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】 を 行 い 、【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】 に 関 わ り 、

【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】で 出 会 い 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て 一 人 前 に

な る 』努 力 を 行 い 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』に 取 り 組

む こ と を 行 う と 考 え る 。ま た 、胃 全 摘 体 験 者 が 、【 胃 の な い 身 体 で 生

き る 覚 悟 】を す る と い う こ と は 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て 一 人 前 に な る 』

方 向 に 進 ん で き た 証 で あ る と 考 え ら れ た 。  

 

胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 活 す る こ と は 、 多 様 な 困 難 を 経 験 し 苦 悩 す る

こ と が 明 ら か で あ っ た 。 し か し 、 胃 が ん と い う 病 気 と 胃 全 摘 術 を 経

験 し 、 い ま を 生 き て い る と こ と は 揺 る ぎ な い 事 実 で あ る こ と を 意 識

す る こ と に よ っ て 、胃 全 摘 体 験 者 は 、＜ が ん か ら の 生 還 ＞ に 感 謝 し 、

与 え ら れ た 命 を 精 一 杯 生 き よ う と い う 態 度 で あ る こ と が 表 れ た と 考

え る 。 本 研 究 の 対 象 者 は 、 ＜ 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 方 法 の 会 得 ＞ 、

＜ 養 生 を 通 し て 会 得 す る 生 活 の 知 恵 ＞ 、 ＜ が ん と い う 病 気 か ら 解 き

放 た れ る 努 力 ＞ 、 ＜ 区 切 り を つ け る ＞ 、 な ど を 自 分 が 生 き る 状 況 へ

の 適 応 資 源（ 明 智 ，2 0 11 - 2 0 1 2）と し て 、術 後 の 困 難 を 生 き 抜 い て い

る と 考 え ら れ た 。  

が ん と 診 断 さ れ 、 が ん 治 療 を 受 け る と き 、 が ん 体 験 者 は 自 分 の 身

体 に 対 す る 信 頼 と 身 体 の 統 合 感 覚 を 喪 う（ B e n n e r，Wr u b e l，1 9 8 9）

と 言 わ れ て い る 。 が ん と い う 疾 患 の み な ら ず 、 病 気 と し て の が ん か

ら 回 復 す る た め に は 、 が ん 体 験 者 は 身 体 に 対 す る 信 頼 感 を 取 り も ど

す と と も に 、身 体 の 統 合 感 覚 を 新 し い 形 で 再 建（ B e n n e r，Wr u b e l，
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1 9 8 9）し な け れ ば な ら な い 。【 胃 の な い 身 体 で 生 き る 覚 悟 】は 、生 活

を 通 し て 胃 全 摘 体 験 者 が 、“ 何 を し て も 支 障 が な い 身 体 か ら の 自 信 ”

を 認 識 す る こ と を 契 機 に 、 ＜ 胃 は な く て も 生 き て い け る と い う 自 信

＞ を も つ プ ロ セ ス で あ っ た 。 そ れ ゆ え 、 胃 全 摘 体 験 者 が 【 胃 の な い

身 体 で 生 き る 覚 悟 】 を す る と い う こ と は 、 胃 が ん と い う 疾 患 の み な

ら ず 、病 気 と し て の 胃 が ん か ら 回 復 し て き た こ と を 表 す 考 え ら れ た 。

つ ま り 、【 胃 の な い 身 体 で 生 き る 覚 悟 】を す る と い う こ と は 、胃 全 摘

体 験 者 が 、【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】 に 出 会 い 、【 健 康 や 生 活 全 体 に

影 響 す る 胃 の 喪 失 】の 筋 書 き を 変 え 、【 健 康 や 生 活 全 体 に 影 響 す る 胃

の 喪 失 】に つ い て 新 た な 意 味 を 見 出 し 、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】

を 行 い 、【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】 で 、【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚

悟 】 を す る と い う 、 一 連 の 行 為 と 変 化 を 表 し て い る と 考 え る 。 そ れ

ゆ え 、【 胃 の な い 身 体 で 生 き る 覚 悟 】を す る と い う こ と は 、そ の 胃 全

摘 体 験 者 は 、身 体 の 統 合 感 覚 を 新 し い 形 で 再 建（ B e n n e r，Wr u b e l，

1 9 8 9）し て い る こ と 、病 気 と し て の 胃 が ん か ら 回 復 の プ ロ セ ス を た

ど っ て い る こ と を 表 す と 考 え ら れ た 。  

 

２ ．『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』   

『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』 は 、 養 生 に 耐 え て き た 胃

全 摘 体 験 者 が 、 こ れ か ら ど う 生 き る か 自 分 と の 対 話 を 行 い 、 人 と し

て だ め に な り た く な い と い う 気 持 ち を 認 識 し 、 養 生 の 経 験 か ら 生 み

出 さ れ る 力 と 、 胃 が ん と 胃 全 摘 術 に よ る 傷 つ き と 生 き 抜 い て き た と

い う 誇 り を も つ 【 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 】 で あ り 、 自

分 の 強 み と し て 、 こ れ か ら 先 の 自 分 と 生 活 に 目 を 向 け る よ う に な る

変 化 を 表 す も の で あ っ た 。  

 

本 研 究 に お い て 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 の 経 験 の 意 味 と プ ロ

セ ス を 表 す 局 面 と し て 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』が 浮

き 彫 り に さ れ た 意 味 を 考 え る と 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 こ の よ う に 苦 労

を し て な ぜ 生 き な け れ ば な ら な い の か 、 胃 全 摘 体 験 者 と し て 生 き る

意 味 は 何 か に つ い て 考 え て い る こ と 、 生 き 方 を 創 造 す る 努 力 を し て

い る こ と に つ い て 、 体 験 者 の 側 か ら 長 期 的 な 見 解 が 表 さ れ た と 考 え

る 。  

 

『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』は 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て

の 一 人 前 に な る 』 プ ロ セ ス と 影 響 し 合 い 、 発 展 す る 関 係 に あ る と 考

え ら れ た 。 こ れ ら 2 つ の 局 面 を 相 互 関 係 に 発 展 さ せ る の は 、 ＜ 胃 全

摘 体 験 者 と し て 挑 戦 す る プ ロ セ ス ＞ で あ る 養 生 、 お よ び 生 活 を 通 し

て 、 胃 が ん と い う 病 気 と 胃 全 摘 術 は 自 分 の 人 生 の 一 部 で あ る こ と を

認 識 す る こ と 、 ＜ 人 と し て だ め に な り た く な い ＞ と い う 気 持 ち を 尊
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重 し 、 ＜ こ れ か ら ど う 生 き る か 自 分 と の 対 話 ＞ を す る 行 動 で あ る と

考 え ら れ た 。手 術 か ら の 時 間 の 経 過 と 、【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】に

よ っ て 、 術 後 の 身 体 的 反 応 と 身 体 的 変 化 に つ い て 理 解 し 、 そ れ に 対

応 で き る よ う に な る と 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 生 活 に お い て 自 分 が 努 力

し て い る こ と の 意 味 を 思 考 す る よ う に な る と 考 え ら れ た 。 生 活 の な

か で 、 苦 悩 し な が ら 、 な ぜ 自 分 が こ の よ う に 努 力 し て い る の か と 言

え ば 、 一 人 の 人 間 と し て 、 家 族 の 一 員 と し て 、 職 場 の 一 員 と し て 、

地 域 の な か で 自 分 ら し く 生 活 で き る よ う に な る た め で あ り 、そ れ は 、

『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て （ 開 く ） 自 分 の 道 』 を 開 く こ と に 他 な ら な

い と 認 識 す る よ う に な る と 考 え ら れ た 。『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く

自 分 の 道 』 は 、 胃 が ん と い う 病 気 と 胃 全 摘 術 、 養 生 の 経 験 を 自 分 の

強 み と し て 、 こ れ か ら ど う 生 き る か に つ い て 考 え る と と も に 、 将 来

を 見 据 え 、 生 活 の 在 り 様 と 生 き 方 を 創 造 す る プ ロ セ ス で あ る と 考 え

ら れ た 。  

 

胃 全 摘 術 後 の 生 活 は 苦 悩 の 連 続 で 、 先 が 真 っ 暗 と 感 じ る 状 況 の な

か で 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 自 分 の 足 で た ど り 、 自 分 が 骨 折 る 対 応 を し

て 心 身 を 回 復 さ せ 、 自 分 に 対 す る 信 頼 を 取 り 戻 し て い る と 考 え ら れ

る 。 胃 全 摘 体 験 者 は 、 日 々 の 生 活 の な か で 胃 術 後 障 害 と 、 手 術 前 後

の 自 分 の ギ ャ ッ プ 、 見 通 し が 立 た な い と い う 経 験 を す る せ い で 、 現

在 の 状 態 で 養 生 が 果 て し な く 続 く よ う に 感 じ ら れ 、 未 来 の 姿 を 描 く

こ と が で き な い 状 況 に 陥 っ た と 考 え ら れ た 。 そ の よ う な 状 況 に 置 か

れ た 胃 全 摘 体 験 者 は 、 時 間 の 経 過 と と も に 身 体 の 回 復 と 、 自 分 の 変

化 を 実 感 す る こ と を 通 し て 、 苦 悩 し な が ら 自 分 で 生 活 し て き た 事 実

を 認 め る こ と が で き る と 考 え ら れ た 。 そ し て 、 自 分 の な か に つ く ら

れ た “ 地 道 に 対 応 し た 結 果 と し て 残 る 養 生 の 筋 道 ” を 認 め 、 ＜ 養 生

の 経 験 が つ く る 力 ＞ と い う 見 通 し を 得 る こ と が で き る と 考 え ら れ た 。

＜ 養 生 の 経 験 が つ く る 力 ＞ を 自 覚 で き る こ と に よ っ て 、 今 の 自 分 の

在 り 方 を 認 め る こ と 、 過 去 と 現 在 の 自 分 は つ な が っ て い る こ と を 認

め る こ と が で き た の で は な い だ ろ う か 。そ し て 、現 在 の 自 分 の 状 態・

在 り 方 か ら し か 次 へ と 移 る こ と は で き な い（ B e n n e r，Wr u b e l，1 9 8 9）

と い う 意 識 を も ち 、 将 来 を 見 据 え て 今 を 生 き る と い う 態 度 に 変 化 し

た の で は な い か と 考 え る 。  

ま た 、 養 生 の な か で ＜ 人 と し て だ め に な り た く な い ＞ と い う 思 い

を 抱 く こ と が 、 退 院 後 の 生 活 に お い て 、 自 分 が 地 道 に 努 力 し て き た

こ と の 意 味 を 考 え る 行 動 を 導 き 、 そ れ に よ っ て 、 ＜ 胃 が ん と 胃 全 摘

術 に よ る 傷 つ き （ と 誇 り ） ＞ と い う 自 分 に と っ て の 否 定 的 な 面 と 、

肯 定 的 な 面 の 両 方 を 見 出 し 、 そ れ ら を 自 分 の 強 み と し て 、 自 分 の 道

を 開 く 努 力 に つ な げ て い た と 考 え ら れ た 。こ の こ と か ら 、『 養 生 の 経

験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』 は 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 苦 悩 し な が ら 自
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分 で 生 活 し て き た 事 実 を 認 め る こ と を 通 し て 、 現 在 の 自 分 の 状 態 や

あ り 方 を 認 め る こ と を 行 っ て い る こ と を 表 し て い る と 考 え る 。 今 の

自 分 を 基 盤 に 、 こ れ か ら ど う 生 き る か に つ い て 考 え 、 行 動 し て い る

こ と を 表 し て い る と 考 え る 。 胃 が ん と い う 病 気 と 胃 全 摘 術 、 養 生 を

経 験 し て き た 自 分 自 身 を 肯 定 す る 態 度 を 創 造 し て い る こ と 、 胃 全 摘

体 験 者 は 、 そ の よ う な 力 を も っ て い る こ と を 表 し て い る と 考 え る 。  

 

私 た ち は 、 外 在 化 さ れ る 行 動 や 事 件 の 総 和 と し て 存 在 す る の で は

な く 、 一 瞬 ご と に 変 化 す る 日 々 の 行 動 を 構 成 し 、 秩 序 付 け 、 経 験 と

し て 組 織 し 、そ れ を 意 味 づ け な が ら 生 き て い る（ や ま だ ，2 0 0 0）。私

た ち は 、 生 活 の な か で 、 家 族 や 友 人 、 同 僚 な ど に 、 自 分 自 身 に つ い

て の 出 来 事 や そ れ を ど う 受 け と め 行 動 し た の か に つ い て 語 っ て い る 。

そ し て 、 私 は こ う い う 人 間 で あ る と 語 る と き 、 そ れ を 他 者 に だ け で

は な く 、自 分 に 対 し て も 語 っ て い る（ や ま だ ，2 0 0 0）。私 た ち は 、自

分 に つ い て 語 る な か で 、 自 分 自 身 の 考 え を 明 確 に し た り 、 新 た な 自

分 を 見 出 し た り と 、 自 己 を 生 成 し て い る と 言 え よ う 。 本 研 究 の 対 象

者 は 、 養 生 を 通 し て 、 自 分 の な か に ＜ 人 と し て だ め に な り た く な い

＞ と い う 気 持 ち を 認 め 、 ＜ こ れ か ら ど う 生 き る か 自 分 と の 対 話 ＞ を

行 う こ と に よ っ て 、 ＜ 胃 が ん と 胃 全 摘 術 に よ る 傷 つ き と 誇 り ＞ 、 ＜

養 生 が つ く る 力 ＞ を 見 出 し て い た 。 ＜ こ れ か ら ど う 生 き る か 自 分 と

の 対 話 ＞ が 、 過 去 と 現 在 の 自 分 を 認 め 、 自 分 自 身 の 回 復 を 導 き 、 未

来 に 自 分 を 開 き 、 地 域 で 生 活 す る 者 と し て 、 意 識 的 に 『 養 生 の 経 験

を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』 へ と 進 ん だ と 考 え る 。  

 

胃 全 摘 体 験 者 は 、 こ れ ま で 多 く の 人 々 か ら 支 え て も ら っ て 生 活 し

て き た こ と を 受 け と め 、 今 度 は 他 者 の た め に 自 分 が で き る こ と を し

た い と 望 ん で お り 、 そ れ が ＜ 養 生 の 経 験 が つ く る 力 ＞ と し て 、 他 の

体 験 者 や 医 療 者 、 一 般 の 人 々 に “ 経 験 を 伝 え る 意 味 ”、“ 他 者 に 伝 え

た い 内 容 ”、“ 経 験 の 伝 え 方 ” と し て 表 さ れ た と 考 え る 。 そ の 人 自 身

が 創 っ た 知 恵 が 、 そ の 人 の 文 化 を 創 る と 言 わ れ る よ う に （ B e n n e r，

Wr u b e l， 1 9 8 9）、 胃 全 摘 体 験 者 自 ら 創 っ た 知 恵 は 、 胃 全 摘 体 験 者 の

文 化 を 創 る と 言 え よ う 。 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 の 【 養 生 で 会

得 す る 経 験 知 】は 、【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 経 験 知 】、【 胃 の な い

身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】、【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】、【 胃 を 喪 っ た 身 体 で

生 き る 覚 悟 】と 相 互 に 関 連 し 合 い な が ら 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一

人 前 に な る 』 と い う 文 化 を 創 る と 考 え ら れ た 。 こ れ は 、 地 域 で 生 活

す る 胃 全 摘 体 験 者 の 他 者 と 環 境 、 世 間 と の 相 互 作 用 、 養 生 法 、 考 え

方 、価 値 観 な ど が 含 ま れ る と 考 え る 。胃 全 摘 体 験 者 が 見 出 し た 、“ 経

験 を 伝 え る 意 味 ”、“ 他 者 に 伝 え た い 内 容 ”、“ 経 験 の 伝 え 方 ” に よ っ

て 、 彼 ら の 文 化 が 伝 承 さ れ る こ と を 意 味 す る と 考 え る 。 胃 全 摘 体 験
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者 の 【 養 生 で 会 得 す る 経 験 知 】 は 、 生 活 体 験 の 中 で 培 っ て き た 知 恵

で あ り 、 そ の よ う な 知 恵 を 他 の 体 験 者 に 伝 え た い と い う 希 望 を 表 し

て い た 。 し か し 、 自 分 が 見 出 し 、 身 に つ け た 知 恵 を 、 他 者 に 教 え る

こ と は 難 し い と 体 験 者 は 表 現 し て い た 。 こ れ は 、 胃 全 摘 体 験 者 そ 帆

人 の 知 恵 は 、 知 識 を 自 分 の 生 活 に 即 し て 創 っ た 知 恵 で あ る た め 、 そ

の 体 験 者 が 身 に つ け た 知 恵 を 、 言 葉 で 他 者 に 伝 え る こ と は 、 難 し い

と 述 べ て い た と 考 え ら れ た 。  

 

３ ．『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』  

 『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』 は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 胃 を 喪 っ た 自

分 を ど う 受 け と め る か に よ っ て 、 が ん と い う 病 気 と 胃 全 摘 術 、 術 後

の 養 生 に 対 す る 考 え 方 や 態 度 、 人 づ き あ い が 方 向 づ け ら れ 、 連 鎖 し

て い る こ と を 表 し た 。 具 体 的 に は 、 胃 全 摘 体 験 者 の ＜ 胃 を 喪 っ た 自

分 に つ い て の 受 け と め ＞ に よ っ て 、 ＜ 他 者 に 病 気 を 隠 す ＞ 、 あ る い

は ＜ 病 気 に つ い て オ ー プ ン に す る ＞ 、 ＜ 病 気 や 養 生 の 経 験 を 冗 談 に

し て 笑 う ＞ 態 度 が 導 か れ 、 こ れ ら の 態 度 は ＜ 居 場 所 の 喪 失 ＞ 、 ＜ 人

づ き あ い を 替 え る ＞ 、 ＜ 胃 全 摘 術 前 と 同 じ 交 流 を 保 つ ＞ と い う 結 果

を 導 い た 。  

 

本 研 究 に お い て 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 の 経 験 の 意 味 と プ ロ

セ ス を 表 す 局 面 と し て 、『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』が 浮 き 彫 り に さ

れ た 意 味 を 考 え る と 、 同 じ 胃 全 摘 術 を 受 け た 者 同 士 で あ る が 、 胃 が

ん と い う 病 気 、 胃 全 摘 術 、 養 生 に 関 す る 出 来 事 を ど う 受 け と め 、 経

験 を ど の よ う に 組 織 す る か 、 ど の よ う に 意 味 づ け る か に よ っ て （ 山

田 ，2 0 0 0）、そ の 後 の 道 筋 は 異 な る こ と が 表 れ た と 考 え る 。養 生 の 経

験 を 通 し て 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 胃 全 摘 体 験 者 同 士 は 、 普 遍 性 を も つ

と 同 時 に 、 個 人 的 な 経 験 で あ る と い う こ と を 認 め 、 尊 重 し て い た と

考 え る 。  

 

地 域 社 会 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 は 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人

前 に な る 』 と 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』 は 、“ 皆 が 通

る 道 ” と 認 識 す る 一 方 、 十 人 十 色 で あ る と 受 け と め 、 そ れ を 尊 重 し

て い た と 考 え ら れ た 。『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』と 、『 養

生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』が 、十 人 十 色 で あ る と の 認 識 は 、

胃 全 摘 体 験 者 が 養 生 の 経 験 を 通 し て 、 病 気 や そ の 治 療 、 養 生 は 、 そ

の 人 に 固 有 の 経 験 で あ り 、 そ の 人 の ＜ 生 き て き た 過 程 で の 対 応 ＞ で

対 応 す る プ ロ セ ス で あ り 、 そ の 人 の 生 き 方 や 生 活 に つ い て の 考 え 方

や 価 値 観 が 反 映 さ れ る こ と を 認 識 し て い る と 考 え ら れ た 。  

胃 全 摘 体 験 者 が 、“ 十 人 十 色 の 術 後 ”と 受 け と め 、そ の こ と を 尊 重

し て い た 理 由 が 、3 つ 考 え ら れ た 。１ つ は 、術 後 の 生 活 を 通 し て 、同
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じ 胃 全 摘 術 を 受 け た 同 士 で あ る と い え ど も 、 身 体 の 反 応 や 暮 ら し ぶ

り は 異 な り 、 術 後 の 生 活 に お い て 何 を 経 験 し 、 何 を 問 題 と し 、 対 処

す る か は 、 胃 全 摘 体 験 者 の 受 け と め 方 次 第 と 理 解 し て い た こ と が 考

え ら れ た 。２ つ 目 の 理 由 は 、胃 全 摘 体 験 者 は 、病 気 に 直 面 し た と き 、

人 は 誰 で も そ れ に か か わ り の あ る 過 去 の 経 験 と 知 識 を 背 景 に し て 、

病 気 に 反 応 す る（ B e n n e r， Wr u b e l  ， 1 9 8 9）と 受 け と め て い た こ と

が 考 え ら れ た 。 3 つ 目 の 理 由 は 、 術 後 の 生 活 経 験 と プ ロ セ ス を 通 し

て 、自 分 の 身 体 に 敬 意 を 払 う（ 内 田 ， 2 0 0 4） 行 動 を 身 に つ け た こ と

が 考 え ら れ た 。 こ れ ら の 解 釈 を 裏 づ け る も の と し て 、 が ん サ バ イ バ

ー シ ッ プ は 、 普 遍 性 を も つ と 同 時 に 、 個 人 的 な 経 験 で あ る と い う こ

と が 明 ら か に さ れ て い る（ 松 下 ， 2 0 1 0； D o y l e， 2 0 0 8）。ま た 、が ん

サ バ イ バ ー は 、 が ん の 歴 史 を も っ て 生 き る 個 人 的 な 経 験 で あ る こ と

が 明 ら か に な っ て い る（ H e b d o n，F o l i，M c C o m b，2 0 1 5）。本 研 究 の

対 象 者 が 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』 と 、『 養 生 の 経 験

を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』 を “ 皆 が 通 る 道 ” と 認 識 す る 一 方 、 十 人

十 色 の プ ロ セ ス と 受 け と め 尊 重 し て い た こ と は 、 が ん サ バ イ バ ー と

サ バ イ バ ー シ ッ プ の 属 性 に 一 致 し て い る と 言 え た 。  

『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』は 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に

な る 』と 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』は 、地 域 で 生 活 す

る 胃 全 摘 体 験 者 の 、 ＜ 胃 を 喪 っ た 自 分 に つ い て の 受 け と め ＞ に 固 有

の 経 験 で あ り 、 プ ロ セ ス で あ り 、 生 き 方 や 生 活 に つ い て の 考 え 方 が

反 映 さ れ る こ と を 意 味 す る 。 で き あ い の 型 に 収 ま っ た り 、 他 者 の 方

法 を そ の ま ま 取 り 入 れ た り す る の で は な く 、 自 分 の 身 体 の 反 応 か ら

対 応 を 考 え る 行 動 を 基 盤 に 、 自 分 の 生 活 に 合 う よ う に 調 整 し て 知 恵

と 術 を 創 り 、 時 間 を 使 っ て 骨 折 る プ ロ セ ス を た ど っ て き た と い う 自

負 が 、 胃 を 喪 っ た 人 が た ど る プ ロ セ ス は 、 共 通 点 は あ る が 十 人 十 色

で あ る こ と を 尊 重 す る 態 度 を 支 え て い る と 考 え ら れ た 。  

 

Ⅲ ． 看 護 へ の 示 唆  

１ ． 看 護 実 践 へ の 貢 献  

本 研 究 の 結 果 は 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 の 経 験 の 意 味 と プ

ロ セ ス に つ い て の 詳 細 な 事 実 で あ る と 考 え る 。 彼 ら は 、 手 術 か ら 時

間 が 経 過 し て も 全 人 的 苦 痛 を 経 験 し て い る 問 題 が 浮 き 彫 り に な っ た 。

こ の よ う な 問 題 に 対 し 、 胃 全 摘 体 験 者 は 生 活 を 通 し 、 自 ら 生 活 の 知

恵 を 創 り 出 し 、 心 身 を 回 復 さ せ 、 自 分 の 力 で 生 活 が で き る よ う に 努

力 し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ れ は 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘

体 験 者 が 、 養 生 を 実 践 す る に あ た り 、 生 活 の 場 か ら 必 要 と し て い る

支 援 を 、 自 ら 知 恵 を 創 り 、 生 活 を 通 し て 対 処 力 を 身 に つ け て 、 身 体

を マ ネ ジ メ ン ト す る 、 生 活 を 軌 道 に の せ 、 セ ル フ ケ ア を 行 っ て い た

こ と を 示 し て い る 。 本 研 究 で 明 ら か に な っ た 彼 ら の 経 験 と 行 動 、 プ
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ロ セ ス を 基 盤 に 、 退 院 後 の 胃 全 摘 体 験 者 と そ の 家 族 の 負 担 や 不 安 を

軽 減 さ せ る た め の 退 院 指 導 、 お よ び 外 来 看 護 の 在 り 方 を 検 討 す る こ

と が で き る と 考 え る 。 つ ま り 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 が 、 生

活 の 場 か ら 必 要 と し て い る 看 護 援 助 を 、 彼 ら が 見 出 し た 知 恵 、 養 生

に 対 す る 能 動 的 な 態 度 と 行 動 を 活 か す 方 法 で 、 彼 ら を 支 援 す る 方 法

を 、 検 討 す る た め の 情 報 と し て 活 用 で き る と 考 え る 。 ま た 、 胃 全 摘

体 験 者 の 術 後 変 化 の 受 け と め や 、 感 じ 方 に 焦 点 を 当 て た 研 究 は 少 な

い た め（ 岡 本 ，2 0 1 0）、本 研 究 の【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪

失 】 は 、 看 護 師 が 、 胃 全 摘 体 験 者 の 経 験 を 理 解 し 、 彼 ら に 必 要 な ケ

ア を 考 え る 上 で の 基 礎 デ ー タ に な る と 考 え る 。  

医 療 者 か ら 退 院 指 導 さ れ た 言 葉 と 内 容 が 、 胃 全 摘 体 験 者 に き ち ん

と 届 く の は 、 知 識 と 経 験 が つ な が っ た 理 解 を し た と き で あ る こ と が

明 ら か に な っ た 。 こ れ は 、 医 療 者 が 行 っ た 退 院 指 導 は 、 そ れ ぞ れ の

生 活 の な か で 胃 を 喪 っ た 身 体 を 経 験 す る こ と に よ っ て 、 は じ め て 、

胃 全 摘 体 験 者 の 感 覚 を 通 し て（ や ま だ ，2 0 0 0）、単 な る 何 か に つ い て

の 説 明 で は な く 、 そ の 本 来 の 意 味 に お い て 理 解 さ れ る こ と を 示 唆 し

い る 。そ れ ゆ え 、退 院 前 の 生 活 指 導 だ け に 終 わ ら ず 、外 来 受 診 時 に 、

生 活 を 通 し て 経 験 し て い る 彼 ら の 切 実 な 問 題 に 耳 を 傾 け 、 彼 ら の 経

験 と 関 心 に そ っ て 、 全 人 的 苦 痛 を 緩 和 さ せ る 援 助 に つ な げ る こ と が

必 要 で あ る と 考 え る 。ま た 、何 も か も わ か ら な い 状 態 で あ っ た た め 、

身 体 的 な 悩 み や 生 活 上 の 困 難 を 、 胃 の 喪 失 と 関 連 づ け て 考 え る こ と

が で き ず 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 外 来 受 診 時 に 医 師 に そ れ ら に つ い て 尋

ね る と い う 行 動 が と れ て い な か っ た 。 看 護 師 の 方 か ら 、 生 活 の 悩 み

や 困 難 に つ い て 胃 全 摘 体 験 者 に 尋 ね た り 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 生 活 上

の 問 題 に 気 づ け る よ う な 尋 ね 方 （ 榎 本 ， 三 枝 ， 中 井 ほ か ， 2 0 0 7） を

し た り す る 関 わ り が 必 要 と 考 え る 。 ま た 、 体 験 者 の 能 動 的 な 態 度 、

主 体 的 な 取 り 組 み を 認 め る 働 き か け が 必 要 で あ る と 考 え る 。 本 研 究

の 対 象 者 は 、 が ん と い う 病 気 を 生 き 抜 く プ ロ セ ス に お い て 、 現 在 の

状 況 に 耐 え 、 前 に 進 も う と す る 力 の サ ポ ー ト 源 と し て 、 看 護 師 の 存

在 と 役 割 に つ い て 認 識 し て い な か っ た 。 一 般 市 民 の が ん 医 療 従 事 者

に 対 す る 期 待 は 、 医 師 の 専 門 性 を 重 視 し て お り 、 薬 剤 師 や 看 護 師 の

存 在 と 専 門 性 へ の 期 待 は 、 医 師 の 2 分 の 1 程 度 で あ る こ と 、 看 護 師

へ の 相 談 の 期 待 は 低 く 、 看 護 師 の 役 割 と し て 相 談 そ の も の が 、 一 般

市 民 に 認 識 さ れ て い な い こ と が 明 ら か に さ れ て お り （ 田 中 ， 梶 村 ，

林 田 ほ か ，2 0 1 2）、本 研 究 も こ の 結 果 を 支 持 す る も の で あ っ た 。地 域

で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 が 、 生 活 の 場 か ら 求 め て い る ニ ー ズ に 、 看

護 は ま だ 対 応 で き て い な い こ と が 示 唆 さ れ た と 言 え よ う 。 本 研 究 の

対 象 者 は 、 生 活 全 体 に 着 目 す る ケ ア す る シ ス テ ム が で き て い な い 、

外 来 医 療 に お け る 医 師 以 外 の 専 門 職 者 の 不 充 実 、 相 談 体 制 の 不 整 備

と い う 現 状 を 指 摘 し 、 病 ん だ 胃 だ け で な く 、 私 と い う 人 間 全 体 を み
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て ほ し い と 、 希 望 を 言 葉 で 表 現 し て い た 。 彼 ら が 表 現 し た 希 望 に 応

え る こ と が 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 の 生 活 の 場 か ら 求 め て い

る ニ ー ズ に 応 え る こ と に な る と 考 え る 。 ま た 、 医 療 に 携 わ る 看 護 師

の 役 割 と 専 門 性 を 認 識 し て も ら う た め に も 、 彼 ら の ニ ー ズ に 応 え る

こ と が 必 要 で あ る と 考 え る 。  

本 研 究 は 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 の 経 験 と 、 が ん を 生 き 抜

く プ ロ セ ス を 提 示 で き た た め 、 地 域 で 生 活 す る 多 く の 胃 全 摘 体 験 者

に 、 胃 全 摘 術 後 に つ い て の 見 通 し を 提 供 す る こ と に 貢 献 で き る と 考

え る 。 こ れ は 、 胃 の 喪 失 に よ っ て 経 験 す る こ と に つ い て の 理 解 を 助

け 、 胃 全 摘 術 後 の 見 通 し に 関 す る 情 報 を も っ て 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、

現 在 の 自 分 を 見 る 視 座 を 得 る こ と が で き る と 考 え る 。 ま た 、 行 動 の

方 向 性 を 探 る 材 料 と し て 、 胃 全 摘 体 験 者 の 助 け と な る も の に な る と

考 え る 。  

 

２ ． 看 護 教 育 へ の 貢 献  

 地 域 で 生 活 を す る 胃 全 摘 体 験 者 は 、 何 も な い と こ ろ か ら 、 自 分 の

養 生 法 や 養 生 ス タ イ ル を 創 り 、 身 体 を 回 復 さ せ て い た 。 ま た 、 胃 の

な い 身 体 で の 生 活 に 自 律 す る 力 を 身 に つ け 、 胃 全 摘 体 験 者 と し て 、

生 活 者 と し て 、 成 長 し て い た 。 こ れ は 、 地 域 で 生 活 を す る 胃 全 摘 体

験 者 は 、 術 後 の 生 活 で 自 分 に 起 こ る 出 来 事 を 通 し て 、 思 考 し 、 新 し

い も の を 創 る 力 を も っ て い る こ と が 表 さ れ た と 考 え る 。 ま た 、 胃 全

摘 体 験 者 は 、 身 体 を ほ か な ら ぬ そ の 人 の ふ る ま い の 中 で 、 意 味 と 関

心 を 生 き 抜 い て い る 存 在 で あ り 、 そ の 体 験 者 が 抱 い て い る 関 心 に よ

っ て 、 自 ら の 在 り 様 が 規 定 さ れ る 存 在 で あ る と 考 え ら れ た 。 こ れ ら

の こ と は 、 胃 が ん 体 験 者 、 胃 全 摘 体 験 者 を ど う と ら え 、 看 護 を 提 供

す る の か に つ い て 考 え る こ と に お い て 、示 唆 を 与 え る も の と 考 え る 。 

 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 が 、自 分 の 生 活 を 通 し て 、意 図 的 に 、

あ る い は 知 ら ず 知 ら ず に 身 に つ け て き た 養 生 の 経 験 と プ ロ セ ス を 自

覚 し 、再 編 し 、語 り 直 し て い く プ ロ セ ス が 教 育 で あ り 、発 達 で あ り 、

ケ ア で あ る と 考 え る こ と が で き る 。 が ん と い う 病 気 と そ の 治 療 、 養

生 に よ っ て 脅 か さ れ た 自 己 と 自 分 の 生 活 を 、 胃 全 摘 体 験 者 は ど の よ

う に と り 戻 し た の か に つ い て と ら え 、 語 る こ と に よ っ て 、 自 己 と 生

活 を と り 戻 す こ と の 意 味 、 あ る い は 新 た な 自 己 と 生 活 を 構 築 し て い

く 考 え 方 や プ ロ セ ス を 明 ら か に す る こ と が で き る と 考 え る 。 ま た 、

情 報 の 変 化 が 急 速 過 ぎ て 、 親 の 世 代 の 経 験 が 子 ど も 世 代 に 意 味 を も

た な く な る 時 代 を 、 私 た ち は 生 き て い る 。 人 生 を 物 語 る こ と の 意 味

は（ や ま だ ，2 0 0 0）、経 験 を ど の よ う に 次 の 世 代 に 、将 来 の 世 代 に 語

り 継 い で い く か と い う 教 育 の 問 題 と し て 立 ち 現 れ る 。 先 に 生 き た

人 々 の 人 生 の 物 語 が 、 次 に 生 き る 者 の 人 生 の モ デ ル に な る 。 胃 が ん

と い う 病 気 と 胃 全 摘 術 後 を 生 き 抜 い て き た 本 研 究 の 対 象 者 は 、 養 生



- 116 - 
 

の 経 験 が 創 る 力 に つ い て 他 者 に 伝 え た い 希 望 を も っ て い る が 、 ど の

よ う な 経 験 を 伝 え た い と 考 え て い る の か 、 ど の よ う に す れ ば 伝 え た

い こ と を 伝 え る こ と が で き る の か 、 異 世 代 間 の 効 果 的 な コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン は 可 能 か と い う 問 題 に つ い て 、 体 験 者 と と も に 考 え て い く

必 要 性 に つ い て 示 唆 を 与 え る も の と 考 え る 。  

 

３ ． が ん 看 護 へ の 貢 献  

本 研 究 の 結 果 は 、胃 全 摘 術 を 受 け た 胃 が ん 体 験 者 の 経 験 に つ い て 、

長 期 的 な 見 解 か ら の 情 報 と な る た め 、 胃 全 摘 体 験 者 の 日 々 の 経 験 を

よ り 良 く し 、 適 応 を 助 け る た め の 看 護 援 助 を 明 ら か に す る こ と に 貢

献 で き る と 考 え る 。  

地 域 で 生 活 を す る 胃 全 摘 体 験 者 が 、手 術 が も た ら す 変 化 を 経 験 し 、

変 化 の 多 様 さ と 深 刻 さ に よ っ て 、 胃 を 喪 う こ と の 意 味 を 理 解 す る の

は 、 退 院 を し て 、 家 庭 や 地 域 で の 生 活 を 再 開 さ せ て か ら で あ る こ と

が 明 ら か に な っ た 。【 健 康 と 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】に よ っ て 、

胃 全 摘 体 験 者 は 、 全 人 的 な 苦 痛 を 経 験 し て い た が 、 そ の よ う な 状 況

の な か で 、 胃 全 摘 体 験 者 は 、 主 体 的 な 態 度 、 能 動 的 な 行 動 で 、 胃 を

喪 っ た 身 体 や 生 活 の 変 化 に 適 応 し よ う と 努 力 し て い る こ と が 明 ら か

に な っ た 。  

術 後 回 復 期 の 看 護 師 の 役 割 は （ B o w e r s， 2 0 0 8）、 そ の 人 の 生 活 の

な か で 、 が ん 体 験 者 が セ ル フ ケ ア で き る よ う に 、 彼 ら が 必 要 と し て

い る 教 育 と 看 護 援 助 を 提 供 す る こ と で あ る 。 し か し 、 現 状 で は 、 治

療 後 の 生 活 を 上 手 く や っ て い く こ と に 関 す る 情 報 や 、ア ド バ イ ス を 、

胃 全 摘 体 験 者 に 提 供 す る 関 わ り が 不 足 し て い る（ S e m p l e，D u n w o o d y，

K e r n o h a n，e t  a l .，2 0 0 8）。現 在 の わ が 国 の が ん 治 療 後 の ケ ア は 、身

体 的 症 状 の ア セ ス メ ン ト 、 が ん の 状 態 に 焦 点 が 当 て ら れ 、 心 理 社 会

的 症 状 や 苦 悩 に つ い て の ア セ ス メ ン ト が 不 十 分 で あ る こ と が 、 そ の

理 由 と な っ て い る こ と が 伺 え た 。 私 と い う 人 間 全 体 を み て ケ ア し て

ほ し い と い う 、胃 全 摘 体 験 者 の 医 療 に 対 す る 希 望 に 応 え る た め に は 、

わ が 国 も ケ ア ガ イ ド ラ イ ン を 開 発 し 、 胃 全 摘 体 験 者 が 必 要 と し て い

る ケ ア を 、 国 内 の ど の 地 域 で も 受 け る こ と が で き る よ う に 整 え て い

く こ と が 必 要 で あ る と 言 え よ う 。 胃 全 摘 体 験 者 と そ の 家 族 の 能 動 的

な 態 度 や 行 動 を 認 め 、 彼 ら の 胃 全 摘 術 後 の 生 活 の 質 を よ り 高 い も の

に で き る よ う に 支 援 し て い く た め に 、 外 来 看 護 の 体 制 を 整 え 、 生 活

の 視 点 か ら ケ ア を 実 施 す る こ と の 必 要 性 を 提 言 し た い 。 入 院 期 間 の

短 期 化 が 進 む 現 状 の な か で 、が ん 体 験 者 と 生 活 者 の 両 方 の 視 点 か ら 、

地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 を 継 続 的 に ケ ア す る 方 法 を 模 索 し 、 整

え 、 実 践 す る と い う 課 題 に 、 看 護 師 は 挑 戦 し 確 実 に 進 め な け れ ば な

ら な い と き を 迎 え て い る と 言 え よ う 。 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者

が 希 望 す る ケ ア を 、 継 続 的 に 受 け る こ と が で き る シ ス テ ム を 構 築 す
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る た め の 材 料 と し て 、 本 研 究 で 得 ら れ た 知 見 を 活 用 す る こ と が で き

る と 考 え る 。  

地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 の な か に は 、 が ん を 生 き 抜 く こ と 、

生 活 を 営 む こ と に お い て 他 者 か ら 支 え て も ら っ た こ と に 感 謝 し 、 病

気 の 経 験 を 通 し て 受 け た 恩 を 社 会 に 還 元 し た い と 希 望 し て い る 者 が

認 め ら れ た 。 具 体 的 に は 、 他 の 体 験 者 を 援 助 す る 機 会 を も つ こ と 、

自 分 の 病 気 の 経 験 を 通 し て 、 健 康 な 人 に 健 康 を 維 持 す る こ と の 大 切

さ を 伝 え る 機 会 を も つ こ と を 望 ん で い た 。 そ れ ゆ え 、 そ の よ う な 胃

全 摘 体 験 者 の 力 を 、 胃 が ん の 術 前 術 後 の 看 護 に 活 か す こ と 、 あ る い

は 看 護 師 が 媒 体 と な っ て 、 胃 全 摘 体 験 者 が 他 の 体 験 者 に 伝 え た い と

希 望 し て い る 経 験 内 容 を 伝 え る 役 割 を と っ て い く こ と が 、 生 活 の 場

か ら ケ ア を 望 ん で い る 胃 全 摘 体 験 者 の ニ ー ズ に 応 え る こ と に な る と

考 え る 。  

が ん サ バ イ バ ー シ ッ プ の 定 義 と 意 味 を 、 わ が 国 の が ん 体 験 者 の 視

点 か ら 明 ら か に す る こ と の 必 要 性 が 謳 わ れ て い る（ 高 橋 ，2 0 1 3 a；高

橋 ： 2 0 1 3 b； 桜 井 （ 日 野 原 ）， 2 0 1 4）。 本 研 究 で 明 ら か に な っ た 3 つ

の 局 面 は 、 わ が 国 の 胃 全 摘 体 験 者 の 視 点 か ら 、 胃 全 摘 術 後 を 生 き 抜

く 経 験 と プ ロ セ ス を 表 し て い る た め 、 わ が 国 の 胃 全 摘 体 験 者 の サ バ

イ バ ー シ ッ プ に つ い て の 理 解 を 促 す こ と に 貢 献 で き る と 考 え る 。  

  

Ⅳ ． 本 研 究 の 限 界 と 今 後 の 課 題  

１ ． 本 研 究 の 限 界  

 本 研 究 の 限 界 は 、 第 1 に 、 研 究 対 象 者 に 関 す る こ と で あ る 。 １ つ

の が ん 拠 点 病 院 で デ ー タ 収 集 を 行 っ て い る た め 、 本 研 究 で 明 ら か に

な っ た 地 域 で 生 活 を す る 胃 全 摘 体 験 者 の 3 つ の 局 面 は 、 胃 全 摘 体 験

者 全 体 の 適 応 で き る も の で あ る か ど う か は 課 題 を 残 す 。 ま た 、 本 研

究 の 対 象 者 は 、 全 員 が 胃 全 摘 術 を 受 け 、 1 年 以 上 が 経 過 し た 人 で あ

っ た 。手 術 か ら 1 年 5 か 月 か ら 5 年 ま で の 人 が 、1 8 名（ 7 8％ ）で あ

っ た が 、 手 術 か ら 面 接 ま で の 経 過 時 間 は 、 全 体 と し て は 1 年 5 か 月

か ら 1 7 年 と 開 き が あ っ た 。 先 行 研 究 に よ っ て 、 胃 全 摘 体 験 者 の 身

体 回 復 は 9～ 1 2 ヶ 月 を 要 す る こ と が 明 ら か に さ れ て い る た め 、研 究

対 象 者 の 身 体 的 回 復 が 進 ん で か ら イ ン タ ビ ュ ー を 行 う こ と が 、 倫 理

的 配 慮 と し て 妥 当 と 考 え た 。 そ の た め 、 対 象 者 の 選 定 条 件 に つ い て

は 、「 胃 全 摘 術 か ら 約 1 年 は 経 過 し て い る 」を 含 め た が 、で き る だ け

多 く の 対 象 者 に 協 力 を 得 た い と 考 え 、 手 術 か ら の 経 過 日 数 に つ い て

上 限 は 定 め な か っ た 。手 術 か ら の 経 過 日 数 が 、 1 年 5 か 月 の 人 と 1 7

年 が 経 過 し た 人 と で は 、 地 域 で 生 活 す る こ と に お い て の 関 心 や 、 養

生 の 経 験 、 経 験 に つ い て の 意 味 づ け に 違 い が 認 め ら れ た 。 ま た 、 本

研 究 の 対 象 者 の 約 3 分 の 2 が 男 性 で あ っ た 。我 が 国 の 胃 が ん の 男 女

比 は 約 2 対 1 で あ る た め 、そ の 現 状 が デ ー タ 収 集 に 反 映 さ れ た と 考



- 118 - 
 

え る 。 胃 全 摘 体 験 者 の 性 別 の 違 い は 、 家 庭 や 社 会 的 役 割 が 違 う こ と

に 加 え 、 胃 全 摘 術 後 の 食 事 管 理 に つ い て 、 家 庭 や 地 域 の な か で 誰 が

主 体 と な っ て 行 っ て い く か に お い て 、 意 識 と 行 動 の 違 い が 認 め ら れ

た 。 さ ら に 、 本 研 究 の 対 象 者 の 約 3 分 の 2 が 6 0 歳 以 上 で あ っ た 。

5 0 歳 代 か ら 6 0 歳 代 の 対 象 者 は 、 約 2 分 の 1 で あ っ た 。 我 が 国 の 胃

が ん の 好 発 年 齢 が 5 0～ 6 0 歳 代 が 6 割 を 占 め る 現 状 が 、 デ ー タ 収 集

に 反 映 さ れ た と 考 え る 。 6 0 歳 代 以 上 に な る と 無 職 の 人 が 多 く な る 。

養 生 に 専 念 で き る 状 況 と 、 仕 事 を し な が ら 養 生 を 行 い 、 健 康 を 管 理

し て い か な け れ ば な ら な い 状 況 と で は 、 対 象 者 の 術 後 の 養 生 に つ い

て の 期 待 や 意 味 、 方 法 の 違 い が 認 め ら れ た 。 し か し 、 本 研 究 に お い

て 、2 3 名 を 対 象 に 地 域 で 生 活 す る す る 胃 全 摘 体 験 者 の 経 験 と プ ロ セ

ス に つ い て グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー 法 を 用 い て 明 ら か に し た こ と

は 、 背 景 が 異 な る 胃 全 摘 体 験 者 に 共 通 す る 内 容 を 導 く こ と が で き 意

義 深 い と 考 え る 。  

 第 2 に 研 究 者 自 身 に 限 界 が あ る こ と で あ る 。 本 研 究 は 、 デ ー タ 収

集 方 法 と し て 半 構 成 的 イ ン タ ビ ュ ー を 用 い た 。 2 回 目 の イ ン タ ビ ュ

ー で 、 研 究 目 的 に 関 す る こ と を 、 研 究 対 象 者 に い か に 語 っ て も ら う

か 、 対 象 者 の 経 験 を い か に 言 葉 と し て 引 き 出 し て い く か 、 表 現 さ れ

た 内 容 を い か に つ な い で 、 更 に 詳 細 に 語 っ て も ら う か と い う 、 イ ン

タ ビ ュ ー 技 術 に 限 界 が あ っ た 。 ま た 、 本 研 究 で は グ ラ ウ ン デ ッ ド ・

セ オ リ ー 法 の 継 続 比 較 法 の も と で デ ー タ 分 析 を 行 っ た が 、 分 析 の 全

過 程 に お い て 、 研 究 者 自 身 の 能 力 が 反 映 し て い る と 思 わ れ る の で 、

今 後 は 分 析 技 術 に つ い て 自 己 研 鑽 し て い く 必 要 が あ る 。  

 

２ ． 今 後 の 課 題  

 本 研 究 の 結 果 が 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 に 特 徴 的 な も の で

あ る か ど う か を 検 討 す る た め 、 デ ー タ 数 や 研 究 協 力 施 設 を 増 や し 、

本 研 究 の 知 見 を 検 証 す る こ と で あ る 。 ま た 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘

体 験 者 の 特 徴 を 、 対 象 者 の 背 景 に よ る 相 違 や 、 手 術 か ら の 継 時 的 な

変 化 の 視 点 で 検 討 し て い く 必 要 が あ る 。  

 本 研 究 の 結 果 を 、 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 に 還 元 す る に は 、

実 際 に 彼 ら を ケ ア す る 医 師 、 看 護 職 者 、 栄 養 士 な ど に 、 退 院 後 の 彼

ら の 経 験 に つ い て 知 っ て も ら う 必 要 が あ る 。 ま た 、 実 際 の 臨 床 で の

胃 全 摘 体 験 者 の ケ ア に 、 本 研 究 の 結 果 を 反 映 さ せ る に は 、 胃 全 摘 体

験 者 の 継 続 教 育 プ ロ グ ラ ム と 評 価 に 取 り 組 む 必 要 が あ る 。  
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第 6 章  結 論  

 

本 研 究 は 、胃 が ん と い う 病 気 を 生 き 抜 い て い く プ ロ セ ス に お い て 、

地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 に 、 何 が 起 こ っ て い る の か を 記 述 す る

こ と を 目 指 し 、 胃 全 摘 体 験 者 に と っ て の 、 が ん を 生 き 抜 く と い う 経

験 と そ の 意 味 、 プ ロ セ ス を 明 ら か に す る こ と を 目 的 と し た 。  

胃 が ん と 診 断 さ れ 、 が ん の 根 治 術 と し て 胃 全 摘 術 を 受 け た 体 験 者

2 3 名 を 対 象 に 、 半 構 成 的 イ ン タ ビ ュ ー ガ イ ド を 用 い て 面 接 を 行 い 、

デ ー タ を 収 集 し た 。 デ ー タ 分 析 は 、 ス ト ラ ウ ス と コ ー ビ ン （ 2 0 0 4）

が 開 発 し た グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー 法 の 継 続 比 較 法 を 用 い て 行 っ

た 。 そ の 結 果 、 以 下 の 知 見 を 得 る こ と が で き た 。  

 

1． 地 域 で 生 活 す る 胃 全 摘 体 験 者 の 経 験 の 意 味 と プ ロ セ ス を 説 明

し う る 7 つ の カ テ ゴ リ ー 、す な わ ち 、【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が

る 胃 の 喪 失 】、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】、【 養 生 で 会 得 す る

経 験 知 】、【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】、【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る

覚 悟 】、【 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 】、【 受 け と め と 対

処 と の 連 鎖 】 が 明 ら か に な っ た 。  

 

2． 7 つ の カ テ ゴ リ ー の 関 係 を 分 析 し た 結 果 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し

て の 一 人 前 に な る 』、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』、『 受

け と め と 対 処 と の 連 鎖 』 の 3 つ の 局 面 が 明 ら か に な っ た 。 胃 全

摘 体 験 者 は 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』努 力 を 行 い 、

『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』 へ と 進 ん だ 。 手 術 か ら

の 時 間 の 経 過 に よ っ て 、 胃 全 摘 体 験 者 に 新 た な 問 題 が 出 現 し た

り 、問 題 の 優 先 順 位 を 変 更 し た り す る と 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し

て 開 く 自 分 の 道 』 を 進 ん で い る 胃 全 摘 体 験 者 が 、 再 び 『 胃 全 摘

体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』プ ロ セ ス へ 移 っ た 。『 胃 全 摘 体 験

者 と し て の 一 人 前 に な る 』と 、『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分

の 道 』は 、『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』に よ っ て 、規 定 さ れ る プ

ロ セ ス で あ っ た 。  

 

1 ) 『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』 は 、 胃 全 摘 体 験 者

が 【 健 康 や 生 活 全 体 に つ な が る 胃 の 喪 失 】 と 術 後 の 経 験 を

意 味 づ け 、【 胃 の な い 身 体 で 食 べ る 鍛 錬 】 を 行 い 、【 養 生 で

会 得 す る 経 験 知 】を 身 に つ け 、【 養 生 を 通 し て 知 る 自 分 】に

出 会 い 、【 胃 を 喪 っ た 身 体 で 生 き る 覚 悟 】を す る プ ロ セ ス で

あ っ た 。     
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     2 ) 『 養 生 の 経 験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』 は 、 養 生 に 耐 え て

き た 胃 全 摘 体 験 者 が 、 ＜ こ れ か ら ど う 生 き る か 自 分 と の 対

話 ＞ を 行 い 、 自 分 の な か に ＜ 人 と し て だ め に な り た く な い

＞ と い う 思 い を 認 識 し 、 ＜ 養 生 の 経 験 が つ く る 力 ＞ と 、 ＜

胃 が ん と 胃 全 摘 術 に よ る 傷 つ き と 誇 り ＞ を も つ 【 養 生 の 経

験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 】で あ っ た 。胃 が ん と 胃 全 摘 術 、

養 生 の 経 験 を 自 分 の 強 み と し て 、 こ れ か ら 先 の 自 分 と 生 活

に 目 を 向 け る よ う に な る 変 化 を 表 す も の で あ っ た 。  

 

   3 ) 『 受 け と め と 対 処 と の 連 鎖 』 は 、 胃 全 摘 体 験 者 が 、 胃 を 喪

っ た 自 分 を ど う 受 け と め る か に よ っ て 、 が ん と い う 病 気 と

胃 全 摘 術 、 術 後 の 養 生 に 対 す る 考 え 方 や 態 度 、 人 づ き あ い

が 方 向 づ け ら れ 、 連 鎖 し て い る こ と を 表 す も の で あ っ た 。

ま た 、『 胃 全 摘 体 験 者 と し て の 一 人 前 に な る 』と『 養 生 の 経

験 を 糧 と し て 開 く 自 分 の 道 』に 影 響 を 及 ぼ す 局 面 で あ っ た 。 

 

3.  本 研 究 で 明 ら か に な っ た 3 つ の 局 面 は 、 胃 全 摘 体 験 者 そ の 人

の 生 活 の 場 に 開 か れ 、 家 族 や 地 域 の 人 々 、 環 境 と の 相 互 作 用 の

な か で 、 胃 全 摘 体 験 者 と し て 、 生 活 者 と し て 鍛 え ら れ て い く プ

ロ セ ス で あ る と 考 え る 。 胃 全 摘 体 験 者 皆 が 通 る 道 で あ る が 、 そ

の 人 ら し さ が 尊 重 さ れ 、独 自 性 を 成 す プ ロ セ ス で あ る と 考 え る 。

胃 全 摘 体 験 者 の 状 況 や 、 時 間 の 経 過 の 中 で 変 化 し 移 り ゆ く プ ロ

セ ス で あ り 、 互 い に 影 響 し 合 い な が ら 発 展 す る プ ロ セ ス と 考 え

る 。  
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族 と と も に 発 展 す る サ バ イ バ ー シ ッ プ ）， 第 1 版 ， 医 学 書 院 ，

1 7 6 - 1 8 1．  

K a m i j i  M M，Tr o n c o n  E L，S u e n  M V，e t  a l .（ 2 0 0 9）：G a s t r o i n t e s t i n a l

t r a n s i t ， a p p e t i t e ， a n d  e n e r g y  b a l a n c e  i n  g a s t r e c t o m i z e d  

p a t i e n t s， A m  J  C l i n  N u t r， 2 3 1 - 2 3 9．  

河 内 享 介 ， 矢 田 昭 子 ， 佐 藤 美 紀 子 （ 2 0 1 4）： 4 0 歳 未 満 の 就 労 者 の 胃

が ん 検 診 受 診 希 望 へ の 影 響 要 因 ，島 根 大 学 医 学 部 紀 要 ，第 3 7 巻 ，

6 7 - 7 2．  

小 林 愛 ，宮 下 美 香（ 2 0 0 9）： 胃 が ん 術 後 患 者 の 配 偶 者 の Q O L に 対 す

る ソ ー シ ャ ル ・ サ ポ ー ト の 影 響 ， 日 本 が ん 看 護 学 会 誌 ， 2 3 ( 2 )，

4 - 1 2．  

国 立 が ん 研 究 セ ン タ ー （ 2 0 1 4）： が ん 対 策 情 報 セ ン タ ー  が ん の 統

計 ， h t t p :  / / g a n j o  h o  . j p．  

国 立 が ん 研 究 セ ン タ ー （ 2 0 1 3  ）： が ん 対 策 情 報 セ ン タ ー  が ん の 統

計 ， h t t p :  / / g a n j o  h o  . j p．
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小 坂 健 夫 （ 2 0 1 2）： 胃 切 除 術 後 障 害 の 実 態 と ,  改 善 へ の  c h a l l e n g e，

日 本 外 科 系 連 合 学 会 誌 ， 3 7 ( 5 )， 1 0 6 6 - 1 0 6 7．  

今 野 弘 之 ， 若 林 剛 ， 宇 田 川 晴 司 ， ほ か （ 2 0 1 3）： N a t i o n a l  C l i n i c a l  

D a t a b a s e（ 消 化 器 外 科 領 域 ） A n n u a l  R e p o r t  2 0 11 - 2 0 1 2， 日 本

消 化 器 外 科 学 会 雑 誌 ， 4 6， 9 5 2 - 9 6 3．  

近 藤 恵 子 ，鈴 木 志 津 枝（ 2 0 0 8）：地 域 で 生 活 を す る 胃 全 摘 術 後 が ん 患

者 の 自 己 概 念 ， 高 知 女 子 大 学 看 護 学 紀 要 ， 3 3 ( 1 )， 2 8 - 3 8．  

L a n d m a r k  T B， S t r a d m a r k  M， Wa h l  K A .（ 2 0 0 1）： L i v i n g  w i t h  

 n e w l y  d i a g n o s i s  b r e a s t  c a n c e r  –  T h e  m e a n i n g  o f   

e x i s t e n c i a l  i s s u e s， C a n c e r  N u r s i n g， 2 4 ( 3 )， 2 2 0 - 2 2 6．  

L e e  J H， N a m  B F， Ry u  K W， e t  a l .，（ 2 0 1 5）： C o m p a r i s o n  o f   

o u t c o m e s  a f t e r  l a p a r o s c o p y - a s s i s t e d  a n d  o p e n  t o t a l  

g a s t r e c t o m y  f o r  e a r l y  g a s t r i c  c a n c e r， B r  J  S u r g， 1 0 2 ( 1 2 )，

1 5 0 0 - 1 5 0 5．  

L e e  S S， C h u n g  H Y， K w o n  O K， e t  a l .，（ 2 0 1 4）： Q u a l i t y  o f  l i f e   

i n  c a n c e r  s u r v i v o r s  5  y e a r s  o r  m o r e  a f t e r  t o t a l  g a s t r e c t o m y  

–  a  c a s e - c o n t r o l  s t u d y， I n t  J  S u r g， 1 2 ( 7 )，  

M a  Ya n - M e i， B a  C a i - F e n g， Wa n g  Yu - B i n .（ 2 0 1 3）： A n a l y s i s  

 o f  f a c t o r s  a f f e c t i n g  t h e  l i f e  q u a l i t y  o f  t h e  p a t i e n t s  w i t h   

l a t e  s t o m a c h  c a n c e r，J  o f  C l i n i c a l  N u r s i n g，2 3，1 2 5 7 - 1 2 6 2．  

M a e d a  T ， O n u o h a  F N ， M u n a k a t a  T. （ 2 0 0 6 ）： T h e  e f f e c t  o f  

p o s t o p e r a t i v e  s y m p t o m  e x p e r i e n c e ,  a n d  p e r s o n a l i t y  a n d  

p s y c h o s o c i a l  f a c t o r s  o n  d e p r e s s i o n  a m o n g  p o s t g a s t r e c t o m y  

p a t i e n t s  i n  J a p a n，G a s t r o e n t e r o l o g y  n u r s i n g，2 9 ( 6 )，4 3 7 - 4 4 4． 

M a l m s t r o m  M， I v a r s s o n  B， J o a n s s o n  J .， e t  a l .，（ 2 0 1 3）： L o n g -

t e r m  e x p e r i e n c e s  a f t e r  o e s o p h a g e c t o m y /  g a s t r e c t o m y  f o r  

c a n c e r  –  A f o c u s  g r o u p  s t u d y， I n t e r n a t i o n a l  J  o f  N u r s i n g  

S t u d i e s， 5 0， 4 4 - 5 2．  

松 下 年 子（ 2 0 1 0）：が ん 経 験 者 (サ バ イ バ ー )の 生 き 方 ，現 代 の エ ス プ

リ ， 5 1 7， 6 5 - 7 6．  

H e b d o n  M，F o l i  K，M c C o m b  S .（ 2 0 1 5）：S u r v i v o r s h a i p  i n  t h e  c a n c e r  

c o n t e x t –  a  c o n c e p t  a n a l y s i s， J A N， 7 1 ( 8 )， 1 7 7 4 - 1 7 8 6．  

M e l l o n  S，N o r t h o u s e  L L，We i s s  L K .（ 2 0 0 6）： A p o p u l a t i o n -  b a s e d  

s t u d y  o f  t h e  q u a l i t y  o f  l i f e  o f  c a n c e r  s u r v i v o r s  a n d  t h e i r  

f a m i l y  c a r e g i v e r s， C a n c e r  N u r s i n g， 2 9 ( 2 )， 1 2 0 - 1 3 1．  

M i z u n o  M， A s a n o  Y， S u m i  T， e t  a l .  （ 2 0 11）： A d a p t a t i o n  s t a t u s   

a n d  r e l a t e d  f a c t o r s  a t  2  t i m e  p o i n t s  a f t e r  s u r g e r y  i n  

p a t i e n t s  w i t h  g a s t r o i n t e s t i n a l  t r a c t  c a n c e r， C a n c e r  N u r s，  

3 4 ( 1 )， 4 1 - 4 8．  

三 浦 浅 子 ，田 中 久 美 子 ，細 田 志 衣（ 2 1 0 5）：が ん サ バ イ バ ー シ ッ プ ケ
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ア の 研 究 の 動 向 に 関 す る 英 字 文 献 レ ビ ュ ー ， 福 島 県 立 大 学 看 護

学 部 紀 要 ， 1 7， 1 - 1 2．  

宮 永 太 門 ，海 崎 泰 治 ，浅 海 吉 傑 ，ほ か（ 2 0 1 2）：高 齢 者 胃 癌 の 臨 床 的

特 徴 ， 胃 と 腸 ， 4 7 ( 1 2 )， 1 7 6 9 - 1 7 7 9．  

M o h r i  Y，Ya s u d a  H，O h i  M，e t  a l .，（ 2 0 1 5）： S h o r t -  a n d  l o n g - t e r m  

o u t c o m e s  o f  l a p a r o s c o p i c  g a s t r e c t o m y  i n  e l d e r l y  p a t i e n t s  

w i t h  g a s t r i c  c a n c e r， S u r g  E n d o s c， 2 9 ( 6 )， 1 6 2 7 - 1 6 3 5．  

森 嶋 祐 美 ，近 藤 早 百 合 ，廣 瀬 正 人 ほ か ，（ 2 0 1 0）： 胃 切 除 術 後 患 者 の

退 院 後 3 か 月 の 食 生 活 の 変 化 ，日 本 看 護 学 会 論 文 集  成 人 看 護

Ⅰ ， 4 1， 2 2 5 - 2 2 8．  

M o r r i s  A B， C a m p b e l l  M， D w y e r  M， e t  a l .，（ 2 0 11）： S u r v i v o r  

i d e n t i t y  a n d  p o s t - t r a u m a t i c  g r o w t h  a f t e r  p a r t i c i p a t i n g  i n  

c h a l l e n g e - b a s e d  p e e r - s u p p o r t  p r o g r a m m e s， B r i t i s h  J o u r n a l  

o f  H e a l t h  P s y c h o l o g y， 1 6 ( 3 )， 6 6 0–6 7 4．  

M u n e n e  G， F r a n c i s  W， G a r l a n d  N S， e t  a l .，（ 2 0 1 2）： T h e  q u a l i t y  

o f  l i f e  t r a j e c t o r y  o f  r e s e c t e d  g a s t r i c  c a n c e r， J  S u r g c a l   

O n c o l o g y， 1 0 5 ( 4 )， 3 3 7 - 3 4 1．  

永 田 倫 人 ，水 野 恵 理 子（ 2 0 1 3）：胃 が ん 術 後 患 者 の 症 状 と 家 族 の Q O L

お よ び 不 安 と の 関 連 ， 日 本 看 護 研 究 学 会 雑 誌 ， 3 6 ( 1 )， 3 9 - 4 8．  

永 野 悦 子（ 2 0 11）：子 宮 頸 が ん の 主 な 手 術 療 法 と 合 併 症 と そ の 看 護 ，

が ん 看 護 ， 1 6 ( 5 )， 5 4 7 - 5 5 1．  

中 村 美 鈴 ，城 戸 良 弘（ 2 0 0 5）：上 部 消 化 管 が ん 患 者 が 手 術 後 の 生 活 で

困 っ て い る 内 容 と そ の 支 援 ，自 治 医 科 大 学 看 護 学 部 紀 要 ，3，1 9 -

3 1．  

中 田 浩 二 ，矢 永 勝 彦 ，小 村 伸 朗  ，ほ か（ 2 0 1 2）：胃 癌 術 後 Q O L 改 善

を め ざ し て ， 日 本 外 科 学 会 雑 誌 ， 11 3 ( 1 )， 1 2 - 1 7．  

中 村 雄 二 郎（ 2 0 0 0）：臨 床 の 知  中 村 雄 二 郎 著 作 集 Ⅱ ，岩 波 書 店 ，5 4 -

6 8．  

縄 秀 志 ，嶋 澤 順 子 ，武 田 貴 美 子 ，ほ か（ 2 0 0 5）：胃 切 除 を 受 け た 患 者

の 在 宅 移 行 期 に お け る 症 状 ・ 生 活 状 況 に 基 づ く 看 護 ニ ー ズ の 検

討 ， 長 野 県 看 護 大 学 紀 要 ， 7， 11 - 2 0．  

N i c k l i n  J . （ 2 0 0 9 ）： G a s t r o i n t e s t i n a l  c a n c e r  -  d e v e l o p i n g  a n  

i n f o r m a t i o n  b o o k l e t  f o r  p a t i e n t s，N u r s i n g  S t a n d a r d，2 3 ( 3 3 )，

3 5 - 4 0．  

新 村 出 編 （ 1 9 9 8）： 広 辞 苑 第 5 版 ， 岩 波 書 店 ， 1 5 7．  

小 笠 原 春 香 ，大 木 友 美 ，井 原 緑（ 2 0 1 3）：消 化 器 が ん 術 後 患 者 へ の 食

事 指 導 の 実 際 と 看 護 師 の 認 識 ， 昭 和 大 学 保 健 医 療 学 雑 誌 ， 11，

8 0 - 8 6．  

荻 あ や 子 （ 2 0 0 4）： 退 院 後 1 年 6 か 月 を 経 過 し た 胃 が ん 術 後 患 者 の

食 べ る こ と の 体 験 ，岡 山 県 立 大 学 保 健 福 祉 学 部 紀 要 ，11 ( 1 )，11 -
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2 0．  

O h t a n i  H，Ta m a m o r i  Y，N o g u c h i  K，e t  a l .，（ 2 0 11）：M e t a - a n a l y s i s  

o f  l a p a r o s c o p y  a s s i s t e d  a n d  o p e n  d i s t a l  g a s t r e c t o m y  f o r  

g a s t r i c  c a n c e r， J  S u r g  R e s， 1 7 1， 4 7 9 - 4 8 5．  

大 野 和 美（ 2 0 0 0）：胃 が ん 患 者 の 術 後 回 復 期 に お け る 食 行 動 再 構 築 の

取 り 組 み － 判 断 と 自 己 決 定 の 内 容 に 焦 点 を あ て て ， 日 本 赤 十 字

看 護 大 学 紀 要 ， 1 4， 4 2 - 4 9．  

岡 本 明 美 ，佐 藤 禮 子（ 2 0 0 8）：胃 が ん 術 後 患 者 の 職 場 復 帰 に お け る 主

体 的 取 り 組 み ， 千 葉 看 護 学 会 誌 ， 1 4 ( 2 )， 2 8 - 3 6．  

岡 本 佐 智 子（ 2 0 1 0）：手 術 患 者 の 心 理 に 関 す る 看 護 研 究 の 動 向 － 1 9 8 3

～ 2 0 0 9 年 ， 埼 玉 県 立 大 学 紀 要 ， 1 2， 7 - 1 5．  

O l s s o n  U， B e r g b o m  I， B o s a e u s  I .（ 2 0 0 2）： P a t i e n t s '  e x p e r i e n c e s  

o f  t h e  r e c o v e r y  p e r i o d  3  m o n t h s  a f t e r  g a s t r o i n t e s t i n a l  c a n c e r  

s u r g e r y， E u r o p e a n  J  o f  C a n c e r  C a r e， 11， 5 1 - 6 0．  

恩 地 裕 美 子 ，古 瀬 み ど り（ 2 0 0 8）：安 定 期 に 移 行 す る 胃 が ん 術 後 患 者

の 術 後 後 遺 症 と 生 活 習 慣 お よ び 身 体 的 状 況 と の 関 連 ， 北 日 本 看

護 学 会 誌 ， 11 ( 1 )， 1 3 - 2 1．  

桜 井 な お み（ 2 0 1 2）：が ん サ バ イ バ ー シ ッ プ 活 動 を 通 し て ，が ん 看 護 ，

1 7 ( 4 )， 4 4 5 - 4 4 8．  

桜 井 な お み （ 日 野 原 重 明 ）（ 2 0 1 4）： が ん サ バ イ バ ー シ ッ プ （ 患 者 ，

家 族 と と も に 発 展 す る サ バ イ バ ー シ ッ プ ），第 1 版 ，医 学 書 院 ，

2 1 0 - 2 1 3．  

S a n d s u n d  C， A t t i s o n  N， D o y l e  N， e t  a l .，（ 2 0 1 3）： F i n d i n g  a    

n e w  n o r m a l  -  a  g r o u n d e d  t h e o r y  s t u d y  o f  r e h a b i l i t a t i o n  a f t e r  

t r e a t m e n t  f o r  u p p e r  g a s t r o i n t e s t i n a l  o r  g y n e c o l o g i c a l  

c a n c e r s  -  t h e  p a t i e n t ’ s  p e r s p e c t i v e ， E u r o p e a n  J o u r n a l  o f  

C a n c e r  C a r e， 2 2， 2 3 2 - 2 4 4．  

S a r n a  L，C o o l e y  E M，B r o w n  K J，e t  a l .，（ 2 0 1 0）：Wo m e n  w i t h  l u n g  

c a n c e r  –  Q u a l i t y  o f  l i f e  a f t e r  t h o r a c o t o m y，C a n c e r  N u r s i n g，

3 3 ( 2 )， 8 5 - 9 2．  

佐 藤 大 介 ， 佐 藤 冨 美 子 （ 2 0 1 0）： 術 後 1 年 ま で の 前 立 腺 が ん 患 者 の

機 能 障 害 に 対 す る 対 処 行 動 と Q O L と の 関 連 ， 日 本 が ん 看 護 学

会 ， 2 4 ( 2 )， 1 5 - 2 3．  

佐 藤 博 信 ，村 山 公 ，鈴 木 武 樹 ，ほ か（ 1 9 9 9）：胃 手 術 後 の 食 道 期 嚥 下

評 価 ， 耳 鼻 と 臨 床 ， 4 5， 1 3 8 - 1 4 1．  

S e m p l e  J C，D u n w o o d y  L，K e r n o h a n  G W，e t  a l .，（ 2 0 0 8）：C h a n g e s  

a n d  c h a l l e n g e s  t o  p a t i e n t ’s  l i f e s t y l e  p a t t e r n  f o l l o w i n g  

t r e a t m e n t  f o r  h e a d  a n d  n e c k  c a n c e r， J A N， 8 5 - 9 3．  

S h a n  B， S h a n  L， M o r r i s  D， e t  a l .，（ 2 0 1 5）： S y s t e m a t i c  r e v i e w  

o n  q u a l i t y  o f  l i f e  o u t c o m e s  a f t e r  g a s t r e c t o m y  f o r  g a s t r i c  
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c a r c i n o m a， J  G a s t r o i n t e s t  O n c o l， 6 ( 5 )， 5 4 4 - 5 6 0．  

柴 田 和 恵（ 2 0 0 5）：手 術 患 者 の 自 己 効 力 感 の 特 徴 、P a z - b u l l e t i n，7 ( 1 )，

3 - 1 0．  

庄 司 智 美 ，大 関 大 樹 ，和 田 秀 子 ，ほ か（ 2 0 1 4）：胃 癌 手 術 後 患 者 の 不

安 と 退 院 時 の 食 事 指 導 を 考 え る ， 日 本 看 護 学 会 論 文 集  成 人 看

護 Ⅰ ， 4 4， 1 2 9 - 1 3 2．  

S i m  B Y，L e e  Y M，K i m  H， e t  a l .，（ 2 0 1 5）： P o s t - t r a u m a t i c  g r o w t h  

i n  s t o m a c h  c a n c e r  s u r v i v o r s  –  P r e v a l e n c e ,  c o r r e l a t e s  a n d  

r e l a t i o n s h i p  w i t h  h e a l t h - r e l a t e d  q u a l i t y  o f  l i f e， E u r  J  O n c o l  

N u r s， 1 9 ( 3 )， 2 3 0 - 2 3 6．  

S n y d e r  M a r i a h .（ 1 9 9 0）： I n d e p e n d e n t  N u r s i n g  I n t e r v e n t i o n s．

D e l m a r  P u b l i s h e r s．尾 崎 フ サ 子 ，早 川 和 生（ 1 9 9 6）： 看 護 独 自

の 介 入 ． 改 訳 新 版 ， メ デ ィ カ 出 版 ， 3 9 7 - 4 1 7．  

S t a m a t a k i  Z，  B u r d e n  S，  M o l a s s i o t i s  A .（ 2 0 11）：  We i g h t   

c h a n g e s  i n  o n c o l o g y  p a t i e n t s  d u r i n g  t h e  f i r s t  y e a r  a f t e r  

 d i a g n o s i s， 3 4 ( 5 )， 4 0 1 - 4 0 9．  

S t e i n  K D， S y r j a l a  K L， A n d r y k o w s k i  M A .（ 2 0 0 8）： P h y s i c a l  a n d  

p s y c h o l o g i c a l  l o n g - t e r m  a n d  l a t e  e f f e c t  o f  c a n c e r．11 2，2 5 7 7 -

2 5 9 2．  

S t r a u s s  A，  C o r b i n  J .（ 1 9 9 8  a）： B a s i c s  o f  q u a l i t a t i v e  r e s e a r c h．  

2 r d  e d． S a g e  P u b l i c a t i o n s． 操 華 子 ， 森 岡 崇 訳 （ 2 0 0 4）： 質 的  

研 究 の 基 礎 ， 第 2 版 ， 医 学 書 院 ， 2 0．  

S t r a u s s  A，  C o r b i n  J .（ 1 9 9 8  b）： B a s i c s  o f  q u a l i t a t i v e  r e s e a r c h．  

2 r d  e d． S a g e  P u b l i c a t i o n s． 操 華 子 ， 森 岡 崇 訳 （ 2 0 0 4）： 質 的  

研 究 の 基 礎 ， 第 2 版 ， 医 学 書 院 ， 3 5．  

S t r a u s s  A， C o r b i n  J .（ 1 9 9 8  c）： B a s i c s  o f  q u a l i t a t i v e  r e s e a r c h． 

2 r d  e d． S a g e  P u b l i c a t i o n s． 操 華 子 ， 森 岡 崇 訳 （ 2 0 0 4）： 質 的  

研 究 の 基 礎 ， 第 2 版 ， 医 学 書 院 ， 1 7 9 - 2 0 3．  

S t r a u s s  A， C o r b i n  J .（ 1 9 9 8  d）： B a s i c s  o f  q u a l i t a t i v e  r e s e a r c h． 

2 r d  e d． S a g e  P u b l i c a t i o n s． 操 華 子 ， 森 岡 崇 訳 （ 2 0 0 4）： 質 的

研 究 の 基 礎 ， 第 2 版 ， 医 学 書 院 ， 2 0 5 - 2 2 5．  

S t r a u s s  A， C o r b i n  J .  1 9 9 8  e）： B a s i c s  o f  q u a l i t a t i v e  r e s e a r c h  

2 r d  e d． S a g e  P u b l i c a t i o n s．  

末 武 千 香 ， 矢 吹 浩 子 （ 2 0 1 4）： 胃 切 除 術 後 患 者 ， N u t r i t i o n  C a r e，  

    7 ( 9 )， 4 3 - 4 9．  

砂 賀 道 子 ， 二 渡 玉 江 （ 2 0 1 3）： が ん サ バ イ バ ー シ ッ プ に お け る 回 復  

期 に あ る 乳 が ん サ バ イ バ ー の が ん と 共 に 生 き る プ ロ セ ス ，

K i t a k a n t o  M e d  J， 6 3， 3 4 5 - 3 5 5．  

高 橋 晴 美 ，小 松 浩 子（ 1 9 9 8）：胃 切 除 術 を 受 け 身 体 症 状 を も つ 胃 が ん

患 者 の 退 院 後 に お け る 適 応 の 状 態 ， 日 本 看 護 科 学 会 誌 ， 1 8 ( 4 )，
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1 8 4 - 1 8 5．  

高 橋 浩 ，井 田 政 則 ，西 松 能 子（ 2 0 11）：職 業 的 一 人 前 尺 度 の 開 発 と そ

の 信 頼 性 と 妥 当 性 の 検 討 ，立 正 大 学 心 理 学 研 究 年 報 ，2，8 1 - 9 6．  

高 島 尚 美 ， 村 田 洋 章 （ 2 0 1 3）： 胃 が ん で 手 術 を 受 け た 患 者 の 術 2 か

月 後 ま で の Q O L の 量 的・質 的 評 価 に 関 す る 研 究 ，慈 恵 医 大 誌 ，

1 2 8， 2 5 - 3 4．  

高 島 尚 美 ，村 田 洋 章 ，渡 邊 知 映 ，ほ か（ 2 0 1 2）：胃 癌 胃 切 除 周 術 期 の

心 理 的 要 因 の 変 動 と 生 活 状 況・Q O L と の 関 連 ，消 化 器 心 身 医 学 ，

1 9 ( 1 )， 1 4 - 2 0．  

高 島 尚 美 ，村 田 洋 章 ，渡 邊 知 映（ 2 0 1 0）：在 院 日 数 短 縮 に 伴 う 消 化 器

外 科 系 外 来 に お け る 周 手 術 期 の 現 状 と 課 題 ，慈 恵 医 大 誌 ，1 2 5，

2 3 1 - 2 3 8．  

高 島 尚 美 ，五 木 田 和 枝（ 2 0 0 9）：在 院 日 数 短 縮 に 伴 う 消 化 器 外 科 系 病

棟 に お け る 周 手 術 期 看 護 の 現 状 と 課 題 ， 日 本 ク リ テ ィ カ ル ケ ア

看 会 誌 ， 5， 6 0 - 6 8．  

高 橋 都（ 2 0 1 3  a）：が ん サ バ イ バ ー シ ッ プ と は 何 か ，予 防 医 学 ，5 5，

11 7 - 1 2 1．  

高 橋 都（ 2 0 1 3  b）：が ん サ バ イ バ ー シ ッ プ 研 究 と は 何 か ，日 本 医 事 新

報 ， 4 6 5 4， 3 0 - 3 3．  

高 橋 都（ 2 0 1 4）：が ん サ バ イ ー シ ッ プ － 歴 史 的 背 景 、研 究 ト ピ ッ ク 、

医 療 者 に よ る 支 援 の か た ち ， 乳 癌 の 臨 床 ， 2 9 ( 5 )， 4 5 1 - 4 5 8．  

玉 井 奈 緒 ，永 井 宅 和 ，真 田 弘 美（ 2 0 1 2）：胃 部 分 切 除 後 長 期 生 存 者 の

栄 養 状 態 に 関 す る 実 態 調 査 ， 看 護 実 践 学 会 誌 ， 2 4 ( 1 )， 2 1 - 3 0．  

田 中 登 美 ，梶 村 郁 子 ，林 田 裕 美 ，ほ か（ 2 0 1 2）：一 般 市 民 の が ん 医 療

と 看 護 に 対 す る 認 知 お よ び が ん 医 療 従 事 者 へ の 期 待 ， 大 阪 府 立

大 学 看 護 学 部 紀 要 ， 1 8 ( 1 )， 8 5 - 9 5．  

田 中 善 宏 ，吉 田 和 弘（ 2 0 1 2）：食 道・胃 疾 患 、食 道・胃 術 後 障 害 ，消

化 器 外 科 学 レ ビ ュ ー ， 2 5 - 3 0．  

塚 本 尚 子 ，松 本 由 香（ 2 0 1 2）：が ん 患 者 の 心 理 的 適 応 に 関 す る 研 究 の

動 向 と 今 後 の 展 望 ， 日 本 看 護 研 究 学 会 雑 誌 ， 3 5 ( 1 )， 1 5 9 - 1 6 6． 

寺 嶋 雅 史（ 1 9 9 4）：胃 全 摘 術 後 長 期 生 存 者 の 栄 養 評 価 ，日 本 消 化 器 外

科 学 会 雑 誌 ， 2 7  ( 7 )， 1 7 3 7 - 1 7 4 6．  

Ty r v a i n e n  T， S a n d  J， S i n t o n e n  H， e t  a l .，（ 2 0 0 8）： Q u a l i t y   

o f  l i f e  i n  t h e  l o n g - t e r m  s u r v i v o r s  a f t e r  t o t a l  g a s t r e c t o m y   

f o r  g a s t r i c  c a r c i n o m a， J o u r n a l  o f  S u r g i c a l  O n c o l o g y，  

9 7， 1 2 1 - 1 2 4．  

内 田 樹（ 2 0 0 4）：死 と 身 体  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 磁 場 ，医 学 書 院 ，

5 8 - 6 3．  

内 海 知 子 ，藤 野 文 代（ 2 0 11）：ス テ ー ジ Ⅰ で 手 術 を 受 け た 胃 が ん 体 験

者 が 病 気 を 受 け と め る プ ロ セ ス ， 日 本 が ん 看 護 学 会 誌 ， 2 5 ( 2 )，



- 130 - 
 

6 - 1 3．  

や ま だ よ う こ（ 2 0 0 0）：人 生 を 物 語 る こ と の 意 味  な ぜ ラ イ フ ス ト ー

リ ー は 研 究 か ， 教 育 心 理 学 年 報 ， 3 9， 1 4 6 - 1 6 1．  

山 口 隆 介 ，瀬 下 明 良 ，三 宅 邦 智 ，ほ か（ 2 0 1 4）：胃 切 除 後 の 体 成 分 の

変 化  -  幽 門 側 胃 切 除 と 胃 全 摘 を 比 較 し て ，東 京 女 子 医 科 大 学 雑

誌 ， 8 4， E 3 8 9 - 3 9 6．  

山 口 俊 晴 ，福 永 哲 ，比 嘉 直 樹 ，ほ か（ 2 0 0 8）：消 化 管 再 建 術 の 現 状 と

将 来 － 最 良 の 再 建 術 は 何 か ， 日 外 会 誌 ， 1 0 9 ( 5 )， 2 6 1 - 2 6 3．  

Ya m a m o t o  M， R a s h i d  O M，Wo n g  J，（ 2 0 1 5）：S u r g i c a l  m a n a g e m e n t  

o f  g a s t r i c  c a n c e r  -  t h e  E a s t  v s  We s t  p e r s p e c t i v e ， J  

G a s t r o i n t e s t  O n c o l， 6 ( 1 )， 7 9 - 8 8．  

山 本 則 子 ，萱 間 真 美 ，太 田 喜 久 子 ，ほ か（ 2 0 0 3）： グ ラ ウ ン デ ッ ド ・

セ オ リ ー 法 を 用 い た 看 護 研 究 の プ ロ セ ス ， 文 光 堂 ， 1 8．  

山 脇 京 子 ，藤 田 倫 子（ 2 0 0 6）：胃 が ん 手 術 体 験 者 の 職 場 復 帰 に 伴 う ス

ト レ ス と コ ー ピ ン グ ， 日 本 が ん 看 護 学 会 誌 ， 2 0 ( 1 )， 1 5 - 2 7．  

吉 村 弥 須 子 ，白 田 久 美 子 ，前 田 勇 子 ，ほ か（ 2 0 0 7）：幽 門 側 胃 切 除 術

後 再 建 術 式 別 の Q O L， 日 消 外 会 誌 ， 4 0 ( 2 )， 1 5 7 - 1 6 3．  

吉 村 弥 須 子 ，前 田 勇 子 ，白 田 久 美 子（ 2 0 0 5）：胃 が ん 術 後 患 者 の 食 生

活 お よ び 術 後 症 状 と 精 神 的 健 康 と の 関 連 か ら み た Q O L，日 本 看

護 科 学 会 誌 ， 2 5 ( 4 )， 5 2 - 6 0．  

v a n  L a a r h o v e n  H W，S c h i l d e r m a n  J，B l e i j e n b e r g  G，e t  a l .（ 2 0 11）：

C o p i n g ,  q u a l i t y  o f  l i f e ,  d e p r e s s i o n ,  a n d  h o p e l e s s n e s s  i n  

c a n c e r  p a t i e n t s  i n  a  c u r a t i v e  a n d  p a l l i a t i v e ,  e n d - o f - l i f e  c a r e  

s e t t i n g， C a n c e r  N u r s， 3 4 ( 4 )， 3 0 2 - 3 1 4．  

Vi v a r  C G， M c Q u e e n  A .（ 2 0 0 5）： I n t e g r a t i v e  l i t e r a t u r e  r e v i e w s  

 a n d  m e t a - a n a l y s e s  I n f o r m a t i o n a l  a n d  e m o t i o n a l  n e e d s  o f  

l o n g - t e r m  s u r v i v o r s  o f  b r e a s t  c a n c e r，  J  A N， 5 1 ( 5 )， 5 2 0 -

5 2 8．  

Wa i n w r i g h t  D， D o n o v a n L J， K a v a d a s  V， e t  a l .，（ 2 0 0 7）：  

R e m a p p i n g  t h e  b o d y  - L e a r n i n g  t o  e a t  a g a i n  a f t e r  s u r g e r y  

 f o r  e s o p h a g e a l  c a n c e r,  Q u a l i t a t i v e  H e a l t h  r e s e a r c h ,  1 7 ( 6 ) ,  

7 5 9 - 7 7 1．  

W h i t e  C A . （ 2 0 0 0 ）： B o d y  i m a g e  d i m e n s i o n s  a n d  c a n c e r  –  A 

h u r r i s t i c  c o g n i t i v e  b e h a v i o r a l  m o d e l， P s y c h - O n c o l o g y， 9，

1 8 3 - 1 9 2．  
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